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筑波大学情報学群 

知識情報・図書館学類 



シラバス更新情報 
 

 ここでは、「2018 年度 知識情報・図書館学類 開設授業科目シラバス」について、冊

子版からの更新情報を随時記録しています。 

 更新済みの最新版シラバスは http://klis.tsukuba.ac.jp/assets/files/syllabus.pdf に

掲載しています。 

 

＜2018 年 11 月 8 日＞ 

・知識情報システム主専攻 専門科目「Human-computer Interaction」（担当教員：サ

ーカー サヤン）追加 

 

＜2018 年７月１８日＞ 

・ｐ.218「テクニカルコミュニケーター専門課程に対応した開設科目一覧」 

 「TC 専門課程における分野」の「デザイン・表現設計」に対応する「知識情報・図書

館学類における開設科目」に「デジタルクリエイティブ基礎」（1 単位）を追加 

 

＜2018 年４月 11 日＞ 

・p.7「フレッシュマン・セミナー（1120302）」（担当教員：鈴木伸崇）備考欄： 

【誤】知識１クラス対象。→【正】知識 3 クラス対象。 

・「インターンシップ」実施日程追加：8/9-9/30 

 

＜2018 年４月６日＞ 

・「自然言語解析基礎」教室変更【旧】7A104→【新】7A205 

 

＜2018 年 3 月 20 日＞ 

・p.83 「ビジネスシステムデザイン A」初回講義【誤】4/13→【正】4/20 

 

＜2018 年 3 月 19 日＞ 

・p.65 「情報行動論」教科書・教材欄の記載事項変更 

http://klis.tsukuba.ac.jp/assets/files/syllabus.pdf
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2018年度時間割                                                    20181108版 
凡例: *卒業要件上の必修科目，†司書資格に関する必修科目，[]今年度開講せず，()教職に関する科目 

1年次      1 限 8:40～9:55，2限 10:10～11:25，3限 12:15～13:30，4限 13:45～15:00，5限 15:15～16:30，6 限 16:45～18:00 

 
月 火 水 木 金 

春 
II 

秋 春 
II 

秋 春 
II 

秋 春 
II 

秋 春 
II 

秋 
1 

 

 

 

 
図書館概論† 

 
ユニオン 

 
情報社会と 
法制度 
ユニオン 

 
情報数学* 

 
7A205 

基礎数学 A 
 

7A205 

統計* 
 

7A205 

情報基礎実習
-1*† 
7C102 

プログラミン
グ演習 I -1* 

7C102 

プログラミン
グ演習 II-1* 

7C102 

情報基礎実習
-2*† 
7C102 

プログラミ
ング演習 I-2* 

7C102 

プログラミン
グ演習 II-2* 

7C102 2   

3 第 2外国語* 
（天王台） 

 
第 2外国語* 
（天王台） 

 

知識情報 
概論* 
7A205 

 
哲学* 

 
7A205 

 
フレセミ* 情報リテラシ実習* 

第 2外国語* 
（天王台） 

 
 

 
第 2外国語* 
（天王台） 

体育* 
（天王台） 

情報リ

テ…* 

体育* 
（天王台） 

 

4 第 1外国語* 
（天王台） 

 
第 1外国語* 
（天王台） 

 
 

第 1外国語* 
（天王台） 

 
 

 
第 1外国語* 
（天王台） 

   

5     情報基礎*† 
 

7A205 
 

情報システム
概説 
7A205 

 
    

第 1外国語* 
（天王台） 

 
 

 
第 1外国語* 
（天王台） 

6 （教職論 I）  （教職論 II）  （教職論 I）  （教職論 II）     

教職科目は以下のように履修することを想定しています. 日本国憲法を除いて下記以外のクラスも履修できます. 

 教職論 I/II 9803 221(春 AB月 6)・9803 321(秋 AB月 6) | 9803 211(春 AB木 6)・9803 311(秋 AB木 6) 

 教育心理学 I～III 1・2クラス 9103 111(春 AB金 2)・9103 211(秋 AB金 2)・9103 311(秋 C金 23)   

                   3・4クラス 9104 111 (春 AB木 2)・9104 211 (秋 AB木 2)・9104 311(秋 C木 12) | 9104 121(春 AB木 2)・9104 221(秋 AB木 2)・9104 321(秋 C木 12) 

 集中: 日本国憲法 BB00 501(夏季休業中), 介護等体験の意義 9004 001(春季休業中), 

教育心理学 I～III 9105 121(夏季休業中)・9105 221(春 C)・9105 321(秋 C) | 9107 121(春 B 6/9,10)・9107 221(秋 A集中 10/13,14)・9107 321(秋 B 12/1,2) 

 社会科免許希望者 欧米研究概論（比文; 秋 ABC金 6） 

 
2年次 

 
月 火 水 木 金 

春 
II 
秋 

秋 春 
II 

秋 春 
II 

秋 春 
II 

秋 春 
II 

秋 
1 

 

 

 

 
知識情報演習

I-1*† 
7C102 

知識情報演習
II-1*† 

7A102,7C102 

知識情報演習
III-1*† 

7C102 

知識情報演習
I-2*† 

7C102 

知識情報演習
II-2*† 

7A102,7C102 

知識情報演習
III-2*† 

7C102 

(専門英語基礎演習)  
 

経営・組織論 

 
7A205  

 

 
質的調査法 

 
7A205 

 

2   
体育* 

（天王台） 
 

体育* 
（天王台） 

 

3 知識資源 
組織化論† 

7A205 
 

コンピュータ
システムと 
ネットワーク 

7A205 

多変量
解析 
7A205 

メディア 
社会学 
ユニオン 

 知的財産概論 
 

ユニオン 
 

専門英語 A-1/A-3* 基礎数学 B 
 

7A104 
   

多変量
解析 
7A205  

情報探索論† 
 

ユニオン 
  情報行

動論 
 

7A205 

4 知識発

見基礎 
専門英語 A-2/A-4* 

5 
  

生涯学習と 
図書館† 
ユニオン 

[公共
経済
学] 

専門英語基礎演習* 専門英語基礎演習* 
自然言語解析

基礎 
7A205 

   
データベース

概説 
7A205 

 
量的調査法 

 
7A205 

[公共
経済
学] 

 
知識発
見基礎
7A205 

テクスト解釈
-1,-3 

7A208,7A204 6  
知識発

見基礎 
  

本年度開講せず：公共経済学 

教職科目は以下のように履修することを想定しています. 下記以外のクラスも履修できます. 

 道徳教育 I/II 9303 001(春 AB月 6)・9303 011(秋 AB月 6) | 集中     特別活動 9703 001(秋 C月 56)  

 集中：教育基礎学 I～III 9201 011(春学期)・9201 021(秋学期)・9201 031(秋学期) | 9204 001(春 AB 5/19,26)・9204 011(春 B 6/23,30)・9204 021(春学期) 

| 9207 001(秋学期)・9207 011(秋学期)・9207 021(春季休業中) 

道徳教育 I/II 9302 001(春学期)・9302 011(秋学期) | 9305 001(春学期)・9305 011（秋学期） 

特別活動 9705 001(秋学期) 

社会科免許希望者 日本の歴史概論(日日; 秋 ABC木 1) 

情報科免許希望者 情報と職業(春 AB月 5) 

総合科目 II* 
（天王台） 

 

総合科目 II* 
（天王台） 

 

総合科目 II* 
（天王台） 

 

総合科目 II* 
（天王台） 
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3・4年次 

 
月 火 水 木 金 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

1 情報サービス

経営論† 

 

マークアップ

言語 

 
コレクション

とアクセス† 
 

情報評価 

 

学習指導と学校

図書館 

学術情

報基盤

論 

学校図書館メデ

ィアの構成 

マルチメディア

システム 

図書館論 

知識構

造化法 

Webプログラミ

ング 
 

ソーシャルメデ

ィア分析 

テキスト処理 

映像メディア論 

 

知識コミュニケ

ーション 

 

知識資源の分析 

 

メディア社会文

化論 

 

アーカイブズの

利用 

 

情報検索システ

ム 

 

[教育文化政策] 

学術情

報基盤

論 

データ構造とア

ルゴリズム 

 

図書館文化史論 

知識構

造化法 

2 

3 

サイエンスコ

ミュニケーシ

ョン 

 

 
Human-

comput

er 

Intera

ction 

知識論 

情報サービスシ

ステム 

日本図書学 

メディ

アアー

ト 

情報メディアの

活用 

 

ソフトウェア工

学 

 

知識情報特論 I* 
 

知識情報特論

II*  

[レファレンス

サイエンス] 

ディジタルドキ

ュメント 

アーカイブズの

構築 

 

データマイニン

グ 

ディジタルライ

ブラリ 

メディア教育の

実践と評価 

Human-

comput

er 

Intera

ction 

[学術メディア

論] 

データ表現と処

理 

情報法 

メディ

アアー

ト 

コミュニティ情

報論 

クラウドコンピ

ューティング 

情報サービス構

成論† 

 

4 専門英語 B* 専門英語 C* 

  

体験型システム開発A 

ビジネスシステム･･･A 

体験型システム開発B 

ビジネスシステム･･･B 

5 

主専攻実習* 

プログ

ラミン

グ演習

II-3 

主専攻実習*  

テクニカルコミ

ュニケーション 

 

情報デザインと

インタフェース 

 

データベース技

術 

 

学校図書館論 

   図書館建築論  

生命情報学 

 

ヒューマンイン

タフェース 

プログ

ラミン

グ演習

II-3 

知識形成論 

 

知的財産権論 A 
 

読書と豊かな人

間性†  

パブリックガバ

ナンス†  

6 体験型システム開発A 

ビジネスシステム･･･A 

体験型システム開発B 

ビジネスシステム･･･B 

月火水の 1・2 限に開講する科目（マークアップ言語を除く）と学術情報基盤論・知識構造化法は, 各科目の受講上限を超過しない範囲で 早期卒業を目指す 2 年生の履修を認めます. 

金曜日の 5・6限に開講する科目は，各科目の受講上限を超過しない範囲で「ビジネスシステムデザイン A,B」「体験型システム開発 A,B」を履修予定の 2年生の履修を認めます． 

集中：経営情報システム論（5/26,6/9,23,7/7），知的探求の世界 I（通年）, 知的探求の世界 II（春学期＋秋 A）, インターンシップ（夏季休業中）, 国際インターンシップ（通年） 

ビジネスシステムデザイン A（春 AB水 34金 56＋春 C集中[7/23～30]） 

本年度開講せず：レファレンスサイエンス, 学術メディア論, 教育文化政策 

2019年度開講せず：知識資源の分析, 教育文化政策, データマイニング 

教職科目は以下のように履修することを想定しています. 下記以外のクラスも履修できます.  

教育内容・方法論 I 9604 121(秋 AB水 5) | 9604 301(秋 AB水 6) | 9604 401(春 AB水 6) 

教育内容・方法論 II 9605 211(春 AB木 6) | 集中 

生徒指導・教育相談 I 9801 421(春 AB火 5) | 9801 451(春 AB火 1) | 集中 

生徒指導・教育相談 II 9801 521(秋 AB火 5) | 9801 551(秋 AB火 1) | 集中 

生徒指導・教育相談 III 9801 621(秋 C火 56) | 9801 631(秋 AB火 6) | 9801 651(秋 C火 12) |集中 

障害児指導法 9606 111(春 AB火 6) | 9606 211(秋 AB金 6)  

集中: 教育内容・方法論 II 9605 111, 9605 311(夏季休業中 9/13,14) | 9605 321(春 B 6/23,24) 

進路指導 9802 111(秋学期) | 9802 211(秋 B 12/1,2) | 9802 321(秋 B 12/8,9) 

生徒指導・教育相談 I 9801 411(春学期) | 9801 441(春学期), 生徒指導・教育相談 II 9801 511(春学期) | 9801 541(春学期),  

生徒指導・教育相談 III 9801 611(春学期) | 9801 641(春学期) 

教職実践演習(中・高)  9806 001（隔年開講） 

他学類開設の教科に関する科目（必修）および教科指導法 

数学科     CG基礎(情報メディア創成学類; 秋 AB火 12), 教科指導法(春秋 ABC木 12, 集中) 

社会科     日本研究概論 I(比文; 春 ABC木 2), 日本研究概論 II(比文; 秋 ABC木 2), アジア研究概論 I(比文; 春 ABC金 2), 東洋の歴史と文化(日日; 春 ABC火 1) 

人文地理学(地球; 春 ABC火 1), 地誌学(地球; 秋 ABC火 1) 

社会科・公民科 教科指導法(春 AB水 12, 秋 AB水 1, 秋 C水 12, 集中) 

情報科     教科指導法(春秋 AB木 56, 集中) 
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学群関係　

曜日 曜日

月 月

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27

29 30 29 30 28 29 30 31 28 29 30 31 ※31日は金曜日の授業を実施

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 1 2 3

6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 春季スポーツ・デー5.12～5.13 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10

13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19 TOEFL ITP®テスト（学群3年次）5.19 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17 秋季スポーツ・デー11.17～11.18

20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24 ※20日は金曜日の授業を実施

27 28 29 30 31 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 推薦入試11.29-11.30

1 2 1 2 1 1

3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8

10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15

17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 春AＢモジュール期末試験6.26-7.2 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 冬季休業12.27-1.6

30 31 30 31

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 ※17日は月曜日の授業を実施 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26

29 30 31 29 30 31 27 28 29 30 31 27 28 29 30 31

1 2 3 4 1 2 3 4 春ABCモジュール期末試験8.1-8.7 1 2 1 2

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9

12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16

19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 24 25 26 27 28

1 1 1 2 1 2

2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 医学類卒業日3.8

9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23

23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 卒業式3.25

30 30 31 31
授業
日数 ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ 授業

日数 ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮
(注)

1 ．太字は、国民の祝日に関する法律による休日（振替え休日含む）を示す。（ただし、春分の日は予定である。） 5 ．11月2日（金）及び5日（月）は、大学行事（学園祭）による臨時休講日。
2 ．期末試験日は で示し、試験予備日を で示す。 6 ．11月28日(水)～11月30日（金）は推薦入試の関係で全日臨時休業とする。
3 ．休業及び休講日は で示す。 7 ．1月18日（金）及び1月21日(月)は大学入試センター試験の関係で全日臨時休業とする。
4 ．入学式・新入生オリエンテーション・卒業式は で示す。

金 火土 日 月 火 水 木 金 土 備考 日 月

平成３０年度学年暦カレンダー

春　学　期 秋　学　期
パターン１（A～Cモジュールを基本）
・A～Cモジュール15週授業+期末試験

パターン２（A,Bモジュールを基本）
・A,Bモジュール10週授業+期末試験
・Cモジュール5週授業

パターン１（A～Cモジュールを基本）
・A～Cモジュール15週授業+期末試験

パターン２（A,Bモジュールを基本）
・A,Bモジュール10週授業+期末試験
・Cモジュール5週授業

日 月 火 水 木 備考水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

６
月

12
月

４
月

春季休業4.1-4.5
入学式4.6
新入生オリエンテーション4.6-4.11
春学期授業開始4.12 10

月

９
月

５
月

11
月

春学期授業終了8.7
期末試験予備日8.8
夏季休業8.9-9.30８

月
２
月

７
月

１
月

卒業式9.25
秋学期入学式9.28

秋AＢモジュール期末試験
12.17、12.20-12.26

３
月

開学記念日 10.1
秋学期授業開始10.1
※9日は月曜日の授業を実施

秋ABCモジュール期末試験
2.4、2.8-2.14
秋学期授業終了2.14
期末試験予備日2.15
春季休業2.16-3.31

センター試験1.19-1.20
※15日は月曜日の授業を実施
※17日は金曜日の授業を実施
※23日は月曜日の授業を実施

筑波キャンパス電気設備点検
（全学停電）10月下旬（予定）

学園祭11.2-11.4

4



クラスタ別開設授業科目一覧 

5



6



学群共通科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GA10101 情報社会と法制度 1 2.0 1 秋AB 火1,2
ユニオ
ン講義

室
石井 夏生利

情報化社会における法制度や情報モラル向上に
必要な基礎知識を習得することを目指すため、
現行の我が国の法制度の基礎を学び、ネット
ワーク社会における法整備の現状について講義
する。

受講希望者は8/31ま
でに履修登録するこ
と. 期日までに履修
登録を行わなかった
者の追加履修は認め
ません. 履修者は180
名を上限とし、それ
を超えた場合には履
修調整を行います.

27

GA10201 知的財産概論 1 2.0 2 秋AB 火3,4
ユニオ
ン講義

室
村井 麻衣子

知的財産に関する法制度を主要な概念や法理に
基づいて学ぶ。著作権法、特許法を中心に、不
正競争防止法、商標法など、知的財産諸法につ
いての基礎的な知識を身につけ、知的財産法の
法技術的な特色を踏まえた上で、情報化社会に
おける望ましい制度のあり方について考察し、
情報の保護と利用についてのバランス感覚や、
問題解決能力を身につけることを目的とする。

47

GA11102
グローバルチャレンジ
演習

2 2.0
1 -
4

春C夏季
休業中

応談 情報学群長

情報学群が認定する海外研修プログラムへの参
加を通じてグローバルチャレンジを体験し、将
来の海外展開へのステップとする。

情報学群生に限る。
履修申請は所属学類
担当の支援室で受
付。成績はP/Fで評
価。
CDP

28

知識情報学への導入

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE10101 知識情報概論 1 2.0 1 春AB 火3,4 7A205 宇陀 則彦

図書館情報学から知識情報学へ展開する必然性
について説明したうえで、知識情報学を構成す
る主要な概念について解説する。

29

GE10201 哲学 1 2.0 1 秋AB 火3,4 7A205 横山 幹子

西洋哲学の歴史を概観し、哲学史に関する基礎
的な知識を習得することを目指す。論理学の基
本的な考え方にも触れる。そして、それらを学
ぶことを通して、「考えること」の意味と重要
性について考える契機を与える。

30

GE20101 情報システム概説 1 2.0 1 秋AB 火5,6 7A205 佐藤 哲司

情報化社会を迎えて,私たちは様々な形のコン
ピュータに取り囲まれている.本講義では,コン
ピュータの構成,コンピュータを接続するネッ
トワーク,様々な生活の場面で活用されている
社会情報システムを概観し,そこで実現されて
いる機能や役割を理解する.
情報システムを理解し説明するためには,様々
な専門用語を必要とすることから,個々の用語
について歴史的な経緯を含めて,それが示す概
念を理解することが必須となる.

2019年度以降開講せ
ず。
講義で使用するレ
ジュメは
http://www.slis.tsu
kuba.ac.jp/~satoh.t
etsuji.gf/index-
j.htmlからたどれる
ようにしますので各
自で所定の様式に印
刷して持参してくだ
さい。詳細は第1回に
説明します。

41

GE22001 図書館概論 1 2.0 1 春AB 火1,2 7A205 吉田 右子

図書館とは何かについて概説し、これからの図
書館の在り方を考える。図書館の歴史と現状、
機能と社会的意義、館種別図書館と利用者、図
書館職員、類縁機関と関係団体、図書館の課題
と展望等について幅広く学ぶ。

43

情報リテラシ

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

1120102
フレッシュマン・セミ
ナー

2 1.0 1 春AB 水3
7A203,
7A205

後藤 嘉宏

教室内外の活動を通して、大学と社会の関係や
大学における生活、学問に対する取り組み方な
どについて指導を行いつつ、教員と学生間及び
学生相互間のコミュニケーションを図る。

知識1クラス対象。4
クラス合同授業は
7A205 で実施。
CDP

25

1120202
フレッシュマン・セミ
ナー

2 1.0 1 春AB 水3
7A204,
7A205

逸村 裕

教室内外の活動を通して、大学と社会の関係や
大学における生活、学問に対する取り組み方な
どについて指導を行いつつ、教員と学生間及び
学生相互間のコミュニケーションを図る。

知識2クラス対象。4
クラス合同授業は
7A205 で実施。
CDP

25

1120302
フレッシュマン・セミ
ナー

2 1.0 1 春AB 水3
7A206,
7A205

鈴木 伸崇

教室内外の活動を通して、大学と社会の関係や
大学における生活、学問に対する取り組み方な
どについて指導を行いつつ、教員と学生間及び
学生相互間のコミュニケーションを図る。

知識3クラス対象。3
クラス合同授業は
7A205 で実施。
CDP

25

1120402
フレッシュマン・セミ
ナー

2 1.0 1 春AB 水3
7A207,
7A205

石井 夏生利

教室内外の活動を通して、大学と社会の関係や
大学における生活、学問に対する取り組み方な
どについて指導を行いつつ、教員と学生間及び
学生相互間のコミュニケーションを図る。

知識4クラス対象。4
クラス合同授業は
7A205 で実施。
CDP

25

1320013 情報リテラシ実習 3 1.0 1
春C

秋ABC

水・金
3

水3

7A203,
ユニオ
ン講義

室

後藤 嘉宏

レポートライティング、テクニカルライティン
グ、プレゼンテーション、ディベートなど、大
学生の3R'sに相当する基本的な知的生産技法を
少人数クラスで学ぶ。

知識学類生に限る。
知識1年1クラスと2年
次以上対象。初回は
ユニオン講義室に集
合。
CDP

26

1320023 情報リテラシ実習 3 1.0 1
春C

秋ABC

水・金
3

水3

7A204,
ユニオ
ン講義

室

逸村 裕

レポートライティング、テクニカルライティン
グ、プレゼンテーション、ディベートなど、大
学生の3R'sに相当する基本的な知的生産技法を
少人数クラスで学ぶ。

知識学類生に限る。
知識1年2クラス対
象。初回はユニオン
講義室に集合。
CDP

26

専門基礎科目
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科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

1320033 情報リテラシ実習 3 1.0 1
春C

秋ABC

水・金
3

水3

7A206,
ユニオ
ン講義

室

鈴木 伸崇

レポートライティング、テクニカルライティン
グ、プレゼンテーション、ディベートなど、大
学生の3R'sに相当する基本的な知的生産技法を
少人数クラスで学ぶ。

知識学類生に限る。
知識1年3クラス対
象。初回はユニオン
講義室に集合。
CDP

26

1320043 情報リテラシ実習 3 1.0 1
春C

秋ABC

水・金
3

水3

7A207,
ユニオ
ン講義

室

石井 夏生利

レポートライティング、テクニカルライティン
グ、プレゼンテーション、ディベートなど、大
学生の3R'sに相当する基本的な知的生産技法を
少人数クラスで学ぶ。

知識学類生に限る。
知識1年4クラス対
象。初回はユニオン
講義室に集合。
CDP

26

GE10301 情報基礎 1 2.0 1 春AB 火5,6 7A205 鈴木 伸崇

情報やデータの表現、メール、Web、インター
ネット接続などの仕組み、それらを実現するた
めに必要なコンピュータとネットワークに関連
した諸要素の原理を概説する。

31

GE10413 情報基礎実習-1 3 1.0 1 春AB 木1,2 7C102
逸村 裕,高久 雅
生

知的生産のための基礎技術を習得する。情報検
索、情報資源管理、文書作成、画像加工、表計
算、プレゼンテーション、Web ページ作成な
ど、調べ物をしてレポートを書いたり、発表し
たりするための技術を学ぶ。

知識1・2クラス対象

32

GE10423 情報基礎実習-2 3 1.0 1 春AB 金1,2 7C102
逸村 裕,高久 雅
生

知的生産のための基礎技術を習得する。情報検
索、情報資源管理、文書作成、画像加工、表計
算、プレゼンテーション、Web ページ作成な
ど、調べ物をしてレポートを書いたり、発表し
たりするための技術を学ぶ。

知識3・4クラス対象

33

プログラミング基礎

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE10612
プログラミング演習I-
1

2 2.0 1 春C秋A 木1,2 7C102
時井 真紀,松村
敦

コンピュータプログラミングの基礎を学習す
る。具体的にはプログラミング言語と幾つかの
基本的なアルゴリズム、処理の流れを習得する
演習を行う。最終的にはプログラムが自力で書
けることを目標にする。

知識1,2クラス対象
知識学類生に限る

34

GE10622
プログラミング演習I-
2

2 2.0 1 春C秋A 金1,2 7C102
時井 真紀,松村
敦

コンピュータプログラミングの基礎を学習す
る。具体的にはプログラミング言語と幾つかの
基本的なアルゴリズム、処理の流れを習得する
演習を行う。最終的にはプログラムが自力で書
けることを目標にする。

知識3,4クラス対象
知識学類生に限る

35

GE10712
プログラミング演習
II-1

2 2.0 1 秋BC 木1,2 7C102
真榮城 哲也,于
海涛

実践的プログラミング技術を身につける。ファ
イル入出力、テキストデータやマルチメディア
の処理など実データを扱うプログラムを作成す
る。最終的に問題解決手段としてのプログラム
能力を得ることを目標にする。

知識1,2クラス対象
知識学類生に限る

36

GE10722
プログラミング演習
II-2

2 2.0 1 秋BC 金1,2 7C102
真榮城 哲也,于
海涛

実践的プログラミング技術を身につける。ファ
イル入出力、テキストデータやマルチメディア
の処理など実データを扱うプログラムを作成す
る。最終的に問題解決手段としてのプログラム
能力を得ることを目標にする。

知識3,4クラス対象
知識学類生に限る

37

GE10732
プログラミング演習
II-3

2 2.0 1 春C
月・木
5,6

7C103 大澤 文人

実践的プログラミング技術を身につける。ファ
イル入出力、テキストデータやマルチメディア
の処理など実データを扱うプログラムを作成す
る。最終的に問題解決手段としてのプログラム
能力を得ることを目標にする。

知識3,4年生対象
知識学類生に限る
情報科免許希望者は
GE10712, GE10722を
履修すること。

38

数学

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE10801 情報数学 1 2.0 1 春AB 水1,2 7A205 若林 啓

情報学における数学的ツールとして、記号論
理、集合と写像、グラフとネットワーク、ベク
トルと行列、最適化数学をとりあげ、基礎的な
部分を講義する。

39

GE20201 基礎数学A 1 2.0 1 春C秋A 水1,2 7A205 佐藤 功

解析学の初歩を講義する。数学への興味が湧く
ように、公式の単純暗記による計算演習中心で
はなく、公式の導出過程や数学的な考え方に重
心を置いて講義する。

42

GE20301 基礎数学B 1 2.0 2 春AB 木3,4 7A104 森継 修一

線形代数学の初歩を講義する。内容は、連立一
次方程式、階数(ランク)、行列式、一次変換、
固有値と固有ベクトルなどである。

60

統計とその応用

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE10911 統計 1 2.0 1 秋BC 水1,2 7A205 松本 紳

数理統計学の基礎を講義する。内容は、統計の
意味、代表値、確率、母集団と標本、正規分
布、統計的推定、仮説検定の考え方などであ
る。

40

GE20401 量的調査法 1 2.0 2 秋AB 木5,6 7A205 叶 少瑜

質問紙調査の企画、標本抽出の方法、調査票の
設計、調査の実施、作表とグラフ化、クロス集
計と仮説検定など、質問紙調査と分析のための
知識を講義する。

61

GE20511 多変量解析 1 2.0 2 秋C
月・木
3,4

7A205 大澤 文人

データ解析の基礎として、重回帰分析や主成分
分析、判別分析など基礎的な多変量解析手法を
演習付きで講義する。

知識学類生に限る

62
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知識情報演習

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE11012 知識情報演習I-1 2 2.0 2 春AB 火1,2 7C102
呑海 沙織,手塚
太郎

メタデータ(図書館目録、ダブリンコアなど)の
作成と検索システムの構築に関する演習を行
う。

知識1,2クラス対象。
履修希望者が75名を
超える場合は初回に
受講調整。

48

GE11022 知識情報演習I-2 2 2.0 2 春AB 水1,2 7C102
呑海 沙織,鈴木
伸崇

メタデータ(図書館目録、ダブリンコアなど)の
作成と検索システムの構築に関する演習を行
う。

知識3,4クラス対象。
履修希望者が75名を
超える場合は初回に
受講調整。

50

GE11112 知識情報演習II-1 2 2.0 2 春C秋A 火1,2
7A102,
7C102

原 淳之,芳鐘 冬
樹

情報や文献の探索に関する実践的演習を行うと
ともに、パスファインダーやサブジェクトゲー
トウェイなどを作成して探索方法を人に伝える
方法についても学ぶ。

知識1,2クラス対象。
履修希望者が75名を
超える場合は初回に
受講調整。

52

GE11122 知識情報演習II-2 2 2.0 2 春C秋A 水1,2
7A102,
7C102

原 淳之,上保 秀
夫

情報や文献の探索に関する実践的演習を行うと
ともに、パスファインダーやサブジェクトゲー
トウェイなどを作成して探索方法を人に伝える
方法についても学ぶ。

知識3,4クラス対象。
履修希望者が75名を
超える場合は初回に
受講調整。

53

GE11212 知識情報演習III-1 2 2.0 2 秋BC 火1,2 7C102
緑川 信之,上保
秀夫

前半は、分類法と索引法のツールおよび主題分
析の方法に関する演習を行う。後半は、情報検
索システムの処理過程を学習すると共に、情報
検索システムの構築に関する演習を行う。

知識1,2クラス対象。
履修希望者が75名を
超える場合は初回に
受講調整。

54

GE11222 知識情報演習III-2 2 2.0 2 秋BC 水1,2 7C102 池内 淳,于 海涛

前半は、分類法と索引法のツールおよび主題分
析の方法に関する演習を行う。後半は、情報検
索システムの処理過程を学習すると共に、情報
検索システムの構築に関する演習を行う。

知識3,4クラス対象。
履修希望者が75名を
超える場合は初回に
受講調整。

55

専門英語への導入

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE11512 専門英語A-1 2 1.5 2 通年 水3 7A103 長谷部 郁子

大学での学習に必要な英語の能力を作文力を中
心に発展させる。

授業初回当日中に希
望クラスを履修申請
すること。希望者が
35名を超えた場合は
受講調整することが
ある。

56

GE11522 専門英語A-2 2 1.5 2 通年 水4 7A103 長谷部 郁子

大学での学習に必要な英語の能力を作文力を中
心に発展させる。

授業初回当日中に希
望クラスを履修申請
すること。希望者が
35名を超えた場合は
受講調整することが
ある。

57

GE11532 専門英語A-3 2 1.5 2 通年 水3 7A104
ポーリー マー
ティン エドモン
ド

「一般学術目的の英語」(どの学問分野でも通
用する学術的英語)に重点を置き、学術研究の
場で英語が駆使できるようになることを目指し
て、それにふさわしい教養と言語技能を養う。

授業初回当日中に希
望クラスを履修申請
すること。希望者が
35名を超えた場合は
受講調整することが
ある。

58

GE11542 専門英語A-4 2 1.5 2 通年 水4 7A104
ポーリー マー
ティン エドモン
ド

「一般学術目的の英語」(どの学問分野でも通
用する学術的英語)に重点を置き、学術研究の
場で英語が駆使できるようになることを目指し
て、それにふさわしい教養と言語技能を養う。

授業初回当日中に希
望クラスを履修申請
すること。希望者が
35名を超えた場合は
受講調整することが
ある。

59

知識と人間

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE20601 情報探索論 1 2.0 2 春AB 金3,4
ユニオ
ン講義

室
辻 慶太

情報探索のための情報の蓄積・更新、情報探索
の基本的な方法・理論および情報探索のプロセ
スについて、利用者の探索行動の特性および情
報要求と関連づけながら学ぶ。

63

GE20701 質的調査法 1 2.0 2 秋AB 金1,2 7A205 照山 絢子

この授業では、社会学・文化人類学における質
的調査の柱であるエスノグラフィー(参与観察
とインタビュー)に焦点を当てて、そのさまざ
まなアプローチを概観する。質的調査に基づい
て書かれた文献に多く触れることで理論の応用
方法を学ぶ。

64

GE20801 情報行動論 1 2.0 2 秋C 金3-6 7A205 三輪 眞木子

情報の獲得と発信に関連する認知的、行動的、
社会的諸要素の理解と、情報獲得のための行動
様式等について学ぶ。

知識学類生に限る

65

GE20901 知識発見基礎論 1 2.0 2 春C
火4,6
金5,6

7A205 中山 伸一

ヒューリスティックスを利用して知識や問題を
発見する技法である創造性開発技法を実践的に
学ぶ。

66

知識とシステム

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE21001 知識資源組織化論 1 2.0 2 春AB 月3,4 7A205 緑川 信之

知識資源の効果的かつ効率的な利用を目的とし
て行われる、情報の分析、記述に基づく知識資
源の組織化に関する基本的な考え方を学ぶ。

67

GE21101 データベース概説 1 2.0 2 春AB 木5,6
7A205,
7C102,
7C103

手塚 太郎

データベース技術の基礎概念を学ぶ。具体的に
は、データベースの定義と種類、データモデリ
ングの考え方、リレーショナルモデルの基礎、
データベース管理システム(DBMS)の基本機能、
データベース設計と管理などを、講義と演習を
通じて学ぶ。

68

GE21201
コンピュータシステム
とネットワーク

1 2.0 2 秋AB 月3,4 7A205 阪口 哲男

コンピュータシステムとネットワークについて
の基本構成と動作原理を学ぶ。ハードウェア、
ソフトウェアの各構成要素、システム間のデー
タ送受の基本的な手順と通信規約の役割を概説
し、最後にコンピュータシステムとネットワー
クの組み合わせ事例を示す。

69
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科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE21301 自然言語解析基礎 1 2.0 2 春AB 水5,6 7A205 濱崎 雅弘

人間の日常言語の内容を計算機で解析する自然
言語解析は、機械翻訳、Web 検索、対話システ
ム、質問応答、音声認識、仮名漢字変換などで
実用的な成果をあげている。本講義は、自然言
語処理の概要、形態素解析、言語モデル、構文
解析、意味解析など自然言語解析の基礎理論を
幅広く講義する。

70

知識と社会

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE21401 メディア社会学 1 2.0 2 春AB 火3,4
ユニオ
ン講義

室
後藤 嘉宏

メディア研究、知識情報学の基礎としての社会
学を学ぶ。哲学の一分野として出発した社会学
が、社会調査等で日常生活の具体像に向き合う
のはなぜか、その問題意識や方法を考察する。
具体的には、ウェーバー社会学の方法を学び、
人々の意識や行動を捉える社会調査が、どのよ
うに人々の意味世界に迫るか論じる。

GC20101と同一。
創成学類生は
GC20101,それ以外の
学生はGE21401を履修
すること 71

GE21601 公共経済学 1 2.0 2

本講義は、1)経済学の概要、2)ミクロ経済学の
基本的な概念、3)公共経済学の3部構成です。
1)では、経済学の学説史的系譜を学習し、経済
学の現在的意義を理解します。2)では、消費者
の理論・生産者の理論・市場均衡・余剰分析と
いったミクロ経済学の基礎的概念について講義
と演習を行います。3)では、市場が失敗する諸
条件と、その対処法について解説します。

2018年度開講せず。

72

GE21701 生涯学習と図書館 1 2.0 2 秋AB 月5,6
ユニオ
ン講義

室
溝上 智惠子

生涯学習の意義、関連法と社会教育行政、生涯
学習施設の運営、他機関との連携、海外の生涯
学習の動向について概説する。図書館における
生涯学習の支援の在り方について、国内と海外
の事例を幅広く学ぶ。

73

GE22101 経営・組織論 1 2.0 2 春AB 金1,2 7A205 大庭 一郎

この講義では,図書館の経営や情報システムの
構築に必要な,経営概念,経営管理,意思決定,組
織,人間行動等についての基礎を概説する。経
営管理機能は,一般に人々が共通の目標を達成
するために協同で活動する場合に,常に存在す
る機能である。そこで,この講義では,経営管理
一般についての入門的解説に重点を置いて講義
を展開し,あわせて,経営管理論の視点から図書
館や情報システムのとらえ方について解説す
る。

2015年度までの
GE21501「経営・組織
論」を修得済みの者
は履修不可

74

メディアの理解

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE21812 テクスト解釈-1 2 2.0 2 秋AB 金5,6 7A208 白井 哲哉

主に江戸時代の古文書を対象に、テクストの音
読・翻刻・解釈の技術に関する基礎的なトレー
ニングを行い、紙媒体文字メディアの調査研究
の方法を理解する。

76

GE21832 テクスト解釈-3 2 2.0 2 秋AB 金5,6 7A103 綿抜 豊昭

テクストの解釈を通じて、言語および意味の視
点から、メディアの読解に関する基礎的なト
レーニングを行う。

77

知的探求の世界

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE31013 知的探求の世界I-1 3 1.5 2

社会心理学・メディア心理学というアプローチ
から,関連基礎理論を習得し,実際に収集した
データを用いて分析し,多種多様なメディア使
用の影響に関する理解を深めることを目的とす
る。また,卒業研究などで求められる仮説を立
て,検証する能力も本授業を通して身につける
ことが期待できる。

西暦奇数年度開講。
2018年度開講せず。

175

GE31023 知的探求の世界I-2 3 1.5 2 通年 応談 佐藤 哲司

現実世界にある『ビッグデータ』から知識を発
見するための手法を実践的に学びます。ツイッ
ターやレシピサイトなどのデータに限らず、近
年では、行政機関などを中心に様々なデータを
公開・相互に関連づけて活用するLOD(Linked
Open Data)も盛んに取り組まれてきています。
これらの『データ』を対象に、データの中に潜
んでいる規則や体系などを知識として抽出する
のに必要となる技術を習得することができま
す。また、卒業研究などで求められる仮説・検
証のプロセスを実践しながら身につけることが
できます。

データ分析分野を中
心に利用が広まって
いるPythonの修得を
目指します.言語は問
いませんが、ある程
度のプログラミング
経験がある、あるい
はプログラミングが
好きであることが求
められます。受講者
のスキルと意欲に基
づいて、個別に課題
を設定し、取り組ん
でいただきます。春
学期の履修申請締め
切り日までに余裕を
残して担当教員に
メールで連絡するこ
と。受講意思・意欲
の確認、演習環境の
説明、スケジュール
調整などを行い,履修
の可否を判断しま
す。

176
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科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE31053 知的探求の世界I-5 3 1.5 2 通年 応談 阪口 哲男

【ソースコード講読1】
ソースコードが公開されているソフトウェア

の読み解きを通じて、そこに使われている諸技
術や様々なノウハウ、慣習などについて学ぶ。
また、簡単なプログラム例を作成することで、
それらについての理解を深める。

西暦偶数年度開講。

178

GE32013 知的探求の世界II-1 3 1.0 3 春ABC秋A 応談 叶 少瑜

心理学研究法の習得とともに,社会心理学・メ
ディア心理学に関する国内外の研究をレビュー
し,実際にデータ収集を通じて分析し,多種多様
なメディア使用の影響に関する理解を深めるこ
とを目的とする。また,卒業研究などで求めら
れる仮説を立て,検証する能力も本授業を通し
て身につけることが期待できる。

西暦偶数年度開講。

179

GE32023 知的探求の世界II-2 3 1.0 3 春ABC秋A 応談 佐藤 哲司

現実世界にある『ビッグデータ』から知識を発
見するための手法を実践的に学びます。ツイッ
ターやレシピサイトなどのデータに限らず、近
年では、行政機関などを中心に様々なデータを
公開・相互に関連づけて活用するLOD(Linked
Open Data)も盛んに取り組まれてきています。
これらの『データ』を対象に、データの中に潜
んでいる規則や体系などを知識として抽出する
のに必要となる技術を習得することができま
す。また、卒業研究などで求められる仮説・検
証のプロセスを実践しながら身につけることが
できます。

本科目は,「知的探求
の世界I-2」からの継
続、あるいは、相当
程度にプログラミン
グ経験がある3年次以
降の学生を対象とし
ています。今年度か
らデータ分析分野を
中心に利用が広まっ
ているPythonの修得
を目指します.受講者
のスキルと意欲に基
づいて、個別に課題
を設定し、取り組ん
でいただきます。春
学期の履修申請締め
切り日までに余裕を
残して担当教員に
メールで連絡するこ
と。受講意思・意欲
の確認、演習環境の
説明、スケジュール
調整などを行い,履修
の可否を判断しま
す。

180

GE32053 知的探求の世界II-5 3 1.0 3

【ソースコード講読2】
ソースコードが公開されているソフトウェア

の読み解きを通じて、そこに使われている諸技
術や様々なノウハウ、慣習などについて学ぶ。
また、簡単なプログラム例を作成することで、
それらについての理解を深める。

西暦奇数年度開講。
2018年度開講せず。

182
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学群共通科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GA40103 体験型システム開発A 3 3.0 3・4 春ABC
水3,4
金5,6

歳森 敦

現在のモノづくりの基礎を担っている組み込み
技術を、実際の課題に基づく課題解決型学習に
よって実践的に習得することを目指す。

情報学群 組み込み技
術キャンパスOJT受講
者対象科目。

81

GA40203 体験型システム開発B 3 3.0 3・4 秋ABC
水3,4
金5,6

歳森 敦

現在のモノづくりの基礎を担っている組み込み
技術を、実際の課題に基づく課題解決型学習に
よって実践的に習得することを目指す。

情報学群 組み込み技
術キャンパスOJT受講
者対象科目。

82

GA40303
ビジネスシステムデザ
インA

3 3.0 3・4
春C

春ABC
春ABC

集中
水3,4
金5,6

渡辺 知恵美,早
瀬 康裕,河辺
徹,三末 和男

ネットワークサービスの基盤となる技術につい
てオムニバス形式で幅広く学ぶ.そのうえで,高
度なICTを基礎とした諸問題の解決を目指して
正しく問題設定を行い,その問題解決のための
研究開発プロジェクトの自主的な企画・運営を
行うための基礎的能力を実践的に修得する.

enPiT関連科目. 機材
の関係で履修を制限
することがある
7/23-7/30

83

GA40403
ビジネスシステムデザ
インB

3 3.0 3・4 秋ABC
水3,4
金5,6

渡辺 知恵美,早
瀬 康裕,河辺
徹,三末 和男

高度なICTを基礎とした諸問題の解決を目指し
て正しく問題設定を行い,その問題解決のため
の研究開発プロジェクトの自主的な企画・運営
を行うための基礎的能力を実践的に修得する.

enPiT関連科目. 機材
の関係で履修を制限
することがある

85

司書教諭科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE40201 学習指導と学校図書館 1 2.0 3 春AB 火1,2 7A104 平久江 祐司

学校図書館と学校図書館メディアを効果的に活
用する学習指導計画の立案、実施、評価、及び
教師や児童・生徒に対する支援の在り方等の基
本的事項について解説し、学校図書館における
情報リテラシー育成等のための学習指導の在り
方等について理解を図る。

履修希望者が100名を
超える場合は初回に
受講調整。

89

GE40301
学校図書館メディアの
構成

1 2.0 3 秋AB 火1,2 7A103 三波 千穂美

学校図書館メディアおよび専門職としての司書
教諭を理解し、学校図書館メディアを用いた学
校教育活動の支援に関する認識を深め、多様な
メディアを扱うことを可能とする、実際的な知
識と技術を学ぶ。

履修希望者が100名を
超える場合は初回に
受講調整。 90

GE40401 読書と豊かな人間性 1 2.0 3 春AB 金5,6 7A205 鈴木 佳苗

児童・生徒の読書の現状や読書の影響について
理解し、発達段階に即した読書教育の理念と方
法について学ぶ。

履修希望者が100名を
超える場合は、初回
に受講調整。初回の
授業を欠席する場合
は、事前に必ず連絡
してください(受講調
整を行う場合には、
初回の欠席の連絡が
ないと履修できない
可能性があります)。

91

GE40501 情報メディアの活用 1 2.0 3 秋AB 火3,4 7A104 大澤 文人

活字メディア、視聴覚メディア、教育用ソフト
ウェア、ネットワーク上の情報資源等多様な情
報メディアの特性を踏まえて、それらを教育現
場で活用していく方法について学ぶ。

履修希望者が100名を
超える場合は初回に
受講調整 93

インターンシップ

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE40603 インターンシップ 3 2.0 3
夏季休業

中
集中 学外

吉田 右子,平久
江 祐司,大澤 文
人,鈴木 佳苗

図書館や企業などの職場における就業経験を通
して、知識や情報と職業の関わり、知識や情報
に関わる職業人としてのあり方を理解する。知
識や情報と社会の関係、情報化、情報倫理、情
報技術に加え、職業倫理、職業観、勤労観など
を、職場での体験から学ぶ。

知識学類生に限る
8/9-9/30

CDP
受講生は学研災付帯
賠AコースまたはB
コースへの加入必須.

94

GE40703 国際インターンシップ 3 2.0 3・4 通年 応談 学外
上保 秀夫,手塚
太郎,原 淳之,照
山 絢子

海外の図書館や情報センターにおいて、図書
館・情報業務を経験する。

知識学類生に限る
CDP 95

専門科目（共通）

12



研究と英語

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE50712 専門英語B-1 2 1.0 3 春AB 月4 7A103 芳鐘 冬樹

専門科目や卒業研究に必要な英語読解力を専門
書の講読等を通じて習得する。
図書館情報学分野の英語で書かれた学術雑誌の
論文を教材として用いる。学術論文は特有の構
成を持つ文章であるので,まずそれを踏まえた
理解の方法について解説する。
授業は,毎回,各自,指定された論文を読み,担当
者が内容を発表する輪読形式をとる。英語の文
章を漫然と読んで「頭の中で分かったつもりに
なるだけ」ということにならないよう,読んだ
内容を論理的に整理して「日本語でまとめる
(逐語訳である必要はない)」練習と,それを他
者に説明する練習を行う。
授業の理解度の確認のため,数回簡単な小テス
トを実施する。

知識科学主専攻生対
象.

96

GE50722 専門英語B-2 2 1.0 3 春AB 月4 7A102
バールィシェフ
エドワルド

専門科目や卒業研究に必要な英語読解力を専門
書の講読等を通じて習得する。

知識情報システム主
専攻生対象. 97

GE50732 専門英語B-3 2 1.0 3 春AB 月4 7A104 辻 泰明

専門科目に必要な中級レベルの英語読解力やヒ
アリング能力を映専門書の講読や映像資料の視
聴等を通じて習得する。

情報資源経営主専攻
生対象. 98

GE50812 専門英語C-1 2 1.0 3 秋AB 月4 7A103 于 海涛

学術論文の読解,ならび英語による発表を視聴
することで,英語による読解力とプレゼンテー
ションスキルを習得する方法を学ぶ。

知識科学主専攻生対
象. 99

GE50822 専門英語C-2 2 1.0 3 秋AB 月4 7A102 松村 敦
専門科目や卒業研究に必要な英語読解力を専門
書の講読等を通じて習得する。

知識情報システム主
専攻生対象. 100

GE50832 専門英語C-3 2 1.0 3 秋AB 月4 7A104 辻 泰明

専門科目や卒業研究に必要な英語読解力やヒア
リング能力を映像コンテンツ分析に関する専門
書の講読や映像資料の視聴等を通じて習得す
る。

情報資源経営主専攻
生対象.

101

その他の学類共通専門科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE41001 知識情報学特別講義I 1 1.0 3・4
2018年度開講せず。 -

GE41101 知識情報学特別講義II 1 1.0 3・4
2018年度開講せず。

-

13



卒業研究

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE50301 知識情報特論I 1 1.0 4 春AB 水3
ユニオ
ン講義

室

知識学類4年次担
任

学類4年次の学生を対象に、統一されたテーマ
の下、研究・開発の先端的トピックを複数の講
師(学類担当教員、他学類担当教員、学外研究
者等)が交替で論じる。テーマは年度ごとに設
定する。

西暦偶数年度開講。
知識学類生に限る
CDP 102

GE50401 知識情報特論II 1 1.0 4 秋AB 水3 7A205
知識学類4年次担
任

学類4年次の学生を対象に、統一されたテーマ
の下、研究・開発の先端的トピックを複数の講
師(学類担当教員、他学類担当教員、学外研究
者等)が交替で論じる。テーマは年度ごとに設
定する。

西暦偶数年度開講。
知識学類生に限る
CDP 103

GE50501 知識情報特論III 1 1.0 4

学類4年次の学生を対象に、統一されたテーマ
の下、研究・開発の先端的トピックを複数の講
師(学類担当教員、他学類担当教員、学外研究
者等)が交替で論じる。テーマは年度ごとに設
定する。

西暦奇数年度開講。
知識学類生に限る
CDP -

GE50601 知識情報特論IV 1 1.0 4

学類4年次の学生を対象に、統一されたテーマ
の下、研究・開発の先端的トピックを複数の講
師(学類担当教員、他学類担当教員、学外研究
者等)が交替で論じる。テーマは年度ごとに設
定する。

西暦奇数年度開講。
知識学類生に限る
CDP -

GE51018 卒業研究 8 6.0 4 通年 随時
知識情報・図書
館学類担当教員

知識学類生に限る
104

GE51028 卒業研究 8 6.0 4 春ABC 随時
知識情報・図書
館学類担当教員

指導教員から指示さ
れた該当者は支援室
窓口で履修申請する
こと。
知識学類生に限る

-

GE51038 卒業研究 8 6.0 4 秋ABC 随時
知識情報・図書
館学類担当教員

指導教員から指示さ
れた該当者は支援室
窓口で履修申請する
こと。
知識学類生に限る

-
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主専攻実習

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE60103 知識科学実習 3 2.0 3 春AB秋AB 月5,6
7A208,
7C103

知識科学主専攻
担当教員

本実習の目的は、知識科学主専攻を構成する各
領域の研究方法や技術を経験して主専攻分野の
総合的な理解に結びつけることである。学期毎
に3-4回程度の小テーマを複数設定し、主とし
てグループワーク(内容に応じて個人作業)で実
習をすすめる。

107

専門情報

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE60201
テクニカルコミュニ
ケーション

1 2.0 3・4 春AB 火5,6
7C102,
7A105

三波 千穂美,平
湯 あつし

専門情報を正確にわかりやすく伝えることを意
図した、文書の企画・構成・表現設計等に必要
とされる知識・技術・考え方を、マニュアル制
作などを題材に学ぶ。また、実際の専門職とし
てのテクニカルコミュニケーターの業務や活動
を演習を通して学ぶ。

履修希望者が75名を
超える場合は初回に
受講調整。

108

GE61701
サイエンスコミュニ
ケーション

1 1.0 3・4 春AB 月3 7A203 三波 千穂美

サイエンスコミュニケーションの背景、変遷、
現状を紹介する。同時に、「論理」、「質疑応
答」、「聞く力」、「議論」などに関する演習
を通じて、コミュニケーション能力の獲得を目
指す。

119

知識共有

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE60501 知識論 1 2.0 3・4 春AB 火3,4 7A104 横山 幹子

知識の哲学の観点から、「知識」についての問
題を取り扱う。知識の哲学における「知識」の
とらえ方の歴史を踏まえた上で、「知識」につ
いての現代の多様な考え方の一部を紹介する。

109

GE60601 知識形成論 1 2.0 3・4 秋AB 木5,6
ユニオ
ン講義

室
辻 慶太

社会における知識の形成に寄与し,またテキス
トの形で表現・形成された知識そのものと言え
る辞書的な言語資源,即ち百科事典,国語辞書,
専門用語辞書,シソーラス,オントロジー等につ
いて,その歴史や現状,意義や問題点,作成方法
などを学習する。

110

GE60701
レファレンスサイエン
ス

1 2.0 3・4

This course is concerned with the
phenomenon of information guiding. Guiding
is a common form of knowledge sharing that
can be found in our every-day life. This
course studies the theories and
applications relevant to effective
information guiding.

英語で授業。
2018年度開講せず。
G科目

112

GE62101
知識コミュニケーショ
ン

1 2.0 3・4 春AB 木1,2 7A103 照山 絢子

前半においてはコミュニケーション学の理論的
な基礎を概観し、後半は各論としてさまざまな
角度からコミュニケーションの多様な形態と実
践について考えていく。

123

GE62201 メディア社会文化論 1 2.0 3・4 秋AB 木1,2 7A205 後藤 嘉宏

人間相互の結びつきを媒介するメディアが、
人々の結びつきのあり方と、人間の知覚、認
識、思考のあり方、さらには社会のあり方にど
のように関わり、メディアの展開が人間と社会
のあり方にどのような変容をもたらすかについ
て学ぶ。

124

知識行動

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE60801 学術メディア論 1 2.0 3・4

学術コミュニティを対象として、情報の生産・
流通・利用に関する学術情報流通モデル、学術
情報メディア等を総合的に学ぶ。

2018年度開講せず。

113

GE61001 コミュニティ情報論 1 2.0 3・4 秋AB 金3,4 7A104 歳森 敦

数量的なモデル・分析を通じて共同体における
知識・情報の利用とそれにもとづく様々な活動
について学ぶ。

114

GE61101 図書館建築論 1 2.0 3・4 秋AB 水5,6 7A205 益子 一彦

図書館の役割と社会的使命を考察する。具体的
には、図書館建築のサービス内容や利用者の行
動に与える影響およびそれらを踏まえた計画手
法を学ぶことにより、公共サービスの担い手で
ある職員が自発的に場の形成に取り組めるよう
にする。

115

GE62301
ソーシャルメディア分
析

1 2.0 3・4 秋AB 水1,2 7A101 叶 少瑜
ソーシャルメディアの概念と現状,その使用に
よる影響・分析手法などについて論じる。 126

専門科目（知識科学主専攻）
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知識発見

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE61201 知識構造化法 1 2.0 3・4 秋C
火・金
1,2

7A103 中山 伸一
データを分析・評価する手法、およびそれから
知識を創出するための手法を幅広く学ぶ。 116

GE61301 情報評価 1 2.0 3・4 春AB 火1,2 7A103 芳鐘 冬樹

情報の生産、流通、蓄積、提供、利用の諸側面
における情報評価の意義と方法論について、学
術情報を中心に学ぶ。また、計量情報学的モデ
ル・指標の基礎と、それらの情報評価への応用
の実際についても幅広く学ぶ。

117

GE61501 データマイニング 1 2.0 3・4 秋AB 木3,4
7A102,
7C103

長谷川 秀彦

大量のデータから未知の規則性を探し出すため
の手法として、相関ルール抽出、帰納学習など
のデータマイニングの典型的な考え方と方法に
ついて学ぶ。

118

GE61801
データ構造とアルゴリ
ズム

1 2.0 3・4 秋AB 金1,2 7A204 森継 修一

高速な検索の基礎となるファイル構造と探索ア
ルゴリズムについて講義する。各種アルゴリズ
ムの計算量を数学的に解析し、それらの比較を
行うことを通して、高速アルゴリズムの設計手
法を議論する。

GE71801と同一。
知識科学主専攻生は
GE61801,それ以外の
学生はGE71801を履修
すること

120

GE61901 情報検索システム 1 2.0 3・4 春AB 金1,2
ユニオ
ン講義

室
上保 秀夫

本講義では、文書データベースを対象にした情
報検索システムについて講義する。具体的に
は、情報検索の基本原理、システムの実装方
法、評価方法、設計と管理、応用事例について
の講義と実習を行う。

GE70501と同一。
知識科学主専攻生は
GE61901,それ以外の
学生はGE70501を履修
すること

121

GE62001 生命情報学 1 2.0 3・4 春AB 木5,6 7A102 真榮城 哲也

生命が持つ情報の側面 (遺伝情報や脳活動,関
係性ネットワーク) について学ぶ。さらに,近
年の生物学の研究において,必須となっている
情報学の考え方や手法を,関連する生命現象と
ともに学ぶ。

122

16



主専攻実習

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE70103 知識情報システム実習 3 2.0 3
春AB
秋AB

月5,6
7C102
7B206,
7C102

知識情報システ
ム主専攻担当教
員

知識情報システム主専攻の専門科目に関連した
実習を行う。

129

知識情報システムの実際

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE70201 情報サービスシステム 1 2.0 3・4 春AB 火3,4
7C102,
7B206

松村 敦

高度情報化社会の情報提供サービスの将来像に
関して、求められる情報サービスと技術を、オ
リジナル情報提供者、キャリア、利用者などそ
れぞれの立場から学ぶ。

130

GE70301
ディジタルドキュメン
ト

1 2.0 3・4 春AB 木3,4
ユニオ
ン講義

室
高久 雅生

ディジタルドキュメントは、ハイパーテキス
ト、ウェブを介した発信、多人数による共同編
集等の概念を含む、新しい情報メディアであ
る。本講義では、学術研究分野や電子出版、電
子書籍におけるディジタルドキュメントの作成
と管理、発信の実例を取り上げ、その機能がど
のように実現されるかを解説する。

GC53401と同一。
情報メディア創成学
類生はGC53401を,そ
れ以外の学生は
GE70301を履修するこ
と

131

GE70401 ディジタルライブラリ 1 2.0 3・4 秋AB 木3,4 7A105 宇陀 則彦

ディジタルライブラリの誕生から図書館サービ
スとして定着するまでの流れを説明し、学術情
報基盤を前提としたディジタルライブラリの機
能について考察する。また、ディジタルアーカ
イブやディジタルミュージアムとの違いについ
ても論じる。

132

GE72101 経営情報システム論 1 2.0 3・4 春BC 集中 7A208 岩丸 良明

企業や組織を効率的に運営するための情報シス
テムと電子政府のための情報システムについて
学ぶ。

GE80401と同一。
5/26, 6/9, 6/23,
7/7
知識情報システム主
専攻生はGE72101,そ
れ以外の学生は
GE80401を履修するこ
と

147

GE72201 アーカイブズの利用 1 2.0 3・4 秋AB 木1,2 7A102
バールィシェフ
エドワルド

アーカイブズと市民社会との深い関連性に注目
しながら、アーカイブズ学の出現とその歴史的
な変容プロセス、世界各国の記録保存施設の特
徴とその多様性を形容すると同時に、アーカイ
ブズの構築やその内面的な構造、保存記録の存
在の在り方とその利用方法等について幅広く論
じる。

GE82401と同一。
情報資源経営主専攻
生はGE82401,それ以
外の学生はGE72201を
履修すること 148

GE72301 アーカイブズの構築 1 2.0 3・4 春AB 木3,4 7A105 白井 哲哉

日本アーカイブズ学の概説を論じる。アーカイ
ブズ資料=記録資料(古文書・公文書等)、アー
カイブズ施設(文書館・公文書館)につき、それ
らの意義と機能、歴史と現在を学ぶ。なお大災
害とアーカイブズをめぐる問題を重視する。

GE82201と同一。
知識情報システム主
専攻生はGE72301,そ
れ以外の学生は
GE82201を履修するこ
と

149

知識情報システムの実装

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE70501 情報検索システム 1 2.0 3・4 春AB 金1,2
ユニオ
ン講義

室
上保 秀夫

本講義では、文書データベースを対象にした情
報検索システムについて講義する。具体的に
は、情報検索の基本原理、システムの実装方
法、評価方法、設計と管理、応用事例について
の講義と実習を行う。

GE61901と同一。
知識科学主専攻生は
GE61901,それ以外の
学生はGE70501を履修
すること

133

GE70601 Webプログラミング 1 2.0 3・4 春AB 水1,2
7C103,
7A102

阪口 哲男

インターネットでは、Webの機構を用いて様々
な情報提供や取引、人や組織間のコミュニケー
ションが行われている。Web上で情報提供やコ
ミュニケーションの機能を実現するための、
サーバ側プログラミングの基本原理と実際、セ
キュリティ問題などを解説し、事例を紹介す
る。実習を含む。

134

GE70701
マルチメディアシステ
ム

1 2.0 3・4 秋AB 火1,2 7A101 松本 紳

マルチメディア工学の基礎、ディジタル情報の
編集加工、マルチメディア表現などを講義と実
習を通じて学ぶ。また、技術面だけでなくマル
チメディアサービスと社会の関連についても学
ぶ。

135

専門科目（知識情報システム主専攻）
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知識情報システムの設計

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE70801 データ表現と処理 1 2.0 3・4 春AB 金3,4 7A103 鈴木 伸崇

XMLなどの文書データの表現と処理について概
説する。具体的には、XMLデータとそのスキー
マ言語、電子書籍(EPUB)、XMLと関係モデルと
の関連,XPathによるXMLデータの検索・加工な
どについて説明する。

136

GE70901 データベース技術 1 2.0 3・4 秋AB 火5,6
7A102,
7C103

森嶋 厚行

データベースシステムを実際に構築する際の諸
技術と必要知識について,リレーショナルデー
タベースを主な対象にして,APIをとおしたアプ
リケーションとの連携,スキーマ定義,インデッ
クスの利用と効果などを、演習を交えながら学
ぶ.

137

GE71001
情報デザインとインタ
フェース

1 2.0 3・4 春AB 火5,6
7A102,
7C103

時井 真紀

実験結果はグラフや画像で可視化すると、デー
タに潜む情報が直感的に読み取れる。機器の操
作にはアイコンやメニューによるGUIがわかり
やすい。人とマシン間の情報の取得と提供をス
ムーズに行うための、データ可視化技術や直感
的なGUI作成法について、講義と実習を通じて
学ぶ。

138

GE71101
ヒューマンインタ
フェース

1 2.0 3・4 春AB 木5,6 3A301 高橋 伸

ユーザの側に立ったヒューマンインタフェース
の考え方について説明する。身近な道具や日用
品におけるヒューマンインタフェース,ヒュー
マンインタフェースの原理,インタフェース設
計などについて学ぶ。GUIや視覚的インタ
フェース技術について学習し,これらの考え方
にもとづき簡単なインタフェース設計ができる
ようになることを目指す。

主専攻共通科目
BC12671, GB40301と
同一。

139

GE72501 メディアアート 1 2.0 3・4 春C
火・金
3,4

7B206 落合 陽一

メディア装置の発明を伴う芸術活動が近年盛ん
に行われるようになってきている.文化的表現
の手法として計算機科学や応用物理や生物など
の工学的発明を伴った表現について国内外で注
目が集まりつつある.本講義では,メディア技術
史とメディア表現技術を概観し,斬新な表現方
法について考察する.

履修希望者が30名を
超える場合は受講調
整。制作課題のため
の材料費は一部自己
負担有り,詳細はシラ
バス参照のこと

150

GE72601
Human-computer
Interaction

1 2.0 3・4 秋C
月・木
3,4

サーカー サヤン

This course introduces basic concepts in
the theory and practice of Human-Computer
Interaction (HCI). The course will help
students acquiring knowledge about
fundamental principles, techniques, and
methods for designing, prototyping, and
evaluating user interfaces. We will follow
software system development approaches in
order to design and evaluate real-world
user interfaces.

英語で授業。
G科目

150.5

知識情報の組織化

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE71201 知識資源の分析 1 2.0 3・4 春AB 木1,2 7A102 緑川 信之

知識・知識資源の分析ツールとしての分類法に
ついて学ぶ。前半は分類の一般理論を,後半は
代表的な分類法について説明する。

2019年度以降開講せ
ず。 140

知識情報システムの原理

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE71501
クラウドコンピュー
ティング

1 2.0 3・4 秋AB 金3,4
7A102,
7C102

若林 啓

本講義では,高可用なWebサービス,大規模デー
タベースの管理,ビッグデータの処理といった
新しい情報インフラを支える分散コンピュー
ティングの原理について学ぶ.また,このような
クラウドコンピューティング技術によって扱う
ことが可能になったビッグデータを活用するた
めの機械学習の手法と原理について学ぶ.

141

GE71701 テキスト処理 1 2.0 3・4 秋AB 水1,2
7A103,
7C103

佐藤 哲司

電子出版,ウェブでの情報発信など、デジタル
化によって書籍の出版・流通・利用の形態が大
きく変容してきている状況を踏まえて、編集や
検索など,テキストを有効活用するために必要
となるテキスト処理技術について、基本となる
処理の概念とアルゴリズム、更には、具体的な
応用について理解を深める.

142

GE71801
データ構造とアルゴリ
ズム

1 2.0 3・4 秋AB 金1,2 7A204 森継 修一

高速な検索の基礎となるファイル構造と探索ア
ルゴリズムについて講義する。各種アルゴリズ
ムの計算量を数学的に解析し、それらの比較を
行うことを通して、高速アルゴリズムの設計手
法を議論する。

GE61801と同一。
知識科学主専攻生は
GE61801,それ以外の
学生はGE71801を履修
すること

143

GE71901 マークアップ言語 1 2.0 3・4 春AB 月1,2
7A106,
7C202

永森 光晴

データ交換のための表現形式として様々な分野
で活用されているXML(Extensible Markup
Language)の基礎とXSLT(XML Stylesheet
Language Transformations)等の操作言語につ
いて取り上げる。また,理解を深めるために受
講者が自ら実験できるようなプログラム例やア
プリケーションソフトウェアの利用例も必要に
応じて紹介する。

GC51901と同一。
受講人数は70人程度
を上限とする

144

GE72001 ソフトウェア工学 1 2.0 3・4 秋AB 火3,4
7A102,
7C103

手塚 太郎

規模の大きいソフトウェアを設計・構築するた
めのソフトウェア開発方法論とその代表的な一
例であるオブジェクト指向について講義する。

145
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主専攻実習

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE80103 情報資源経営実習 3 2.0 3
春AB
秋AB

月5,6

7A102,
7A103
7A102,
7C102

情報資源経営主
専攻担当教員

情報資源経営主専攻の専門科目に関連した実習
を行う。

153

知識情報環境の構築

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE80201 図書館論 1 2.0 3・4 秋AB 火1,2 7A105 原 淳之

本講義では、図書館というものを、読書・読者
との関係、国際比較、近現代など、いくつかの
角度から取り上げて考える。それらを通して、
文化的、社会的環境において図書館を理解する
ために役立つ基本的な概念や研究などを紹介す
る。

154

GE80301 学術情報基盤論 1 2.0 3・4 春C
火・金
1,2

7A104 逸村 裕

大学における教育研究活動と学術情報流通のし
くみを踏まえ、大学図書館の役割・機能、大学
図書館の諸活動、ネットワーク、経営管理等に
ついて総合的に学ぶ。

155

GE80401 経営情報システム論 1 2.0 3・4 春BC 集中 7A208 岩丸 良明

企業や組織を効率的に運営するための情報シス
テムと電子政府のための情報システムについて
学ぶ。

GE72101と同一。
5/26, 6/9, 6/23,
7/7
知識情報システム主
専攻生はGE72101,そ
れ以外の学生は
GE80401を履修するこ
と

156

知識情報サービスの経営

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE80501 情報サービス経営論 1 2.0 3・4 春AB 月1,2 7A205 池内 淳

図書館サービスの考え方と構造の理解を図り、
資料提供、情報提供、連携・協力、課題解決支
援、障碍者・高齢者・多文化サービス等の各種
のサービス、著作権、接遇・コミュニケーショ
ン等の基本を解説します。

157

GE82601 パブリックガバナンス 1 2.0 3・4 秋AB 金5,6 7A205 池内 淳

図書館に関する法律、関連する領域の法律、図
書館政策について解説するとともに、図書館経
営の考え方、職員や施設等の経営資源、サービ
ス計画、予算の確保、調査と評、管理形態等に
ついて解説する。

2015年度までの
GE80701「パブリック
ガバナンス論」を修
得済みの者は履修不
可

172

知識情報サービスの構成

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE80801 情報サービス構成論 1 2.0 3・4 秋AB 金3,4 7A103 大庭 一郎

レファレンスサービスは,図書館や情報サービ
ス機関等において,情報を求めている利用者に
対して,レファレンス担当者によって提供され
る人的援助である。現代の図書館では,各種の
レファレンス資料を活用しながら,多様なレ
ファレンスサービスを展開することが求められ
ている。この講義では,広義のレファレンス
サービスを対象として,レファレンスサービス
の目的,構成,方法,各種情報源の利用法,参考調
査図書館の組織と運営,等について総合的に解
説する。

158

GE80901
コレクションとアクセ
ス

1 2.0 3・4 秋AB 月1,2
ユニオ
ン講義

室
吉田 右子

図書館におけるコレクション形成の意義と方法
を、図書館資料の多様性とメディアとしての特
質、資料選択に関わる理念と方針、収集と選択
の方法、蓄積と保存と評価、出版制度と流通な
どの面から幅広く学ぶ。

160

専門科目（情報資源経営主専攻）
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知識情報の社会化

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE81001 教育文化政策 1 2.0 3・4

民族という視点から、ナショナル・アイデン
ティティや文化的アイデンティティの形成につ
いて学ぶ。教育の目的の1つに、これらアイデ
ンティティの育成があることを踏まえ、アメリ
カとカナダを事例に学校、図書館や博物館等に
焦点をあて、北米地域の歴史と文化の概要を学
ぶ。北米地域の各時代を特徴づける思想との関
連から、教育政策や文化政策の変遷について学
ぶ。なお、比較の観点から日本の教育文化につ
いてもあわせて考える。

2018-2020年度開講せ
ず。
G科目

161

GE81101
メディア教育の実践と
評価

1 2.0 3・4 秋AB 木3,4 7A104 鈴木 佳苗

メディアリテラシーや情報モラルなどの育成を
中心に、国内外のメディア教育の現状と課題な
どについて概説する。

162

GE81201 学校図書館論 1 2.0 3・4 秋AB 火5,6 7A104 平久江 祐司

学習情報センターとしての学校図書館の活動全
般について解説し、学校教育における学校図書
館経営の在り方を考える。学校図書館の活動に
ついては、学校教育と学校図書館の有機的な連
携、学習情報センターとしての機能や課題、学
校図書館の連携協力、司書教諭・学校司書の専
門職としての役割と課題などについて、多くの
実践事例を踏まえて幅広く取りあげていく。

163

知識情報の規範

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE81301 情報法 1 2.0 3・4 春AB 金3,4 7A104 石井 夏生利

ネットワーク社会において新たに発生するよう
になった法的諸問題に接しながら、法律学の体
系に関する主要な概念や法理に基づいて習得
し、ネットワークにおいて現実に発生している
諸問題の現状と法的対応について講義する。

164

GE81401 知的財産権論A 1 2.0 3・4 秋AB 木5,6 7A103 村井 麻衣子

ネットワーク社会における著作権を中心に、特
許等の知的財産権全般について学ぶとともに、
図書館活動や各種の情報活動の観点から、知的
財産権が持つ意義について学ぶ。

166

メディア社会と情報文化

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE82501 映像メディア論 1 2.0 3・4 秋AB 水1,2 7A104 辻 泰明

デジタル化の進展とインターネットの普及に
よって映像メディアの重要性は、ますます高
まっている。今後、盛んになると予想される映
像コンテンツの利活用に備え、映像メディアの
さまざまな特性を考察する。また、映画、テレ
ビ、インターネット配信という映像メディアの
階層構造を分析し、映像メディアおよび映像コ
ンテンツ利活用の現状と課題について講義す
る。

GC54401と同一。
情報メディア創成学
類生はGC54401を,そ
れ以外の学生は
GE82501を履修するこ
と 171

図書館と書物の文化

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

GE81901 図書館文化史論 1 2.0 3・4 秋AB 金1,2 7A103 呑海 沙織

図書館の現在や未来を語る上で,図書館および
記録メディアの歴史についての理解は不可欠で
ある。本科目では,図書館とかかわりの深い記
録メディアの歴史を理解するとともに,海外お
よび日本の図書館の歴史的発展,またその文化
史的意義について学ぶ。

167

GE82001 中国図書学 1 2.0 3・4

漢籍の種類、形態、印刷・出版、蒐集、保存、
漢籍の目録法などについて学ぶ。また、我が国
の主要な漢籍所蔵館と漢籍の電子化の現状と課
題、その意義についても学ぶ。

2018年度開講せず.

-

GE82101 日本図書学 1 2.0 3・4 春AB 火3,4 7A103 綿抜 豊昭

我が国の古典籍の種類、形態、印刷・出版、蒐
集、保存、和書の目録法などについて学ぶ。ま
た、主要な古典籍所蔵館と古典資料の電子化の
現状と課題、その意義についても学ぶ。

168

GE82201 アーカイブズの構築 1 2.0 3・4 春AB 木3,4 7A105 白井 哲哉

日本アーカイブズ学の概説を論じる。アーカイ
ブズ資料=記録資料(古文書・公文書等)、アー
カイブズ施設(文書館・公文書館)につき、それ
らの意義と機能、歴史と現在を学ぶ。なお大災
害とアーカイブズをめぐる問題を重視する。

GE72301と同一。
知識情報システム主
専攻生はGE72301,そ
れ以外の学生は
GE82201を履修するこ
と

169

GE82401 アーカイブズの利用 1 2.0 3・4 秋AB 木1,2 7A102
バールィシェフ
エドワルド

アーカイブズと市民社会との深い関連性に注目
しながら、アーカイブズ学の出現とその歴史的
な変容プロセス、世界各国の記録保存施設の特
徴とその多様性を形容すると同時に、アーカイ
ブズの構築やその内面的な構造、保存記録の存
在の在り方とその利用方法等について幅広く論
じる。

GE72201と同一。
情報資源経営主専攻
生はGE82401,それ以
外の学生はGE72201を
履修すること 170
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教科に関する科目(他学類開講分)

科目番号 科目名
授業
方法

単位
数

標準履

修年次
実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考 頁

AC50051 日本研究概論I 1 1.5 1・2 春ABC 木2 2B411 伊藤 純郎

日本研究に関する基礎的知識と研究方法につい
て、参考文献や地域資料の講読を通じて、生活
史・社会史の視点から考察する。

AC20231と同一。
G科目
日本研究概論
A(AC20051)の単位取
得者は履修できな
い。

AC50061 日本研究概論II 1 1.5 1・2 秋ABC 木2 2C310 山澤 学

日本研究に関する基礎的知識と研究方法につい
て、参考文献や地域資料の講読を通じて、文化
史・社会史の視点から考察する。

★人文・文化学群コ
アカリキュラム(比較
文化学類生は学群コ
アカリキュラムとし
ては履修できない)
AC20241と同一。
G科目
日本研究概論
B(AC20061)の単位取
得者は履修できな
い。

AE53A11 日本の歴史概論 1 1.5 1 秋ABC 木1 2G407 朴 宣美

日本の近現代史を中心に、様々な資料を扱いな
がら、多様な立場の人々の考えや経験を歴史的
に考察するトレーニングを行い、歴史学・歴史
研究への理解を深める。

短期留学生(日本語・
日本文化研修留学生
を含む)推奨科目。 -

AC50451 欧米研究概論 1 1.5 1・2 秋ABC 金6 2C410 秋山 学

西洋中世・近世史の概説. AC20271と同一。
アメリカ研究概論
IA(AC20111)、アメリ
カ研究概論
IB(AC20121)ないしア
メリカ史概説
(AB20601)の単位取得
者は履修できない。

-

AC50151 アジア研究概論I 1 1.5 1・2 春ABC 金2 2D306
丸山 宏,山本
真,志田 泰盛

アジアの社会と文化について、歴史を概論す
る。

AC20251と同一。
アジア研究概論
A(AC20071)の単位取
得者は履修できな
い。

AE12F51 東洋の歴史と文化 1 1.5
2 -
4

春ABC 火1 2G407 朴 宣美
現代韓国の歴史と文化を考察する。

-

EE21131 人文地理学 1 1.5 2 春ABC 火1 1D201 松井 圭介

人文地理学の課題と内容、基本的な考え方など
について、位置、分布、地域、環境、景観、空
間的相互作用などの主要な概念ごとに、具体的
な事例をあげながら説明する。

「人文地理学
(EE21101)」を修得済
みの者は履修できな
い。
AB76311と同一。

-

EE21231 地誌学 1 1.5 2 秋ABC 火1 1D201 山下 亜紀郎

まず、地誌学的研究の基礎である各種の地域概
念や地域モデルについて説明し、次に、具体的
な研究事例として、おもに日本も含めたアジア
の都市発展と環境問題について紹介する。

「地誌学(EE21201)」
を修得済みのものは
履修できない。
AB76321と同一。

-

GC23304 CG基礎 4 2.0 2 秋AB 火1,2 3A202
三谷 純,金森 由
博

コンピュータグラフィックスに関する座標変
換,形状モデリング,レンダリングなどの基礎的
な理論を学ぶ.また,C言語とOpenGLライブラリ
を用いたプログラミング演習を通して学習内容
の理解を深めるとともに,自ら新たなCGアプリ
ケーションを開発できるようになることを目指
す.

平成25年度までに情
報メディア創成学類
で開設された「CG基
礎」(GC23301)の単位
を修得した者の履修
は認めない。
BC12624, GB13704と
同一。

-

GC21301 情報数学III 1 2.0
2 -
4

秋AB 水3,4 7A106 西村 泰一

冪零無限小を用いた微積分について概略を説明
した後、ベクトル解析を勉強します。ベクトル
解析は古典的なやり方だけでなく、微分形式を
もちいたやり方も同時に説明します。ベクトル
解析の対象としている空間は3次元ですが、こ
れの2次元版が複素関数論なので、それも同時
に勉強してしまいます。その後、いわゆる曲面
論の話にはいります。曲面論ではGauss-Bonnet
の定理を主目標とします。新しい概念を導入す
るにあたっては(たとえば発散)、必ず十分な動
機づけを与えることに留意して講義を進めま
す。

-

GC50701 インタラクティブCG 1 2.0 3・4 秋AB 木3,4 7C202 蔡 東生

CG基礎でカバーできなかった,インターフェー
スとCGをつかったインタラクティブなグラ
フィックシステムについて学ぶ。画像処理、色
彩と視覚、階層的モデリング、再帰的レイト
レーシング、隠面消去、レイトレのアンチエイ
リアシング、分散レイトレ、パーティクル、ア
ニメーション原理について学ぶ。実習では、
Visual C++をつかいCGインターフェースの実装
を学ぶ

-

GB10504 解析学III 4 2.0 2 春AB 金1,2 3A203 片岸 一起
微分積分を中心に講義を行う。 内容:二重積
分,微分方程式,級数。 -

GB11701 複素関数論 1 2.0 2 秋AB 木1,2 3A203 北川 高嗣

複素変数の初等関数,オイラーの公式,複素関数
の微分,コーシー・リーマンの式,複素関数の積
分,コーシーの積分定理。

-

GB12301 数値計算法 1 2.0 2 春AB 火3,4 3A304
櫻井 鉄也,今倉
暁

各種の分野で用いられる数値計算の基本的な概
念と手法を学ぶ。講義に並行して演習を行い,
理解を深めるとともに,計算やデータ処理,可視
化などに便利なツールを習得する。

-

9005001 情報と職業 1 1.0
2 -
4

春AB 月5 水野 一徳

情報化の発達に伴い,様々な事が社会に影響を
およぼしている。これらの影響を多角的に捕
え,情報産業の現状を把握すると共に職業とし
ての情報について考える。また情報分野におけ
る職業観及び職業倫理等についても言及する。

免許教科「情報」に
対応する

-
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授業科目名 フレッシュマン・セミナー 

科目番号 1120102，1120202，1120302，1120402 

単位数 1.0 単位 

標準履修年次 1年次 

時間割 春AB 水3 

担当教員 後藤嘉宏, 逸村裕, 鈴木伸崇, 石井夏生利 

授業概要 教室内外の活動を通して、大学と社会の関係や大学における生活、学問に対する取り組み

方などについて指導を行いつつ、教員と学生間及び学生相互間のコミュニケーションを図

る。 

学習・教育目標 教室内外の活動を通して、大学と社会の関係や大学における生活、学問に対する取り組み

方などについて指導を行いつつ、教員と学生間及び学生相互のコミュニケーションを図る。 

到達目標 大学生としての生活や学習態度を身につける。将来の進路を考え始める。同級生、クラス

担任との社会的関係を築く。 

授業計画 学外の講演者との日程調整の結果、プログラムが前後することがある。確定版の計画は初

回の授業時に示す。 

初回は7A205に集合 

【4月18日(水)】カリキュラム説明／大学のグローバル化と学生生活 

【4月25日(水)】大学での学び(1) 進路・キャリア形成を考える 

【5月2日(水)】大学での学び(2) 1年次の目標シートの共有（4クラス別） 

【5月9日(水)】PROGテスト ※3,4時限連続開講 

【5月16日(水)】メンタルヘルス(保健管理センター)  

【5月23日(水)】学生生活を安全に過ごす(学生生活課・つくば消費生活センター)  

【5月30日(水)】中央図書館見学［現地集合、2班に分けて実施］  

【6月6日(水)】PROGテスト解説 ※3,4時限連続開講 

【6月20日(水)】クラス別フレセミ（4クラス別） 

履修要件 知識情報・図書館学類の学生に限る。所属クラスごとに指定された科目番号で履修するこ

と。 

成績評価の方法 出席状況、参加態度、発表、成果物など総合的に評価する 

授業外の学習 指定された参考書の内容確認と課題の処理など 

教材・参考文献 授業時に配布及び紹介する 

備考 4クラス合同授業は 7A205 で実施。初回時に日程確定後も、先方の都合で日程を入れ替え

る場合がありうる。詳細は初回に説明する。CDP 
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授業科目名 情報リテラシ実習 

科目番号 1320013，1320023，1320033，1320043  

単位数 1.0 単位 

標準履修年次 1年次 

時間割 春C水・金3，秋ABC水3 

担当教員 後藤嘉宏, 逸村裕, 鈴木伸崇, 石井夏生利 

授業概要 レポートライティング、テクニカルライティング、プレゼンテーション、ディベートなど、大

学生の3R's（読み書きそろばん）に相当する基本的な知的生産技法を少人数クラスで学ぶ。 

学習・教育目標 授業を理解し、試験やレポートでよい評価を得るためには、答案やレポートの文章表現が上達

するだけでなく、友人と日ごろから授業について話し合い、わからないところを教え合うとい

ったことが重要になる。そのためには、友人に積極的に声をかけ、何に困っているかを説明し、

相手の話を聞く、いわゆるコミュニケーション力を向上させなければならない。そこで、前半

ではグループワークによってコミュニケーションスキルを学び、後半ではレポート作成とプレ

ゼンテーションの方法を学ぶ 

到達目標 1. 友人が増え、授業や生活について相談ができるようになること。 

2. レポートの書き方が上達させること。 

3. プレゼンテーションが上達させること。 

授業計画 【7月4日(水)】オリエンテーション  

【7月6日(金)】ビブリオバトル  

【7月11日(水)】新聞記事へのコメント共有  

【7月13日(金)】スポット紹介  

【7月18日(水)】名刺づくり  

【7月20日(金)】ポスター設計  

【8月1日(水)3限・4限】ポスター発表  

【8月3日(金)3限・4限】自己アピール／まとめ・最終課題（学期末試験） 

【10月3日(水)】オリエンテーション ／教科書1,2章（朝日「耕論」課題提出） 

【10月17日(水)】フリーディスカッション(4クラス別)  

【10月24日(水)】国際インターンシップの体験報告会  

【11 月7日(水)】教科書 第3章-1  

【11 月21日(水)】教科書 第3章-2（レポート課題提出）  

【12月5日(水)】教科書 第5章  

【1月16日(水)】教科書 第6章  

【1月30日(水)】学類の学びを振り返る （進路指導グループ教員） 

【2月6日(水) 3限・4限】プレゼンテーション（4クラス別） 

履修要件 知識情報・図書館学類生に限る。クラスごとに指定された科目番号で履修すること。 

成績評価の方法 各回の活動状況(50%)、宿題(50%) 

授業外の学習 他の授業や大学生活全般において本科目で身につけたスキルを実行する。 

教科書・教材 井下千以子．思考を鍛えるレポート・論文作成法．第２版．東京，慶応義塾大学出版会，2014.3，

156p. 本体：1,200円 

備考 知識学類生に限る。初回はユニオン講義室に集合。CDP 

26



授業科目名 情報社会と法制度

科目番号 GA10101

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 秋 AB 火 1,2

担当教員 石井 夏生利

授業概要 情報化社会における法制度や情報モラル向上に必要な基礎知識を習得することを目指すため、現

行の我が国の法制度の基礎を学び、ネットワーク社会における法整備の現状について講義する。

学習・教育目標 情報化社会における身近な問題に即しながら、法学の基礎知識と主要な概念や法理を習得するこ

とにより、情報化社会において最低限必要な法的知識を身につけます。

授業計画 以下のテーマについての講義を行います。また、グループワーク等の参加型授業も行います。

・法学の世界:法とは何かを学びます。

・憲法の世界:人権規定を中心に、憲法の概要を学びます。

・民事法 1:民法の基本原則、契約、不法行為を中心に民法の概要を学びます。

・民事法 2:契約、不法行為を中心に民法の概要を学びます。親族、相続法にも触れます。

・刑事法の世界:刑法の基本原則を学びます。

・行政法:行政法の概要を学びます。

・会社をとりまく法律問題:企業を設立する立場、企業で働く立場から見た場合の法制度や法的問

題を学びます。

・ネットワーク社会における法整備の現状:これまでの内容を踏まえ、ネットワーク社会で整備さ

れている法制度の概要を学びます。

・グループワーク

・まとめ この授業は「情報社会と法制度」という名称ですが、専門基礎科目であり、標準履修年

次は 1 年次です。他方、情報に関する法令は、法学の中でも先端分野です。そのため、この授

業では、まず、法学に関する基礎知識を幅広く身につけてもらうことを目指します。その上で、

ネットワーク社会の法律問題を取りあげます。履修者はこの点を十分理解した上で授業に臨んで

下さい。

履修要件

成績評価の方法 グループワークへの取組状況、小テストの結果等により総合的に評価します。

授業外の学習 講義資料を参考に、関連情報を書籍、新聞やインターネット (政府機関の報告書や公式 HP 等)

を通じて復習しておくこと。小テストにより復習状況を確認します。

教科書・教材 六法を持参することが望ましい授業です。六法の種類は、デイリー六法 (三省堂)、ポケット六法

(有斐閣)等のハンディなタイプで構いません。

授業資料は manabaに掲載します。配布は行いませんので、各自で印刷等して持参して下さい。

教科書及び参考書は以下の通りです。

1. 中央大学法学部編,高校生からの法学入門

参考書 1. 道垣内弘人,プレップ法学を学ぶ前に (弘文堂、2010年)

2. 末川博,法学入門 (有斐閣双書、第 6版補訂版、2014年)

3. 田中成明,法学入門新版 (有斐閣、2016年)

4. 神田秀樹,ここだけ押さえる! 会社法のきほん (ナツメ社、2017年)

5. 藤田宙靖,行政法入門 (有斐閣、第 7版、2016年)

備考 受講希望者は 8/31までに履修登録すること. 期日までに履修登録を行わなかった者の追加履修

は認めません. 履修者は 180名を上限とし、それを超えた場合には履修調整を行います.

オフィスアワー 春学期金 2限;秋学期火 3限

7D509 kaoriish at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 グローバルチャレンジ演習

科目番号 GA11102

単位数 2.0単位

標準履修年次 1 - 4年次

時間割 春 C夏季休業中 応談

担当教員 情報学群長

授業概要 情報学群が認定する海外研修プログラムへの参加を通じてグローバルチャレンジを体験し、将来

の海外展開へのステップとする。

学習・教育目標

授業計画

履修要件 情報学群生に限ります。

希望者は、9月末かつ研修の出発前までに、参加予定の海外研修プログラムの研修内容がわかる

書類を用意したうえで申し出てください。

申し出のあった海外研修プログラムに単位を認定するかどうかは各学類の教育課程グループが審

査します。

情報学群が主催または共催する海外研修プログラムの場合は履修申告だけでかまいません。

成績評価の方法 海外研修プログラムの終了後、2週間以内に報告書と研修レポートを提出してください。

提出された報告書とレポートをもとに P/F を判断します。

報告書・研修レポートの書式と記入例は manaba にあります。

授業外の学習

教科書・教材

参考書

備考 情報学群生に限る。履修申請は所属学類担当の支援室で受付。成績は P/Fで評価。

CDP

オフィスアワー

その他

関連する科目
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授業科目名 知識情報概論

科目番号 GE10101

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 AB 火 3,4

担当教員 宇陀 則彦

授業概要 図書館情報学から知識情報学へ展開する必然性について説明したうえで、知識情報学を構成する

主要な概念について解説する。

学習・教育目標 1. 知識情報・図書館学類の対象主題領域の概要を理解する。

2. この領域の学問的特性、歴史的発展、方法的特徴を理解する。

授業計画 1)図書館情報学の歩み

2)知識情報学への展開

3)コミュニケーション:知識の伝達と意味作用

4)言語と記号:ソシュールとパース、言語ゲームと発話行為

5)記号:人間とコンピュータの記号処理、人工知能

6)テキスト空間とドキュメント空間:記号のシステム、メタデータ、LOD

7)メディア:キャリアとメッセージ、紙と電子

8)知識 1:プラトン、科学知識、クーン、ポパー

9)知識 2:実在論と観念論、生活知識、バーガー・ルックマンモデル

10)知識 3:間主観性、暗黙知、SECIモデル、アフォーダンス

履修要件

成績評価の方法 期末試験による (出席状況が悪い場合はマイナス要因として加味する)。

授業外の学習 授業後の復習として、毎回の授業内容を A4用紙数枚程度にまとめて整理する。試験は小論文形

式で授業内容を記述する方式とするので、復習をきちんと積み重ねておくこと。

教科書・教材 逸村裕, 田窪直規, 原田隆史. 編図書館情報学を学ぶ人のために. 世界思想社, 2017, 250p.教科書

の他に資料を配布する。

参考書 1. 石井啓豊, 図書館情報学の再規定による知識情報学の展望. 情報管理. 2011, vol. 54, no. 7,

p. 387-399.

2. 石井啓豊,“図書館情報学の展望 -知識共有の総合科学-” 図書館情報大学史 25年の記録. 筑

波大学大学院図書館情報メディア研究科, 2005, p. 28-40.

3. 永田治樹編著,図書館制度・経営論. 日本図書館協会, 2016, 278p.

4. 上田修一, 倉田敬子,図書館情報学 第二版. 勁草書房, 2017, 300p.

5. 根本彰編,図書館情報学の基礎. 東京大学出版会, 2013, 280p.

備考

オフィスアワー 春 (火 5) 秋 (木 5)

7D210 uda at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜uda/

その他

関連する科目

29



授業科目名 哲学

科目番号 GE10201

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 秋 AB 火 3,4

担当教員 横山 幹子

授業概要 西洋哲学の歴史を概観し、哲学史に関する基礎的な知識を習得することを目指す。論理学の基本

的な考え方にも触れる。そして、それらを学ぶことを通して、「考えること」の意味と重要性に

ついて考える契機を与える。

学習・教育目標 西洋哲学史に関する基礎的な知識を習得する。

論理学の基本的な考えを理解する。

「考えること」の意味と重要性について考える契機を得る。

授業計画 1)ソクラテス以前の哲学

2)アテナイ期およびヘレニズム期の哲学

3)中世の哲学とルネサンス

4)経験論と合理論 (および演繹と帰納)

5)カントと啓蒙思想

6)ドイツ観念論・社会主義・実証主義

7)功利主義・進化論・新カント派

8)生の哲学・実存主義

9)プラグマティズム・現象学

10)記号論理の基本的な考えと哲学

履修要件

成績評価の方法 筆記試験による。

授業外の学習 配布資料の見直しと内容理解。

授業ノート、および、授業内に指示する参考文献等も利用し、出された課題に関してまとめるこ

と。

教科書・教材 教科書は特に指定せず、資料を用意する。

参考書 1. 山本巍他.哲学原典資料集.東京大学出版会,1998.

上記以外も、随時示す。

備考

オフィスアワー 横山幹子 火 2限

7D405 mikiko@slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 情報基礎

科目番号 GE10301

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 AB 火 5,6

担当教員 鈴木 伸崇

授業概要 情報やデータの表現、メール、Web、インターネット接続などの仕組み、それらを実現するため

に必要なコンピュータとネットワークに関連した諸要素の原理を概説する。

学習・教育目標 1. コンピュータの構成と動作原理の基礎を理解する

2. ネットワークの基礎を理解する

3. データ管理技術の基礎を理解する

授業計画 1)はじめに

・コンピュータの基礎

・情報の表現 (1)

2)情報の表現 (2)

3)ハードウェア

4)アルゴリズムとデータ構造

5)ソフトウェア

6)ネットワークの基礎

7)Webと検索エンジンの仕組み

8)データベース,デジタルアーカイブ

9)図書館と情報技術

10)問題演習

履修要件

成績評価の方法 出席状況・小テスト (30%)および期末試験 (70%)

授業外の学習 資料の PDFファイルを予め公開するので、事前によく読み内容の理解に努める必要がある。授

業時に確認用小テストを行う。

教科書・教材 授業時に資料を用意する。

参考書 1. 大内編,文系学生がまなぶ情報学,コロナ社

2. 大内他,情報学入門―大学で学ぶ情報科学・情報活用・情報社会,コロナ社

備考

オフィスアワー 金 6限

7D204 nsuzuki at slis.tsukuba.ac.jp http://nslab.slis.tsukuba.ac.jp/˜nsuzuki/

その他 ホームページ: http://klis.tsukuba.ac.jp/jk18/

関連する科目
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授業科目名 情報基礎実習-1

科目番号 GE10413

単位数 1.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 AB 木 1,2

担当教員 逸村 裕, 高久 雅生

授業概要 知的生産のための基礎技術を習得する。情報検索、情報資源管理、文書作成、画像加工、表計算、

プレゼンテーション、Web ページ作成など、調べ物をしてレポートを書いたり、発表したりす

るための技術を学ぶ。

学習・教育目標 知識情報・図書館学類の学生として学ぶべき情報技術,情報検索,レポートの書き方の基礎を修得

する。

授業計画 知的生産のための基礎技術を習得する。情報検索,情報資源管理,レポート (学術的文書)の特徴

と書き方、表計算、プレゼンテーション、Web ページ作成,情報倫理など、自らあるテーマにつ

いて調べ,レポートを書き,発表するための技術を学ぶ。

1)文書作成,PDF印刷,メールの作法

2)図書館と情報検索 (1) サーチエンジン

3)表計算とグラフ作成

4)図書館と情報検索 (2) 図書と雑誌を探す

5)プレゼンテーション,パワーポイントの作成

6)レポート (学術的文章)の特徴と書き方

7)図書館と情報検索 (3) 論文を探す (CiNiiと LISA)

8)Webページ作成

9)情報倫理,セキュリティ,プライバシー

10)ポスター作成

履修要件 受講定員を超えた場合は知識情報・図書館学類の学生を優先する。

成績評価の方法 出席状況、参加態度、レポートなどを総合的に評価する

参考: 2017 年度は A + (レポートの得点の合計) * 出席回数/B, (A, B は定数)とした。

授業外の学習 実習時間外に試行錯誤を繰り返しながら与えられた課題を完成させ、レポートにまとめる

なお、実習時間は基本操作をマスターするだけで手いっぱいである。

予習復習の時間を十分にとること。

春日ラーニングコモンズを活用すること。

教科書・教材 筑波大学. 共通科目「情報 (実習)」の手引き 2018年度. 筑波大学.

実習教材は Web ページにて公開する

参考書 参考書等は授業時に紹介する。

備考 知識 1・2クラス対象

オフィスアワー 逸村 裕 水 1限

7D313 hits at slis.tsukuba.ac.jp

高久 雅生 木 5限

7D208 masao at slis.tsukuba.ac.jp

その他 ホームページ: http://klis.tsukuba.ac.jp/jk18/

関連する科目
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授業科目名 情報基礎実習-2

科目番号 GE10423

単位数 1.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 AB 金 1,2

担当教員 逸村 裕, 高久 雅生

授業概要 知的生産のための基礎技術を習得する。情報検索、情報資源管理、文書作成、画像加工、表計算、

プレゼンテーション、Web ページ作成など、調べ物をしてレポートを書いたり、発表したりす

るための技術を学ぶ。

学習・教育目標 知識情報・図書館学類の学生として学ぶべき情報技術,情報検索,レポートの書き方の基礎を修得

する。

授業計画 知的生産のための基礎技術を習得する。情報検索,情報資源管理,レポート (学術的文書)の特徴

と書き方、表計算、プレゼンテーション、Web ページ作成,情報倫理など、自らあるテーマにつ

いて調べ,レポートを書き,発表するための技術を学ぶ。

1)文書作成,PDF印刷,メールの作法

2)図書館と情報検索 (1) サーチエンジン

3)表計算とグラフ作成

4)図書館と情報検索 (2) 図書と雑誌を探す

5)プレゼンテーション,パワーポイントの作成

6)レポート (学術的文章)の特徴と書き方

7)図書館と情報検索 (3) 論文を探す (CiNiiと LISA)

8)Webページ作成

9)情報倫理,セキュリティ,プライバシー

10)ポスター作成

履修要件 受講定員を超えた場合は知識情報・図書館学類の学生を優先する

成績評価の方法 出席状況、参加態度、レポートなどを総合的に評価する

参考: 2017 年度は A + (レポートの得点の合計) * 出席回数/B, (A, B は定数)とした。

授業外の学習 実習時間外に試行錯誤を繰り返しながら与えられた課題を完成させ、レポートにまとめる

なお、実習時間は基本操作をマスターするだけで手いっぱいである。

予習復習の時間を十分にとること。

春日ラーニングコモンズを活用すること。

教科書・教材 筑波大学. 共通科目「情報 (実習)」の手引き 2018年度. 筑波大学.

実習教材は Web ページにて公開する

参考書 参考書等は授業時に紹介する。

備考 知識 3・4クラス対象

オフィスアワー 逸村 裕 水 1限

7D313 hits at slis.tsukuba.ac.jp

高久 雅生 木 5限

7D208 masao at slis.tsukuba.ac.jp

その他 ホームページ: http://klis.tsukuba.ac.jp/jk18/

関連する科目
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授業科目名 プログラミング演習 I-1

科目番号 GE10612

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 C秋 A 木 1,2

担当教員 時井 真紀, 松村 敦

授業概要 コンピュータプログラミングの基礎を学習する。具体的にはプログラミング言語と幾つかの基本

的なアルゴリズム、処理の流れを習得する演習を行う。最終的にはプログラムが自力で書けるこ

とを目標にする。

学習・教育目標 ・逐次実行の仕組みと多くのデータを繰り返しや場合分けで処理する仕組みを理解する。

・プログラムの有用性と必要性を理解する。

・単純な処理を行うプログラムを自力で書ける。

授業計画 1)プログラムに慣れる (1)

2)プログラムに慣れる (2)

3)変数,配列,ハッシュ

4)条件判断,繰り返し

5)紙で考える, 言葉でプログラム, ファイル入出力 (リダイレクト)

6)文字列, 総合問題

7)メソッド (1)

8)メソッド (2)

9)総合問題

10)総合問題

履修要件 情報基礎実習で学ぶコンピュータの基本的な操作方法に習熟していること

知識 1,2クラス対象

成績評価の方法 演習中の課題,レポートと試験を総合して評価する。

授業外の学習 配布テキストの予習と復習、数回のレポート課題

教科書・教材 必要に応じて教材を用意する。

参考書 Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 言語編」オーム社

Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 ライブラリ編」オーム社

備考 知識 1,2クラス対象

知識学類生に限る

オフィスアワー 時井 真紀 月 4限

7D203 tmaki at slis.tsukuba.ac.jp

松村 敦 水 2限

7D212 matsumura.atsushi.ga at u.tsukuba.ac.jp

その他 授業ページ: http://klis.tsukuba.ac.jp/klib/の 「プログラミング演習 I」

テキストは授業ページに掲載します.各自授業前に印刷して持参してください.

関連する科目
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授業科目名 プログラミング演習 I-2

科目番号 GE10622

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 C秋 A 金 1,2

担当教員 時井 真紀, 松村 敦

授業概要 コンピュータプログラミングの基礎を学習する。具体的にはプログラミング言語と幾つかの基本

的なアルゴリズム、処理の流れを習得する演習を行う。最終的にはプログラムが自力で書けるこ

とを目標にする。

学習・教育目標 ・逐次実行の仕組みと多くのデータを繰り返しや場合分けで処理する仕組みを理解する。

・プログラムの有用性と必要性を理解する。

・単純な処理を行うプログラムを自力で書ける。

授業計画 1)プログラムに慣れる (1)

2)プログラムに慣れる (2)

3)変数,配列,ハッシュ

4)条件判断,繰り返し

5)紙で考える, 言葉でプログラム, ファイル入出力 (リダイレクト)

6)文字列, 総合問題

7)メソッド (1)

8)メソッド (2)

9)総合問題

10)総合問題

履修要件 情報基礎実習で学ぶコンピュータの基本的な操作方法に習熟していること

知識 3,4クラス対象

成績評価の方法 演習中の課題,レポートと試験を総合して評価する。

授業外の学習 配布テキストの予習と復習、数回のレポート課題

教科書・教材 必要に応じて教材を用意する。

参考書 Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 言語編」オーム社

Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 ライブラリ編」オーム社

備考 知識 3,4クラス対象

知識学類生に限る

オフィスアワー 時井 真紀 月 4限

7D203 tmaki at slis.tsukuba.ac.jp

松村 敦 水 2限

7D212 matsumura.atsushi.ga at u.tsukuba.ac.jp

その他 授業ページ: http://klis.tsukuba.ac.jp/klib/の 「プログラミング演習 I」

テキストは授業ページに掲載します.各自授業前に印刷して持参してください.

関連する科目
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授業科目名 プログラミング演習 II-1

科目番号 GE10712

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 秋 BC 木 1,2

担当教員 真榮城 哲也, 于 海涛

授業概要 実践的プログラミング技術を身につける。ファイル入出力、テキストデータやマルチメディアの

処理など実データを扱うプログラムを作成する。最終的に問題解決手段としてのプログラム能力

を得ることを目標にする。

学習・教育目標 実際のデータ (テキスト、マルチメディア等)を扱うプログラムが書ける。

大きな問題を切り分けることができ、切り分けた問題に対するプログラムが書ける。

プログラムの分かりやすい説明が書ける。

授業計画 1)文字列,正規表現

2)文字列,正規表現

3)文字列,正規表現

4)ファイル入出力

5)ファイル入出力

6)プログラム課題

7)レポート

8)プログラム課題

9)復習

10)レポート

履修要件 プログラミング演習 Iでの学習内容に習熟していること

成績評価の方法 演習中の課題とレポートを総合して評価する。

授業外の学習 配布テキストの予習と復習、数回のプログラム課題

教科書・教材 必要に応じて資料を用意する。

1. 高橋,後藤「たのしい Ruby 第 3版」ソフトバンククリエイティブ

参考書 1. Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 言語編」オーム社

2. Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 ライブラリ編」オーム社

備考 知識 1,2クラス対象

知識学類生に限る

オフィスアワー 真榮城 哲也 水 1・2限

7D409 maeshiro at slis.tsukuba.ac.jp

于 海涛 木曜日 4限

7D316 yuhaitao at slis.tsukuba.ac.jp

その他 http://klis.tsukuba.ac.jp/klib/

関連する科目
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授業科目名 プログラミング演習 II-2

科目番号 GE10722

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 秋 BC 金 1,2

担当教員 真榮城 哲也, 于 海涛

授業概要 実践的プログラミング技術を身につける。ファイル入出力、テキストデータやマルチメディアの

処理など実データを扱うプログラムを作成する。最終的に問題解決手段としてのプログラム能力

を得ることを目標にする。

学習・教育目標 実際のデータ (テキスト、マルチメディア等)を扱うプログラムが書ける。

大きな問題を切り分けることができ、切り分けた問題に対するプログラムが書ける。

プログラムの分かりやすい説明が書ける。

授業計画 1)文字列,正規表現

2)文字列,正規表現

3)文字列,正規表現

4)ファイル入出力

5)ファイル入出力

6)プログラム課題

7)レポート

8)プログラム課題

9)復習

10)レポート

履修要件 プログラミング演習 Iでの学習内容に習熟していること

成績評価の方法 演習中の課題とレポートを総合して評価する。

授業外の学習 配布テキストの予習と復習、数回のプログラム課題

教科書・教材 必要に応じて資料を用意する。

1. 高橋,後藤「たのしい Ruby 第 3版」ソフトバンククリエイティブ

参考書 1. Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 言語編」オーム社

2. Thomas, Fowler, Hunt「プログラミング Ruby 第 2版 ライブラリ編」オーム社

備考 知識 3,4クラス対象

知識学類生に限る

オフィスアワー 真榮城 哲也 水 1・2限

7D409 maeshiro at slis.tsukuba.ac.jp

于 海涛 木曜日 4限

7D316 yuhaitao at slis.tsukuba.ac.jp

その他 http://klis.tsukuba.ac.jp/klib/

関連する科目
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授業科目名 プログラミング演習 II-3

科目番号 GE10732

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 C 月・木 5,6

担当教員 大澤 文人

授業概要 実践的プログラミング技術を身につける。ファイル入出力、テキストデータやマルチメディアの

処理など実データを扱うプログラムを作成する。最終的に問題解決手段としてのプログラム能力

を得ることを目標にする。

学習・教育目標 プログラミング演習 Iの内容を復習し、実践的プログラミング技術を身につける。ファイル入出

力、テキストデータやマルチメディアの処理

など実データを扱うプログラムを作成する。最終的に問題解決手段としてのプログラム能力を得

るこ

とを目標にする。

授業計画 1)プログラミング演習 Iの復習 (1)

2)プログラミング演習 Iの復習 (2)

3)文字列, 正規表現 (1)

4)文字列, 正規表現 (2)

5)文字列, 正規表現 (3)

6)レポート (1)

7)ファイル入出力 (1)

8)ファイル入出力 (2)

9)GUI

10)レポート (2)

履修要件 プログラミング演習 Iでの学習内容を再度復習しておくこと。

成績評価の方法 演習中の課題とレポートを総合して評価する。

授業外の学習 配信テキストの予習と復習、数回のプログラム課題

教科書・教材 1. 高橋, 後藤,「たのしい Ruby 第 5版」ソフトバンククリエイティブ

参考書 1. Thomas, Fowler, Hunt,「プログラミング Ruby 第 2版 言語編」オーム社

備考 知識 3,4年生対象

知識学類生に限る

情報科免許希望者は GE10712, GE10722を履修すること。

オフィスアワー 火 11:00-12:00

7D115 osawa at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 情報数学

科目番号 GE10801

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 AB 水 1,2

担当教員 若林 啓

授業概要 情報学における数学的ツールとして、記号論理、集合と写像、グラフとネットワーク、ベクトル

と行列、最適化数学をとりあげ、基礎的な部分を講義する。

学習・教育目標 論理演算を通して論理の形式を理解する。

集合と写像の基礎概念を理解し、基本的な操作ができるようにする。

点と線で関係づけられた構造の本質を理解する。

ベクトルと行列の関係を理解し、ベクトルと行列の計算ができるようにする。

最適化数学の基本的な考え方を理解する。

授業計画 各回のテーマと、学習する主要なキーワードは次の通りである。

1)数の表現、2進数

2)数理論理学の基礎、命題論理、述語論理

3)集合の概念、外延的定義と内包的定義、集合演算

4)集合の関係、写像、関数

5)グラフとネットワーク

6)ベクトルと行列、行列の演算 (和、差、積)

7)逆行列、線形結合、線形変換 (回転、拡大など)

8)微分、勾配

9)最適化数学の基礎

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 毎回行う練習課題と、期末テストによって評価する

授業外の学習 理解を深めるための練習課題に取り組む

教科書・教材 教科書として、幸谷智紀、國持良行著、情報数学の基礎 - 例からはじめてよくわかる、森北出版

を用いる。

参考書 宮崎佳典、新谷誠、中谷広正著、理工系のための離散数学、東京図書。

図書館やWebで自分にあった参考文献を探すこと。

必要に応じて、高等学校の教科書・参考書を参照すること

備考

オフィスアワー 木 6限

7D207 kwakaba at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 統計

科目番号 GE10911

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 秋 BC 水 1,2

担当教員 松本 紳

授業概要 数理統計学の基礎を講義する。内容は、統計の意味、代表値、確率、母集団と標本、正規分布、

統計的推定、仮説検定の考え方などである。

学習・教育目標 統計的考え方のマスター:統計量についての基本概念,正規分布,統計的推定,仮説検定の考え方

少なくとも「統計でだまされない」、できれば「統計でだませる」ようになってほしい。

授業計画 1)データを図や表にまとめる

2)平均・メディアン・モード・分散・標準偏差

3)相関、確率の考え方

4)正規分布,二項分布

5)母集団と標本

6)統計的推定、t分布

7)統計的仮説検定の考え方:母平均の検定 (1)

8)統計的仮説検定の考え方:母平均の検定 (2)、等平均仮説の検定

9)統計的仮説検定の考え方:適合・独立の検定、カイ二乗分布

10)課題講評、最終試験に向けての確認ほか

履修要件

成績評価の方法 毎回に出すレポート課題と最終試験により評価する。配分はおおむね、レポート課題が 4割、試

験が 6割である。

授業外の学習 教科書に書いてある式・論理を注意深く読んで理解すること

少なくとも教科書の演習問題は自分で解いてみること

与えられた課題に対して,課題を満足する問題を自分で設定し、解くこと

指定された文献を読むこと

教科書・教材 1. 小寺平治.,ゼロから学ぶ統計解析. 講談社サイエンティフィク, 2002, 212p. ISBN 4-06-

154656-2

参考書 1. ダレル・ハフ.,統計でウソをつく法. 講談社サイエンティフィク, 1968, 223p. ブルーバック

ス, B-120. ISBN: 4-06-117720-6

2. 永野裕之.,統計学のための数学教室: この 1 冊で腑に落ちる. ダイヤモンド社, 2015, 378p.

ISBN: 978-4-478-02824-7

備考

オフィスアワー 月 10:00-11:30

7D202 8-1308 amy at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜amy/

その他

関連する科目 GE20401 量的調査法

GE20511 多変量解析
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授業科目名 情報システム概説

科目番号 GE20101

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 秋 AB 火 5,6

担当教員 佐藤 哲司

授業概要 情報化社会を迎えて, 私たちは様々な形のコンピュータに取り囲まれている. 本講義では, コン

ピュータの構成, コンピュータを接続するネットワーク, 様々な生活の場面で活用されている社

会情報システムを概観し,そこで実現されている機能や役割を理解する. 情報システムを理解し

説明するためには, 様々な専門用語を必要とすることから, 個々の用語について歴史的な経緯を

含めて,それが示す概念を理解することが必須となる.

学習・教育目標 店頭でパソコンを購入するにも、多様な性能を示す様々な用語を知らなければならない。本授業

では、豊かな情報化社会を過ごすために不可欠となった情報システム・社会システムに関する基

礎的な知識を修得し、より高度なシステム設計や構築、プログラミングなどへの礎とする。

授業は、1台のコンピュータの成り立ちを学ぶ計算機アーキテクチャ、複数のコンピュータを接

続して相互に機能させるためのインターネットプロトコル、社会に組み込まれて機能している社

会情報システムの 3パートからなり、情報システムを体系的に理解することを目標とする。

授業計画 1)ガイダンス,パソコンカタログの見方

2)計算のためのコンピュータ

3)データ管理のためのコンピュータ

4)OSと DBMS

5)インターネット (前編)

6)インターネット (後編)

7)社会ネットワーク分析

8)生活の中に浸透する情報通信技術 (1)

9)生活の中に浸透する情報通信技術 (2)

10)まとめと発展的課題

履修要件

成績評価の方法 期末試験の点数および各回に実施する小テストの点数を総合して成績をつける

授業外の学習 情報システムに関しての新しい用語、説明がたくさん出てくるのでそれらを使用する場面、文

脈、使われ方について復習をしましょう。自分の利用環境について調べて次週までに報告する等

の課題も何回か出題されます。

教科書・教材 主要部分についてテキストを配布します (配布方法はその他欄を参照のこと)。

参考書 1. コンピュータ・アーキテクチャの基礎,柴山潔,近代科学社

2. 基礎から学べる論理回路, 赤堀 寛, 速水 治夫, 森北出版

3. プロセッサを支える技術, WEB+DB PRESS plus, 技術評論社

備考 2019年度以降開講せず。

講義で使用するレジュメは http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜satoh.tetsuji.gf/index-j.htmlから

たどれるようにしますので各自で所定の様式に印刷して持参してください。詳細は第 1回に説明

します。

オフィスアワー 水 1限

7D205 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜satoh/index-j.html

satoh at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 基礎数学 A

科目番号 GE20201

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 C秋 A 水 1,2

担当教員 佐藤 功

授業概要 解析学の初歩を講義する。数学への興味が湧くように、公式の単純暗記による計算演習中心では

なく、公式の導出過程や数学的な考え方に重心を置いて講義する。

学習・教育目標 1) 関数の概念を理解し、指数関数、対数関数、三角関数の関係を知る

2) 無限の概念を理解し、微分・積分との関係性を理解する

3) 計算や応用を通し、解析学の概念の理解をはかる

授業計画 1)オリエンテーション/実数の概念

2)数列の極限/関数の極限

3)連続関数/いろいろな関数

4)三角関数、指数・対数関数/微分法

5)微分法

6)微分法の応用 1

7)微分法の応用 2

8)積分法

9)積分法の応用

履修要件

成績評価の方法 試験・小テストおよび授業における参加態度により評価する。

授業外の学習 ・配布資料および参考書を用い、公式の導出過程に注目し理解すること。

・そのうえで参考書等の問題演習を通し、理解を定着させること。

・数学は積み上げが大事である。小テストで解けなかった問題にも、わかるまで取り組むこと。

教科書・教材 資料は適宜用意する。

参考書 解析入門 (岩波全書),田島一郎, 岩波書店,1981

必要に応じて、高等学校の教科書・参考書や「スバラシク実力がつくと評判の微分積分 (マセマ

出版)」などを参照すること

備考

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ
その他

関連する科目
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授業科目名 図書館概論

科目番号 GE22001

単位数 2.0単位

標準履修年次 1年次

時間割 春 AB 火 1,2

担当教員 吉田 右子

授業概要 図書館とは何かについて概説し、これからの図書館の在り方を考える。図書館の歴史と現状、機

能と社会的意義、館種別図書館と利用者、図書館職員、類縁機関と関係団体、図書館の課題と展

望等について幅広く学ぶ。

学習・教育目標 1)図書館に関する基本的知識を習得する

2)社会における図書館の位置づけを理解する

3)今後の図書館の在り方を展望するための考え方を身につける

授業計画 1)図書館の現状と動向

2)図書館の構成要素と機能

3)図書館の社会的意義

4)知的自由と図書館

5)図書館の歴史

6)公立図書館の成立と展開

7)館種別図書館と利用者のニーズ

8)通常の図書館利用が困難な人々への図書館サービス

9)図書館の類縁機関・関係団体

10)図書館の課題と展望

履修要件

成績評価の方法 授業の進行に合わせて授業内で出題する 2回のレポートを中心に評価する。最終的には受講態度

などを考慮して総合的に評価する。レポートは形式および内容から評価する。受講態度 (20%)

とレポート (80%)で成績を評価する。

授業外の学習 予習:次回の資料に目を通し、概要をつかんでおく。

復習:授業教材に示されている関連情報 (ウェブサイト)を閲覧し、ノートや授業教材に要点をま

とめることによって、その日の授業の内容をもう一度振り返る時間を持つ。

レポートの作成:授業の内容を踏まえて出題される 2回のレポートを作成することで、授業内容

の理解を深め発展させる。

教科書・教材 授業で使う資料はウェブサイトに掲載する。参考資料については、授業中に示す。

参考書 1. 竹内悊 編・訳『図書館のめざすもの』日本図書館協会,2014, 83p.

2. 小川徹, 奥泉和久,小黒浩司著『公共図書館サービス・運動の歴史 2 戦後の出発から現代まで』

(JLA図書館実践シリーズ 5)日本図書館協会 2006, 275p.

3. 国際図書館連盟公共図書館分科会ワーキング・グループ ・山本 順一 (翻訳)『理想の公共図書

館サービスのために―IFLA/UNESCOガイドライン』日本図書館協会, 2004, 156p.

備考

オフィスアワー 春:月 2限、秋:月 4限

7D116 yyoshida at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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２年次科目 
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授業科目名 知的財産概論

科目番号 GA10201

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 AB 火 3,4

担当教員 村井 麻衣子

授業概要 知的財産に関する法制度を主要な概念や法理に基づいて学ぶ。著作権法、特許法を中心に、不正

競争防止法、商標法など、知的財産諸法についての基礎的な知識を身につけ、知的財産法の法技

術的な特色を踏まえた上で、情報化社会における望ましい制度のあり方について考察し、情報の

保護と利用についてのバランス感覚や、問題解決能力を身につけることを目的とする。

学習・教育目標 知的財産諸法についての基礎的な知識を身につけ、現代における望ましい制度のあり方について

考察し、情報の保護と利用についてのバランス感覚や、問題解決能力を身につけることを目的と

する。

授業計画 知的財産法の概要について講義を行う。講義形式を中心とするが、グループワークなどを行う場

合もある。

・知的財産法総論/知的財産に関する資格

・不正競争防止法 1/知的財産法の調べ方・判決の読み方

・不正競争防止法 2/商標法

・特許法

・中テスト 1/実用新案法・意匠法

・著作権法 1

・中テスト 1の復習/著作権法 2

・知的財産の国際的側面、ワークショップ:著作権侵害の限界を考える 1

・中テスト 2/ワークショップ:著作権侵害の限界を考える 2(発表会)

・中テスト 2の復習/まとめ

履修要件 「情報社会と法制度」の単位を修得済みであること。

成績評価の方法 中テストもしくは小テスト、出席状況、受講態度等によって成績評価を行う予定。詳しくは授業

の初回に説明します。

授業外の学習 ・予習として:教科書・参考書などを読み、内容を把握する。

・復習として:授業内容を教科書・参考書等に照らして確認する。授業で示された論点を自分なり

に検討する。授業で取り上げた判決の原文にあたって理解を深める。

教科書・教材 1. 田村善之,『知的財産法』(第 5版・有斐閣)

参考書 1. 田村善之,『著作権法概説』(第 2版・有斐閣)

備考

オフィスアワー 春学期 金 11:00-12:00; 秋学期 火 11:00-12:00

7D506 myco at slis.tsukuba.ac.jp

その他 授業計画は、進行状況等によって変更・調整を行うことがあります。

関連する科目
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授業科目名 知識情報演習 I-1

科目番号 GE11012

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 火 1,2

担当教員 呑海 沙織, 手塚 太郎

授業概要 メタデータ (図書館目録、ダブリンコアなど)の作成と検索システムの構築に関する演習を行う。

学習・教育目標 ・標準的な書誌レコード (図書館目録用)の作成法について理解し,書誌レコードと所蔵レコード

の作成が行えること

・ダブリンコア・メタデータの作成法について理解し,同メタデータ作成が行えること

・書誌レコード用のデータベースを構築できること

・構築したデータベースに対する検索システム (検索インタフェース)を構築できること

授業計画 1)書誌レコード作成 1:メタデータと書誌ユーティリティの理解,図書を対象とした簡易な書誌レ

コードの作成 担当:呑海 沙織

2)書誌レコード作成 2:レコード作成システムの理解,書誌ユーティリティを活用した書誌および

所蔵レコード (図書)・著者名典拠レコードの作成 担当:呑海 沙織

3)書誌レコード作成 3:書誌階層に関わる書誌レコード (図書)・著者名典拠レコードの作成 担当:

呑海 沙織

4)書誌レコード作成 4:書誌ユーティリティを活用した書誌および所蔵レコード (雑誌)の作成 担

当:呑海 沙織

5) ダブリンコア・メタデータの作成:ネットワーク上の資源に対するメタデータ作成 担当:呑海

沙織

6)OPAC構築 1:OPAC構築用サーバ上のプログラム開発環境の習得 担当:手塚 太郎

7)OPAC構築 2:OPAC構築用データベース管理システムの習得 担当:手塚 太郎

8)OPAC構築 3:OPACデータベース構築と OPAC機能設計 担当:手塚 太郎

9)OPAC構築 4:Webから利用可能なシステム構築技術 (CGI)の習得 担当:手塚 太郎

10)OPAC構築 5:OPAC機能の実現 担当:手塚 太郎

履修要件 1)「知識資源組織化論」を履修している (履修中である) ことが望ましい。2)「データベース概

説」を履修している (履修中である) ことが望ましい。3)「プログラミング演習 I・II」を履修

し,Ruby言語でプログラミングできることを前提に進める。

成績評価の方法 レポート (100%)。レポート評価の観点は指示事項について妥当な処理が行われているか, 考察

は十分に展開されているかなど

なお,著しく低い出席状況については加味 (減点)することもある

授業外の学習 指示された演習課題の処理

レポートは 3回程度課す予定

教科書・教材 1. 北克一, 村上泰子著『資料組織演習 : 書誌ユーティリティ、コンピュータ目録 (改訂 2版)』エ

ム・ビー・エー, 2008.3

そのほかの教材・資料は適宜用意する

参考書

備考 知識 1,2クラス対象。

履修希望者が 75名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 呑海 沙織 木 6限

7D403 donkai at slis.tsukuba.ac.jp

手塚 太郎 春学期 月 5・6限; 秋学期 水 4・5限

7D215 tezuka at slis.tsukuba.ac.jp
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その他

関連する科目 GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2

GE10712 プログラミング演習 II-1

GE10722 プログラミング演習 II-2

GE21001 知識資源組織化論

GE21101 データベース概説
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授業科目名 知識情報演習 I-2

科目番号 GE11022

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 水 1,2

担当教員 呑海 沙織, 鈴木 伸崇

授業概要 メタデータ (図書館目録、ダブリンコアなど)の作成と検索システムの構築に関する演習を行う。

学習・教育目標 ・標準的な書誌レコード (図書館目録用)の作成法について理解し,書誌レコードと所蔵レコード

の作成が行えること

・ダブリンコア・メタデータの作成法について理解し,同メタデータ作成が行えること

・書誌レコード用のデータベースを構築できること

・構築したデータベースに対する検索システム (検索インタフェース)を構築できること

授業計画 1)書誌レコード作成 1:メタデータと書誌ユーティリティの理解,図書を対象とした簡易な書誌レ

コードの作成 担当:呑海 沙織

2)書誌レコード作成 2:レコード作成システムの理解,書誌ユーティリティを活用した書誌および

所蔵レコード (図書)・著者名典拠レコードの作成 担当:呑海 沙織

3)書誌レコード作成 3:書誌階層に関わる書誌レコード (図書)・著者名典拠レコードの作成 担当:

呑海 沙織

4)書誌レコード作成 4:書誌ユーティリティを活用した書誌および所蔵レコード (雑誌)の作成 担

当:呑海 沙織

5) ダブリンコア・メタデータの作成:ネットワーク上の資源に対するメタデータ作成 担当:呑海

沙織

6)OPAC構築 1:OPAC構築用サーバ上のプログラム開発環境の習得 担当:鈴木 伸崇

7)OPAC構築 2:OPAC構築用データベース管理システムの習得 担当:鈴木 伸崇

8)OPAC構築 3:OPACデータベース構築と OPAC機能設計 担当:鈴木 伸崇

9)OPAC構築 4:Webから利用可能なシステム構築技術 (CGI)の習得 担当:鈴木 伸崇

10)OPAC構築 5:OPAC機能の実現 担当:鈴木 伸崇

履修要件 1)「知識資源組織化論」を履修している (履修中である) ことが望ましい。2)「データベース概

説」を履修している (履修中である) ことが望ましい。3)「プログラミング演習 I・II」を履修

し,Ruby言語でプログラミングできることを前提に進める。

成績評価の方法 レポート (100%)。レポート評価の観点は指示事項について妥当な処理が行われているか, 考察

は十分に展開されているかなど

なお,著しく低い出席状況については加味 (減点)することもある

授業外の学習 指示された演習課題の処理

レポートは 3回程度課す予定

教科書・教材 1. 北克一, 村上泰子著『資料組織演習 : 書誌ユーティリティ、コンピュータ目録 (改訂 2版)』エ

ム・ビー・エー, 2008.3

そのほかの教材・資料は適宜用意する

参考書

備考 知識 3,4クラス対象。

履修希望者が 75名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 呑海 沙織 木 6限

7D403 donkai at slis.tsukuba.ac.jp

鈴木 伸崇 金 6限

7D204 nsuzuki at slis.tsukuba.ac.jp http://nslab.slis.tsukuba.ac.jp/˜nsuzuki/
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その他

関連する科目 GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2

GE10712 プログラミング演習 II-1

GE10722 プログラミング演習 II-2

GE21001 知識資源組織化論

GE21101 データベース概説
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授業科目名 知識情報演習 II-1

科目番号 GE11112

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 C秋 A 火 1,2

担当教員 原 淳之, 芳鐘 冬樹

授業概要 情報や文献の探索に関する実践的演習を行うとともに、パスファインダーやサブジェクトゲート

ウェイなどを作成して探索方法を人に伝える方法についても学ぶ。

学習・教育目標 本授業では主に以下の知識・技術の習得を目指す:

・レファレンスサービスの基本となる各種情報源の概要及び利用方法

・パスファインダーの定義・内容と日本における概況

・HTML、CSS、Web公開に当たっての基礎的知識

授業計画 1)レファレンスサービスの基本となる各種情報源の概要 担当:原 淳之

2)各種情報源の利用法 1(図書・叢書の情報源) 担当:原 淳之

3)各種情報源の利用法 2(新聞・雑誌の情報源) 担当:原 淳之

4)各種情報源の利用法 3(言語・文字、事物・事象の情報源) 担当:原 淳之

5)各種情報源の利用法 4(歴史・日時、地理・地名、人物・人名の情報源) 担当:原 淳之

6)パスファインダーの目的・定義 担当:芳鐘 冬樹

7)パスファインダーの評価法 担当:芳鐘 冬樹

8)印刷体パスファインダーの作成 担当:芳鐘 冬樹

9)Web版パスファインダーの作成 (HTMLの理解) 担当:芳鐘 冬樹

10)Web版パスファインダーの作成 (CSSの理解) 担当:芳鐘 冬樹

履修要件 2年 1・2クラスは火曜クラス、3・4クラスは水曜クラスを受講すること

成績評価の方法 出席と授業参画度 (30%)、レポート (40%)、試験 (30%)。レポートについては、出題意図と必要

とされるツールの理解、様式がポイントとなる。

授業外の学習 教科書、参考書、配布資料掲載ツールの確認とレポート作成

教科書・教材 授業開始時に指示する。

参考書

備考 知識 1,2クラス対象。

履修希望者が 75名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 原 淳之 火 13:30-14:30

7D406 ahara at slis.tsukuba.ac.jp

芳鐘 冬樹 春学期 金 5限; 秋学期 火 3限

7D414 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜fuyuki/index.html

その他 初回は 7A102集合

関連する科目
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授業科目名 知識情報演習 II-2

科目番号 GE11122

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 C秋 A 水 1,2

担当教員 原 淳之, 上保 秀夫

授業概要 情報や文献の探索に関する実践的演習を行うとともに、パスファインダーやサブジェクトゲート

ウェイなどを作成して探索方法を人に伝える方法についても学ぶ。

学習・教育目標 本授業では主に以下の知識・技術の習得を目指す:

・レファレンスサービスの基本となる各種情報源の概要及び利用方法

・パスファインダーの定義・内容と日本における概況

・HTML、CSS、Web公開に当たっての基礎的知識

授業計画 1)レファレンスサービスの基本となる各種情報源の概要 担当:原 淳之

2)各種情報源の利用法 1(図書・叢書の情報源) 担当:原 淳之

3)各種情報源の利用法 2(新聞・雑誌の情報源) 担当:原 淳之

4)各種情報源の利用法 3(言語・文字、事物・事象の情報源) 担当:原 淳之

5)各種情報源の利用法 4(歴史・日時、地理・地名、人物・人名の情報源) 担当:原 淳之

6)パスファインダーの目的・定義 担当:上保 秀夫

7)パスファインダーの評価法 担当:上保 秀夫

8)印刷体パスファインダーの作成 担当:上保 秀夫

9)Web版パスファインダーの作成 (HTMLの理解) 担当:上保 秀夫

10)Web版パスファインダーの作成 (CSSの理解) 担当:上保 秀夫

履修要件 2年 1・2クラスは火曜クラス、3・4クラスは水曜クラスを受講すること

成績評価の方法 出席と授業参画度 (30%)、レポート (40%)、試験 (30%)。レポートについては、出題意図と必要

とされるツールの理解、様式がポイントとなる。

授業外の学習 教科書、参考書、配布資料掲載ツールの確認とレポート作成

教科書・教材 授業開始時に指示する。

参考書

備考 知識 3,4クラス対象。

履修希望者が 75名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 原 淳之 火 13:30-14:30

7D406 ahara at slis.tsukuba.ac.jp

上保 秀夫 木 5・6限

7D408 hideo at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜hideo/

その他 初回は 7A102集合

関連する科目
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授業科目名 知識情報演習 III-1

科目番号 GE11212

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 BC 火 1,2

担当教員 緑川 信之, 上保 秀夫

授業概要 前半は、分類法と索引法のツールおよび主題分析の方法に関する演習を行う。後半は、情報検索

システムの処理過程を学習すると共に、情報検索システムの構築に関する演習を行う。

学習・教育目標 前半は, 主題分析ツールの構造と使用法を習得し, 主題分析のプロセスを理解することを目標と

する。

後半は, 情報検索システムの仕組みについて理解し, 情報検索システムの処理過程を学習すると

共に, ある程度のプログラミングができることを目標とする。

授業計画 1)主題分析 (1) 担当:緑川 信之

2)主題分析 (2) 担当:緑川 信之

3)主題分析 (3) 担当:緑川 信之

4)主題分析 (4) 担当:緑川 信之

5)主題分析 (5) 担当:緑川 信之

6)情報検索システム構築 (1) 担当:上保 秀夫

7)情報検索システム構築 (2) 担当:上保 秀夫

8)情報検索システム構築 (3) 担当:上保 秀夫

9)情報検索システム構築 (4) 担当:上保 秀夫

10)情報検索システム構築 (5) 担当:上保 秀夫

履修要件 2年 1・2クラスは火曜クラス,3・4クラスは水曜クラスを受講すること (曜日の変更は認めない)

成績評価の方法 出席状況とレポートで評価する。

授業外の学習 演習資料の予習・復習,レポートの作成を行う。

レポートは 1回から数回に一度を目安に出す。

教科書・教材 授業時に提示する。

参考書

備考 知識 1,2クラス対象。

履修希望者が 75名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 緑川 信之 随時

7D306 midorika at slis.tsukuba.ac.jp

上保 秀夫 木 5・6限

7D408 hideo at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜hideo/

その他

関連する科目
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授業科目名 知識情報演習 III-2

科目番号 GE11222

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 BC 水 1,2

担当教員 池内 淳, 于 海涛

授業概要 前半は、分類法と索引法のツールおよび主題分析の方法に関する演習を行う。後半は、情報検索

システムの処理過程を学習すると共に、情報検索システムの構築に関する演習を行う。

学習・教育目標 前半は, 主題分析ツールの構造と使用法を習得し, 主題分析のプロセスを理解することを目標と

する。

後半は, 情報検索システムの仕組みについて理解し, 情報検索システムの処理過程を学習すると

共に, ある程度のプログラミングができることを目標とする。

授業計画 1)主題分析 (1) 担当:池内 淳

2)主題分析 (2) 担当:池内 淳

3)主題分析 (3) 担当:池内 淳

4)主題分析 (4) 担当:池内 淳

5)主題分析 (5) 担当:池内 淳

6)情報検索システム構築 (1) 担当:于 海涛

7)情報検索システム構築 (2) 担当:于 海涛

8)情報検索システム構築 (3) 担当:于 海涛

9)情報検索システム構築 (4) 担当:于 海涛

10)情報検索システム構築 (5) 担当:于 海涛

履修要件 2年 1・2クラスは火曜クラス,3・4クラスは水曜クラスを受講すること (曜日の変更は認めない)

成績評価の方法 出席状況とレポートで評価する。

授業外の学習 演習資料の予習・復習,レポートの作成を行う。

レポートは 1回から数回に一度を目安に出す。

教科書・教材 授業時に提示する。

参考書

備考 知識 3,4クラス対象。

履修希望者が 75名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 池内 淳 水 3限

7D413 atsushi at slis.tsukuba.ac.jp

于 海涛 木曜日 4限

7D316 yuhaitao at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 A-1

科目番号 GE11512

単位数 1.5単位

標準履修年次 2年次

時間割 通年 水 3

担当教員 長谷部 郁子

授業概要 大学での学習に必要な英語の能力を作文力を中心に発展させる。

学習・教育目標 ライティングやリーディングの基礎となる単語力及び基本的な文法知識を定着させる。

徹底した英文解析を通し、正確に英文を読解する力を養成する。

論理的な思考力を養成するとともに、基礎的な表現力の習得を図る。

授業計画 ・基本的な単語及び文法事項を定着させるために、授業の初めに毎回、英作文テストを実施する。

・アカデミック・エッセイでしばしば用いられる構文・表現を学習するために、様々な題材につ

いての英文を精読する。

・学習した構文・表現を用いながら、定期的にパラグラフまたはエッセイを英文で作成する (年

度末には、オリジナル・アカデミックエッセイを作成させる)。

履修要件

成績評価の方法 出席状況、受講態度 (授業内で指示した課題の取組み状況を含む)、小テスト、学期末テスト (場

合によっては、レポート課題も課す)により総合的に評価。

授業外の学習 予習・復習は必須。予習の際には、辞書や文法書を使い、徹底した英文解析を行うとともに、よ

り正確に内容を把握するよう心掛けること。また、授業には辞書を必ず持参すること。

教科書・教材 1. 『5分間 英文書き換えトレーニング A Shorter Course in How to Rephrase』小中 秀彦 (南

雲堂)

2. 『効果的な英文エッセイの書き方 From Paragraph to Essay ー Get your Message Across

IIー』 神保 尚武、Kate Elwood、山田 茂、Leonid Yoffe、鈴木 利彦 (南雲堂)

その他、適宜、プリント教材など

参考書

備考 授業初回当日中に希望クラスを履修申請すること。希望者が 35名を超えた場合は受講調整する

ことがある。

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ
その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 A-2

科目番号 GE11522

単位数 1.5単位

標準履修年次 2年次

時間割 通年 水 4

担当教員 長谷部 郁子

授業概要 大学での学習に必要な英語の能力を作文力を中心に発展させる。

学習・教育目標 ライティングやリーディングの基礎となる単語力及び基本的な文法知識を定着させる。

徹底した英文解析を通し、正確に英文を読解する力を養成する。

論理的な思考力を養成するとともに、基礎的な表現力の習得を図る。

授業計画 ・基本的な単語及び文法事項を定着させるために、授業の初めに毎回、英作文テストを実施する。

・アカデミック・エッセイでしばしば用いられる構文・表現を学習するために、様々な題材につ

いての英文を精読する。

・学習した構文・表現を用いながら、定期的にパラグラフまたはエッセイを英文で作成する (年

度末には、オリジナル・アカデミックエッセイを作成させる)。

履修要件

成績評価の方法 出席状況、受講態度 (授業内で指示した課題の取組み状況を含む)、小テスト、学期末テスト (場

合によっては、レポート課題も課す)により総合的に評価。

授業外の学習 予習・復習は必須。予習の際には、辞書や文法書を使い、徹底した英文解析を行うとともに、よ

り正確に内容を把握するよう心掛けること。また、授業には辞書を必ず持参すること。

教科書・教材 1. 『5分間 英文書き換えトレーニング A Shorter Course in How to Rephrase』小中 秀彦 (南

雲堂)

2. 『効果的な英文エッセイの書き方 From Paragraph to Essay ー Get your Message Across

IIー』 神保 尚武、Kate Elwood、山田 茂、Leonid Yoffe、鈴木 利彦 (南雲堂)

その他、適宜、プリント教材など

参考書

備考 授業初回当日中に希望クラスを履修申請すること。希望者が 35名を超えた場合は受講調整する

ことがある。

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ
その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 A-3

科目番号 GE11532

単位数 1.5単位

標準履修年次 2年次

時間割 通年 水 3

担当教員 ポーリー マーティン エドモンド

授業概要 「一般学術目的の英語」(どの学問分野でも通用する学術的英語)に重点を置き、学術研究の場で

英語が駆使できるようになることを目指して、それにふさわしい教養と言語技能を養う。

学習・教育目標 主に論文や書物の精読を通して、基礎的な文法事項・語彙力を定着させるとともに、論理的・抽

象的な思考力を培う。時折、講読文献にまつわる会話やニュースのディクテーションを行うこと

によって会話的な文体の理解もはかる。

授業計画 - 文法や語彙の演習問題を行い、解答は口頭または手話で答える。

- グループで寸劇を演じ、発表する。

- 発表試験のための原稿を書く。級友の前で発表した後、原稿を提出する。

履修要件

成績評価の方法 授業参加度 (30%)、課題と授業内に行う演習問題 (50%)、発表試験 (20%)

授業外の学習 予習・復習を必ず行うこと。予習にあたっては、辞書 (英英・英和)や文法書を駆使して英文を精

読し、内容を正確に理解できるようにすることが重要。

教科書・教材 初回の授業で指示する。

参考書

備考 授業初回当日中に希望クラスを履修申請すること。希望者が 35名を超えた場合は受講調整する

ことがある。

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ
その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 A-4

科目番号 GE11542

単位数 1.5単位

標準履修年次 2年次

時間割 通年 水 4

担当教員 ポーリー マーティン エドモンド

授業概要 「一般学術目的の英語」(どの学問分野でも通用する学術的英語)に重点を置き、学術研究の場で

英語が駆使できるようになることを目指して、それにふさわしい教養と言語技能を養う。

学習・教育目標 主に論文や書物の精読を通して、基礎的な文法事項・語彙力を定着させるとともに、論理的・抽

象的な思考力を培う。時折、講読文献にまつわる会話やニュースのディクテーションを行うこと

によって会話的な文体の理解もはかる。

授業計画 - 文法や語彙の演習問題を行い、解答は口頭または手話で答える。

- グループで寸劇を演じ、発表する。

- 発表試験のための原稿を書く。級友の前で発表した後、原稿を提出する。

履修要件

成績評価の方法 授業参加度 (30%)、課題と授業内に行う演習問題 (50%)、発表試験 (20%)。

授業外の学習 予習・復習を必ず行うこと。予習にあたっては、辞書 (英英・英和)や文法書を駆使して英文を精

読し、内容を正確に理解できるようにすることが重要。

教科書・教材 初回の授業で指示する。

参考書

備考 授業初回当日中に希望クラスを履修申請すること。希望者が 35名を超えた場合は受講調整する

ことがある。

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ
その他

関連する科目
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授業科目名 基礎数学 B

科目番号 GE20301

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 木 3,4

担当教員 森継 修一

授業概要 線形代数学の初歩を講義する。内容は、連立一次方程式、階数 (ランク)、行列式、一次変換、固

有値と固有ベクトルなどである。

学習・教育目標 高校数学の確実な理解を土台として、線形代数における基本的諸概念を理解する。

問題解決のための計算が確実に実行できるようにする。

数学の答案の記述法およびレポートのまとめ方を身に付ける。

授業計画 1)ガウスの消去法

連立 1次方程式の代表的な解法であるガウスの消去法を用いて、連立 1次方程式が確実に解ける

ようにする。「軸選択」の手順を通して、「すべての場合に適用できる一般的な手続き」のための

思考方法を指導する。

2)実数ベクトル空間と線形写像,行列

ベクトルの 1次独立性・行列の正則性・逆行列・行列の階数とゼロ空間の次元などの概念を論じ

る。具体的な計算はすべて、ガウスの消去法に帰着させる。

3)行列の固有値・固有ベクトル,行列式

まず、固有値・固有ベクトルを定義に基づいて直接求める方法を示し、固有値を特性方程式の根

として位置づけるために、行列式の概念を導入する。行列式の計算においても、ガウスの消去法

に基づいた方法を用いる。 内容の確実な理解のため、各自における講義時間以外の演習を重視

する。

履修要件 知識情報・図書館学類生は、GE10801 「情報数学」の単位取得者に限る。

1年次での履修は認めない。

高校数学 I,A,II,Bまでの知識が確実に使いこなせることを前提とする。

プログラミングの必要な課題を出題することがあるので、C,Rubyなどのプログラミング言語が

一つは使えることが必要となる。

成績評価の方法 複数回のレポートと試験の結果をあわせて評価する。

授業外の学習 授業内容に関連する課題をほぼ毎週示す。期末試験を受けるためには、それまでのすべてのレ

ポートが提出済みで、かつ合格点を得ている必要がある。

各レポート課題は、単なる計算練習ではなく、大学 2年次相当の論述を要求する。

教科書・教材 1. 村田健郎 『線形代数と線形計算法序説』 サイエンス社 (1986)

2. 岡本和夫 『行列と 1次変換』 実教出版 (1998)

3. 佐藤文広 『数学ビギナーズマニュアル』 日本評論社 (1994)

参考書

備考

オフィスアワー 火 18:00-19:00

7D214 moritsug at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GE10801 情報数学
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授業科目名 量的調査法

科目番号 GE20401

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 AB 木 5,6

担当教員 叶 少瑜

授業概要 質問紙調査の企画、標本抽出の方法、調査票の設計、調査の実施、作表とグラフ化、クロス集計

と仮説検定など、質問紙調査と分析のための知識を講義する。

学習・教育目標 一般的な量的調査の方法を理解し,その結果をクリティカルに評価できる。

量的調査の企画と実行のための基礎知識を身につけ,適切な指導の下で調査ができる。

調査結果の情報処理手順を理解し,定型的な報告書を作成することができる。

授業計画 1)ガイダンス,質問紙調査の方法

2)標本の抽出方法

3)調査テーマの設定

4)調査票の作成 (1)

5)調査票の作成 (2)

6)結果の入力

7)結果の単純集計・グラフ化

8)結果の集計・分割表

9)結果の集計,相関・因果関係

10)まとめ

履修要件 「統計」の修得を前提として授業を行う。また関連科目として「質的調査法」の履修を勧める。

成績評価の方法 試験

授業外の学習 毎回,教科書の指定箇所までを予習してくること。復習のための宿題あり。

教科書・教材 1. 原純輔,浅川達人,改訂版 社会調査,放送大学教育振興会,2009,250p.

参考書

備考

オフィスアワー

その他

関連する科目 GE10911 統計

GE20701 質的調査法
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授業科目名 多変量解析

科目番号 GE20511

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 C 月・木 3,4

担当教員 大澤 文人

授業概要 データ解析の基礎として、重回帰分析や主成分分析、判別分析など基礎的な多変量解析手法を演

習付きで講義する。

学習・教育目標 回帰分析、判別分析、主成分分析の基本的な手法を身につける。それぞれの手法のイメージを把

握し、適用限界等理解する。

これらを通じて、変数間の相互関係の推定や、多次元データの圧縮ができるようになり、さらに

データの推定や予測が行えるようになる。

授業計画 授業内容は、教科書に沿った形となる。ただし、講義順序は、教科書で扱う順番とは異なる。

1)多変量解析のための数学 1(ベクトルと行列、微分の復習と補足)

2)多変量解析のための数学 2(ベクトルと行列、微分の復習と補足)

3)多変量解析のための数学 3(ベクトルと行列、微分の復習と補足),

統計の復習と補足

4)回帰分析 1

5)回帰分析 2

6)回帰分析 3

7)判別分析 1

8)判別分析 2

9)主成分分析 1

10) 主成分分析 2 初回に行う受講者アンケートによって、講義順序や内容を変更することがあ

る。

履修要件 統計を履修済みか、同程度の知識を持つこと。

成績評価の方法 出席 (40%)、レポート・ノート提出 (60%)による。

授業外の学習 授業時のノートを完成させて、更に適宜、レポートを課す。

教科書・教材 この教科書は授業時に参照するので、第 1 回目の講義時までに入手し、必ず、毎回持参する

こと。

1. 石井 俊全 (著),「まずはこの一冊から意味がわかる多変量解析 」 ベレ出版

参考書

備考 知識学類生に限る

オフィスアワー 火 11:00-12:00

7D115 osawa at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 情報探索論

科目番号 GE20601

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 金 3,4

担当教員 辻 慶太

授業概要 情報探索のための情報の蓄積・更新、情報探索の基本的な方法・理論および情報探索のプロセス

について、利用者の探索行動の特性および情報要求と関連づけながら学ぶ。

学習・教育目標 情報探索の基本を、情報検索サービスの理論と方法を通して、理解する。

各種情報源の選定を含む、情報探索戦略を策定できるようになる。

卒業研究に必要な先行研究論文が、調査できるようになる。

授業計画 1)情報探索とは

2)情報探索の歴史

3)情報検索システムとサービス

4)情報の組織化と再発見のプロセス

5)シソーラス

6)情報探索に関わる規格

7)情報探索の流れ

8)プレサーチインタビュー

9)情報源の評価と情報探索戦略の策定

10)検索結果の評価

履修要件

成績評価の方法 出席状況、小レポートおよび学期末試験の成績により、総合的に評価する。

授業外の学習 復習を行ない、理解できなかった点を明らかにして、授業に出席して下さい。情報探索に対する

理解を深めるために、図書館情報学分野のデータベースを使用した情報探索を、三回程度、宿題

として課します。また宿題の一部は、小レポートとして提出していただきます。

教科書・教材 講義資料の一部はプリントとして用意する。

参考書 参考書および関連文献は、講義の中で紹介する。

備考

オフィスアワー 水 12:00-13:00

7D512 keita at slis.tsukuba.ac.jp http://slis.sakura.ne.jp/

その他

関連する科目
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授業科目名 質的調査法

科目番号 GE20701

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 AB 金 1,2

担当教員 照山 絢子

授業概要 この授業では、社会学・文化人類学における質的調査の柱であるエスノグラフィー (参与観察と

インタビュー)に焦点を当てて、そのさまざまなアプローチを概観する。質的調査に基づいて書

かれた文献に多く触れることで理論の応用方法を学ぶ。

学習・教育目標 エスノグラフィーという手法についての基本的な理論と近年の議論を理解し修得した上で、学生

自身の研究において質的調査を用いることができるような実践的な技術を身につけていくことを

目標とする。

授業計画 1)オリエンテーション・質的調査とは何か

2)研究計画を立てる

3)質問紙・同意書を作成する

4)インタビュー調査をおこなう

5)データを分析する

6)成果をまとめる・研究における課題を克服する

7)質的調査の理論的背景 1

8)質的調査の理論的背景 2

9)質的調査の理論的背景 3

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 出席状況、授業参加度、授業に関するコメントシート、学期末試験によって総合的に判定する。

ただし履修人数によっては発表 (プレゼンテーション)を課す場合もある。

授業外の学習 課題 (文献)を課す週があり、講義内で指示するので該当週までに読んでおくこと。

教科書・教材 1. 藤田結子・北村文 編『ワードマップ 現代エスノグラフィー ――新しいフィールドワークの

理論と実践』新曜社 2013年

その他、必要な資料や文献は適宜用意する。

参考書

備考

オフィスアワー 木曜 3限

7D305 teruyama at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 情報行動論

科目番号 GE20801

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 C 金 3-6

担当教員 三輪 眞木子

授業概要 情報の獲得と発信に関連する認知的、行動的、社会的諸要素の理解と、情報獲得のための行動様

式等について学ぶ。

学習・教育目標 本講義は下記のような知識や能力を身につけることを目標とする。

・図書館情報学領域で発展してきた情報行動研究の系譜を知っている

・自らの行動をモデル化 (=構成要素とその関係に分解)してとらえることができる

・論理的に思考することや学術的な文章を書くことができる

授業計画 1)ガイダンス:情報行動の捉え方

2)情報検索行動と情報探索行動

3)情報行動の評価尺度

4)情報獲得行動の特性

5)情報行動を取り巻く概念

6)日常生活の情報行動

7)情報行動の負の側面

8)情報行動を扱う理論的枠組み

9)情報行動の実践への適用

10)情報行動と情報リテラシー

履修要件

成績評価の方法 毎回の授業の出席状況。授業期間の半ばで提出を課すレポート 1件 (A4判 3枚程度。採点基準

は、1)学術的な文章であること、2) 実際の情報行動を概念図や専門用語を用いて説明できるこ

と、3) 指定した形式に対応していること、3)期限までに提出すること。期限までに提出がない

場合は、授業放棄とみなす。)授業最終日に課す小テスト (持ち込み不可)。

授業外の学習 各回の授業内容は、教科書の各章とほぼ対応しているので、授業前に該当の章を読むこと。毎回、

次の授業までに読んでおくべき文献を指示するので、それを読んだうえで授業に参加すること。

教科書・教材 1. 三輪眞木子,情報行動:システム志向から利用者志向へ,勁草書房,2012.

参考書 1. Donald Case; Lisa Given.,Looking for Information: A Survey of Research on Information

Seeking, Needs, and Behavior [4th ed.]. Emerald Publishing Group, 2016.

備考 知識学類生に限る

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ

その他

関連する科目
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授業科目名 知識発見基礎論

科目番号 GE20901

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 C 火 4,6; 春 C 金 5,6

担当教員 中山 伸一

授業概要 ヒューリスティックスを利用して知識や問題を発見する技法である創造性開発技法を実践的に学

ぶ。

学習・教育目標 創造性とは何かを理解する

創造的な問題発見や課題解決の方法を身につける

創造的な心を養う

授業計画 1)創造とは

2)創造性の科学

3)創造性の測り方

4)創造性検査の研究

5)強制連想法 (チェックリスト法)とその実践

6)践類比法 (シネクティクス法)とその実践

7)実自由連想法 (ブレーンストーミング)とその実践

8)統合収束技法 (KJ法)とその実践

9)評価技法

10)予測技法

履修要件

成績評価の方法 実践への取り組み状況、レポート、試験をそれぞれ等価に評価する。

授業外の学習 ほぼ全ての講義について、内容を深める課題や、予習のための課題をレポートとして提出させる。

教科書・教材 教科書は指定しない。必要に応じて資料を用意する。

参考書 1. 『創造的能力 : 開発と評価』佐藤三郎,恩田彰共編. 東京心理, 1978.

2. 『発想法』川喜田二郎著. 中央公論社, 1967 (中公新書:136).

3. 『続発想法』川喜田二郎著. 中央公論社, 1970 (中公新書:210).

4. 『発想と企画の心理学』高橋誠編. 朝倉書店, 2010.

備考

オフィスアワー 月 1・2限

7D410 nakayama at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 知識資源組織化論

科目番号 GE21001

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 月 3,4

担当教員 緑川 信之

授業概要 知識資源の効果的かつ効率的な利用を目的として行われる、情報の分析、記述に基づく知識資源

の組織化に関する基本的な考え方を学ぶ。

学習・教育目標 知識資源の組織化に関する基本的な考え方、および、メタデータ、分類法、索引法、抄録法など

組織化のための様々な手法・技術について理解する。

授業計画 1)知識資源とその組織化

2)メタデータの概念モデル

3)レコード構成とデータ項目

4)典拠レコード

5)メタデータの記述規則

6)目録における新たな展開:RDAなど

7)図書館分類法の役割

8)主要な図書館分類法

9)索引法

10)抄録法

履修要件

成績評価の方法 レポートと筆記試験で評価する。レポート評価の観点は指示事項について妥当な処理が行われて

いるか、考察は十分に展開されているかなど。

なお、著しく低い出席状況については加味 (減点)することもある。

授業外の学習 授業内容の再確認による復習, 参考書などの内容確認による復習

レポートは, 1˜2回程度課す予定

教科書・教材 教材として、適宜資料を用意する

参考書 1. 谷口祥一,緑川信之『知識資源のメタデータ』勁草書房,2007

2. 緑川信之『本を分類する』勁草書房,1996

備考

オフィスアワー 随時

7D306 midorika at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 データベース概説

科目番号 GE21101

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 木 5,6

担当教員 手塚 太郎

授業概要 データベース技術の基礎概念を学ぶ。具体的には、データベースの定義と種類、データモデリン

グの考え方、リレーショナルモデルの基礎、データベース管理システム (DBMS) の基本機能、

データベース設計と管理などを、講義と演習を通じて学ぶ。

学習・教育目標 情報システムにおけるデータベースの役割が理解でき、関係データベースデータベースの概要が

理解できることを目的とする。また、データベース設計の基本的な考え方が理解できることを目

指す。

授業計画 関係データベースの特徴と役割について学ぶ。また、SQL演習を通して関係データベースに対

する操作を習得する。また、プログラミング言語から SQL を操作することを通して、データ

ベースを利用したプログラミングについての理解を深める。

1)データベースの概要

2)関係データベース

3)SQLによるデータ操作

4)スキーマ設計

5)ER図と正規化

6)SQLによるデータベース作成

7)プログラムからのデータベースアクセス

8)索引と検索

9)トランザクション管理

10)大規模データベースにおける課題と NoSQL

履修要件

成績評価の方法 試験あるいはレポート

授業外の学習 授業で習った内容をもとに簡単なデータベースを設計してみると理解が深まる。

教科書・教材

参考書 授業に必要な資料を提供するが、以下の参考書を読むのもよい。

1. 西尾章治郎, 植村俊亮, 上林弥彦, データベース (新世代工学シリーズ), オーム社, 2000.

2. 速水治夫・山崎晴明・宮崎収兄, データベース (ITText), オーム社, 2002.

備考

オフィスアワー 春学期 月 5・6限; 秋学期 水 4・5限

7D215 tezuka at slis.tsukuba.ac.jp

その他 初回は 7A205集合

関連する科目
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授業科目名 コンピュータシステムとネットワーク

科目番号 GE21201

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 AB 月 3,4

担当教員 阪口 哲男

授業概要 コンピュータシステムとネットワークについての基本構成と動作原理を学ぶ。ハードウェア、ソ

フトウェアの各構成要素、システム間のデータ送受の基本的な手順と通信規約の役割を概説し、

最後にコンピュータシステムとネットワークの組み合わせ事例を示す。

学習・教育目標 以下の事項に関する基本原理と実際について理解する。

・コンピュータのハードウェア構成

・コンピュータソフトウェア

・コンピュータネットワークとプロトコル (通信規約)

授業計画 1)コンピュータの基本構成

2)コンピュータにおける情報の表現とその処理

3)記憶装置と入出力装置

4)ソフトウェア

5)コンピュータネットワークとプロトコル

6)インターネットとは

7)ネットワーク事例: WWWと電子メール

8)セキュリティなど諸問題 以上の項目について教科書に基づきながら、身近な事例や自らがコ

ンピュータシステムを使う上での tipsなど教科書には載らないような話題も交えた解説を行う。

またインターネットの広がりを実感してもらうための PC操作等も解説する。

履修要件 情報基礎、情報基礎実習、プログラミング演習 Iおよび IIについての履修を終えていることを前

提として授業を進める

成績評価の方法 筆記試験

授業外の学習 教科書のほかに授業内容に関する有益な情報資源を紹介し、各自の予習復習を促す。

教科書・教材 1. 趙華安 著., コンピュータとネットワーク概論. 共立出版. ISBN 4-320-12148-1 (978-4-320-

12148-5).

補足資料は随時用意する

参考書

備考

オフィスアワー 火曜 4時限目

7D312 saka at slis.tsukuba.ac.jp http://www.sakalab.org/

その他 講義情報Webページ: http://www.sakalab.org/lectures/

関連する科目 GE10301 情報基礎

GE10413 情報基礎実習-1

GE10423 情報基礎実習-2

GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2

GE10712 プログラミング演習 II-1

GE10722 プログラミング演習 II-2
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授業科目名 自然言語解析基礎

科目番号 GE21301

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 水 5,6

担当教員 濱崎 雅弘

授業概要 人間の日常言語の内容を計算機で解析する自然言語解析は、機械翻訳、Web 検索、対話システ

ム、質問応答、音声認識、仮名漢字変換などで実用的な成果をあげている。本講義は、自然言語

処理の概要、形態素解析、言語モデル、構文解析、意味解析など自然言語解析の基礎理論を幅広

く講義する。

学習・教育目標 自然言語解析とは何であるかを理解する。

自然言語解析の基礎理論とモデルについて理解する。

授業計画 1)自然言語解析の概要:自然言語処理についての意義や課題について説明します。

2)形態素解析:コスト最小法に基づく日本語の形態素解析や隠れマルコフモデルに基づく英語の

品詞タグ付けについて講義します。

3)統計的言語モデル:N-グラムモデルを用いた単語の予測技術について講義します。

4)形式文法:文脈自由文法について講義します。

5)最近の自然言語処理についての話題紹介と中間試験:自然言語処理の最近の研究について紹介

し,中間試験を実施します。

6)構文解析:アーリー法,CKY法などの構文解析手法や確率文脈自由文法を用いた構文の曖昧性

解消について講義します。

7)意味解析:シソーラスを用いた語義の類似時計算や,語義のあいまい性の解消技術について講義

します。

8)機械学習と応用:ナイーブベイズ,SVM,決定木によるテキスト分類や,CRFを用いた情報抽出

について講義します。

9)ソーシャルメディアと自然言語処理:顔文字,ネット語などラフな自然言語を対象とした解析技

術について講義します。

10) コーパスと自然言語処理:アノテーションコーパスと意見分析や雑談対話について講義しま

す。

履修要件

成績評価の方法 中間試験と期末試験の結果を同等に考慮して成績を評価します。

授業外の学習 講義時間に説明した内容や演習問題を次回の講義までに復習する。

教科書・教材 1. D. Jurafsky, J. H. Martin,Speech and Language Processing (Third Edition), Pearson

Education, Inc., 2017.

2. 松本裕治,奥村学編,関洋平他執筆,コーパスと自然言語処理,朝倉書店,2017.

参考書

備考

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ

その他 授業資料配付は,以下の URLを予定しています。

https://staff.aist.go.jp/masahiro.hamasaki/tsukuba/class/nla2018/

関連する科目
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授業科目名 メディア社会学

科目番号 GE21401

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 火 3,4

担当教員 後藤 嘉宏

授業概要 メディア研究、知識情報学の基礎としての社会学を学ぶ。哲学の一分野として出発した社会学

が、社会調査等で日常生活の具体像に向き合うのはなぜか、その問題意識や方法を考察する。具

体的には、ウェーバー社会学の方法を学び、人々の意識や行動を捉える社会調査が、どのように

人々の意味世界に迫るか論じる。

学習・教育目標 社会学的なものの見方を学ぶことによって、論理的かつ柔軟に社会を見る眼を養う。また世の中

の動きを斜に構えた視線から眺め、なにものにも騙されない批判精神が身につく。

授業計画 1)社会学とは?(1)-社会学の目的

2)社会学とは?(2)-行為の意味理解の方法

3)社会学とは?(3)-社会学独自の類型論

4)理念型と価値自由

5)社会相互の比較

6)社会の中での葛藤-属性による意識の違い

7)性別、年齢

8)学歴、職業と地位、収入

9)自明性への疑いのまなざし

10)価値、規範、権力

履修要件 履修要件なし・前提知識一切不要。不要ですが、高校の世界史や倫理、政治・経済の内容につい

て質問することはあります。

成績評価の方法 平常点 (出席点・質問頻度)と小テスト、最終試験 (レポートか筆記試験かは授業内で決めるが、

通常レポート)結果を加味する。最終試験の評価の観点は、授業内容の適切な要約がなされてい

るか否かと、授業内容への批判の鋭さや適切性、あるいはそれらを補足し発展させる際の説明の

独自性等である。なお、たとえ中身が良くても授業内容への論及がほとんどないものは零点か低

い点数に留まるし、逆に授業内容を 120%理解したレポート (あるいは筆記試験)であっても、そ

れへの広い意味での批判あるいは発展のないものも、同様である。

授業外の学習 1.専門用語の小テストを 1˜3 回行う。最終試験へ向けての学習以外にも、基礎知識の復習が多

く必要とされる。

2.授業資料の一定部分を事前に読み、グループで授業資料について課外で討論させ、その結果を

授業時間内に発表させる。

教科書・教材 資料は http://www.slis.tsukuba.ac.jp/resource/wiki/(学内のみ)にアップするが、基本は板書。

初回の授業の際、左記 URLに資料をアップするので、各自印字して授業に臨むこと。なおこの

URLには過去のハンドアウトも載せてあるので履修決定の際に参照してください。

参考書 1. 森下伸也・君塚大学・宮本孝二 著『パワーアップ版 パラドックスの社会学』 定価:本体 2200

円 +税、新曜社

備考 GC20101と同一。

創成学類生は GC20101,それ以外の学生は GE21401を履修すること

オフィスアワー 春 AB 火 5限; 春 C 水 3限; 秋 AB 木 3限; 秋 C 水 3限

7D513 ygoto at slis.tsukuba.ac.jp

その他 最終試験がレポートの場合、manabaにて提出。形式はワードファイル。

関連する科目 GE10911 統計

GE20401 量的調査法

GE20511 多変量解析

GE20701 質的調査法
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授業科目名 公共経済学

科目番号 GE21601

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 C 月・木 5,6

担当教員 池内 淳

授業概要 本講義は、1)経済学の概要、2)ミクロ経済学の基本的な概念、3)公共経済学の 3部構成です。

1)では、経済学の学説史的系譜を学習し、経済学の現在的意義を理解します。2)では、消費者

の理論・生産者の理論・市場均衡・余剰分析といったミクロ経済学の基礎的概念について講義と

演習を行います。3)では、市場が失敗する諸条件と、その対処法について解説します。

学習・教育目標 本講義の学習・教育目標は、ミクロ経済学と公共経済学の基本的な概念と方法について学習する

ことです。

これによって、知識や情報を共有するための社会的システムに関わる現代的諸問題にアプローチ

するための基盤となる知識の習得を目指します。

授業計画 1)ガイダンス

2)経済学の概要とその系譜

3)消費者と生産者～市場分析

4)需要の弾力性と財の分類

5)公共経済学の基礎的枠組み

6)政策効果と余剰分析

7)市場の失敗と政府の機能

8)公共財の性質とその最適供給

9)外部性とその内部化方策

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 演習課題と期末試験によって総合的に評価します。

授業外の学習 授業は講義中心ですので、授業外では、講義内容をきちんと復習してください。

教科書・教材 教科書はとくに指定しません。

参考書

備考 2018年度開講せず。

オフィスアワー 水 3限

7D413 atsushi at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 生涯学習と図書館

科目番号 GE21701

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 AB 月 5,6

担当教員 溝上 智惠子

授業概要 生涯学習の意義、関連法と社会教育行政、生涯学習施設の運営、他機関との連携、海外の生涯学

習の動向について概説する。図書館における生涯学習の支援の在り方について、国内と海外の事

例を幅広く学ぶ。

学習・教育目標 1) 講義を通して、生涯学習活動に関わる基本的な知識を修得する。

2) 生涯学習者を取り巻く現代的課題を踏まえて、生涯学習プログラムを計画・実施していくため

の基本的スキルを修得する。

授業計画 生涯学習の意義、歴史、関連法と社会教育行政、生涯学習施設の運営、海外の生涯学習の動向に

ついて概説する。図書館における生涯学習の支援の在り方について、国内と海外の事例を幅広く

学 ぶ。

第 1回生涯学習論の理念・意義・歴史:海外における生涯教育の展開、日本における社会教育の

展開

第 2回生涯学習の歴史－ 1: 海外における生涯教育の展開

第 3回生涯学習の歴史－ 2:日本における社会教育の展開

第 4回社会教育行政の意義と施策－ 1:教育に関する法律、生涯学習行政と社会教育行政

第 5回社会教育行政の意義と施策－ 2:自治体の行財政制度と生涯学習振興施策

第 6回生涯学習機関をめぐるトピック:高齢者サービス

第 7回生涯学習と図書館: 海外

第 8回生涯学習プログラムの評価

第 9回生涯学習プログラムの作成と発表

第 10回海外の生涯学習 :北アメリカ (コミュニティカレッジ等)

履修要件

成績評価の方法 授業の進行に合わせて出題する小レポートと試験を中心に評価する。小レポートは形式および内

容から評価する。受講態度 (20%) 、小レポート (30%)、試験 (50%)により総合的に成績を評価

する。

授業外の学習 予習:次回の教材に目を通し、概要をつかんでおくとともに、指定文献を必ず事前に読んで理解し

ておく

復習:授業で紹介した webサイトや文献を通覧する。

教科書・教材 指定文献は第 1回目に配布する資料に記載されている webサイトに掲載する。各回の授業に関

連する参考資料については、授業中に示す。

参考書 1. 宮崎冴子,『社会教育・生涯学習』文化書房博文社、2011年

2. ポール・ラングラン,『生涯教育入門第 1部』全日本社会教育連合会、1990年

備考

オフィスアワー 月曜 2時限目 (できるだけ事前にアポを取るようにしてください)

7B318(系長室) mizoue at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 経営・組織論

科目番号 GE22101

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 春 AB 金 1,2

担当教員 大庭 一郎

授業概要 この講義では,図書館の経営や情報システムの構築に必要な,経営概念,経営管理,意思決定,組織,

人間行動等についての基礎を概説する。経営管理機能は,一般に人々が共通の目標を達成するた

めに協同で活動する場合に,常に存在する機能である。そこで,この講義では,経営管理一般につ

いての入門的解説に重点を置いて講義を展開し, あわせて, 経営管理論の視点から図書館や情報

システムのとらえ方について解説する。

学習・教育目標 ・図書館の経営や情報システムの構築に必要な,経営概念,経営管理,意思決定,組織,人間行動等

についての基礎知識を理解することができる。

・人々が協同で活動する際の組織 (企業と図書館)とそれを取り巻く環境について,経営学の視点

から考察することができる視野を養うことができる。

・「経営学検定試験 (初級)」に自学自習で取り組めるような,経営学の入門知識を身につけること

ができる。

授業計画 1)「経営・組織論」のガイダンス

2)経営管理とは

3)経営組織体としての図書館や情報システム

4)企業と図書館における経営の計画

5)企業と図書館における組織化

6)企業と図書館における組織の運営

7)企業と図書館における経営コントロール

8)企業と図書館における経営と情報

9)「経営・組織論」の総まとめ (1)

10)「経営・組織論」の総まとめ (2):経営学検定試験

11)「学期末試験」・「授業評価」

履修要件

成績評価の方法 授業参画度 (発表)(約 20%),課題レポート (約 30%),学期末試験 (持込不可)(約 50%)によって総

合的に判定する。ただし,いずれかの評価項目の成績が著しく低い場合や出席状況が悪い場合に

は,減点評価の対象とする。

授業外の学習 ・授業内容を必ず復習する。

・教科書や課題文献の指定箇所を必ず読む。

・新聞を毎日読み,授業で扱った概念やテーマとの関連を考える。

・課題レポートに取り組む。

教科書・教材 1. 塩次喜代明ほか著.経営管理.新版.東京,有斐閣,2009.4,xviii,308p.(有斐閣アルマ)

2. 野中郁次郎, 紺野登. 知識経営のすすめ:ナレッジマネジメントとその時代. 東京, 筑摩書

房,1999.12,238p.(ちくま新書,225)

参考書 1. 野中郁次郎,竹内弘高.知識創造企業.梅本勝博訳.東京,東洋経済新報社,1996.3,xv,401p.

2. 日本経済新聞社編.ヒットの経営学.東京,日本経済新聞出版社,2011.6,220p.

3. 帝国データバンク史料館・産業調査部編. 百年続く企業の条件:老舗は変化を恐れない. 東京,

朝日新聞出版,2009.9,243p.(朝日新書,194)

4. 朝日新聞編.日本の百年企業.東京,朝日新聞出版,2011.1,380p.

5. 高山正也編.図書館・情報センターの経営.東京,勁草書房,1994.1,x,282p.(図書館・情報学シ

リーズ,4)
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備考 2015年度までの GE21501経営・組織論を修得済みの者は履修不可

オフィスアワー 月 2限

7D113 iohba at slis.tsukuba.ac.jp

その他 ・講義開始までに,教科書を購入し,講義に出席すること。

・毎回新しいテーマを扱い,欠席するとその後の講義を理解する上で障害になるので,全て出席す

る覚悟で受講すること。課題レポートの提出の遅れは,認めない。

関連する科目
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授業科目名 テクスト解釈-1

科目番号 GE21812

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 AB 金 5,6

担当教員 白井 哲哉

授業概要 主に江戸時代の古文書を対象に、テクストの音読・翻刻・解釈の技術に関する基礎的なトレーニ

ングを行い、紙媒体文字メディアの調査研究の方法を理解する。

学習・教育目標 日本の地域の記録資料 (主に江戸時代の古文書)の意義を理解する。

記録資料の読み方 (音読・翻刻)とは何かを学ぶ。

記録資料の記載内容及び成立の背景について理解し、あわせて資料の比較分析方法を学ぶ。

日本の伝統的なテラシー文化を理解する。

授業計画 受け入れ上限数は 28名とする。

1)プロローグ:日本の「記録資料」とは何か

2)江戸時代の記録資料の翻刻文を読む

3)記録資料 (古文書)の実物に触れる

4)江戸時代の記録資料の原文を読んで翻刻する

5)江戸時代の記録資料に書かれた内容とその背景を理解する

6)まとめと展望:江戸時代の記録資料のデータ化を考える 授業の中では、必ず全員にテキストの

資料の音読を求める。大きい声で読み上げること。

履修要件

成績評価の方法 出席状況 (授業態度を含む)提出物 (コメントペーパーその他)による。出席重視なので遅刻は厳

しく扱う。

授業では記録資料の原文解読をおこなうが、その上手下手を成績評価の対象とはしない。ただ

し、誠実に課題へ向き合うことを厳しく求める。

授業外の学習 記録資料の翻刻文の音読については、声を出して読み、復習すること。原文の翻刻については、

適宜予習・復習すること。

教科書・教材 テキストは適宜配布する。

参考書 1. 大石学監修『改訂新版 古文書解読事典 文書館へ行こう』東京堂出版 (2000)

備考

オフィスアワー 水 2限

7D407 tetsushi at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GE82201 アーカイブズの構築
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授業科目名 テクスト解釈-3

科目番号 GE21832

単位数 2.0単位

標準履修年次 2年次

時間割 秋 AB 金 5,6

担当教員 綿抜 豊昭

授業概要 テクストの解釈を通じて、言語および意味の視点から、メディアの読解に関する基礎的なトレー

ニングを行う。

学習・教育目標 編纂者の視線を理解

享受者の視線を理解

日本文化の一特質の理解

授業計画 1)「百人一首」について

2)巻頭・巻尾について

3)巻頭・巻尾について

4)春の和歌について

5)春の和歌について

6)秋の歌について

7)秋の歌について

8)日本の季節感について

9)恋の歌について

10)恋の歌について

履修要件

成績評価の方法 出席状況、レポート、試験など総合的に評価する。

授業外の学習 使用テクストには現代語訳、作者略歴、語注などはついてないので、そうしたものを講義がはじ

まる前に予習する。復習は、予習事項と講義中の説明との違いなどを整理する。

教科書・教材 1. 綿抜豊昭「百人一首集 II」桂書房、1,500円

参考書 『百人一首』角川文庫

備考

オフィスアワー 水 7限

7D503 wata at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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MEMO 
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学群共通専門科目 
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授業科目名 体験型システム開発 A

科目番号 GA40103

単位数 3.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 ABC 水 3,4; 春 ABC 金 5,6

担当教員 歳森 敦

授業概要 現在のモノづくりの基礎を担っている組み込み技術を、実際の課題に基づく課題解決型学習に

よって実践的に習得することを目指す。

学習・教育目標 ハードウェアコースでは、アーケードゲーム・アミューズメントから FA・OA・車載・医療機

器まで多様な組み込み機器で使用される実時間映像処理用のシステム LSIの開発過程回路設計、

FPGA実装、CPUによる制御プログラミング、動作検証に関するスキルと知識を、ハードウエ

アとソフトウエアの協調設計の観点から実践的実習を通じて教育する。

ソフトウェアコースでは、組込機器の高度化がもたらすモバイル化に伴い、タッチパネルに代表

される UX 実現が必須技術となったソフト開発。プラットフォームをまたがり求められる高度

大規模な開発課題はWeb技術による統合に向かう。組込ソフトウェア開発の将来像をしっかり

捉え、自ら考え、行動する創造指向育成を目標に教育する。

授業計画 ハードウェアコースでは、「映像信号の入出力」をテーマに、基本的なハードウエア記述言語の

記述方法を学んだ後、ディスプレイに映像を出力するための表示回路と、カメラから映像を取り

込むためのキャプチャ回路を構築し、基礎を固めます。

ソフトウェアコースでは、Webへの統合が加速されるソフト開発分野において、直近の中心的

な手法 HTML5に関し、「今何ができるか」「今後どういうことが実現できるか」のアウトライン

の理解とともに、文法やスタイル、UX等、Webソフト開発技術を実践的に学習します。

履修要件 情報学群 組み込み技術キャンパス OJT ハードウェアコース、ソフトウェアコースのいずれかの

コースの履修資格を得ること。

成績評価の方法 組み込み技術キャンパス OJTの履修状況により成績評価を行う。

授業外の学習

教科書・教材

参考書

備考 情報学群 組み込み技術キャンパス OJT受講者対象科目。

オフィスアワー

その他 組み込み技術キャンパス OJT の履修についてはウェブサイト (http://inf.tsukuba.ac.jp/ET-

COJT/)を参照のこと

関連する科目
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授業科目名 体験型システム開発 B

科目番号 GA40203

単位数 3.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 ABC 水 3,4; 秋 ABC 金 5,6

担当教員 歳森 敦

授業概要 現在のモノづくりの基礎を担っている組み込み技術を、実際の課題に基づく課題解決型学習に

よって実践的に習得することを目指す。

学習・教育目標 ハードウェアコースでは、アーケードゲーム・アミューズメントから FA・OA・車載・医療機

器まで多様な組み込み機器で使用される実時間映像処理用のシステム LSIの開発過程回路設計、

FPGA実装、CPUによる制御プログラミング、動作検証に関するスキルと知識を、ハードウエ

アとソフトウエアの協調設計の観点から実践的実習を通じて教育する。

ソフトウェアコースでは、組込機器の高度化がもたらすモバイル化に伴い、タッチパネルに代表

される UX 実現が必須技術となったソフト開発。プラットフォームをまたがり求められる高度

大規模な開発課題はWeb技術による統合に向かう。組込ソフトウェア開発の将来像をしっかり

捉え、自ら考え、行動する創造指向育成を目標に教育する。

授業計画 ハードウェアコースでは、「グラフィックス LSIと SoC設計」をテーマに、映像信号の加工やテ

クスチャの描画を行うグラフィックス LSIの設計を行い、最終的にはそれらを用いて各自がオリ

ジナルの組み込みシステムを提案し、プレゼンテーションを行うことで、実社会で通用する応用

力を身につけます。

ソフトウェアコースでは、企画˜発表までの開発全般について作品制作として実践します。

HTML5に対応する 3Dオーサリングツールを使用することで、学生それぞれの専門性を超え、

幅広く制作全般に関わることを目指します。

履修要件 情報学群 組み込み技術キャンパス OJT ハードウェアコース、ソフトウェアコースのいずれかの

コースの履修資格を得ること。

成績評価の方法 組み込み技術キャンパス OJTの履修状況により成績評価を行う。

授業外の学習

教科書・教材

参考書

備考 情報学群 組み込み技術キャンパス OJT受講者対象科目。

オフィスアワー

その他 組み込み技術キャンパス OJT の履修についてはウェブサイト (http://inf.tsukuba.ac.jp/ET-

COJT/)を参照のこと

関連する科目
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授業科目名 ビジネスシステムデザイン A

科目番号 GA40303

単位数 3.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 C 集中; 春 ABC 水 3,4; 春 ABC 金 5,6

担当教員 渡辺 知恵美, 早瀬 康裕, 河辺 徹, 三末 和男

授業概要 ネットワークサービスの基盤となる技術についてオムニバス形式で幅広く学ぶ. そのうえで, 高

度な ICTを基礎とした諸問題の解決を目指して正しく問題設定を行い,その問題解決のための研

究開発プロジェクトの自主的な企画・運営を行うための基礎的能力を実践的に修得する.

学習・教育目標 学生自らが考え,自律的なプロジェクトの企画・運営・開発等を学び,実践的な研究開発プロジェ

クトの推進能力や開発手法を身につけることを目指す.

授業計画 初回の講義は 4/20(金) 15:15-18:00 @総合研究棟 B0112にて実施予定.

1)春 AB(基礎知識学習期間)

- 基礎知識学習項目 (ソフトウェア開発プロジェクトのための共有ウェブサービスである Ruby

on Railsや GitHub等)に関する外部講師などによる複数のオムニバス講義

- 開発に必要となる基礎的技術や知識 (ビジネスモデルの企画のためのツールであるリーンキャ

ンバス, チーム開発についての基礎メンバーのスキル管理ツールであるスキルマップなど)に関

する演習および春 Cの集中講義 (合宿)時の開発準備などを行う.

2)春 C(集中講義期間)

7月 23日˜30日に実施する.迅速かつ適応的にソフトウェア開発を行う軽量な開発手法であるア

ジャイル開発手法を中心に,これに密接に関連する開発の立ち上げに関する方法論であるリーン

スタートアップ, アジャイル開発手法の一つで, 特にチームのコミュニケーションを重視して柔

軟かつ迅速に開発を行う手法であるスクラムの基礎の学習,開発に必要となる汎用的知識や技術

に関するオムニバス講義,実際にチームを構成しての Project Based Learningによる開発,成果

発表会等を行う.

履修要件 特になし.

成績評価の方法 進捗レポートや集中講義におけるレポート, 発表会における評価, 成果物をもとに総合的に評価

する.

授業外の学習 特になし

教科書・教材 Webページ,あるいは配布資料として用意.

参考書 1. Jeff Sutherland, Ken Schwaber, ス ク ラ ム ガ イ ド,

https://www.scrumguides.org/docs/scrumguide/v1/Scrum-Guide-JA.pdf

2. Jonathan Rasmusson,アジャイルサムライ,オーム社

3. 西村 直人, 永瀬 美穂, 吉羽 龍太郎,SCRUM BOOT CAMP THE BOOK,翔泳社

4. 大塚 弘記,GitHub実践入門,技術評論社

5. Michael Hartl,Ruby on Rails Tutorial,https://railstutorial.jp/

6. 萩原剛志,詳解 Swift 第四版, SBクリエイティブ

7. アジャイルソフトウエア開発宣言, http://agilemanifesto.org/iso/ja/manifesto.html

備考 enPiT関連科目. 機材の関係で履修を制限することがある

7/23-7/30

オフィスアワー 渡辺 知恵美 月 12:00-13:00

7D303 chiemi at slis.tsukuba.ac.jp

早瀬 康裕 金曜 3限

3F925 hayase at cs.tsukuba.ac.jp

河辺 徹 月曜 12:00-13:00

3F825 kawabe at cs.tsukuba.ac.jp

三末 和男 http://www.cs.tsukuba.ac.jp/˜misue/
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その他 本講義は enPiT ( http://enpit.coins.tsukuba.ac.jp/ ) プログラムの一環として実施します.en-

PiTでは,プロジェクト型学習 (Project Based Learning, PBL)を基軸に,学生がチームを組ん

で自律的に自分達のテーマの具現化を目指します。チームでのプロダクト開発を通じて,チーム

運営や, ユーザが本当に必要としているものを掘り下げる技術を体験するプログラムです. より

詳細な内容については上記 URLをご確認ください.

各種問い合わせについては enpit-office@cs.tsukuba.ac.jp までご連絡ください.

関連する科目
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授業科目名 ビジネスシステムデザイン B

科目番号 GA40403

単位数 3.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 ABC 水 3,4; 秋 ABC 金 5,6

担当教員 渡辺 知恵美, 早瀬 康裕, 河辺 徹, 三末 和男

授業概要 高度な ICTを基礎とした諸問題の解決を目指して正しく問題設定を行い,その問題解決のための

研究開発プロジェクトの自主的な企画・運営を行うための基礎的能力を実践的に修得する.

学習・教育目標 学生自らが考え,自律的なプロジェクトの企画・運営・開発等を学び,実践的な研究開発プロジェ

クトの推進能力や開発手法を身につけることを目指す.

授業計画 1)秋 ABC PBLによるチーム開発,週に一度のデモを交えた進捗報告,最終成果発表会 (1月中

旬)

2)秋 C(ブラッシュアップ期間) プロダクトの更なる改良,最終レポート作成

履修要件 ビジネスシステムデザイン Aを履修していること.

成績評価の方法 プロジェクト中における定期的な成果物のデモンストレーション, 成果発表会における評価, 成

果物,最終レポートを元に総合的に評価する.

授業外の学習 特になし

教科書・教材 Webページ,あるいは配布資料として用意.

参考書 1. Jeff Sutherland, Ken Schwaber, ス ク ラ ム ガ イ ド,

https://www.scrumguides.org/docs/scrumguide/v1/Scrum-Guide-JA.pdf

2. Jonathan Rasmusson,アジャイルサムライ,オーム社

3. 西村 直人, 永瀬 美穂, 吉羽 龍太郎,SCRUM BOOT CAMP THE BOOK,翔泳社

4. 大塚 弘記,GitHub実践入門,技術評論社

5. Michael Hartl,Ruby on Rails Tutorial,https://railstutorial.jp/

6. 大重 美幸,詳細! Swift 3 iPhoneアプリ開発 入門ノート,ソーテック社

7. アジャイルソフトウエア開発宣言, http://agilemanifesto.org/iso/ja/manifesto.html

備考 enPiT関連科目. 機材の関係で履修を制限することがある

オフィスアワー 渡辺 知恵美 月 12:00-13:00

7D303 chiemi at slis.tsukuba.ac.jp

早瀬 康裕 金曜 3限

3F925 hayase at cs.tsukuba.ac.jp

河辺 徹 月曜 12:00-13:00

3F825 kawabe at cs.tsukuba.ac.jp

三末 和男 http://www.cs.tsukuba.ac.jp/˜misue/

その他 本講義は enPiT ( http://enpit.coins.tsukuba.ac.jp/ ) プログラムの一環として実施します.

enPiTでは,プロジェクト型学習 (Project Based Learning, PBL)を基軸に,学生がチームを組

んで自律的に自分達のテーマの具現化を目指します。チームでのプロダクト開発を通じて,チー

ム運営や, ユーザが本当に必要としているものを掘り下げる技術を体験するプログラムです. よ

り詳細な内容については上記 URLをご確認ください.

各種問い合わせについては enpit-office@cs.tsukuba.ac.jp までご連絡ください.

関連する科目
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MEMO 
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学類共通専門科目 
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授業科目名 学習指導と学校図書館

科目番号 GE40201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB 火 1,2

担当教員 平久江 祐司

授業概要 学校図書館と学校図書館メディアを効果的に活用する学習指導計画の立案、実施、評価、及び教

師や児童・生徒に対する支援の在り方等の基本的事項について解説し、学校図書館における情報

リテラシー育成等のための学習指導の在り方等について理解を図る。

学習・教育目標 「授業計画」に掲げた 10項目についての基礎的知識や重要な概念を習得するとともに、それら

について考察し、自己の見解や主張を形成する。

授業計画 1)学習指導における学校図書館の役割

2)学習指導における情報・メディアの活用の実際

3)学校図書館における情報提供サービス

4)学校図書館における利用指導の変遷

5)学校図書館における情報リテラシーの育成

6)学校図書館における利用指導の理論的展開

7)学校図書館メディアの利用指導計画の立案

8)学校図書館メディアの利用指導計画の展開

9)学校図書館メディアの利用指導計画の評価

10)学習支援における司書教諭の役割

履修要件 司書教諭科目や教職関連科目を履修していることが望ましい。

成績評価の方法 試験、レポート、出席等により総合的に評価する。

授業外の学習 授業計画の項目からテーマを設定しレポートを課す。レポートの分量は原稿用紙 8枚程度とする

が、詳細は授業の中で説明する。

教科書・教材 教科書は特に指定しない。参考図書として「シリーズ学校図書館学」編集委員会編『学習指導と

学校図書館』全国学校図書館協議会,2010,229p.をあげる。またその他の参考書についても授業

の中で随時紹介する。

参考書

備考 履修希望者が 100名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 月 3・4限

7D404 hirakue at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 学校図書館メディアの構成

科目番号 GE40301

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 秋 AB 火 1,2

担当教員 三波 千穂美

授業概要 学校図書館メディアおよび専門職としての司書教諭を理解し、学校図書館メディアを用いた学校

教育活動の支援に関する認識を深め、多様なメディアを扱うことを可能とする、実際的な知識と

技術を学ぶ。

学習・教育目標 受講生が学校図書館メディアについて自分なりの考えをまとめていく機会を持てるよう授業を構

成し、以下のような目標を達成する。

(1) 学校図書館メディアに関わる基本的な知識・技術を習得する。

(2) 学校図書館メディアに関わる様々な資料から学校図書館の持つ課題を理解し、司書教諭の役

割と結びつけて考えられるようになる。

授業計画 1)学校図書館メディアの構成、メディア専門職としての司書教諭

2)メディアの種類、メディアにかかわる情報源

3)コレクション形成の方針

4)コレクション形成の計画

5)メディアへのアクセス支援

6)学校図書館メディアの組織化 目録ー 1

7)学校図書館メディアの組織化 目録ー 2

8)学校図書館メディアの組織化 分類－ 1

9)学校図書館メディアの組織化 分類－ 2

10)学校図書館メディアの組織化 件名

履修要件

成績評価の方法 期末試験の結果、授業中の課題への取組み、受講態度、出席状況などを考慮し、総合的に評価す

る。

授業外の学習 関連文献を読み、授業内容を復習する。

教科書・教材

参考書 1. 渡辺暢惠.実践できる司書教諭を養成するための学校図書館入門.ミネルヴァ書房,2009.

2. 緑川信之.学校図書館メディアの構成 第 2版.学文社, 2008.

備考 履修希望者が 100名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 月 13:30-16:00

7D302 sannami at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 読書と豊かな人間性

科目番号 GE40401

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB 金 5,6

担当教員 鈴木 佳苗

授業概要 児童・生徒の読書の現状や読書の影響について理解し、発達段階に即した読書教育の理念と方法

について学ぶ。

学習・教育目標 児童・生徒の読書の現状、学校や公共図書館での読書活動の実態を理解する

読書と児童・生徒の発達に関する理論についての理解を深める

発達段階に即した読書指導や読書活動の工夫について考える

授業計画 授業では、以下の順番に説明する。

1)読書の意義と目的

2)児童・生徒の読書の現状

児童・生徒への読書の影響

3)読書活動の方法-1

・読み聞かせ、ストーリーテリング、ブックトーク

・朝の 10 分間読書

4)読書活動の方法-2

・その他の読書活動

5)読書活動の方法-3

・読書活動の工夫

6)児童・生徒向けの図書資料-1

・各種図書資料

・図書資料の評価

7)児童・生徒向けの図書資料-2

発達段階に応じた読書指導と計画

・読書興味の発達

・読書能力の発達

8)読書環境の整備と読書活動の推進-1

・学校図書館での読書環境の整備

9)読書環境の整備と読書活動の推進-2

・公共図書館における読書活動の実践

10)読書環境の整備と読書活動の推進-3

・公共図書館における読書活動の実践

・家庭・公共図書館・地域関連機関との連携と協力

履修要件

成績評価の方法 試験, 授業内容に関連した課題, 出席状況により総合的に評価する。

授業外の学習 授業中に紹介した参考文献を読み、課題について考える。この課題には、次週の内容の予習、授

業内容の復習、授業で話した内容の発展的学習が含まれる。

教科書・教材 講義資料を事前に提示する。

参考書 1. 『読書と豊かな人間性』 朝比奈大作著, 樹村房, 2002

2. 『読書と豊かな人間性』 「シリーズ学校図書館学」編集委員会編, 全国学校図書館協議会,

2011

3. 『児童サービス論』植松貞夫・鈴木佳苗編, 樹村房, 2012

4. 『児童図書館サービス論 (新訂版)』 赤星隆子・荒井督子編著, 理想社, 2009
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備考 履修希望者が 100名を超える場合は、初回に受講調整。初回の授業を欠席する場合は、事前に必

ず連絡してください (受講調整を行う場合には、初回の欠席の連絡がないと履修できない可能性

があります)。

オフィスアワー 春学期 金 4限

その他 受講調整を行う可能性がある場合は、初回の授業で履修登録の期日について説明します。期日ま

でに必ず履修登録をしてください。

関連する科目
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授業科目名 情報メディアの活用

科目番号 GE40501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 秋 AB 火 3,4

担当教員 大澤 文人

授業概要 活字メディア、視聴覚メディア、教育用ソフトウェア、ネットワーク上の情報資源等多様な情報

メディアの特性を踏まえて、それらを教育現場で活用していく方法について学ぶ。

学習・教育目標 各種メディアの特性を理解し、さらに、メディア教育の場で利用できるコンピュータ活用に関す

る知識の習得を目標とする。

授業計画 manabaを積極的に活用した授業を展開する予定である。

1)情報社会と情報メディア

2)情報メディアの歴史

3)教育と情報メディア

4)学校図書館と情報メディア

5)図書館資料の検索 (データベース)

6)情報リテラシーとメディアリテラシー

7)教育の情報化 (e-Learningを中心に)

8)学校図書館と著作権

9)情報倫理とフィルタリング、コンピュータの基礎知識、インターネットセキュリティ 初回に

行う受講者アンケートによって、講義順序や内容を変更することがある。

履修要件 司書教諭科目をすべて履修することが望ましい。また、何れかの教科教育法を履修中であること

が望ましい。

成績評価の方法 受講態度 20%、レポート 40%、試験 40%の配分で評価する。

授業外の学習 毎回、レポートを課します。

教科書・教材

参考書 1. 中山 伸一 著,「情報メディアの活用と展開 (学校図書館図解・演習シリーズ)」青弓社

備考 履修希望者が 100名を超える場合は初回に受講調整

オフィスアワー 火 11:00-12:00

7D115 osawa at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 インターンシップ

科目番号 GE40603

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 夏季休業中 集中

担当教員 吉田 右子, 平久江 祐司, 大澤 文人, 鈴木 佳苗

授業概要 図書館や企業などの職場における就業経験を通して、知識や情報と職業の関わり、知識や情報に

関わる職業人としてのあり方を理解する。知識や情報と社会の関係、情報化、情報倫理、情報技

術に加え、職業倫理、職業観、勤労観などを、職場での体験から学ぶ。

学習・教育目標 図書館,官庁,企業等における情報の収集,処理,提供に関する業務の実際を理解する。

上記業務の実務能力を修得する。

職業意識を高めるための体験をし,また,上記機関における専門的職業人のあり方を考える。

授業計画 1月 第 1回説明会 概要説明、受入機関一覧公開

4月 第 2回説明会 インターンシップ先決定、事前調査の実施、「履歴書」の提出

7月 第 3回説明会 直前オリエンテーション

8月-9月 インターンシップ実施

実施時間数は 80時間˜120時間とし、実施期間は機関の勤務形態による。例えば、「8時間/1日

× 10日間」、「7.5時間/1日× 11日間」など。

10月 「インターンシップ報告書」と「インターンシップ日誌」の提出

※進め方の詳細は、第 1回説明会で指示する。

履修要件 図書館関係機関のインターンシップを希望する者は司書資格取得予定者に限る。

成績評価の方法 インターンシップ日誌,インターンシップ報告書,受入機関による概評,インターンシップ中の受

講態度を総合して評価する。正当な理由のない遅刻や欠席には厳しく対処する。

授業外の学習 インターンシップに行く前に, 受入機関で行われている業務内容等について十分調査し, 必要と

思われる知識を予習する。

教科書・教材

参考書

備考 8/9-9/30

知識学類生に限る

CDP

受講生は学研災付帯賠 Aコースまたは Bコースへの加入必須.

オフィスアワー 吉田 右子 春:月 2限、秋:月 4限

7D116 yyoshida at slis.tsukuba.ac.jp

その他 ・社会との貴重な接点なので、できる限り履修することが望ましい。ただし、インターンシップ

の際は受入機関に失礼のないように十分注意すること。問題が生じた場合は、インターンシップ

を中止させることもある。

・本科目は図書館法施行規則に定める科目「乙群 選択科目 図書館実習」として認めることがで

きる。

・機関決定においては受入条件を十分に確認すること。

・インターンシップの日程が集中講義等他と重複していないか、十分留意すること。

関連する科目
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授業科目名 国際インターンシップ

科目番号 GE40703

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 通年 応談

担当教員 上保 秀夫, 手塚 太郎, 原 淳之, 照山 絢子

授業概要 海外の図書館や情報センターにおいて、図書館・情報業務を経験する。

学習・教育目標 海外における図書館・情報センターにおいて,情報の収集,処理,提供に関する業務の実際を理解

する。日本の図書館・情報業務と同じ点,異なる点を体験し,相対的な視野を養う。職員や利用者

との交流を通して,外国の文化,慣習,考え方を学ぶ。

授業計画 12月～1月 第 1回説明会

1月～2月 受講申込み締切

3月上旬 第 2回説明会 受講者の決定

4-6月 日本の図書館事情,筑波大学に関するレポート提出

7月 当該国の図書館事情に関するレポート提出

9月 インターンシップ実施 (10日程度)

10月 成果報告会

履修要件 当該国の言語または英語による基本的なコミュニケーション能力を有すること。

応募人数が定員を超える場合は,下記を優先事項として選定する。

(1) 高年次生

(2) インターンシップ,社会体験実習,他大学の図書館実習の単位取得者

(3) 図書館や情報センターで働いた経験のある者 (アルバイト・ボランティアを含む)

受講希望者は第 1回目の説明会に必ず参加すること。

各説明会への参加も履修要件の 1つである。

成績評価の方法 インターンシップ前に提出するレポート, インターンシップ報告会, 受入機関による講評を総合

して評価する。

授業外の学習 当該国の言語または英語を自習すること。必要に応じて教材は貸与する。

教科書・教材

参考書

備考 知識学類生に限る

CDP

オフィスアワー 上保 秀夫 木 5・6限

7D408 hideo at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜hideo/

手塚 太郎 春学期 月 5・6限; 秋学期 水 4・5限

7D215 tezuka at slis.tsukuba.ac.jp

原 淳之 火 13:30-14:30

7D406 ahara at slis.tsukuba.ac.jp

照山 絢子 木曜 3限

7D305 teruyama at slis.tsukuba.ac.jp

その他 説明会には毎回必ず参加すること。

関連する科目
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授業科目名 専門英語 B-1

科目番号 GE50712

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB 月 4

担当教員 芳鐘 冬樹

授業概要 専門科目や卒業研究に必要な英語読解力を専門書の講読等を通じて習得する。 図書館情報学分

野の英語で書かれた学術雑誌の論文を教材として用いる。学術論文は特有の構成を持つ文章であ

るので,まずそれを踏まえた理解の方法について解説する。 授業は,毎回,各自,指定された論文

を読み,担当者が内容を発表する輪読形式をとる。英語の文章を漫然と読んで「頭の中で分かっ

たつもりになるだけ」ということにならないよう,読んだ内容を論理的に整理して「日本語でま

とめる (逐語訳である必要はない)」練習と,それを他者に説明する練習を行う。 授業の理解度の

確認のため,数回簡単な小テストを実施する。

学習・教育目標 英語で書かれた学術論文を理解できる読解力を身に付ける。

授業計画 ・ガイダンス:授業の進め方

・学術論文の読み方,図書館情報学分野の英語雑誌の解説

・輪読による発表とそれに基づく議論と解説,小テスト (全 9回)

・本授業のまとめ (最終回の最後に)

履修要件

成績評価の方法 課題等によって評価する。TOEFL-ITPのスコアも評価に含める。

授業外の学習 授業外でも読解に取り組むこと。発表者以外も,議論に加われるように論文を読んで予習してお

くこと。予習してあるかどうかは,小テストおよび議論の中で確認する。

教科書・教材 授業時間に提示する。

参考書 1. 斎藤恭一, 理系英語最強リーディング術, アルク, 2007

備考 知識科学主専攻生対象.

オフィスアワー 春学期 金 5限; 秋学期 火 3限

7D414 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜fuyuki/index.html

その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 B-2

科目番号 GE50722

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB 月 4

担当教員 バールィシェフ エドワルド

授業概要 専門科目や卒業研究に必要な英語読解力を専門書の講読等を通じて習得する。

学習・教育目標 専門的なテキストの構成や特性を学ぶと同時に、基礎的な文法知識を定着させる。アカデミック

英語で使われる語彙、構文や表現を学習し、英文を正確に理解する能力を身につける。表現力を

高めることによって、理論的な思考力を養う。

授業計画 科学全体あるいはアーカイブズ関連のテキストを題材にして授業を進める。毎回、アカデミッ

ク・ライフや専門分野に関わるテーマをひとつずつ選び、テーマ関連の専門用語を学び、テキス

トを読解するなどことによって、専門的な語彙や文法を学ぶ。授業の終わりには各テーマの内容

のまとめを行い、ときには作文等を書く。

・科学全般や学術的な生活に関連するテーマを個別につくり、テーマ関連の語彙や文法を学ぶ。

・専門的なテキストを通読し、その特徴となる文法、構文や表現のことを学ぶ。

・専門的なテキストを通読し、学術論文の読み方を学び、主要な内容をつかむ能力を培う。

・専門用語や熟語を覚え、英語の作文・会話能力を高めながら、学術的なアプローチの精神を身

につける。

履修要件

成績評価の方法 授業参加、作文テストや試験等で、総合的に評価する。

期末試験に代え、TOEFL-ITPを実施する。

授業外の学習 予習・復習を必ず行うこと。

教科書・教材 資料を用意する。

授業には辞書を携帯すること。電子辞書でもよい。

参考書

備考 知識情報システム主専攻生対象.

オフィスアワー 火 3限

7D415 baryshev at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 B-3

科目番号 GE50732

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB 月 4

担当教員 辻 泰明

授業概要 専門科目に必要な中級レベルの英語読解力やヒアリング能力を映専門書の講読や映像資料の視聴

等を通じて習得する。

学習・教育目標 ・中級レベルの英語論文、英文専門書を読解できるようになる。

・比較的平易な英語映像資料を視聴して、その内容を把握できるようになる。

授業計画 読解では、英語専門書等の一部を配布し、個別に和訳作業を行って内容を精読する。その上で、

速読の練習にも取り組み、読む力の向上を図る。読解によって、劇映画の構造や導入部の重要性

を理解した上で、実際に英語劇映画を視聴する。試聴後に、内容把握のための書き取り (ディク

テーション)を実施し、読む力だけでなく、文法の正確な理解を前提とした、聞く力、書く力の

向上を図る。また、シャドーイングによって、話す力の練習にも取り組む。

1)ガイダンス

2)専門書の精読 劇映画の構造 1

3)専門書の精読 劇映画の構造 2

4)映像資料の視聴 劇映画の導入部が持つ重要性 1

5)映像資料の視聴 劇映画の導入部が持つ重要性 2

6)映像資料の視聴 2人の人物による会話 1

7)映像資料の視聴 2人の人物による会話 2

8)専門書の精読 ストーリー分析 1

9)専門書の精読 ストーリー分析 2

10)まとめ (総復習)

履修要件

成績評価の方法 成績は授業に取り組む姿勢、レポート、TOEFL ITPなどを元に、総合的に評価する。

授業外の学習 講義資料・参考教材等を利用して、予習・復習を行う。具体的な方法・内容等は、授業内で指示

する。

教科書・教材 教科書は特に指定せず、必要に応じ資料を用意する。

参考書

備考 情報資源経営主専攻生対象.

オフィスアワー

その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 C-1

科目番号 GE50812

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 秋 AB 月 4

担当教員 于 海涛

授業概要 学術論文の読解,ならび英語による発表を視聴することで,英語による読解力とプレゼンテーショ

ンスキルを習得する方法を学ぶ。

学習・教育目標 コミュニケーションとメディアに関する英語学術論文が読解できるようになること。

英語による発表資料を視聴し,その内容を把握し,簡単な英語発表ができるようになること。

授業計画 英語による学術論文を精読し,要約や和訳に加え,グループでディスカッション・発表を行う。

1)ガイダンス

2)学術論文の精読 1

3)英語要約,グループディスカッション 1

4)学術論文の精読 2

5)英語要約,グループディスカッション 2

6)学術論文の精読 3

7)英語要約,グループディスカッション 3

8)英語によるプレゼンテーションの視聴

9)和訳,グループ発表

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 出席状況,授業中の参加状況,及び期末試験による総合評価を行う。

授業外の学習 授業前に,manabaから資料をダウンロードし予習すること。

教科書・教材 毎回事前にmanabaにアップロードする。

参考書

備考 知識科学主専攻生対象.

オフィスアワー 木曜日 4限

7D316 yuhaitao at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 C-2

科目番号 GE50822

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 秋 AB 月 4

担当教員 松村 敦

授業概要 専門科目や卒業研究に必要な英語読解力を専門書の講読等を通じて習得する。

学習・教育目標 英文専門書の読解に取り組み、内容を深く理解する能力を身につける。

英文専門書に現れる専門用語に基づいて、読解に必要な前提知識を自力で補う方法を習得する。

授業計画 本科目では、毎回授業内に英文専門書を読解して、内容のまとめや課題レポートを作成する。

1)ガイダンス

2)専門書の精読、英文理解

3)専門書の精読、内容の大づかみな把握

4)専門書の精読、専門用語の認識と理解

5)専門書の精読、不足知識の認識と学習

6)専門書の精読、深い専門知識の学習

7)専門書の精読 (練習)

8)専門書の精読 (練習)

9)専門書の精読 (練習)

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 成績は授業内レポートを元に評価する。

授業外の学習 授業外でも読解に取り組むこと。図書館等で不足知識を積極的に学習して補うこと。

教科書・教材 資料を配布する。

授業には辞書を携帯すること。電子辞書でもよい。

参考書

備考 知識情報システム主専攻生対象.

オフィスアワー 水 2限

7D212 matsumura.atsushi.ga at u.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 専門英語 C-3

科目番号 GE50832

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 秋 AB 月 4

担当教員 辻 泰明

授業概要 専門科目や卒業研究に必要な英語読解力やヒアリング能力を映像コンテンツ分析に関する専門書

の講読や映像資料の視聴等を通じて習得する。

学習・教育目標 ・映像メディアに関する上級レベルの英語論文、英文専門書を読解できるようになる。

・3人以上の会話を含む英語による映像資料を視聴して、その内容を把握できるようになる。

授業計画 読解では、英語専門書等の一部を配布し、個別に和訳作業を行って内容を精読する。映像資料の

視聴では、映像コンテンツの一部分を視聴し、内容把握のための書き取り (ディクテーション)

を実施する。実践練習を随時おこない、能力の向上を図る。

1)ガイダンス

2)専門書の精読 映画の文法 1

3)専門書の精読 映画の文法 2

4)映像資料の視聴 映画における編集の重要性 1

5)映像資料の視聴 映画における編集の重要性 2

6)映像資料の視聴 3人以上の人物による会話 1

7)映像資料の視聴 3人以上の人物による会話 2

8)専門書の精読 演出分析 1

9)専門書の精読 演出分析 2

10)まとめ (総復習)

履修要件 情報資源経営主専攻生対象

成績評価の方法 成績は授業に取り組む姿勢、レポートなどを元に総合的に評価する。

授業外の学習 講義資料・参考教材等を利用して、予習・復習を行う。具体的な方法・内容等は、授業内で指示

する。

教科書・教材 教科書は特に指定せず、必要に応じ資料を用意する。

参考書 1. 野中泉,『英語舌のつくり方』(研究社,2005)

備考 情報資源経営主専攻生対象.

オフィスアワー 春学期 水曜 2限 秋学期 月曜 3限

7D514 tsujiy at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 知識情報特論 I

科目番号 GE50301

単位数 1.0単位

標準履修年次 4年次

時間割 春 AB 水 3

担当教員 知識学類 4年次担任

授業概要 学類 4年次の学生を対象に、統一されたテーマの下、研究・開発の先端的トピックを複数の講師

(学類担当教員、他学類担当教員、学外研究者等) が交替で論じる。テーマは年度ごとに設定す

る。

学習・教育目標 図書館情報学・知識情報学の最新状況・動向についての理解を深めることを目標とする。

研究の面白さ、開発の楽しさを知るとともに、研究遂行上の研究倫理についても理解する。

研究開発のプロセスやパターンの事例を学ぶ。

授業計画 特論 Iと IIで以下の内容を講義する。(順不同)

・担当教員によるキャリア形成と研究紹介

・外部講師による知識情報学の最新動向

・海外の図書館事情

・知識情報学関連の就職活動動向

・研究倫理について

・論文執筆・プレゼンテーションの注意点・ツールの活用事例など

・大学院生による研究事例など

・その他

履修要件 知識学類の卒業研究の着手者に限る。

成績評価の方法 授業時間内提出物 (小テスト)(90%)、レポート (10%)による。

小テスト、レポートに関しては出題の意図を理解し、各自の考えを表わすことが求められる。欠

席者には別途、課題を課す。欠席に対する課題の提出は必須とする。

授業外の学習 事前課題が提示される場合は、その課題を十分に理解してから出席すること。

教科書・教材 毎回関連資料が配布される。

参考書

備考 西暦偶数年度開講。

知識学類生に限る

CDP

オフィスアワー 吉田 右子 春:月 2限、秋:月 4限

7D116 yyoshida at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 知識情報特論 II

科目番号 GE50401

単位数 1.0単位

標準履修年次 4年次

時間割 秋 AB 水 3

担当教員 知識学類 4年次担任

授業概要 学類 4年次の学生を対象に、統一されたテーマの下、研究・開発の先端的トピックを複数の講師

(学類担当教員、他学類担当教員、学外研究者等) が交替で論じる。テーマは年度ごとに設定す

る。

学習・教育目標 図書館情報学・知識情報学の最新状況・動向についての理解を深めることを目標とする。

研究の面白さ、開発の楽しさを知るとともに、研究遂行上の研究倫理についても理解する。

研究開発のプロセスやパターンの事例を学ぶ。

授業計画 特論 Iと IIで以下の内容を講義する。(順不同)

・担当教員によるキャリア形成と研究紹介

・外部講師による知識情報学の最新動向

・海外の図書館事情

・知識情報学関連の就職活動動向

・研究倫理について

・論文執筆・プレゼンテーションの注意点・ツールの活用事例など

・大学院生による研究事例など

・その他

履修要件 知識学類の卒業研究の着手者に限る。

成績評価の方法 授業時間内提出物 (小テスト)(90%)、レポート (10%)による。

小テスト、レポートに関しては出題の意図を理解し、各自の考えを表わすことが求められる。欠

席者には別途、課題を課す。欠席に対する課題の提出は必須とする。

授業外の学習 事前課題が提示される場合は、その課題を十分に理解してから出席すること。

教科書・教材 毎回関連資料が配布される。

参考書

備考 西暦偶数年度開講。

知識学類生に限る

CDP

オフィスアワー 吉田 右子 春:月 2限、秋:月 4限

7D116 yyoshida at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 卒業研究

科目番号 GE51018

単位数 6.0単位

標準履修年次 4年次

時間割 通年 随時

担当教員 知識情報・図書館学類担当教員

授業概要

学習・教育目標 まとまった大きさの思索の展開あるいは調査分析や研究開発等を経験し, 問題の構想力, 解決力

と創造性を養う.

特定の学問領域における方法論的基盤を獲得する.

論文や作品の公表と口頭発表によってその表現能力を確かなものとする.

授業計画 6月 着手発表会

10月 中間発表会

12月 論文提出 (印刷体および PDFによる電子媒体の両方で提出すること)

1月 最終発表会

発表会は学生が所属する主専攻ごとに行います.

抄録は公表します.PDF版の卒業論文は図書館情報学図書館で閲覧に供します.

履修要件 4月現在で卒業要件単位を 90単位以上修得済みであること. 要件を満たさない場合は卒業研究

を履修できません.

成績評価の方法 最終発表会および提出された論文, 研究の経過を総合的に評価します.

授業外の学習 卒業研究は一定時間以上をかけた学習・作業の成果物でなければいけません.その意味で, 履修者

は 1年間卒業研究にほぼ専念することを期待されています. 定期的におこなわれる研究室のゼミ

は経過報告の場に過ぎず, その前後で相当量の学習や作業を行なわなければ, 卒業研究の完成は

おぼつきません.

教科書・教材

参考書

備考 知識学類生に限る

オフィスアワー

その他 卒業研究に関する各主専攻からのお知らせは以下のWebページに掲載されます:

http://klis.tsukuba.ac.jp/knowledge/(知識科学主専攻)

http://klis.tsukuba.ac.jp/system/(知識情報システム主専攻)

http://klis.tsukuba.ac.jp/management/(情報資源経営主専攻)

関連する科目
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専門科目（知識科学主専攻） 
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授業科目名 知識科学実習

科目番号 GE60103

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB秋 AB 月 5,6

担当教員 知識科学主専攻担当教員

授業概要 本実習の目的は、知識科学主専攻を構成する各領域の研究方法や技術を経験して主専攻分野の総

合的な理解に結びつけることである。学期毎に 3-4回程度の小テーマを複数設定し、主としてグ

ループワーク (内容に応じて個人作業)で実習をすすめる。

学習・教育目標 知識科学主専攻がカバーする領域における基本的な方法と技術を修得する

主専攻の対象と接することで、主専攻の対象を具体的に理解する

授業計画 0.オリエンテーション

1.個人による発想 (1週)

2.集団による発想 (3週)

アイデアの発散過程としてのブレインストーミングと収束過程としてのマインドマップ

3.情報共有の実際 (2週)

(1) 場の企画とその情報共有のための文書作成

(2) 場の実行とその情報共有のための文書作成

4.質的調査と分析実習 (2週)

5.量的調査と分析実習 (3週)

6.研究室紹介 (1週)

7.プロジェクト管理 (3週)

8.クリティカルシンキング (3週)

論理トレーニングと議論の進め方

9.計算的アプローチ (3週)

数理的方法を用いた問題解決や知識発見

履修要件

成績評価の方法 受講者全員がグループまたは個人で同じ内容の基礎的な実習を行う

成果物とレポートによって総合的に判定する

授業外の学習 授業時間に基本を修得し、実際の作業は各自が空き時間に行う

テーマ毎にレポートが課される (最低 7回)

教科書・教材 資料を用意する

参考書

備考

オフィスアワー 芳鐘 冬樹 春学期 金 5限; 秋学期 火 3限

7D414 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜fuyuki/index.html

その他 http://klis.tsukuba.ac.jp/knowledge/

関連する科目
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授業科目名 テクニカルコミュニケーション

科目番号 GE60201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 火 5,6

担当教員 三波 千穂美, 平湯 あつし

授業概要 専門情報を正確にわかりやすく伝えることを意図した、文書の企画・構成・表現設計等に必要と

される知識・技術・考え方を、マニュアル制作などを題材に学ぶ。また、実際の専門職としての

テクニカルコミュニケーターの業務や活動を演習を通して学ぶ。

学習・教育目標 以下を学習する。

1. テクニカルコミュニケーションとは

2. マニュアル制作などを例とした、文書の企画・構成・表現設計

3. 専門職としてのテクニカルコミュニケーター

授業計画 1)テクニカルコミュニケーションとは

2)マニュアルとは何か?(演習)

3)マニュアルの企画・構成・表現設計

4)マニュアルの企画・構成 (演習)

5)テクニカルライティング

6)技術情報を伝える文章、雑誌やネットなどの一般的な文章 (演習)

7)ビジュアル表現

8)レイアウトデザイン (演習)

9)ユーザー理解、関連法規

10)演習の講評、ブラッシュアップ (演習)

履修要件

成績評価の方法 授業内および最終課題、出席状況、授業時の取り組み方等を総合し、評価する。作成文書には、

対象・目的を適確に把握した、十分な情報と適切な構成・文章表現を求める。

授業外の学習 自らの日常生活において、情報発信および受信という双方の立場からテクニカルコミュニケー

ションを意識し、受講および演習に反映させる。

教科書・教材

参考書 テクニカルコミュニケーター協会.トリセツのつくりかた 制作実務編.テクニカルコミュニケー

ター協会出版事業部会, 2010.

備考 履修希望者が 75名を超える場合は初回に受講調整。

オフィスアワー 三波 千穂美 月 13:30-16:00

7D302 sannami at slis.tsukuba.ac.jp

その他 演習では、ツイッターを用い、かつ題材としてマニュアル (取扱説明書)を制作する。その目的

は、可能な限り多くの受講者の提出物を見て、他者の考えを学習しながら演習を行うことにあ

る。演習用に、ツイッターの新しいアカウントを取得することが必要。また、提出物は、授業時

に他の履修者も見られるように提示する。

関連する科目
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授業科目名 知識論

科目番号 GE60501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 火 3,4

担当教員 横山 幹子

授業概要 知識の哲学の観点から、「知識」についての問題を取り扱う。知識の哲学における「知識」のと

らえ方の歴史を踏まえた上で、「知識」についての現代の多様な考え方の一部を紹介する。

学習・教育目標 哲学において、「知識」がどのように捉えられてきたかを理解することを目的とする。さらに、現

代哲学において、「知識」に関して何が問題であるかの一端を理解することも目的とする。

授業計画 1)知識の古典的な定義

2)基礎付け主義 1

3)基礎付け主義 2

4)基礎付け主義から外在主義へ

5)外在主義

6)哲学的懐疑論

7)懐疑論への対応 1

8)懐疑論への対応 2

9)認識論の自然化 1

10)認識論の自然化 2

履修要件

成績評価の方法 出席と学期末の筆記試験による。

授業外の学習 教科書の熟読し、授業ノート、授業中に指示された参考文献等を参考にし、指示された課題に対

してまとめること。

教科書・教材 1. 『知識の哲学』 戸田山和久著、産業図書、2002

参考書 1. Ayer, A. J. The Problem of Knowledge. London, Macmillan and Company Limited,

1956. (Ayer, A. J. (神野慧一郎訳)知識の哲学. 東京, 白水社, 1981. )

上記以外も、随時示す。

備考

オフィスアワー 横山 幹子 火 5限

7D405 mikiko@slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 知識形成論

科目番号 GE60601

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 5,6

担当教員 辻 慶太

授業概要 社会における知識の形成に寄与し,またテキストの形で表現・形成された知識そのものと言える

辞書的な言語資源,即ち百科事典,国語辞書,専門用語辞書,シソーラス,オントロジー等について,

その歴史や現状,意義や問題点,作成方法などを学習する。

学習・教育目標 ・社会における知識の形成に寄与し,またテキストの形で表現・形成された知識そのものと言え

る辞書的な言語資源,即ち百科事典,国語辞書,専門用語辞書,シソーラス,オントロジー等につい

て,その歴史や現状,意義や問題点,作成方法などを学習する。

・百科事典としては,ディドロらの百科全書,ブリタニカ百科事典からエンカルタ,Wikipediaま

でを取り上げ,それらが作られた時代背景と社会に与えた影響について学ぶ。国語辞書としては,

サミュエル・ジョンソンやノア・ウェブスターの英語辞書,OED (Oxford English Dictionary),

三省堂国語辞典・新明解国語辞典などを取り上げる。Wikipediaにおける編集合戦や,国語辞書

における辞書戦争を通じて,テキストとして表現された知識が時に非常に恣意的なものであるこ

とを学び,「知識」の相対化を図る。

・コンピュータに知識を与える為の言語資源としてシソーラスやオントロジー,Linked Dataな

どがある。これらについてMeSH,WordNet,SNOMED-CTや各種作成ツールを紹介し,実際に

簡単なシソーラスなどを作成することで,知識を構造的に表現する方法について学ぶ。

・シソーラス等の自動作成を目的として,テキストから用語同士の関係や語の定義を自動抽出す

る研究が現在盛んに行われている。これらの現状について学習する。

授業計画 以下の構成で授業を行う。

1)第 1回:概説

本授業の目的や構成を伝える。

2)第 2回:伝統的な百科事典

チェンバーズのサイクロペディア,ディドロらの百科全書,ブリタニカ百科事典などを取り上げ,

それらが作られた時代背景や,知識の普及面で社会に与えた影響を紹介する。

3)第 3回:Wikipedia

Wikipediaの誕生の経緯,現状,特に各種利用統計や信頼性を紹介し,少数の専門家による従来の

百科事典と比較しながら,知識の典拠のあり方について検討する。

4)第 4回:国語辞書

サミュエル・ジョンソンやノア・ウェブスターの英語辞書,OED,三省堂国語辞典・新明解国語辞

典などを取り上げ, いわゆる辞書戦争を紹介しながら, テキストとして表現された知識の恣意性

について検討する。

5)第 5回:シソーラス

シソーラスにはいくつかの種類があり,(1)情報検索の効率化を目的とした階層的な語彙 (MeSH

など),(2)コンピュータの自然言語理解を目的とした語彙 (WordNetなど),(3)人間の文章作成支

援を目的とした類語辞典,などがある。ここでは主に (1)と (2)の現状を紹介する。

6)第 6回:オントロジー

オントロジーとは, ある分野で共有されている概念の体系, 具体的には特定分野の語彙とその語

彙の解釈を制限する論理的言明の集合である。医学分野の SNOMED-CT などの実例に触れな

がら,オントロジーの意義や現状を述べる。
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7)第 7回:Linked Data

Linked Dataは,主にコンピュータが利用することを目的としてリンク・公開されたデータであ

り,データのWebとも言われる。所蔵データに関する図書館の取り組みなども紹介しながら,コ

ンピュータ向けの知識として Linked Dataの意義や現状を述べる。

8)第 8回:シソーラス・オントロジーの作成 (1)

Protegeなどシソーラス・オントロジーの構築支援ソフトを概観し,構築に当たって必要な情報

を紹介する。

9)第 9回:シソーラス・オントロジーの作成 (2)

受講者各自が関心あるテーマでシソーラス・オントロジーを構築し評価してもらう。

10)第 10回:語間関係・語の定義の自動抽出

Wikipediaや対訳コーパスといった様々なテキストから,統計的手法やパターンマッチングある

いはテキスト同士のリンク構造などを利用して, 語同士の同義関係や階層関係, あるいは語の定

義を自動抽出する方法を紹介する。

履修要件 特になし。

成績評価の方法 期末試験で評価する。

授業外の学習 百科事典やシソーラス,オントロジーなどの実例を確認し,レポートを作成する。

教科書・教材 毎回教材を用意する。

参考書 以下の 2冊は参考になる。

1. 本田毅彦 (2005) 『大英帝国の大事典作り』講談社.

2. Jean Aitchison ら (1989)『シソーラス構築法』丸善.

備考

オフィスアワー 水 12:00-13:00

7D512 keita at slis.tsukuba.ac.jp http://slis.sakura.ne.jp/

その他

関連する科目
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授業科目名 レファレンスサイエンス

科目番号 GE60701

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 木 3,4

担当教員 上保 秀夫

授業概要 This course is concerned with the phenomenon of information guiding. Guiding is a common

form of knowledge sharing that can be found in our every-day life. This course studies the

theories and applications relevant to effective information guiding.

学習・教育目標 Students will gain a basic understanding of scientific approaches and theories.

Students will gain an understanding of the phenomenon of guiding and implications from

related areas in Knowledge and Information Sciences.

Students will develop skills to learn relevant knowledge from spoken English lectures.

Students will demonstrate a synthesized understanding of key elements in information guid-

ance.

授業計画 1)Course guidance

2)Introduction: Guiding services and applications in our daily life

3)Tasks: Task category, task process, task complexity

4)Information Need: Levels of information needs, relevance feedback, ostension

5)Organisation and Presentation: Classification, faceted navigation, diversity

6)Evaluation: Effectiveness, efficiency, usability

7)Personalisation and Socialisation: User profiling, recommendation, networking

8)Group Dynamics: Collaboration, social loafing, division of labour

9)Context: Context-aware services and applications

10)Emotion: Basic emotions, facial expressions, affective services

履修要件

成績評価の方法 Lecture reports (70%) and term-end report (30%).

授業外の学習

教科書・教材 None. Relevant material will be available in each lecture.

参考書 1. Donald O. Case,Looking for Information: A Survey of Research on Information Seeking,

Needs and Behavior. 3rd Ed. Emerald Group Publishing. 2012.

2. Marti Hearst,Search User Interfaces. Cambridge University Press. 2009

3. Peter Ingwersen and Kalervo Jarvelin,The Turn: Integration of Information Context.

Springer. 2005.

備考 英語で授業。

2018年度開講せず。

G科目

オフィスアワー 木 5・6限

7D408 hideo at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜hideo/

その他

関連する科目
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授業科目名 学術メディア論

科目番号 GE60801

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 金 3,4

担当教員 松林 麻実子

授業概要 学術コミュニティを対象として、情報の生産・流通・利用に関する学術情報流通モデル、学術情

報メディア等を総合的に学ぶ。

学習・教育目標 本講義の受講を通して,下記のような能力の獲得を目指す。

・研究者の生態を知り、彼らに内在する問題について考えることができる

・学術情報流通に関わる専門用語や概念を一通り説明することができる

・電子ジャーナルなどの登場による学術情報流通システムの変化について考えることができる

授業計画 1)ガイダンス:講義の全体像について

2)研究活動プロセス

3)研究者の倫理

4)学術コミュニケーションモデル

5)電子ジャーナルの特徴と提供における課題

6)情報メディアの電子化が研究者にもたらす影響

7)オープンアクセス運動 (1)

8)オープンアクセス運動 (2)

9)学術コミュニケーションの最新動向

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 レポートおよび期末試験による。レポートの分量は A4判 3枚程度。採点基準は、1)論理的な文

章を書けているかどうか、2)学術情報の基本的な構造を理解できているかどうか、3)指定され

た形式にしたがっているかどうかである。期末試験は持ち込み可で、論述中心の形式で行うもの

とする。出席状況を加味するかどうかは受講生と相談の上で決定したい。

授業外の学習 指示されたレポート課題への対応。関連文献を自ら検索し、複数読まないと答えられない課題を

指示する。

教科書・教材

参考書 1. 倉田敬子. 学術情報流通とオープンアクセス. 勁草書房, 2007, 196p.

2. 上田修一・倉田敬子編.図書館情報学.勁草書房,2013,292p.

備考 2018年度開講せず。

オフィスアワー 金 9:30-11:30

7D111 mamiko at slis.tsukuba.ac.jp

その他 大学図書館や学術情報流通に関心を持っている人はもちろんのこと、一般の人々とメディアとの

関係について学びたいと思っている人にとっても有意義な授業にしたいと考えています。多様な

方向性を持つ学生の受講を期待します。

関連する科目
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授業科目名 コミュニティ情報論

科目番号 GE61001

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 金 3,4

担当教員 歳森 敦

授業概要 数量的なモデル・分析を通じて共同体における知識・情報の利用とそれにもとづく様々な活動に

ついて学ぶ。

学習・教育目標 利用者がサービスを利用・選択する行動を説明する行動モデルの基礎を理解する。

サービスの配置・資源配分に関する基本的な数理モデルの理論と方法を理解する。

授業計画 1)利用者の把握 1

2)利用者の把握 2

3)広域的な資源配置

4)選好の計測

5)多変量解析の考え方

6)選択モデル

7)意思決定の数値化

8)価値をはかる

9)基礎となる情報

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 レポートによる

授業外の学習 課題を課す

教科書・教材

参考書 1. 大野栄治,環境経済評価の実務,勁草書房,182p. 2000

備考

オフィスアワー 水 9:30-11:30

7B213(学類長室) tosimori at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 図書館建築論

科目番号 GE61101

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 水 5,6

担当教員 益子 一彦

授業概要 図書館の役割と社会的使命を考察する。具体的には、図書館建築のサービス内容や利用者の行動

に与える影響およびそれらを踏まえた計画手法を学ぶことにより、公共サービスの担い手である

職員が自発的に場の形成に取り組めるようにする。

学習・教育目標 図書館の仕組みと建築の密接不可分の関係性を理解するとともに、建築に対する見分を養う。

授業計画 1)オリエンテーション

2)世界の図書館・日本の図書館

3)本・人体・書架・空間

4)場所と建築

5)図書館サービスと建築

6)図書館空間のつくり方 1

7)図書館空間のつくり方 2

8)図書館の企画から開館まで

9)演習 (図書館建設の計画)

10)講義のまとめ

履修要件

成績評価の方法 講義の終わりに毎回小テストを行い、本講義の理解度をはかる。

授業外の学習

教科書・教材 益子一彦『図書館空間のデザイン:デジタル化社会の知の蓄積』丸善、2011.7、272p.その他必要

な資料は適宜用意する。

参考書 益子一彦『図書館/建築/開架/書架:ライブラリー・アイデンティティを求めて』丸善、1999.2、

118p.

備考

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ

その他

関連する科目
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授業科目名 知識構造化法

科目番号 GE61201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 C 火・金 1,2

担当教員 中山 伸一

授業概要 データを分析・評価する手法、およびそれから知識を創出するための手法を幅広く学ぶ。

学習・教育目標 図表表示法の特性を説明できる。

類似度と距離の概念を説明できる。

非階層的および階層的なクラスタリングを実際に行える。

授業計画 知識を生み出すのは、人間の本質的な機能である。しかし漠然とデータを見ていても、そこに内

在する関係を見いだす事は難しい。ここではデータを分析・評価する手法、およびそれから知識

を創出するための様々な手法について述べる。

1)知識構造化とは

2)データの特性について

3)図表表示法

4)探索的データ解析

5)様々な類似度・距離の考え方

6)非階層的クラスタリング

7)階層的クラスタリング (融合法)

8)階層的クラスタリング (分裂法)

9)ニューラルネットワークと競合学習

10)自己組織化マップ

履修要件

成績評価の方法 授業への取り組み状況、レポート、試験を総合的に評価する。

授業外の学習 ほぼ毎回レポートを予定している。

教科書・教材

参考書 1. 『探索的データ解析入門』渡部洋ほか著.朝倉書店, 1985.

2. 『クラスター分析』J.A.Hartigan著.マイクロソフトウェア, 1983.

3. 『パターン情報処理』長尾真著.コロナ社, 1983.

4. 『多変量統計解析法』田中豊ほか著.現代数学社, 1983.

5. 『PDB モデル―認知科学とニューロン回路網の探索―』D.E. ラメルハートほか著. 産業図

書,1989.

備考

オフィスアワー 月 1・2限

7D410 nakayama at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目

116



授業科目名 情報評価

科目番号 GE61301

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 火 1,2

担当教員 芳鐘 冬樹

授業概要 情報の生産、流通、蓄積、提供、利用の諸側面における情報評価の意義と方法論について、学術

情報を中心に学ぶ。また、計量情報学的モデル・指標の基礎と、それらの情報評価への応用の実

際についても幅広く学ぶ。

学習・教育目標 「情報」の中でも,特に,学術文献を中心とする文献を対象として,その生産,流通,蓄積,提供,利

用の各フェーズにおける評価手法について理解する。

計量情報学的モデル・指標の基礎と,それらの情報評価への応用について理解する。

個々の評価手法について学ぶとともに,情報評価という行為を,評価対象 (被評価者/物)・評価者

のタイプ,評価の目的といった視点から俯瞰的に整理して理解する。

情報評価に関わる実際の分析・研究の批判的検討を通して,評価の問題点・限界と,それらを考慮

した上での評価の意義について理解する。

授業計画 1)「情報」の中での「学術情報 (文献)」の位置付け

2)評価対象

3)評価者

4)評価の目的

5)文献の生産から利用までの流れ

6)各フェーズにおける具体的な評価手法

7)各フェーズにおける具体的な指標

8)計量情報学的モデルと情報評価

9)計量情報学的指標と情報評価

10)評価手法に対する批判的検討

履修要件

成績評価の方法 小テスト・レポートにより評価する。

授業外の学習 授業で紹介する参考書を適宜参照し、授業内容に関連する事柄・用語の意味などについて調べ

る。きちんと調べているかどうかは小テストおよび質疑の中で確認する。

教科書・教材

参考書 ヴァージル・ディオダート著 ; 芳鐘冬樹, 岸田和明, 小野寺夏生訳『計量書誌学辞典』日本図書館

協会, 2008

など,授業時間に提示する。

備考

オフィスアワー 春学期 金 5限; 秋学期 火 3限

7D414 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜fuyuki/index.html

その他

関連する科目
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授業科目名 データマイニング

科目番号 GE61501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 3,4

担当教員 長谷川 秀彦

授業概要 大量のデータから未知の規則性を探し出すための手法として、相関ルール抽出、帰納学習などの

データマイニングの典型的な考え方と方法について学ぶ。

学習・教育目標 データマイニングに必要な基礎知識を理解する

代表的な手法の使い方を習得する

コンピュータ上のソフトウェアに慣れる

問題に応じた分析ができるようになる

授業計画 1)データマイニングの概要 (データマイニングとは何か,どのような応用例があるか)

2)エントロピーと情報量

3)データ解析の基礎 (データマイニングの背景となる知識など)

4)データマイニングの手法 (判別・予測するための様々な手法,アルゴリズムなど)

・決定木

・クラスタリング

・回帰分析

・主成分分析

・SVM・判別分析

・相関ルール

・帰納学習

5)数理的手法:LSI (Latent Sematic Indexing)

6)数理的手法:Google’s Page Rank

7)MATLABを利用したコンピュータ実習

履修要件 コンピュータを利用したデータ解析ができることが望ましい

(Excel やMATLABを利用したり,プログラミングをしたり,自分に合った道具が使えること)

成績評価の方法 2回程度の課題とテストによって評価する

採点方針は未定

授業外の学習 課題を完成させるには,コンピュータを利用した試行錯誤が不可欠である

データにそくして、問題意識をもって分析・考察を行うことが重要である

課題をまとめるためには,各種文献にあたらなければならない

教科書・教材

参考書 1. 元田浩,津本周作,山口高平,沼尾正行著,データマイニングの基礎,オーム社

2. 豊田秀樹編著,データマイニング入門,東京図書

3. 月本洋,松本一教著,やさしい確率・情報・データマイニング 第 2版,森北出版

を参考にする

備考

オフィスアワー 月 14:00-16:00

7B315 hasegawa at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜hasegawa/

その他

関連する科目
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授業科目名 サイエンスコミュニケーション

科目番号 GE61701

単位数 1.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 月 3

担当教員 三波 千穂美

授業概要 サイエンスコミュニケーションの背景、変遷、現状を紹介する。同時に、「論理」、「質疑応答」、

「聞く力」、「議論」などに関する演習を通じて、コミュニケーション能力の獲得を目指す。

学習・教育目標 1-3を学習し、4の習得をめざす。

1. サイエンスコミュニケーションとは

2. 背景と現状

3. 様々な側面

4. コミュニケーション能力

授業計画 1)はじめに

2)背景と現状

3)様々な場面

科学教育、科学リテラシー

4)コミュニケーターや科学技術者と市民との対話

5)マスメディアと科学

6)広報、アウトリーチ

7)教育機関

8)関連組織、イベント

9)コミュニケーション演習 1

10)コミュニケーション演習 2

履修要件

成績評価の方法 複数のレポートの内容、授業の出席および取り組み方などを合わせて総合的に評価する。レポー

トには、対象・目的を適確に把握した、十分な情報と適切な構成・文章表現を求める。

授業外の学習 自らの日常生活において、情報発信および受信の双方の立場から、科学技術に関するメディアの

報道や科学と社会の関連などにおける問題点を考察し、自らの問題意識および受講、課題作成に

反映させる。

教科書・教材

参考書 藤垣裕子,廣野喜幸.科学コミュニケーション論.東京大学出版会, 2008.

備考

オフィスアワー 月 13:30-16:00

7D302 sannami at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 データ構造とアルゴリズム

科目番号 GE61801

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 金 1,2

担当教員 森継 修一

授業概要 高速な検索の基礎となるファイル構造と探索アルゴリズムについて講義する。各種アルゴリズム

の計算量を数学的に解析し、それらの比較を行うことを通して、高速アルゴリズムの設計手法を

議論する。

学習・教育目標 基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解する。

与えられたアルゴリズムや解析手法に即したプログラミングができるようになる。

コンピュータ科学におけるレポートのまとめ方を身に付ける。

授業計画 1)アルゴリズムの計算量

計算量の定義とアルゴリズムの評価・高速アルゴリズムの設計法

2)探索アルゴリズム

2分探索木・平衡木・B木・ハッシュ法など

3)整列アルゴリズム

特に 2次記憶上のデータのソートについて

4)グラフのアルゴリズム

オイラーグラフ/通路/回路・2部グラフにおけるマッチング・ネットワーク

5)多項式のアルゴリズム

多項式乗算の高速化・FFTの利用

履修要件 「情報数学」「基礎数学 A」「基礎数学 B」の単位をすべて取得済みの者 (3年次編入生の場合は、

これと同等の知識を有し、情報科学の基礎的素養があり、かつ既修得内容に慢心しない者)に限

る。

成績評価の方法 複数回のレポートの総合点による。

授業外の学習 その日の授業内容に関連する課題を毎週示す。すべての提出を義務付けるものではないが、単位

が認定されるためには、規定回数以上のレポートで合格点を取る必要がある。

教科書・教材

参考書 1. 『岩波講座ソフトウェア科学 3 アルゴリズムとデータ構造』石畑清,岩波書店 (1989)

2. 『岩波講座情報科学 11 データ管理算法』渋谷政昭・山本毅雄,岩波書店 (1983)

3. 『アルゴリズム +データ構造=プログラム』Niklaus Wirth,日本コンピュータ協会 (1979)

備考 GE71801と同一。

知識科学主専攻生は GE61801,それ以外の学生は GE71801を履修すること

オフィスアワー 火 18:00-19:00

7D214 moritsug at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2

GE10712 プログラミング演習 II-1

GE10722 プログラミング演習 II-2

GE10801 情報数学

GE20201 基礎数学 A

GE20301 基礎数学 B
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授業科目名 情報検索システム

科目番号 GE61901

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 金 1,2

担当教員 上保 秀夫

授業概要 本講義では、文書データベースを対象にした情報検索システムについて講義する。具体的には、

情報検索の基本原理、システムの実装方法、評価方法、設計と管理、応用事例についての講義と

実習を行う。

学習・教育目標 情報検索システムの原理,評価方法,情報アクセス技術について理解する。

授業計画 1)情報検索のアーキテクチャ:情報検索の課題と情報検索システムの全体像について講義します。

2)情報の収集,クロールとフィード:検索対象となる情報の収集と課題について講義します。

3)検索のためのテキスト処理:トークン化,ステミング,リンク解析 (ページランクなど)について

講義します。

4)索引付け:索引の構築・圧縮について講義します。

5)中間試験

6)クエリとインタフェース:情報要求の明確化,クエリ拡張について講義します。

7)検索モデル (1):ベクトル空間モデル, tf-idf について講義します。

8)検索モデル (2):BM25,確率モデルについて講義します。

9)検索エンジンの評価:平均精度,再現率-精度グラフ,DCG,テストコレクションについて講義し

ます。

10)情報の分類とソーシャルサーチ:テキストの分類とソーシャルメディアを対象とした新しい検

索技術について講義します。

履修要件

成績評価の方法 出席課題、中間試験、期末試験の結果を総合的に考慮して成績を評価する。

授業外の学習 講義資料や講義中に紹介した資料を参考にして、講義内容を復習すると共に課題に取り組む。

教科書・教材

参考書 1. W. B. Croft, D. Metzler, T. Strohman,Search Engine - Information Retrieval in Practice,

Pearson Education, 2009.

2. 前田 亮, 西原 陽子,情報アクセス技術入門.森北出版.2017年.

備考 GE70501と同一。

知識科学主専攻生は GE61901,それ以外の学生は GE70501を履修すること

オフィスアワー

その他

関連する科目
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授業科目名 生命情報学

科目番号 GE62001

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 木 5,6

担当教員 真榮城 哲也

授業概要 生命が持つ情報の側面 (遺伝情報や脳活動,関係性ネットワーク) について学ぶ。さらに,近年の

生物学の研究において, 必須となっている情報学の考え方や手法を, 関連する生命現象とともに

学ぶ。

学習・教育目標 生命が持つ情報の側面について説明できること.

授業計画 1)イントロダクション

2)遺伝情報,ゲノム

3)生物進化,系統樹

4)機能情報,ホモロジー

5)遺伝子発現

6)遺伝子調節ネットワーク,パスウェイ

7)生命情報データベース

8)脳機能の情報,脳活動の計測

9)感覚,感情

10)意思決定,知能

履修要件

成績評価の方法 試験,レポートおよび授業中の参加状況を総合して評価する

授業外の学習 復習,レポート課題

教科書・教材

参考書 1. 藤博幸「はじめてのバイオインフォマティクス」講談社

2. Aamodt, Wang「最新脳科学で読み解く脳のしくみ」東洋経済新報社

3. 坂口「分子生物学講座」羊土社

4. Amthor, ”Neuroscience for Dummies”, John Wiley & Sons Canada

備考

オフィスアワー 水 1・2限

7D409 maeshiro at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 知識コミュニケーション

科目番号 GE62101

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 木 1,2

担当教員 照山 絢子

授業概要 前半においてはコミュニケーション学の理論的な基礎を概観し、後半は各論としてさまざまな角

度からコミュニケーションの多様な形態と実践について考えていく。

学習・教育目標 コミュニケーション学の基礎的な理論を理解し修得した上で、さまざまな場や文脈における実践

的なコミュニケーションのありかたについて批判的に考察できるようになることを目標とする。

授業計画 1)オリエンテーション・コミュニケーションの定義とモデル

2)社会的コミュニケーション

3)言語コミュニケーション

4)グループコミュニケーション

5)質的分析

6)文化、アイデンティティとコミュニケーション

7)コミュニケーションにおける権力

8)コミュニケーション能力とリテラシー

9)コミュニケーションとナラティヴ

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 授業に関するコメントシート、課題文献に関するプレゼンテーション、学期末試験等によって総

合的に判定する。

授業外の学習 授業内容の復習、ならびにプレゼン準備をおこなうこと。

教科書・教材 特に指定しない。発表を課す際はそれぞれ担当の文献が異なるため、決定後に学生各自で入手す

ること。

参考書 参考書は授業の中で紹介する。

備考

オフィスアワー 木曜 3限

7D305 teruyama at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 メディア社会文化論

科目番号 GE62201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 1,2

担当教員 後藤 嘉宏

授業概要 人間相互の結びつきを媒介するメディアが、人々の結びつきのあり方と、人間の知覚、認識、思

考のあり方、さらには社会のあり方にどのように関わり、メディアの展開が人間と社会のあり方

にどのような変容をもたらすかについて学ぶ。

学習・教育目標 知識情報学を学ぶ前提として、メディアの諸特性を把握し、それらの相違と共通性、メディアと

は何かを自分なりに理解することが大切です。この授業によってそのことの手がかりが明らかに

なります。

授業計画 1)・メディアを理解するのに必要な社会や文化の理論の概説

・McLuhan、中井正一からの示唆-実体ではなく関係性でメディアを捉える

2)・メディアの定義 (広義、狭義)と諸相 (隣接概念との関係)

・メディアは何を伝えるのか?

・二元論とメディア

3)・人の命の短さと情報媒体 (宗教、遺伝、教育、権力その他とメディアのかかわり)

・記録の記録媒体の垂直方向と水平方向について

・暦、時計、時間とメディア

4)・時間の流れのなかにある言葉を記録する媒体-紙

・本の垂直性

5)・雑誌と本との対比

6)・新聞の特性 (1)

7)・新聞の特性 (2)

8)・ラジオ、テレビの諸特性

9)・インターネットのメディア特性

10)・文化資本とメディア

・メディア・リテラシー

履修要件 標準履修年次は 3・4年だが、この分野に関心のある学生であれば、1・2年生の履修も認める。

「メディア社会学」の既修が多少望ましいが、必須では全くない。

成績評価の方法 最終レポート。出席率、発言・報告等の多寡等、平常点も考慮する。最終レポートを課す場合、

例年複数題 (10題以上)から 1題選択して答えることになる。レポートの評価の観点は、授業内

容の適切な要約がなされているか否かと、授業内容への批判の鋭さや適切性、あるいはそれらを

補足し発展させる際の説明の独自性等となる。なお、たとえ中身が良くても授業内容への論及が

ほとんどないものは零点か低い点数に留まるし、逆に授業内容を 120%理解したレポート (ある

いは筆記試験)であっても、それへの批判あるいは発展のないものも、同様である。

授業外の学習 1.小テストに代えて出席番号で毎回任意の数名を指名し、前回までの授業で取り上げた専門用語

の簡単な説明を求める。これに伴い最終レポートへ向けての学習以外にも、基礎知識の復習が多

く必要とされる。2.配付資料の一定部分を事前に受講生に読んでおいてもらい、グループを組ん

で配付資料の知識を前提に課外で討論させ、その結果を授業時間内に発表させる。

教科書・教材 1. 授業直前に資料を http://www.slis.tsukuba.ac.jp/resource/wiki/(学内のみ)にアップする。

初回の授業時にこれらを印字して授業に臨むこと。なおこの URLには過去のハンドアウトも載

せてあるので履修決定の際に参照してください。

参考書 1. 伊藤守編著『よくわかるメディア・スタディーズ』(ミネルヴァ書房,2009年)

備考

オフィスアワー 春 AB 火 5限; 春 C 水 3限; 秋 AB 木 3限; 秋 C 水 3限

7D513 ygoto at slis.tsukuba.ac.jp
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その他

関連する科目 GE21401 メディア社会学
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授業科目名 ソーシャルメディア分析

科目番号 GE62301

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 水 1,2

担当教員 叶 少瑜

授業概要 ソーシャルメディアの概念と現状,その使用による影響・分析手法などについて論じる。

学習・教育目標 ソーシャルメディアの概念・使用の現状,影響について理解すること。そして,様々な分析手法を

用いて,ソーシャルメディアに関してクリティカルに考えることができるようにする。

授業計画 1)ガイダンス,ソーシャルメディアの概念,使用現状

2)インターネット使用と自己開示・自己呈示

3)ソーシャルメディア使用と社会的ネットワーク

4)Social Networking Service(SNS)に関する分析 (1):自己の多元化

5)Social Networking Service(SNS)に関する分析 (2):LINE疲れ・SNS疲れ

6)ソーシャルメディアを通じたコミュニケーション (1)

7)ソーシャルメディアを通じたコミュニケーション (2)

8)大学生のメディア使用とネット・リテラシー

9)大学生のソーシャルメディア使用とプライバシー意識,それに関わる行動

10)モバイル&ソーシャル時代のコミュニケーション

履修要件 本科目は関連領域における最先端の研究を紹介するため,英語論文も読んでもらうことになって

いる。

また,結果の解読など統計的知識が必要なため,「量的調査法」の履修を強く勧める。

成績評価の方法 出席状況,授業中の議論への参加状況および学期末のレポートにより,総合的に評価する。

授業外の学習 毎回指定した論文を事前に読んでおくことが求められる。

教科書・教材

参考書 浮谷秀一・大坊郁夫 編 (2015) 『クローズアップメディア (現代社会と応用心理学 5)』福村出版

武田隆著 (2012) 『ソーシャルメディア進化論』 ダイヤモンド社

吉田俊和・橋本剛・小川一美 編 (2014)『対人関係の社会心理学』 ナカニシヤ出版

備考

オフィスアワー 木曜 5限

7D206 shaoyu at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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専門科目（知識情報システム主専攻） 
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授業科目名 知識情報システム実習

科目番号 GE70103

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB 月 5,6; 秋 AB 月 5,6

担当教員 知識情報システム主専攻担当教員

授業概要 知識情報システム主専攻の専門科目に関連した実習を行う。

学習・教育目標 知識情報システムの構築に関わる基本的な技術を身につける。

知識情報システムを実現するための実践的な知識と技術 (問題の分解,クラス設計など)を身につ

ける。

授業計画 春学期:共通課題

・導入 (実習の説明,知識情報演習の復習)(1週目,7B206集合)

・知識情報演習の成果を応用したシステムの構築 (2週目～9週目)

・発表 (10週目)

秋学期:選択課題

・導入 (実習の説明)(1週目,7B206集合)

・知識情報システム構築など実習 (2週目～9週目)

1. 要求定義

2. システム設計

3. システム実装

・発表 (10週目)

履修要件 知識情報演習 I, II, IIIを修得済みであることを前提とする。3年次編入生は実習最初に紹介する

資料を自習材料として学習をすすめておくことが望ましい。

成績評価の方法 2回 (春学期と秋学期)の発表,出席状況およびレポートによって評価する。

授業外の学習 実習時間外に各グループで試行錯誤を繰り返しながら, 与えられた課題を完成させる。また, 夏

期休業期間中に,秋学期の課題に必要なスキルアップを求めることがある。

教科書・教材 必要に応じて授業時に提示する。

参考書

備考

オフィスアワー 阪口 哲男 火曜 4時限目

7D312 saka at slis.tsukuba.ac.jp http://www.sakalab.org/

その他 各学期の出席率が 7割に満たない場合、または課題のレポートを提出しない場合は,単位を与え

ない

http://klis.tsukuba.ac.jp/klib/

関連する科目
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授業科目名 情報サービスシステム

科目番号 GE70201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 火 3,4

担当教員 松村 敦

授業概要 高度情報化社会の情報提供サービスの将来像に関して、求められる情報サービスと技術を、オリ

ジナル情報提供者、キャリア、利用者などそれぞれの立場から学ぶ。

学習・教育目標 現在ある情報サービスシステムを構成する情報処理技術を理解する。

利用者にあったサービスを多面的に設計していく能力を磨く。

授業計画 1)情報サービスシステムについて

2)情報サービスシステムの種類

3)情報サービスシステムの分類

4)情報サービスシステムの技術 (情報推薦)

5)情報サービスシステムの失敗学

6)情報サービスシステムの技術 (Web-API)

7)情報サービスシステムの実際 (電子書籍)

8)情報サービスシステムの設計と評価 (1)

9)情報サービスシステムの設計と評価 (2)

10)情報サービスシステムの設計と評価 (3)

履修要件

成績評価の方法 複数回出題する課題を総合して評価する。

授業外の学習 授業中に出題する課題を行う。

実際の情報サービスシステムを積極的に利用し、情報サービスについて考える。

教科書・教材 特になし。参考情報等は適宜Web上に掲載する。

参考書 1. Jannach, Dietmarほか. 情報推薦システム入門 -理論と実践-. 共立出版

備考

オフィスアワー 水 2限

7D212 matsumura.atsushi.ga at u.tsukuba.ac.jp

その他 講義補助のためのWebページ:http://klis.tsukuba.ac.jp/klib/

初回は 7C102集合

関連する科目
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授業科目名 ディジタルドキュメント

科目番号 GE70301

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 木 3,4

担当教員 高久 雅生

授業概要 ディジタルドキュメントは、ハイパーテキスト、ウェブを介した発信、多人数による共同編集等

の概念を含む、新しい情報メディアである。本講義では、学術研究分野や電子出版、電子書籍に

おけるディジタルドキュメントの作成と管理、発信の実例を取り上げ、その機能がどのように実

現されるかを解説する。

学習・教育目標 ・ディジタルドキュメントの範囲と位置づけを理解する

・学術研究分野におけるディジタルドキュメントの発信と利用動向を理解する

・電子書籍及び電子出版に関わるディジタルドキュメントの動向と技術を理解する

・ウェブにおけるディジタルドキュメントの位置づけを理解する

授業計画 1)はじめに:ディジタルドキュメントとは?

2)学術研究分野におけるディジタルドキュメント:研究者,論文情報

3)学術研究分野におけるドキュメントフローと管理:リンケージ,情報抽出

4)ディジタルドキュメントの処理:テキスト抽出,マルチメディア処理

5)オフィス文書としてのディジタルドキュメント

6)電子書籍フォーマットと利用環境

7)電子出版の理想と現実:電子書籍,電子教科書

8)クラウド環境下のディジタルドキュメントの利用と評価

9)ディジタルドキュメントと集合知:Wiki,Wikipedia

10)ディジタルドキュメントの将来像

履修要件

成績評価の方法 講義内容に応じたレポート課題 (4˜5回程度)により評価する。

授業外の学習 授業資料をWeb公開するので、それら講義内容を整理復習したうえで、参考文献にあたり、レ

ポート課題の作成等に取り組むこと。

教科書・教材 必要に応じて資料を用意する。

参考書 1. 湯浅俊彦. 電子出版学入門―出版メディアのデジタル化と紙の本のゆくえ―. 改訂 3版. 出版

メディアパル. 2013, 142p.

2. 日本図書館情報学会編. 電子書籍と電子ジャーナル. 勉誠出版. 2014, 174p.

備考 GC53401と同一。

情報メディア創成学類生は GC53401を,それ以外の学生は GE70301を履修すること

オフィスアワー 木 5限

7D208 masao at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GC14401 コンテンツ流通基盤概論

GC51901 マークアップ言語

GE60201 テクニカルコミュニケーション

GE60801 学術メディア論

GE70401 ディジタルライブラリ
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授業科目名 ディジタルライブラリ

科目番号 GE70401

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 3,4

担当教員 宇陀 則彦

授業概要 ディジタルライブラリの誕生から図書館サービスとして定着するまでの流れを説明し、学術情報

基盤を前提としたディジタルライブラリの機能について考察する。また、ディジタルアーカイブ

やディジタルミュージアムとの違いについても論じる。

学習・教育目標 図書館サービスにおける電子図書館の位置づけが理解できる。

インターネットにおける電子図書館の位置づけが理解できる。

電子図書館は資料を単純に電子化したものでないことが理解できる。

電子図書館は単なるホームページでないことが理解できる。

電子図書館はシステムの側面よりサービスの側面が強いことが理解できる。

授業計画 1)ディジタルライブラリの歴史 -図書館業務システムから電子図書館システムへ-

2)知識情報空間

3)オープンアクセス (機関リポジトリ)

4)オープンデータとオープンサイエンス

5)電子図書館のデザイン (1) -図書館ポータルの限界-

6)電子図書館のデザイン (2) -電子図書館の評価-

7)電子図書館のデザイン (3) -ディスカバリサービス-

8)ディジタルアーカイブ -その似て非なるもの-

9)文化情報資源の共有化

10)ディジタルライブラリの未来

履修要件

成績評価の方法 ディジタルライブラリの未来像に関するレポート。オリジナルな考えを重視する。

授業外の学習 様々なディジタルライブラリを評価し、評価シートを作成する。

教科書・教材 資料を用意する。

参考書 1. 宇陀則彦. ディスカバリサービスに関する少し長いつぶやき. ディジタル図書館. 2012,

no.43, p. 11-14.

2. バックランド, M. K. 図書館サービスの再構築 電子メディア時代へ向けての提言. 勁草書房.

1994, 129p.

備考

オフィスアワー 春 (火 5) 秋 (木 5)

7D210 uda at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜uda/

その他

関連する科目
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授業科目名 情報検索システム

科目番号 GE70501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 金 1,2

担当教員 上保 秀夫

授業概要 本講義では、文書データベースを対象にした情報検索システムについて講義する。具体的には、

情報検索の基本原理、システムの実装方法、評価方法、設計と管理、応用事例についての講義と

実習を行う。

学習・教育目標 情報検索システムの原理,評価方法,情報アクセス技術について理解する。

授業計画 1)情報検索のアーキテクチャ:情報検索の課題と情報検索システムの全体像について講義します。

2)情報の収集,クロールとフィード:検索対象となる情報の収集と課題について講義します。

3)検索のためのテキスト処理:トークン化,ステミング,リンク解析 (ページランクなど)について

講義します。

4)索引付け:索引の構築・圧縮について講義します。

5)中間試験

6)クエリとインタフェース:情報要求の明確化,クエリ拡張について講義します。

7)検索モデル (1):ベクトル空間モデル, tf-idf について講義します。

8)検索モデル (2):BM25,確率モデルについて講義します。

9)検索エンジンの評価:平均精度,再現率-精度グラフ,DCG,テストコレクションについて講義し

ます。

10)情報の分類とソーシャルサーチ:テキストの分類とソーシャルメディアを対象とした新しい検

索技術について講義します。

履修要件

成績評価の方法 出席課題、中間試験、期末試験の結果を総合的に考慮して成績を評価する。

授業外の学習 講義資料や講義中に紹介した資料を参考にして、講義内容を復習すると共に課題に取り組む。

教科書・教材

参考書 1. W. B. Croft, D. Metzler, T. Strohman,Search Engine - Information Retrieval in Practice,

Pearson Education, 2009.

2. 前田 亮, 西原 陽子,情報アクセス技術入門.森北出版.2017年.

備考 GE61901と同一。

知識科学主専攻生は GE61901,それ以外の学生は GE70501を履修すること

オフィスアワー

その他

関連する科目

133



授業科目名 Webプログラミング

科目番号 GE70601

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 水 1,2

担当教員 阪口 哲男

授業概要 インターネットでは、Webの機構を用いて様々な情報提供や取引、人や組織間のコミュニケー

ションが行われている。Web上で情報提供やコミュニケーションの機能を実現するための、サー

バ側プログラミングの基本原理と実際、セキュリティ問題などを解説し、事例を紹介する。実習

を含む。

学習・教育目標 Webサーバとサーバ側プログラミングに関する基本原理を理解する。

Webの機構を用いて情報提供をするようなプログラムを作成できるようになる。

ブラウザ側のプログラミングの基本原理と実際を理解する

授業計画 1)Webの基本原理

2)Webサーバの機能とその拡張手法

3)CGI (Common Gateway Interface)に基づくサーバ側プログラミング

4)CGIプログラミングとプログラムライブラリ

5)CGIの問題と他のサーバ側プログラミング技術

6)Webアプリケーションフレームワークとは

7)クライアント側プログラミングと Ajax, Web-APIについて

8)Webプログラミングとセキュリティ問題

履修要件 プログラミング演習 Iおよび IIは履修済みであること。

知識情報演習 Iも履修済みであることが望ましい。

成績評価の方法 実習のレポート (課題のプログラムが完成しているかどうかを評価する)

および筆記試験

授業外の学習 プログラミング課題のレポートを出題する。課題の内容としてはサンプルに若干手を加える程度

のものを 2回程度予定している。

教科書・教材 資料を用意する。

参考書 参考になる書籍は多く、随時新刊も出ている。ここでは一例を示す。その他の参考資料は随時授

業で紹介する.

1. 山本陽平 著. Webを支える技術 ―HTTP,URI,HTML,そして REST―. 技術評論社. 2010.

2. 山田祥寛 著. Ruby on Rails 5 アプリケーションプログラミング. 技術評論社. 2017.

備考

オフィスアワー 火曜 4時限目

7D312 saka at slis.tsukuba.ac.jp http://www.sakalab.org/

その他 授業情報Webページ: http://www.sakalab.org/lectures/

初回は 7A102集合

関連する科目 GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2

GE10712 プログラミング演習 II-1

GE11012 知識情報演習 I-1

GE11022 知識情報演習 I-2
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授業科目名 マルチメディアシステム

科目番号 GE70701

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 火 1,2

担当教員 松本 紳

授業概要 マルチメディア工学の基礎、ディジタル情報の編集加工、マルチメディア表現などを講義と実習

を通じて学ぶ。また、技術面だけでなくマルチメディアサービスと社会の関連についても学ぶ。

学習・教育目標 マルチメディアを支える、いろいろなディジタル技術について、その原理等を理解するとともに

実際に簡単な例題を行ってみる。また、アプリケーションなどを使い、マルチメディア処理の一

例を体験し、その原理を理解する。この分野は進歩の激しい分野であるが、最新の動向なども調

査し、発表を行うことで理解を深める

授業計画 1)ガイダンス

2)マルチメディアとは

3)文字情報, 音声情報

4)画像情報, 文字認識

5)映像・動画像情報, フーリエ変換

6)CG(コンピュータグラフィックス)

7)光記録, 光磁気記録, ディジタルアーカイブ

8)電子出版, DAISY

9)マルチメディアサービス

10)成果発表会 (テーマを決めて最新の動向について発表する) 授業の進み具合によって、上記の

内容の一部は、前後することや省くことがある。

履修要件 特になし

成績評価の方法 レポートと成果発表、試験、毎回行うクイズ等を総合的に評価する。 1/3以上の欠席や成果発表

会での未発表、期末試験の未受験のいずれかの者に対しては単位はださない。

授業外の学習 2回程度の課題を課す。授業時間以外の時間に、これらの課題を行なう必要がある。

教科書・教材

参考書 毎回、プリントを用意するので、特に参考書を購入する必要はない。内容的には、以下の文献と

重なる部分が多いので、参考までに記しておく。

1. 松本紳、小高和己,「マルチメディア ビギナーズテキスト第 2版」 東京電機大学出版局

2. 田村秀行,「コンピュータ画像処理」 オーム社

備考

オフィスアワー 月 10:00-11:30

7D202 8-1308 amy at slis.tsukuba.ac.jp http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜amy/

その他 内容は入門程度であるので、前提知識等は必要としない。初歩的な数式を用いることがあるが、

その都度説明する。

関連する科目
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授業科目名 データ表現と処理

科目番号 GE70801

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 金 3,4

担当教員 鈴木 伸崇

授業概要 XML などの文書データの表現と処理について概説する。具体的には、XML データとそのス

キーマ言語、電子書籍 (EPUB)、XMLと関係モデルとの関連,XPathによる XMLデータの検

索・加工などについて説明する。

学習・教育目標 XMLのデータモデルを理解する

XMLのスキーマを理解する

XMLの検索言語を習得する

授業計画 1)前半:データの表現 (5回)

・XMLデータの基礎

・XMLのスキーマ言語 (DTD, XML Schema)

・電子書籍 (EPUB)

2)後半:データの処理 (5回)

・XPathのデータモデル

・XPathによる XMLデータの検索

・XMLと関係データベース

履修要件 後半のうち数回 Ruby を使う予定です. 必須とはしませんが, 授業や自習等で多少プログラミン

グの経験があることが望ましいです (言語は問いません)

成績評価の方法 出席状況・小テスト (30%)およびレポート (70%)

授業外の学習 授業時に課題を指示する。

教科書・教材 授業時に資料を用意する

参考書 1. Erik T.Ray著,宮下他訳,入門 XML,オライリージャパン,2004.

備考

オフィスアワー 金 6限

7D204 nsuzuki at slis.tsukuba.ac.jp http://nslab.slis.tsukuba.ac.jp/˜nsuzuki/

その他

関連する科目
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授業科目名 データベース技術

科目番号 GE70901

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 火 5,6

担当教員 森嶋 厚行

授業概要 データベースシステムを実際に構築する際の諸技術と必要知識について,リレーショナルデータ

ベースを主な対象にして,APIをとおしたアプリケーションとの連携,スキーマ定義,インデック

スの利用と効果などを、演習を交えながら学ぶ.

学習・教育目標 受講者が, 自力でデータベーススキーマの設計やインデックスの設定,Web-DB 連携アプリケー

ションの構築などを行うために必要なスキルを習得すること.

それらの過程で遭遇する諸問題に関して,必要な解決能力を身につけること.

授業計画 1)リレーショナルデータベース基礎と演習環境の説明

2)SQL言語とMySQL処理系

3)リレーショナルデータベースのスキーマ設計

4)リレーショナルデータモデルと正規化

5)PHP言語とデータベース

6)データベースからのデータ表示

7)データ検索と連続した処理

8)データの追加・削除・更新

9)インデックスとトランザクション

10)システム発表と相互評価

履修要件 「データベース概説」もしくは同等の科目を履修済みであること.

アプリケーションシステムの構築にあたり,手続き型プログラミングの知識が必要.

卒業研究で役立つことが多いので,3年次に履修する事が望ましい.

成績評価の方法 小テスト,毎週のレポート,最終課題 (データベースアプリケーション)作成,最終テスト

授業外の学習 最終課題に向けて,順次レポートを完成させていく.その途中経過を毎週提出する.

教科書・教材 教科書は適宜指示する.

参考書 1. 「データベースシステム」北川博之,オーム社,2014.

2. 「リレーショナルデータベース入門」増永良文,サイエンス社,2003.

など

備考

オフィスアワー 月 11:30-12:30

7D507 amorishima at acm.org http://www.kc.tsukuba.ac.jp/˜mori/

その他 演習機器の関係により,多人数の場合に履修制限をする可能性がある.

関連する科目
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授業科目名 情報デザインとインタフェース

科目番号 GE71001

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 火 5,6

担当教員 時井 真紀

授業概要 実験結果はグラフや画像で可視化すると、データに潜む情報が直感的に読み取れる。機器の操

作にはアイコンやメニューによる GUIがわかりやすい。人とマシン間の情報の取得と提供をス

ムーズに行うための、データ可視化技術や直感的な GUI作成法について、講義と実習を通じて

学ぶ。

学習・教育目標 データの可視化技術について学び、主として数値データを可視化する技術を身につける。

サービスを提供するためのシステムにおけるユーザインタフェースの役割について学び、作成す

る技術を身につける。

授業計画 1)数値データの可視化技術の紹介

2)数値データの可視化

数学ソフトMathematica, gnuplotを使い、様々なグラフを作成し、数値データを視覚化する

3)数値データの可視化

数学ソフトMathematica, gnuplotを使い、様々なグラフを作成し、数値データを視覚化する

4)数値データの可視化

数学ソフトMathematica, gnuplotを使い、様々なグラフを作成し、数値データを視覚化する

5)グラフィカルなユーザインタフェースの紹介

インターフェイスの役割を考える

6)グラフィカルなユーザインタフェースの紹介

インターフェイスの役割を考える

7)GUIの作成、評価実験

8)GUIの作成、評価実験

9)GUIの作成、評価実験

10)GUIの作成、評価実験

履修要件

成績評価の方法 授業中の課題とレポートを総合して評価する

授業外の学習 配布した資料の復習とレポート課題

教科書・教材 教材を用意する

参考書 『インフォグラフィックス―情報をデザインする視点と表現』(誠文堂新光社、2010年、木村 博

之著)

備考

オフィスアワー 月 4限

7D203 tmaki at slis.tsukuba.ac.jp

その他 初回は 7A102集合

関連する科目
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授業科目名 ヒューマンインタフェース 

科目番号 GE71101 

単位数 2.0 単位 

標準履修年次 3・4年 

時間割 春AB 木5,6 

担当教員 高橋 伸 

授業概要 ユーザの側に立ったヒューマンインタフェースの考え方について説明する。身近な道具や日用

品におけるヒューマンインタフェース、ヒューマンインタフェースの理論、インタラクション

設計、認知的側面などについて学ぶ。GUIや視覚的インタフェース技術について学習し、これ

らの考え方にもとづき簡単なインタフェース設計ができるようになることを目指す。 

学習・教育目標 ユーザの側に立ったヒューマンインタフェースの考え方 について理解すること。同時にこれら

の考え方にもとづき簡単なインタフェース設計ができるようになること。 

授業計画 1) 日常の身近な道具とヒューマンインタフェース：インタラクティブシステム、BadUI、ユ

ーザエクスペリエンス 

2) 3) ヒューマンインタフェースの理論と枠組み：アフォーダンス、自然な対応付け、隠蔽、制

約、概念モデル、7段階の行為モデル 

4) 5) インタラクション設計のプロセスと技法：人間中心設計、要件定義、プロトタイピング、

スケッチ、ストーリーテリング 

6) 7) 認知的側面：モデルヒューマンプロセッサ、KLMモデル、フィッツの法則 

8) 9) 10) GUI の基礎概念、GUI 設計演習：デスクトップメタファ、WIMP、直接操作、

WYSIWYG、GUIプログラミング 

履修要件 プログラミングに関する初歩的な知識を持つことが望ましい。 

数回のレポート（身近なヒューマンインタフェース事例についての調査・考察や、GUI設計演

習に関するレポートなど）を提出することが必須である。 

成績評価の方法 成績は、テスト、レポート、出席状況などから総合的に判定する。 

授業外の学習 授業内容の復習と、数回のレポート（身近なヒューマンインタフェース事例についての調査・

考察や、GUI設計演習に関するレポートなど）を作成すること。 

教科書・教材 必要に応じて資料をmanaba等で配布する。 

参考書 誰のためのデザイン？増補・改訂版（D．A．ノーマン、新曜社） 

INTERACTION DESIGN - beyond human-computer interaction (4th Edition, Jenny 

Preece et al., Wiley, 2015) 

The Psychology of Human-Computer Interaction (Stuart K. Card et al., CRC Press, 1986) 

備考 GB40301と同一。 

オフィスアワー 高橋 伸 水 10:00～12:00 3F906 shin at cs.tsukuba.ac.jp 

その他 

関連する科目 

139



授業科目名 知識資源の分析

科目番号 GE71201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 木 1,2

担当教員 緑川 信之

授業概要 知識・知識資源の分析ツールとしての分類法について学ぶ。前半は分類の一般理論を,後半は代

表的な分類法について説明する。

学習・教育目標 知識・知識資源の分析ツールとしての分類法について理解する。

授業計画 1)1.知識・知識資源の分析ツールとしての分類法

2.分類とは

2)3.区分

3)4.構造

5.配列

4)6.表示

7.記号

8.改訂

5)9.学問分類

6)10.生物分類

7)11.図書館分類法の歴史

8)12.図書館分類法の構造

9)13.オントロジー

10)14.Webオントロジー

履修要件 「知識資源組織化論」を履修済みであること

成績評価の方法 試験およびレポート

授業外の学習 適宜,レポートを課す。

教科書・教材 資料を用意する。

参考書 緑川信之.本を分類する.勁草書房,1996.

備考 2019年度以降開講せず

オフィスアワー 随時

7D306 midorika at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 クラウドコンピューティング

科目番号 GE71501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 金 3,4

担当教員 若林 啓

授業概要 本講義では,高可用なWebサービス,大規模データベースの管理,ビッグデータの処理といった

新しい情報インフラを支える分散コンピューティングの原理について学ぶ. また, このようなク

ラウドコンピューティング技術によって扱うことが可能になったビッグデータを活用するための

機械学習の手法と原理について学ぶ.

学習・教育目標 クラウドコンピューティングの概念を学び、それを支えている基盤技術の原理を理解する。

分散データ処理の概念と原理を理解し、その利用方法を習得する。

ビッグデータを活用した機械学習の手法と原理を習得する。

授業計画 各回のテーマと、学習する主要なキーワードは次の通りである。

1)クラウドコンピューティングの概念、可用性と耐久性、スケーラビリティ

2)分散データストア、シャーディング、レプリケーション

3)P2P型データストア、結果整合性

4)NOSQLデータベース、分散ファイルシステム

5)ビッグデータ分析、分散データ処理、MapReduce、Hadoop

6)MapReduceプログラムの実装演習、データ分析

7)機械学習、線形回帰による予測

8)ロジスティック回帰による分類

9)k近傍法、機械学習の汎化能力、特徴量選択

10)計算グラフとニューラルネットワーク、まとめ

履修要件 「コンピュータシステムとネットワーク」「データベース概説」もしくは同等の科目を履修して

いること。

分散データ処理の演習にあたり、手続き型プログラミングの知識が必要。

成績評価の方法 確認課題と期末レポートを総合して評価する。

授業外の学習 授業資料を復習し、確認課題および期末レポートの作成に取り組む。

教科書・教材 スライド資料を配布する。

参考書 1. Tom White 著、玉川竜司、兼田聖士 訳,Hadoop 第 3版. オライリー, 2013.

2. 本橋信也、河野達也、鶴見利章 著、太田洋 監修,NOSQLの基礎知識 ビッグデータを活かす

データベース技術. リックテレコム, 2012.

備考

オフィスアワー 木 6限

7D207 kwakaba at slis.tsukuba.ac.jp

その他 2012年度以前の「グリッドコンピューティング」とは重複して履修できません。

関連する科目 GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2

GE21201 コンピュータシステムとネットワーク
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授業科目名 テキスト処理

科目番号 GE71701

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 水 1,2

担当教員 佐藤 哲司

授業概要 電子出版,ウェブでの情報発信など、デジタル化によって書籍の出版・流通・利用の形態が大き

く変容してきている状況を踏まえて、編集や検索など,テキストを有効活用するために必要とな

るテキスト処理技術について、基本となる処理の概念とアルゴリズム、更には、具体的な応用に

ついて理解を深める.

学習・教育目標 テキスト処理の要素技術を習得し,様々なシステムの中で実現されている機能を理解することで,

テキストの作成・管理・流通を効率よく行う基礎知識を習得する.より高度なテキスト処理技術

への発展や,新規な機能を有するシステムを研究開発するための基本スキルを身につけことを目

標とします.

授業計画 1)ガイダンス

2)文字コードの成り立ちとコード変換

3)統計的性質と文字コード識別

4)テキストの構造理解・形態素解析

5)テキスト流通とデスクトップパブリッシング XML/CSS, XSLT TeX

6)文字列照合と正規表現 オートマトン

7)文字列照合の高速化アルゴリズム (1) KMP法 BM法

8)文字列照合の高速化アルゴリズム (2)

9)文書からの索引構成法 トライ パトリシア シグニチャ 転置インデックス

10)テキスト検索の実際 適合率と再現率 Jaccard係数 Simpson係数など

履修要件

成績評価の方法 期末試験および各回に実施する小テストの成績を勘案し総合的に評価します。

授業外の学習 毎回の講義後半は演習問題に取り組みます.講義時間中には解法の筋道を示すことに重点を置く

ので,授業外の時間を活用して具体的なデータで実践してください.

教科書・教材 主要部分についてテキストを配布します (配布方法はその他欄を参照のこと).

参考書 1. 情報検索アルゴリズム,北研二 他著,共立出版:やや難しい。授業内容では満足できない人にお

勧めします。

2. プログラマのための文字コード技術入門, (WEB+DB PRESS plusシリーズ) , 技術評論社:

技術書ですが、比較的分かりやすく書かれています。

3. ユニコード戦記 ─文字符号の国際標準化バトル, 小林龍生 (著) :各国の利害関係を調整しなが

ら統一符号化を制定する過程が書かれた臨場感のある読み物です。

備考

オフィスアワー 水 1限

7D205 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜satoh/index-j.html

その他 講義で使用するテキストは http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜satoh/index-j.html から辿れるよ

うにしますので.各自で所定の様式に印刷して持参してください.詳細は第 1回に説明します.

関連する科目
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授業科目名 データ構造とアルゴリズム

科目番号 GE71801

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 金 1,2

担当教員 森継 修一

授業概要 高速な検索の基礎となるファイル構造と探索アルゴリズムについて講義する。各種アルゴリズム

の計算量を数学的に解析し、それらの比較を行うことを通して、高速アルゴリズムの設計手法を

議論する。

学習・教育目標 基本的なアルゴリズムとデータ構造を理解する。

与えられたアルゴリズムや解析手法に即したプログラミングができるようになる。

コンピュータ科学におけるレポートのまとめ方を身に付ける。

授業計画 1)アルゴリズムの計算量

計算量の定義とアルゴリズムの評価・高速アルゴリズムの設計法

2)探索アルゴリズム

2分探索木・平衡木・B木・ハッシュ法など

3)整列アルゴリズム

特に 2次記憶上のデータのソートについて

4)グラフのアルゴリズム

オイラーグラフ/通路/回路・2部グラフにおけるマッチング・ネットワーク

5)多項式のアルゴリズム

多項式乗算の高速化・FFTの利用

履修要件 「情報数学」「基礎数学 A」「基礎数学 B」の単位をすべて取得済みの者 (3年次編入生の場合は、

これと同等の知識を有し、情報科学の基礎的素養があり、かつ既修得内容に慢心しない者)に限

る。

成績評価の方法 複数回のレポートの総合点による。

授業外の学習 その日の授業内容に関連する課題を毎週示す。すべての提出を義務付けるものではないが、単位

が認定されるためには、規定回数以上のレポートで合格点を取る必要がある。

教科書・教材

参考書 1. 『岩波講座ソフトウェア科学 3 アルゴリズムとデータ構造』石畑清,岩波書店 (1989)

2. 『岩波講座情報科学 11 データ管理算法』渋谷政昭・山本毅雄,岩波書店 (1983)

3. 『アルゴリズム +データ構造=プログラム』Niklaus Wirth,日本コンピュータ協会 (1979)

備考 GE61801と同一。

知識科学主専攻生は GE61801,それ以外の学生は GE71801を履修すること

オフィスアワー 火 18:00-19:00

7D214 moritsug at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2

GE10712 プログラミング演習 II-1

GE10722 プログラミング演習 II-2

GE10801 情報数学

GE20201 基礎数学 A

GE20301 基礎数学 B
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授業科目名 マークアップ言語 

科目番号 GE71901 

単位数 2.0 単位 

標準履修年次 3・4年 

時間割 春AB月1,2時限 

担当教員 永森 光晴 

授業概要 データ交換のための表現形式として様々な分野で活用されている XML（Extensible Markup 

Language）の基礎と，XSLT（XML Stylesheet Language Transformations）を使ったXML

文書の処理について取り上げる。理解を深めるために受講者が自ら実験できるようなプログラ

ム例やアプリケーションソフトウェアの利用例も必要に応じて紹介する。 

学習・教育目標 1. XMLの基礎を理解する。 

2. XSLTスタイルシートを使ったXML文書の処理を習得する。 

授業計画 1) 構造を持つデータの交換 

2) XMLによるデータ表現の基礎 

3) XML文書の構造定義 

4) 名前空間 

5) XSLTを用いたXML文書の操作(1)

6) XSLTを用いたXML文書の操作(2)

7) XSLTを用いたXML文書の操作(3)

8) XSLTを用いたXML文書の操作(4)

9) RSSやAtomの利用 

10) XMLの応用事例 

履修要件 

成績評価の方法 毎週の課題および期末レポート提出による。 

授業外の学習 きちんと授業内容を復習しておくこと。 

教科書・教材 講義資料は随時配布する。 

参考書 参考書や関連文献などは講義の中で紹介する。 

備考 GC51901と同一。 

オフィスアワー 永森 光晴 随時 

7D412 nagamori at slis.tsukuba.ac.jp 

その他 

関連する科目 
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授業科目名 ソフトウェア工学

科目番号 GE72001

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 火 3,4

担当教員 手塚 太郎

授業概要 規模の大きいソフトウェアを設計・構築するためのソフトウェア開発方法論とその代表的な一例

であるオブジェクト指向について講義する。

学習・教育目標 多数のプログラマが協力して大規模なソフトウェアを開発するにあたっては、個人でプログラミ

ングを行うのとは異なった視点が必要になる。作業の効果的な分割、他のプログラマにとって理

解しやすいコードやモジュール構成など、ソフトウェアを実装するための様々な技法が提唱され

ており、それらを総称したものがソフトウェア工学である。これまでに各種の方法論が提案され

ているが、現代においてもっとも広く使われている体系のひとつがオブジェクト指向である。本

講義では C++による演習を通してオブジェクト指向を学ぶ。また、オブジェクト指向プログラ

ミングにおいて拡張性と再利用性を高めるためのテクニックであるデザインパターンについて学

ぶ。また、gitによるバージョン管理や GitHubによるリポジトリの作成を行う。これらの考え

方を身につけることは今後ソフトウェア開発を行う際、またソフトウェアに関連するプロジェク

トに関わる上で役に立つはずである。

授業計画 1)バージョン管理

2)リポジトリ

3)C言語入門

4)ポインタ

5)構造体

6)C++入門

7)クラスとインスタンス

8)継承とポリモーフィズム

9)インタフェースと実装の分離

10)デザインパターン

履修要件 特になし。C言語や C++によるプログラミングの経験があることは必要としない。

成績評価の方法 レポートによる。

授業外の学習 実際に Cや C++でプログラムを書くことで理解が深められる。

教科書・教材 授業時に提供する。

参考書 授業に必要な資料を提供するが、以下の参考書を読むのも良い。

1. 林晴比古著者, 新訂 新 C 言語入門 ビギナー編, ソフトバンククリエイティブ; ISBN:

978-4797325614

2. ハーバート・シルト著; トップスタジオ訳, 独習 C++ 第 4 版, 翔泳社; ISBN: 978-4-7981-

1976-2

3. Erich Gamma, Ralph Johnson, Richard Helm, John Vlissides 著; 本位田真一, 吉田和樹

訳,オブジェクト指向における再利用のためのデザインパターン; ソフトバンククリエイティブ;

ISBN: 978-4797311129
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備考

オフィスアワー 春学期 月 5・6限; 秋学期 水 4・5限

7D215 tezuka at slis.tsukuba.ac.jp

その他 初回は 7C103集合

関連する科目 GE10612 プログラミング演習 I-1

GE10622 プログラミング演習 I-2
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授業科目名 経営情報システム論

科目番号 GE72101

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 BC 集中

担当教員 岩丸 良明

授業概要 企業や組織を効率的に運営するための情報システムと電子政府のための情報システムについて学

ぶ。

学習・教育目標 経営の観点から見た情報システムの概要を理解する。

経営にかかわる情報システムの概要と、その具体例として,身近な小売業で POS (販売時点管理)

システムがどのように使われているか,どのようなことを狙って導入されているかを学ぶ。企業

経営の視点から情報システムへの期待を実感するとともに,POSで集めた情報をどのように加工

して経営に活用していくか,そのためには何が必要かを学習する。

また、政府の業務・システム最適化や電子政府構築への取組、顧客の情報の効果的な活用、イン

ターネットの普及に伴う考慮点などについても学習する。

授業計画 4日間の集中講義とし、試験は、実施日を改めて調整する。講義の予定は概ね次のとおり。:

第 1日 (1)オリエンテーション、(2)社会と情報システム、(3)経営管理と情報システム、(4)流

通情報システム

第 2日 (5)社会の中の情報システム、(6)データの有効活用、(7)銀行の情報システム、(8)情報

サービス産業

第 3日 (9)電子政府、(10)情報システムの計画・構築・運用の手順、(11)インターネットと電子

認証、(12)個人情報保護

第 4日 (13)情報化と知的財産、(14)情報システム専門家の倫理・法、(15)情報システム専門家

の自己研鑽、(16)まとめ

履修要件 特になし。

成績評価の方法 平常点 (授業への参加度等)、レポート (2回予定)、試験の結果を総合的に評価する。平常点並び

にレポートが約 50%,試験が約 50%の重みを持つ。総合点 60点以上を合格とする。

授業外の学習 社会の動きに敏感になってもらうため、新聞 (紙)を読んで情報システムについて論じる報告課

題を出題する。

教科書・教材 教科書は使用せず、プレゼンテーション用の資料を提示する。

参考書 参考書は、プレゼンテーション用の資料に記載する。

備考 GE80401と同一。

5/26, 6/9, 6/23, 7/7

知識情報システム主専攻生は GE72101,それ以外の学生は GE80401を履修すること

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ
その他 本科目は経営学 (Management Science)分野の科目である。

関連する科目
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授業科目名 アーカイブズの利用

科目番号 GE72201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 1,2

担当教員 バールィシェフ エドワルド

授業概要 アーカイブズと市民社会との深い関連性に注目しながら、アーカイブズ学の出現とその歴史的な

変容プロセス、世界各国の記録保存施設の特徴とその多様性を形容すると同時に、アーカイブズ

の構築やその内面的な構造、保存記録の存在の在り方とその利用方法等について幅広く論じる。

学習・教育目標 1. アーカイブズ学の特徴、そしてアーカイブズ学が直面している課題の理解を深める。

2. 今日の市民社会におけるアーカイブズの位置およびその諸機能について基礎知識を得る。

3. アーカイブズ施設の多様性を学び、アーカイブズ施設の活動への理解を深める。

4. どうしたらアーカイブズ施設の利用を容易にし、その社会貢献を高めうるかについて考える。

授業計画 1)集団的記憶・記録・アーカイブズ

2)ヨーロッパ各国の文書館とアーキビストという専門職の出現

3)近代アーカイブズ学の基礎とその中心的な諸原則

4)ヒラリー・ジェンキンソンのアーカイブズ理論とアーキビストの姿―受入および保護事業を中

心に

5)セオドア・シェレンバーグのアーカイブズ管理観と評価・選別プロセスの理論化

6)アーカイブ記録の整理・記述事業―国際基準記録記述 (ISAD (g))

7)ポスト近代的なアーカイブズ学のアプローチ―「シリーズ・システム」および「コンティニュ

アム・モデル」を事例に

8)アーカイブ施設の活用―情報公開とアクセス管理

9)アーカイブ施設の活用―レファレンス・サービスと検索手段

10)情報時代のアーカイブズ学とその課題

履修要件 特になし

成績評価の方法 出席状況、授業参加 (途中テスト)、試験等で、総合的に評価する。

授業外の学習 授業資料を中心に講義内容の復習を行うこと。

教科書・教材 1. Keeping Archives, edited by Jackie Bettington, Kim Eberhard, Rowena Loo, Clive Smith,

Third ed., Dickson: Australian Society of Archivists Inc., 2008, 648 p.

2. 『アーカイブズの科学』国文学研究資料館編,柏書房,2003年,上下巻.

3. 『入門・アーカイブズの世界―記憶と記録を未来に―《翻訳論文集》』記録管理学会・日本アー

カイブズ学会編,日外アソシエーツ株式会社、2006年.

4. 小川千代子,高橋実,大西愛『アーカイブ事典』大阪大学出版会、2003年.

5. マリア・バルバラ・ベルティーニ『アーカイブとは何か』湯上良訳,法政大学出版局,2012年.

参考書

備考 GE82401と同一。

情報資源経営主専攻生は GE82401,それ以外の学生は GE72201を履修すること

オフィスアワー 火 3限

7D415 baryshev at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GE82201 アーカイブズの構築
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授業科目名 アーカイブズの構築

科目番号 GE72301

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 木 3,4

担当教員 白井 哲哉

授業概要 日本アーカイブズ学の概説を論じる。アーカイブズ資料=記録資料 (古文書・公文書等)、アーカ

イブズ施設 (文書館・公文書館)につき、それらの意義と機能、歴史と現在を学ぶ。なお大災害

とアーカイブズをめぐる問題を重視する。

学習・教育目標 日本のアーカイブズ施設 (文書館・公文書館)の意義と機能を理解する。

日本の地域社会が残してきたアーカイブズ資料 (記録資料)の意義・歴史・機能を理解する。

日本のアーカイブズ学の基礎理論を理解する。

大災害被災地におけるアーカイブズ学の果たす役割について理解する。

アーカイブズ学の観点から、図書館の地域資料についての理解を深める。

授業計画 1)プロローグ:日本のアーカイブズ施設 (文書館・公文書館)とアーカイブズ資料 (記録資料)

2)日本アーカイブズ学とは何か

3)20世紀日本のアーカイブズ運動-図書館の地域資料との関連で

4)記録資料の意義・歴史・機能 (1)-日本の地域における記録資料の成立

5)記録資料の意義・歴史・機能 (2)-地方文書群の成立と終焉

6)記録資料の意義・歴史・機能 (3)-近現代の公文書と民間資料の展開

7)文書館・公文書館の意義と機能 (1)-資料の収集・受入・整理

8)文書館・公文書館の意義と機能 (2)-保存・修復

9)大災害とアーカイブズ-被災資料と震災資料、その救出・保全と継承への試み

10)文書館・公文書館の意義と機能 (3)-公開・利用提供・活用・普及

11)エピローグ:アーカイブズ専門職論-LMAとの関連で

履修要件 特になし、なお講義内容は 3.4次生を対象としている。

成績評価の方法 出席状況 (出席態度を含む)40%、提出物 (主に出席票=コメントペーパー)10%、期末試験 50%、

三者から総合的に評価する。

授業外の学習 配付資料を中心に講義内容の復習を行うこと。講義内容の理解を深めるため、各地の図書館の地

域資料室の実態や文書館施設の活動実態について調べる事を求める。

教科書・教材 講義資料は適宜用意する。

参考書 1. 国文学研究資料館史料館編『アーカイブズの科学』上下 2巻 (柏書房,2003)

2. マリア・バルバラ・ベルティーニ著/湯上良訳『アーカイブとは何か』(法政大学出版局,2012)

3. 奥村弘編『歴史文化を大災害から守る』(東京大学出版会,2014)

関連する研究論文は講義の中で紹介する。

備考 GE82201と同一。

知識情報システム主専攻生は GE72301,それ以外の学生は GE82201を履修すること

オフィスアワー 水 2限

7D407 tetsushi at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 メディアアート

科目番号 GE72501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 C 火・金 3,4

担当教員 落合 陽一

授業概要 メディア装置の発明を伴う芸術活動が近年盛んに行われるようになってきている.文化的表現の

手法として計算機科学や応用物理や生物などの工学的発明を伴った表現について国内外で注目が

集まりつつある.本講義では,メディア技術史とメディア表現技術を概観し,斬新な表現方法につ

いて考察する.

学習・教育目標 メディアアートに関する歴史とその技術について理解する. また, メディアアート制作のための

ツールを使いこなし,メディア表現の方法を適切に選択できる.

授業計画 1)メディアアート ってなんだろう? どんなものがある? 何を作る?

2)グループワークの進め方

3)ラピッドプロトタイプング (電子工作とプログラム)

4)デジタルファブリケーション (3Dプリンターとレーザーカッター)

5)メディアアート制作 (1)

6)メディアアート制作 (2)

7)メディアアート制作 (3)

8)展覧会の設計法

9)メディアアートの展示

10)アーカイブの方法論

履修要件 特になし

成績評価の方法 レポートと作品による.

授業外の学習 ツールの使い方の復習と作品制作

教科書・教材 資料を授業中に配付

参考書 1. 落合陽一,「魔法の世紀」,PLANETS,2015・11

備考 履修希望者が 30 名を超える場合は受講調整。制作課題のための材料費は一部自己負担有り, 詳

細はシラバス参照のこと

オフィスアワー wizard at slis.tsukuba.ac.jp

その他 7/6は休講。制作のために必要な材料は授業中の指示に従い,落合研究室を通じて発注・受け取

ること。販路・納期等の理由で発注できない場合や受講生が直接購入する場合の費用は各自の自

己負担とする。

関連する科目
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Course Name

Course No. GE72601

Credits 2.0Credits

Grade 3, 4Year

Timetable FallC Mon/Thu3,4

Instructor Sayan Sarcar

Course

Overview

This course introduces basic concepts in the theory and practice of Human-Computer Inter-

action (HCI). The course will help students acquiring knowledge about fundamental prin-

ciples, techniques, and methods for designing, prototyping, and evaluating user interfaces.

We will follow software system development approaches in order to design and evaluate

real-world user interfaces.

Academic

Goals

After completing this course, students should be able to:

- Design, implement and evaluate effective and usable interfaces.

- Describe and apply HCI theories, models and methodologies.

- Understand current research in HCI.

Schedule 1)Introduction to HCI (What is HCI? Why we need HCI? HCI history, HCI as an interdis-

ciplinary field)

2)Understanding user requirement and interface design principles

3)Interaction styles I (Command language, WIMP, Direct Manipulation)

4)Interaction styles II (Pen, Gesture, Speech, Text-based interface)

5)Design process

6)Evaluation I (overview, designing an experiment (hypothesis, variables, participants))

7)Evaluation II (gathering data, quantitative & qualitative analysis)

8)Statistical analysis I (parametric & non-parametric tests, t-test, ANOVA)

9)Statistical analysis II (two-way repeated measure ANOVA, mixed ANOVA)

10)Student Presentations of Term-End Reports ; Wrap-up: Summary and Q&A

Requirements

Grading Pol-

icy

Class assignments/home work (50%) ; Student presentation and Term-end report (40%) ;

Attendance and participation (10%)

Out-of-class

Study

Textbooks None. Relevant course materials will be provided one class before each lecture class.

References

and Sup-

plementary

Materials

No specific book. Will inform the book and chapter name in the relevant course material.

Remarks Lectures are conducted in English.

G-course

Office Hour Anytime other than the class time, 7D315, sayans@slis.tsukuba.ac.jp,

https://sayansarcar.github.io/

Others

Related

Courses

Human-computer Interaction
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専門科目（情報資源経営主専攻） 
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授業科目名 情報資源経営実習

科目番号 GE80103

単位数 2.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 AB 月 5,6; 秋 AB 月 5,6

担当教員 情報資源経営主専攻担当教員

授業概要 情報資源経営主専攻の専門科目に関連した実習を行う。

学習・教育目標 多様な学習活動を通して,図書館情報学分野への興味・関心を高め,情報資源経営主専攻分野にお

ける基本的知識や研究態度を形成する。

情報資源経営主専攻分野における研究テーマを主体的に選択し, グループ研究を通してディス

カッションの方法や調査研究の基礎的スキルを修得する。

授業計画 ○春学期の授業計画

第 1 回 全体説明 (情報資源経営主専攻についての説明と学術文献リーディングの実施方法の説

明), グループ分け

第 2回 学術文献リーディングの実施方法の説明の補足, 学術文献の決定

第 3回˜第 10回 クラス別に学術文献リーディングの実施とプレゼンテーション

○秋学期の授業計画

第 1 回 卒業研究のための研究室配属についての全体説明 (全体), 教員による研究室説明会 (全

体), グループ研究 (グループ別)

第 2回 教員による研究室説明会 (全体), グループ研究の説明 (全体)

グループ編成 (全体), グループ研究 (テーマ設定)(グループ別)

第 3回˜第 8回 グループ研究

第 9回˜第 10回 研究発表会

1)

履修要件 原則として情報資源経営主専攻の学生

成績評価の方法 各学期で作成したレポートとそれに基づくプレゼンテーション及び調査研究活動への参加状況に

よって総合的に評価する。

授業外の学習 春学期:各自プレゼンテーションする論文を選んで読むこと

秋学期:グループ全員で研究および発表の準備を進めること

教科書・教材 実習の中で適宜紹介する。

参考書

備考

オフィスアワー 白井 哲哉 水 2限

7D407 tetsushi at slis.tsukuba.ac.jp

その他 春学期・秋学期ともに、初回は 7A102集合

関連する科目
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授業科目名 図書館論

科目番号 GE80201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 火 1,2

担当教員 原 淳之

授業概要 本講義では、図書館というものを、読書・読者との関係、国際比較、近現代など、いくつかの角

度から取り上げて考える。それらを通して、文化的、社会的環境において図書館を理解するため

に役立つ基本的な概念や研究などを紹介する。

学習・教育目標 図書館を文化的、社会的環境の中で理解する上で以下のことを目標とする。

・基本概念やキーワードを理解する。

・基本的な視点を理解する。

・先行研究の概略を理解する。

授業計画 1)ガイダンス

2)図書館と文化の関係

3)社会・文化の中の図書館 (1) 図書館と読書の歴史

4)社会・文化の中の図書館 (2) 読みのメカニズム

5)社会・文化の中の図書館 (3) 検閲

6)社会・文化の中の図書館 (4) 情報通信技術と図書館

7)図書館制度の比較 (1) ドイツにおける図書館の種類

8)図書館制度の比較 (2) ドイツにおける学術図書館制度

9)各種図書館論

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 平常点 (出席点)と最終試験 (レポートか筆記試験かは授業内で決める)。なお、授業後の積極的

な質問も評価します。

授業外の学習 授業内容を理解するため、当該週のうちに授業ノートを完成させて復習し、さらに授業中に参考

文献を指示された場合にはそれを読んで理解を深めること。また、授業終了までに示す課題につ

いてレポートを作成すること。

教科書・教材 授業用の配布資料を用意する (manabaにアップロード、あるいは授業中に直接配布)。

参考書 以下の参考書の他にも授業中に紹介する。

1. 酒井由紀子・クリステル・マーンケ編,『ドイツにおける学術情報流通-分散とネットワーク-』

日本図書館協会,2008,259p.

備考

オフィスアワー 火 13:30-14:30

7D406 ahara at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 学術情報基盤論

科目番号 GE80301

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 C 火・金 1,2

担当教員 逸村 裕

授業概要 大学における教育研究活動と学術情報流通のしくみを踏まえ、大学図書館の役割・機能、大学図

書館の諸活動、ネットワーク、経営管理等について総合的に学ぶ。

学習・教育目標 大学構成員皆がなんらかの形で関わっている大学図書館と学術情報基盤についての理解を深め、

今後のあるべき姿について考究する。

授業計画 1)学術情報流通の変革と学術情報基盤としての大学図書館

2)大学を中心とする学術情報経営組織の動向とガバナンス

3)学術情報基盤の歴史的展開

4)学術情報流通に関するサービス

5)利用者から見た学術情報 (2回)

6)評価の視点から見た学術情報組織

7)オープンアクセス:機関リポジトリ、オープンアクセスジャーナル、オープンサイエンス

8)情報リテラシ教育

9)史料管理

10)今後の展開

履修要件

成績評価の方法 出席状況と授業参画度 (10)、小テスト (10)、レポート (15*2)、試験 (50)の総合評価。

レポートについては出題意図の理解と要件の記述がポイントとなる。

授業外の学習 関連資料、授業で紹介するウェブサイトの確認と理解、二回のレポート作成

教科書・教材

参考書 1. 大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について (審議のまとめ)

http://www.mext.go.jp/b menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1282987.htm

備考

オフィスアワー 水 1限

7D313 hits at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 経営情報システム論

科目番号 GE80401

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 BC 集中

担当教員 岩丸 良明

授業概要 企業や組織を効率的に運営するための情報システムと電子政府のための情報システムについて学

ぶ。

学習・教育目標 経営の観点から見た情報システムの概要を理解する。

経営にかかわる情報システムの概要と、その具体例として,身近な小売業で POS (販売時点管理)

システムがどのように使われているか,どのようなことを狙って導入されているかを学ぶ。企業

経営の視点から情報システムへの期待を実感するとともに,POSで集めた情報をどのように加工

して経営に活用していくか,そのためには何が必要かを学習する。

また、政府の業務・システム最適化や電子政府構築への取組、顧客の情報の効果的な活用、イン

ターネットの普及に伴う考慮点などについても学習する。

授業計画 4日間の集中講義とし、試験は、実施日を改めて調整する。講義の予定は概ね次のとおり。:

第 1日 (1)オリエンテーション、(2)社会と情報システム、(3)経営管理と情報システム、(4)流

通情報システム

第 2日 (5)社会の中の情報システム、(6)データの有効活用、(7)銀行の情報システム、(8)情報

サービス産業

第 3日 (9)電子政府、(10)情報システムの計画・構築・運用の手順、(11)インターネットと電子

認証、(12)個人情報保護

第 4日 (13)情報化と知的財産、(14)情報システム専門家の倫理・法、(15)情報システム専門家

の自己研鑽、(16)まとめ

履修要件 特になし。

成績評価の方法 平常点 (授業への参加度等)、レポート (2回予定)、試験の結果を総合的に評価する。平常点並び

にレポートが約 50%,試験が約 50%の重みを持つ。総合点 60点以上を合格とする。

授業外の学習 社会の動きに敏感になってもらうため、新聞 (紙)を読んで情報システムについて論じる報告課

題を出題する。

教科書・教材 教科書は使用せず、プレゼンテーション用の資料を提示する。

参考書 参考書は、プレゼンテーション用の資料に記載する。

備考 GE72101と同一。

5/26, 6/9, 6/23, 7/7

知識情報システム主専攻生は GE72101,それ以外の学生は GE80401を履修すること

オフィスアワー この科目に関する照会は学群教務係へ
その他 本科目は経営学 (Management Science)分野の科目である。

関連する科目
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授業科目名 情報サービス経営論

科目番号 GE80501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 月 1,2

担当教員 池内 淳

授業概要 図書館サービスの考え方と構造の理解を図り、資料提供、情報提供、連携・協力、課題解決支援、

障碍者・高齢者・多文化サービス等の各種のサービス、著作権、接遇・コミュニケーション等の

基本を解説します。

学習・教育目標 本講義を通じて、図書館サービスの基礎を理解することをめざします。

授業計画 1)図書館を取り巻く情報環境と出版界の変化

2)図書館サービスの考え方と構造/図書館サービスの変遷 (図書館法制定以降)

3)資料提供サービスの基本 (利用案内・貸出・予約サービスの流れと相互の関係)

4)情報提供の形態と機能 (レファレンスサービス、情報発信、講座・セミナー)

5)図書館サービスの連携・協力 (図書館ネットワークの意義と形態)

6)課題解決支援サービス

7)障害者サービス、高齢者サービス、多文化サービス

8)図書館サービスと著作権 (1)

9)図書館サービスと著作権 (2)

10)利用者に対する接遇・コミュニケーション、広報

履修要件

成績評価の方法 演習課題と期末試験によって総合的に評価します。

授業外の学習 授業は講義中心ですので、授業外では、講義内容をきちんと復習してください。

教科書・教材 教科書はありません。

参考書 1. 宮部頼子編.,『図書館サービス概論』樹村房, 2012, 214p.(現代図書館情報学シリーズ 3)

2. 上田修一., 倉田敬子編.,『図書館情報学 第二版』勁草書房, 2017, 308p.

備考

オフィスアワー 水 3限

7D413 atsushi at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 情報サービス構成論

科目番号 GE80801

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 金 3,4

担当教員 大庭 一郎

授業概要 レファレンスサービスは,図書館や情報サービス機関等において,情報を求めている利用者に対し

て, レファレンス担当者によって提供される人的援助である。現代の図書館では, 各種のレファ

レンス資料を活用しながら,多様なレファレンスサービスを展開することが求められている。こ

の講義では,広義のレファレンスサービスを対象として,レファレンスサービスの目的,構成,方

法,各種情報源の利用法,参考調査図書館の組織と運営,等について総合的に解説する。

学習・教育目標 ・レファレンスサービスの目的,構成,方法,各種情報源の利用法,参考調査図書館の組織と運営,

等についての基礎知識を理解することができる。

・館種別の情報サービスの特徴を理解した上で,図書館情報学と経営学の視点から,情報サービス

の構成方法を考察できる視野を養うことができる。

授業計画 1)「情報サービス構成論」のガイダンス

2)レファレンスサービスの概念

3)レファレンスサービスの歴史と発展段階

4)レファレンスサービスの構造と機能

5)レファレンスサービスの種類

6)レファレンスプロセス

7)レファレンスサービスのための情報源

8)レファレンスサービスの組織と運営

9)「情報サービス構成論」の総まとめ (1)

10)「情報サービス構成論」の総まとめ (2):課題解決支援の展開

11)「学期末試験」・「授業評価」

履修要件

成績評価の方法 授業参画度 (発表)(約 20%),課題レポート (複数回)(約 30%),学期末試験 (持込不可)(約 50%)に

よって総合的に判定する。ただし,いずれかの評価項目の成績が著しく低い場合や出席状況が悪

い場合には,減点評価の対象とする。

授業外の学習 ・授業内容を必ず復習する。

・教科書や課題文献の指定箇所を必ず読む。

・新聞を毎日読み,授業で扱った概念やテーマとの関連を考える。

・課題レポートに取り組む。

教科書・教材 1. 山崎久道編.情報サービス論.東京,樹村房,2012.4,xiv,209p.(現代図書館情報学シリーズ 5)

2. 加藤秀俊.取材学:探求の技法.東京,中央公論社,1975.10,iii,184p.(中公新書 410)

参考書 1. 渋谷嘉彦ほか共著.情報サービス概説.改訂.東京,樹村房,2004.3,xi,174p.(新・図書館学シリー

ズ,4)

2. 長澤雅男.レファレンスサービス:図書館における情報サービス.東京,丸善,1995.3,viii,245p.

3. 長澤雅男, 石黒祐子共著.問題解決のためのレファレンスサービス.新版.東京,日本図書館協

会,2007.4,xix,294p.

4. 長澤雅男, 石黒祐子共著. レファレンスブックス:選びかた・使いかた. 東京, 日本図書館協

会,2013.1,x,242p.

5. 齋藤泰則. 利用者志向のレファレンスサービス:その原理と方法. 東京, 勉誠出

版,2009.11,182p.(ネットワーク時代の図書館情報学)

6. 畠山珠美ほか.図書館の再出発:ICU図書館の 15年.岡山,大学教育出版,viii,187p.

7. 山本宣親.図書館づくり奮戦記:本と人・人と人が出合う場所をめざして.東京,日外アソシエー

ツ,1996.10,224p.(日外教養選書)
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備考

オフィスアワー 月 2限

7D113 iohba at slis.tsukuba.ac.jp

その他 ・講義開始までに,教科書を購入し,講義に出席すること。

・毎回新しいテーマを扱い,欠席するとその後の講義を理解する上で障害になるので,全て出席す

る覚悟で受講すること。課題レポートの提出の遅れは,認めない。

関連する科目
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授業科目名 コレクションとアクセス

科目番号 GE80901

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 月 1,2

担当教員 吉田 右子

授業概要 図書館におけるコレクション形成の意義と方法を、図書館資料の多様性とメディアとしての特

質、資料選択に関わる理念と方針、収集と選択の方法、蓄積と保存と評価、出版制度と流通など

の面から幅広く学ぶ。

学習・教育目標 1) コレクション形成の基本的な知識を修得する。

2) コレクション形成に関する様々な資料から、コレクションをとりまく状況を総合的に理解す

る。

授業計画 1)コレクションとメディア

2)図書館資料の種類 1:印刷資料、非印刷資料、電子資料、ネットワーク情報資源の特徴

3)図書館資料の種類 2:地域資料、行政資料、灰色文献、人文・社会・自然科学分野の情報資源と

その特徴、生活分野の情報資源とその特徴

4)コレクション形成のプロセス:資料の選択・収集

5)資料の選択と収集:コレクション形成方針・資料選択ツール

6)資料の蓄積と保存:資料の受入、除籍、保存、管理、装備、補修、排架、展示、点検

7)コレクションの評価

8)出版制度と図書館

9)コレクション形成と図書館の自由

10)コレクション形成の課題と展望

履修要件

成績評価の方法 授業の進行に合わせて出題する 2回のレポートを中心に評価する。最終的には受講態度などを考

慮して総合的に評価する。レポートは形式および内容から評価する。受講態度 (20%)とレポー

ト (80%)で成績を評価する。

授業外の学習 予習:次回の資料に目を通し、概要をつかんでおく。

復習:授業教材に示されている関連情報 (ウェブサイト)を閲覧し、ノートや授業教材に要点をま

とめることによって、その日の授業の内容をもう一度振り返る時間を持つ。

レポートの作成:授業の内容を踏まえて出題される 2回のレポートを作成することで、授業内容

の理解を深め発展させる。

教科書・教材 授業で使う資料はウェブサイトに掲載する。参考資料については、授業中に示す。

参考書 1. 『「図書館の自由に関する宣言 1979年改訂」解説』第 2版 日本図書館協会、2004, 127p.

2. アメリカ図書館協会知的自由部編纂,トリナ・マギ,マーティン・ガーナー, 川崎良孝・福井佑

介・川崎佳代子訳『図書館の原則 改訂 4版 図書館における知的自由マニュアル第 9版』日本図

書館協会, 2016, 305p.

備考

オフィスアワー 春:月 2限、秋:月 4限

7D116 yyoshida at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 教育文化政策

科目番号 GE81001

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 金 1,2

担当教員 溝上 智惠子

授業概要 民族という視点から、ナショナル・アイデンティティや文化的アイデンティティの形成について

学ぶ。教育の目的の 1つに、これらアイデンティティの育成があることを踏まえ、アメリカとカ

ナダを事例に学校、図書館や博物館等に焦点をあて、北米地域の歴史と文化の概要を学ぶ。北米

地域の各時代を特徴づける思想との関連から、教育政策や文化政策の変遷について学ぶ。なお、

比較の観点から日本の教育文化についてもあわせて考える。

学習・教育目標 ・北米地域の文化史について、基礎的な知識を身につける。

・教育の目的を広く理解する。

・博物館や図書館などの教育文化施設の社会的役割を理解する。

授業計画 この授業では、民族という視点から、ナショナル・アイデンティティや文化的アイデンティティ

の形成について学ぶ。教育の目的の 1 つに、これらアイデンティティの育成があることを踏ま

え、アメリカとカナダを事例に学校、図書館や博物館等に焦点をあて、北米地域の歴史と文化の

概要を学ぶ。北米地域の各時代を特徴づける思想との関連から、教育政策や文化政策の変遷につ

いて学ぶ。なお、比較の観点から日本の教育文化についてもあわせて考える。

1)イントロダクション:

本科目の概要を説明するとともに、民族という概念を考える

2)ナショナリズム:ナショナリズム形成の歴史を考える

3)北米の文化と思想:アメリカとカナダの歴史を民族という視点から考える

4)北米の文化と思想:多文化主義について検討する

5)北米の文化と思想:アメリカの学校教育における人種差別の問題を考える

6)アメリカの人種問題と図書館:公共図書館における人種差別の歴史を考察する

7)万国博覧会と民族:万国博覧会における日本文化の発信と民族問題を考える

8)北米地域と日系人の歴史:北米地域における日系人の歴史を考察する

9)戦争とミュージアム:大英帝国の戦争博物館と民族の関係を考える

10)まとめ:

履修要件 特になし

成績評価の方法 受講態度 (20%)、講義中の小レポート (40%)および試験 (40%)による総合判定を行う。

授業外の学習 予習:指定する文献を事前によく読んで理解しておく。

復習:授業で配布した資料の検討を復習として行う。

教科書・教材

参考書 1. 溝上智恵子,『ミュージアムの政治学』東海大学出版会、2003年

2. 飯野正子・竹中豊,『現代カナダを知るための 57章』明石書店、2017年 5刷

備考 2018年度開講せず。

G科目

オフィスアワー 月曜 2時限目 (できるだけ事前にアポを取るようにしてください)

7B318(系長室) mizoue at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 メディア教育の実践と評価

科目番号 GE81101

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 3,4

担当教員 鈴木 佳苗

授業概要 メディアリテラシーや情報モラルなどの育成を中心に、国内外のメディア教育の現状と課題など

について概説する。

学習・教育目標 児童青少年を取り巻くメディア環境を理解する

メディアリテラシーの概念を理解する

メディア教育の歴史と現状,実践とその効果を理解する

メディアコンテンツの評価の観点,メディア教育の計画の立て方を学ぶ

メディア教育の課題について考える

授業計画 授業では、以下の順に説明する。

1)青少年とメディア

メディアリテラシーの概念-1

2)メディアリテラシーの概念-2

メディア教育のプログラムの実践-1

3)メディアリテラシーの概念-3

メディア教育のプログラムの実践-2

4)日本のメディア教育の歴史と現状-1

5)日本のメディア教育の歴史と現状-2

6)海外のメディア教育の歴史と現状-1

7)海外のメディア教育の歴史と現状-2

8)メディア教育のプログラムの実践と評価-1

9)メディア教育のプログラムの実践と評価-2

10)メディア教育の課題

履修要件

成績評価の方法 期末試験, 授業内容に関連した課題 (資料の予習やグループワークなど), 出席状況により総合的

に評価する。

授業外の学習 授業中に紹介した参考文献を読み、課題について考える。この課題には、次週の内容の予習、授

業内容の復習、授業で話した内容の発展的学習が含まれる。

教科書・教材 講義資料を事前に提示する。

参考書 1. 鈴木みどり (編)(2013). 最新 Study Guide メディア・リテラシー 入門編 リベルタ出版

2. 菅谷明子 (2000). メディア・リテラシー:世界の現場から 岩波新書

備考

オフィスアワー 秋学期 木 5限

その他 H21年度までの「メディア教育と発達」の単位修得者の履修は認めない。

関連する科目
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授業科目名 学校図書館論

科目番号 GE81201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 火 5,6

担当教員 平久江 祐司

授業概要 学習情報センターとしての学校図書館の活動全般について解説し、学校教育における学校図書館

経営の在り方を考える。学校図書館の活動については、学校教育と学校図書館の有機的な連携、

学習情報センターとしての機能や課題、学校図書館の連携協力、司書教諭・学校司書の専門職と

しての役割と課題などについて、多くの実践事例を踏まえて幅広く取りあげていく。

学習・教育目標 「授業計画」に掲げた 10項目についての基礎的知識や重要な概念を習得するとともに、それら

について考察し、自己の見解や主張を形成する。

授業計画 1)生涯学習社会と学習情報

2)学校図書館の現状と課題

3)学校教育と学校図書館経営

4)学校図書館の経営計画

5)学校図書館経営の実際

6)学校図書館ネットワークと学校図書館の運営

7)学校図書館担当者の役割・資質

8)学校図書館経営の評価

9)海外の学校図書館制度

10)学校図書館の歴史

履修要件 司書教諭科目や教職科目関連科目を履修していることが望ましい。

成績評価の方法 期末試験、レポート、出席等により総合的に評価する。

授業外の学習 授業計画の項目からテーマを設定しレポートを課す。レポートの分量は原稿用紙 8枚程度とする

が、詳細は授業の中で説明する。

教科書・教材 教科書は特に指定しない。

参考書 参考図書として「シリーズ学校図書館学」編集委員会編『学校経営と学校図書館』全国学校図書

館協議会,2011,205p.をあげる。またその他の参考書についても授業の中で随時紹介する。

備考

オフィスアワー 月 3・4限

7D404 hirakue at slis.tsukuba.ac.jp

その他 「学校経営と学校図書館」単位修得者の履修は認めない。

関連する科目
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授業科目名 情報法

科目番号 GE81301

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 金 3,4

担当教員 石井 夏生利

授業概要 ネットワーク社会において新たに発生するようになった法的諸問題に接しながら、法律学の体系

に関する主要な概念や法理に基づいて習得し、ネットワークにおいて現実に発生している諸問題

の現状と法的対応について講義する。

学習・教育目標 この授業では、情報化社会が直面する法的諸問題、特にインターネットのめざましい発達がもた

らした法的諸問題に関する基礎的な知識、理解を得るとともに、問題を法的に考える際の視点や

バランス感覚を身につけることを目標とします。

インターネットの発達により、「表の側面」として、社会のあらゆる場面における利便性が向上し

ました。その反面、「裏の側面」として、様々な弊害や法的諸問題が出現しました。こうした現

代的諸問題への対応を法的に考える際には、ときには憲法や民法、刑法に立ち返りつつ、問題の

本質を見据えた検討が必要です。そこで、本授業では、情報化社会の利便性だけを優先するので

はなく、各事象で問題となっている対立利益が何であるかを検討し、情報に関わる各法に則し、

問題の検討手法を身につけることを目指します。

授業計画 以下のテーマをもとに、情報に関する法的諸問題についての講義を行います。授業ではグループ

ワークを取り入れる予定です。

・情報法基礎:情報と法に関する概要を学びます。

・プライバシー・個人情報保護法:プライバシー権、個人情報保護法について学びます。

・インターネットによる権利侵害:名誉毀損、プライバシー侵害など、インターネットによる人

権侵害の類型と救済方法について学びます。インターネット時代の新しい人権として、いわゆる

「忘れられる権利」についても説明します。

・著作権法:著作権法の概要を学びます。

・インターネット取引と消費者保護:電子商取引に関する法的問題を学びます。

・インターネットと刑事法:刑事法の基礎知識を復習するとともに、インターネットの犯罪行為に

対する刑事罰の現状を学びます。

・政府情報の管理と公開:政府機関が保有する情報に関する法として、情報公開法、公文書管理法

などの概要を学びます。

・図書館と情報法:図書館設置に関する根拠法令を説明し、図書館における資料の取扱いと情報法

との関係について学びます (主に著作権とプライバシー・個人情報保護)。

・グループワーク

・まとめ

・ この授業では、権利侵害の問題に加え、法制度 (条文)の解説を行います。条文解釈は、1つ 1

つの文言の意味内容を判例等に照らして理解していくという地道な作業です。履修者はこの点を

十分に理解した上で授業に臨んで下さい。

履修要件 「情報社会と法制度」を受講していることが望ましい。

成績評価の方法 定期試験、グループワークへの取組状況等により総合的に評価します。

授業外の学習 各回の授業の後に、教科書又は参考書の中の関連箇所を読んで知識を身につけて下さい。

教科書・教材 教材は各回の配布資料を用います。資料は manaba に掲載しますので、印刷は行いません。各

自持参して下さい。教科書は以下の通り。

1. 米丸恒治編,18歳からはじめる情報法 (法律文化社、2017年)

2. 曽我部真裕・林秀弥・栗田昌裕,情報法概説 (弘文堂、2016年)

3. 小向太郎,情報法入門 デジタル・ネットワークの法律 (NTT出版、第 3版、2015年)
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参考書 1. 高橋秀和・岡村久道,情報法講義 (法律文化社、2010年)

備考

オフィスアワー この科目に関する照会は学群学務係へ

春学期金 2限;秋学期火 3限

7D509 kaoriish at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GA10101 情報社会と法制度
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授業科目名 知的財産権論 A

科目番号 GE81401

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 5,6

担当教員 村井 麻衣子

授業概要 ネットワーク社会における著作権を中心に、特許等の知的財産権全般について学ぶとともに、図

書館活動や各種の情報活動の観点から、知的財産権が持つ意義について学ぶ。

学習・教育目標 知的財産法についての基礎的な知識を確認する。

知的財産に関する判決・文献等に触れ、内容を理解する。

知的財産に関わる諸問題について、自ら検討を行う。

授業計画 「知的財産概論」における、知的財産法全般および著作権法の基礎知識を踏まえ、より実践的に、

実際の事例を題材とした検討を行います。

事件を割り当て、担当事件について発表してもらいます。

また、著作権法に関する事件を題材にディベートを行う予定です。

授業の進行は、受講人数に応じて調整を行います。

・知的財産概論の復習:著作権法の概要

・著作権法に関する裁判例

・知的財産法の調べ方

・判例評釈とは:発表資料のまとめ方

・研究発表に向けた調査・研究、資料作成

・発表資料のチェック・個別指導

・研究発表

・ディベートに向けた調査・研究、資料作成

・ディベート

・まとめおよび総評

履修要件 「知的財産概論」の単位を修得済みであること。

(単位未修得の場合、レポートの提出が必要になります。授業初回に相談してください。)

成績評価の方法 研究発表、ディベート、出席状況、受講態度等により総合的に成績評価を行う予定。

授業外の学習 発表およびディベートの準備を十分に行うこと:判決や評釈・論文・概説書等の文献の購読・内容

理解、関連する論点の検討、発表資料の作成等

教科書・教材 1. 小泉直樹他編著『著作権判例百選』(第 5版・有斐閣)

参考書 1. 田村善之『知的財産法』(第 5版・有斐閣)

2. 田村善之『著作権法概説』(第 2版・有斐閣)

備考

オフィスアワー 春学期 金 11:00-12:00; 秋学期 火 11:00-12:00

7D506 myco at slis.tsukuba.ac.jp

その他 受講人数の確認や担当事件の割り当てを行うため、授業の初回から出席してください。やむを得

ず欠席する場合は、メールで連絡をしてください。

関連する科目 GA10101 情報社会と法制度

GA10201 知的財産概論
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授業科目名 図書館文化史論

科目番号 GE81901

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 金 1,2

担当教員 呑海 沙織

授業概要 図書館の現在や未来を語る上で,図書館および記録メディアの歴史についての理解は不可欠であ

る。本科目では, 図書館とかかわりの深い記録メディアの歴史を理解するとともに, 海外および

日本の図書館の歴史的発展,またその文化史的意義について学ぶ。

学習・教育目標 図書館および記録メディアの歴史に関する知識を習得する。また, その知識を通じて, 図書館の

本質や未来を考える力を養うことを目的とする。

授業計画 1)オリエンテーション,歴史からとらえる図書館と記録メディア

2)情報メディアとコミュニケーション

3)記録メディアの変遷

4)紙と活版印刷術

5)図書館の源流

6)中世・近世の図書館

7)近代公共図書館の成立

8)日本の図書館の歴史 1

9)日本の図書館の歴史 2

10)普遍的な図書館機能

履修要件 なし

成績評価の方法 授業態度,ミニレポート等の提出物,期末試験によって,総合的に決定する。

授業外の学習 授業内容に応じた参考書を随時紹介するので,予習・復習を行うこと。

教科書・教材 講義資料は適宜用意する。

参考書 主な参考書は,下記の通り。

1. 小黒浩司編『図書・図書館史』日本図書館協会,2013

2. 佃一可編『図書・図書館史』樹村房,2012

備考

オフィスアワー 木 6限

7D403 donkai at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 日本図書学

科目番号 GE82101

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 火 3,4

担当教員 綿抜 豊昭

授業概要 我が国の古典籍の種類、形態、印刷・出版、蒐集、保存、和書の目録法などについて学ぶ。また、

主要な古典籍所蔵館と古典資料の電子化の現状と課題、その意義についても学ぶ。

学習・教育目標 日本の図書とそれをとりまく文化について理解する。

授業計画 1)図書とは

2)記録メディアについて

3)紙について

4)日本の図書の形態 その I

5)日本の図書の形態 その 2

6)日本の図書の出版について

7)日本の文庫について

8)和古書の目録のとり方 その一

9)和古書の目録のとり方 その二

10)まとめ

履修要件

成績評価の方法 出席状況、レポート、試験など総合的に評価する。

授業外の学習 講義ですすめた図書を読む

教科書・教材 1. 綿抜豊昭.,図書・図書館史、学文社、2014年

参考書 1. 橋口侯之介,和本入門 (2005年、平凡社)

備考

オフィスアワー 水 7限

7D503 wata at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 アーカイブズの構築

科目番号 GE82201

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 春 AB 木 3,4

担当教員 白井 哲哉

授業概要 日本アーカイブズ学の概説を論じる。アーカイブズ資料=記録資料 (古文書・公文書等)、アーカ

イブズ施設 (文書館・公文書館)につき、それらの意義と機能、歴史と現在を学ぶ。なお大災害

とアーカイブズをめぐる問題を重視する。

学習・教育目標 日本のアーカイブズ施設 (文書館・公文書館)の意義と機能を理解する。

日本の地域社会が残してきたアーカイブズ資料 (記録資料)の意義・歴史・機能を理解する。

日本のアーカイブズ学の基礎理論を理解する。

大災害被災地におけるアーカイブズ学の果たす役割について理解する。

アーカイブズ学の観点から、図書館の地域資料についての理解を深める。

授業計画 1)プロローグ:日本のアーカイブズ施設 (文書館・公文書館)とアーカイブズ資料 (記録資料)

2)日本アーカイブズ学とは何か

3)20世紀日本のアーカイブズ運動-図書館の地域資料との関連で

4)記録資料の意義・歴史・機能 (1)-日本の地域における記録資料の成立

5)記録資料の意義・歴史・機能 (2)-地方文書群の成立と終焉

6)記録資料の意義・歴史・機能 (3)-近現代の公文書と民間資料の展開

7)文書館・公文書館の意義と機能 (1)-資料の収集・受入・整理

8)文書館・公文書館の意義と機能 (2)-保存・修復

9)大災害とアーカイブズ-被災資料と震災資料、その救出・保全と継承への試み

10)文書館・公文書館の意義と機能 (3)-公開・利用提供・活用・普及

11)エピローグ:アーカイブズ専門職論-LMAとの関連で

履修要件 特になし、なお講義内容は 3.4次生を対象としている。

成績評価の方法 出席状況 (出席態度を含む)40%、提出物 (主に出席票=コメントペーパー)10%、期末試験 50%、

三者から総合的に評価する。

授業外の学習 配付資料を中心に講義内容の復習を行うこと。講義内容の理解を深めるため、各地の図書館の地

域資料室の実態や文書館施設の活動実態について調べる事を求める。

教科書・教材 講義資料は適宜用意する。

参考書 1. 国文学研究資料館史料館編『アーカイブズの科学』上下 2巻 (柏書房,2003)

2. マリア・バルバラ・ベルティーニ著/湯上良訳『アーカイブとは何か』(法政大学出版局,2012)

3. 奥村弘編『歴史文化を大災害から守る』(東京大学出版会,2014)

関連する研究論文は講義の中で紹介する。

備考 GE72301と同一。

知識情報システム主専攻生は GE72301,それ以外の学生は GE82201を履修すること

オフィスアワー 水 2限

7D407 tetsushi at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 アーカイブズの利用

科目番号 GE82401

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 木 1,2

担当教員 バールィシェフ エドワルド

授業概要 アーカイブズと市民社会との深い関連性に注目しながら、アーカイブズ学の出現とその歴史的な

変容プロセス、世界各国の記録保存施設の特徴とその多様性を形容すると同時に、アーカイブズ

の構築やその内面的な構造、保存記録の存在の在り方とその利用方法等について幅広く論じる。

学習・教育目標 1. アーカイブズ学の特徴、そしてアーカイブズ学が直面している課題の理解を深める。

2. 今日の市民社会におけるアーカイブズの位置およびその諸機能について基礎知識を得る。

3. アーカイブズ施設の多様性を学び、アーカイブズ施設の活動への理解を深める。

4. どうしたらアーカイブズ施設の利用を容易にし、その社会貢献を高めうるかについて考える。

授業計画 1)集団的記憶・記録・アーカイブズ

2)ヨーロッパ各国の文書館とアーキビストという専門職の出現

3)近代アーカイブズ学の基礎とその中心的な諸原則

4)ヒラリー・ジェンキンソンのアーカイブズ理論とアーキビストの姿―受入および保護事業を中

心に

5)セオドア・シェレンバーグのアーカイブズ管理観と評価・選別プロセスの理論化

6)アーカイブ記録の整理・記述事業―国際基準記録記述 (ISAD (g))

7)ポスト近代的なアーカイブズ学のアプローチ―「シリーズ・システム」および「コンティニュ

アム・モデル」を事例に

8)アーカイブ施設の活用―情報公開とアクセス管理

9)アーカイブ施設の活用―レファレンス・サービスと検索手段

10)情報時代のアーカイブズ学とその課題

履修要件 特になし

成績評価の方法 出席状況、授業参加 (途中テスト)、試験等で、総合的に評価する。

授業外の学習 授業資料を中心に講義内容の復習を行うこと。

教科書・教材 1. Keeping Archives, edited by Jackie Bettington, Kim Eberhard, Rowena Loo, Clive Smith,

Third ed., Dickson: Australian Society of Archivists Inc., 2008, 648 p.

2. 『アーカイブズの科学』国文学研究資料館編,柏書房,2003年,上下巻.

3. 『入門・アーカイブズの世界―記憶と記録を未来に―《翻訳論文集》』記録管理学会・日本アー

カイブズ学会編,日外アソシエーツ株式会社、2006年.

4. 小川千代子,高橋実,大西愛『アーカイブ事典』大阪大学出版会、2003年.

5. マリア・バルバラ・ベルティーニ『アーカイブとは何か』湯上良訳,法政大学出版局,2012年.

参考書

備考 GE72201と同一。

情報資源経営主専攻生は GE82401,それ以外の学生は GE72201を履修すること

オフィスアワー 火 3限

7D415 baryshev at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目 GE82201 アーカイブズの構築
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授業科目名 映像メディア論

科目番号 GE82501

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 水 1,2

担当教員 辻 泰明

授業概要 デジタル化の進展とインターネットの普及によって映像メディアの重要性は、ますます高まって

いる。今後、盛んになると予想される映像コンテンツの利活用に備え、映像メディアのさまざま

な特性を考察する。また、映画、テレビ、インターネット配信という映像メディアの階層構造を

分析し、映像メディアおよび映像コンテンツ利活用の現状と課題について講義する。

学習・教育目標 ・映像メディアとコンテンツの特性 (構成、表現技法、類型)を理解する。

・映画、テレビ、インターネット配信という映像メディアの階層と、それぞれの特徴を理解する。

・映像配信サイトおよび映像アーカイブの現状、課題、将来展望を理解する。

授業計画 1)映像メディアの革命とその意義

2)映像コンテンツの文法

3)映像コンテンツの構成

4)映像コンテンツの類型

5)映像メディアの第 1階層=映画

6)映像メディアの第 2階層=テレビ

7)映像メディアの第 3階層=インターネット配信

8)映像アーカイブの過去・現在・未来

9)映像配信サービスの要理

10)映像メディアの連携と融合

履修要件

成績評価の方法 出席・リポート等により総合的に評価する。

授業外の学習 予習:教科書の該当部分を読んで、予備知識を身につけておく。

復習:関連書籍の参照や映像コンテンツの視聴によって、理解を深める。

教科書・教材 教科書を参照しつつ授業を進めますので、持参してください。また、予習にも教科書が必要とな

ります。

1. 辻 泰明,『映像メディア論 映画からテレビへ、そしてインターネットへ』(和泉書院,2016)

参考書 参考書は、教科書『映像メディア論』に詳述してありますが、ここでは基本的なものを挙げてお

きます。

1. ダニエル・アリホン,『映画の文法 実作品にみる撮影と編集の技法』(紀伊国屋書店,1980)

2. シド・フィールド,『映画を書くためにあなたがしなくてはならないこと シド・フィールドの

脚本術』(フィルムアート社,2009)

3. エリック・バーナウ,『ドキュメンタリー映画史』(筑摩書房,2015)

備考 GC54401と同一。

情報メディア創成学類生は GC54401を,それ以外の学生は GE82501を履修すること

オフィスアワー 春学期 水曜 2限 秋学期 月曜 3限

7D514 tsujiy at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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授業科目名 パブリックガバナンス

科目番号 GE82601

単位数 2.0単位

標準履修年次 3・4年次

時間割 秋 AB 金 5,6

担当教員 池内 淳

授業概要 図書館に関する法律、関連する領域の法律、図書館政策について解説するとともに、図書館経営

の考え方、職員や施設等の経営資源、サービス計画、予算の確保、調査と評、管理形態等につい

て解説する。

学習・教育目標 本講義を通じて、図書館および関連諸機関の法制度、ならびに、その経営について理解すること

を目指します。

授業計画 1)図書館法 (逐条解説)/無料の原則

2)他館種の図書館に関する法律等 (学校図書館法、国立国会図書館法、大学設置基準、身体障害

者福祉法)

3)図書館サービス関連法規 (子どもの読書活動推進法、文字・活字文化振興法、著作権法、個人

情報保護法、労働関係法規、民法等)

4)図書館政策 (国、地方公共団体)

5)公共機関・施設の経営方法 (マーケティング,危機管理を含む)

6)図書館の組織・職員 (組織構成、館長の役割、人事管理、図書館協議会、ボランティアとの連

携)

7)図書館の施設・設備

8)図書館のサービス計画と予算の確保

9)図書館業務・サービスの調査と評価

10)図書館の管理形態の多様化

履修要件

成績評価の方法 演習課題と期末試験によって総合的に評価します。

授業外の学習 授業は講義中心ですので、授業外では、講義内容をきちんと復習してください。

教科書・教材

参考書 1. 永田治樹編.,『図書館制度・経営論』日本図書館協会, 2016, 278p.(JLA図書館情報学テキス

トシリーズ 3-2)

2. 糸賀雅児., 薬袋秀樹編.,『図書館制度・経営論』樹村房, 2014, 231p.(現代図書館情報学シリー

ズ 2)

3. 片山善博., 糸賀雅児.,『地方自治と図書館: 地方再生の切り札「知の地域づくり」』勁草書房,

2017, 258p.

4. 上田修一., 倉田敬子編.,『図書館情報学 第二版』勁草書房, 2017, 308p.

備考 2015年度までの GE80701パブリックガバナンス論を修得済みの者は履修不可

オフィスアワー 水 3限

7D413 atsushi at slis.tsukuba.ac.jp

その他

関連する科目
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知的探求の世界 
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授業科目名 知的探求の世界 I-1

科目番号 GE31013

単位数 1.5単位

標準履修年次 2年次

時間割 通年 応談

担当教員 叶 少瑜

授業概要 社会心理学・メディア心理学というアプローチから,関連基礎理論を習得し,実際に収集したデー

タを用いて分析し,多種多様なメディア使用の影響に関する理解を深めることを目的とする。ま

た, 卒業研究などで求められる仮説を立て, 検証する能力も本授業を通して身につけることが期

待できる。

学習・教育目標 「コミュニケーション行動におけるメディア使用の影響」を中心に,社会心理学・メディア心理

学のアプローチから,関連基礎理論を習得し,データ収集・分析ができ,レポート作成などを通し

て,多種多様なメディア使用の影響に関する理解を深める。

授業計画 1)ガイダンス

2)基礎理論の紹介 1

3)基礎理論の紹介 2

4)基礎理論の紹介 3

5)データ収集・分析に関する演習 1(各種単純集計)

6)データ収集・分析に関する演習 2(多変量解析)

7)データ収集・分析に関する演習 3(共分散構造分析・因果関係の究明)

8)分析結果のまとめ,レポート作成 1

9)分析結果のまとめ,レポート作成 2

10)成果発表

履修要件 受講者の定員は 6名程度とする。受講者が 3名未満の場合は開講しない。

成績評価の方法 各回の課題に対する取り組み状況をもとに,データ分析などを通じた発見・レポートなどを含め

て総合的に評価する。

授業外の学習 履修期間中は常時 SPSSが使用できるようにしておくことが必要。

教科書・教材 適宜配布・紹介する。

参考書 適宜指定する。

備考 西暦奇数年度開講。

オフィスアワー 木曜 5限

7D206 shaoyu at slis.tsukuba.ac.jp

その他 量的データを扱う科目である。

関連する科目
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授業科目名 知的探求の世界 I-2 

科目番号 GE31023 

単位数 1.5 単位 

標準履修年次 2 年次 

時間割 通年 応談 

担当教員 佐藤 哲司 

授業概要 現実世界にある『ビッグデータ』から知識を発見するための手法を実践的に学びます。ツイッ    

ターやレシピサイトなどのデータに限らず、近年では、行政機関などを中心に様々なデータ
を    公開・相互に関連づけて活用する LOD(Linked Open Data) も盛んに取り組まれてき
ています。これらの『データ』を対象に、データの中に潜んでいる規則や体系などを知識とし
て抽出するの  に必要となる技術を習得することができます。また、卒業研究などで求められ
る仮説・検証のプロセスを実践しながら身につけることができます。 

学習・教育目標 【ビックデータからの知識抽出】 現実世界にある『データ』から知識を発見するために必要と
なる考え方と技術を実践的かつ体系的に修得することを目的とする。行政機関などを中心に
公開が 進んでいる LOD(Linked Open Data) や、企業が提供しているデータなどから、
受講者の興味関心にあわせて対象とするデータを決定する。データの入手・格納から分析
までの一連の流れを 体験する過程で、知識発見で必要となる仮説・検証のプロセス、大量
のデータへのアクセス技術を身につける。 

授業計画 ビッグデータから知識を抽出・発見する技術は、ビジネスの効率化や社会コストの低減、安
心・  安全な社会を実現する手法として注目されてきている。本授業では、受講者の興味・関
心に基づいて、それぞれが異なるデータを題材として選択し、仮説を立てて知識抽出に挑
戦する。 

1) ビッグデータを扱う際の課題や検討項目について理解を深める。知識発見のために使用
する   計算機環境 (サーバ) について理解し、自らの環境を整える。 

2) 利用可能なデータの種類と内容を調査し、利用するデータの候補を選定する。候補とし
て は、国や地方の公共機関が公開している行政に関するデータ、企業が生成・収集した
レシピ、レ ビュー記事などがある。 

3) 選定したデータをデータベースに格納する。データの形式や書式を統一するためのスク
リプ   ト  (簡易なプログラム)   の作成などを行う。簡単な問合せを実行してデータ格納を確
認するとともに、アクセスを高速化するための手法を学ぶ。 

4) 知識発見のための仮説を立てる。できるだけ多くのアイデアを出すためのグループワーク
を   行なう。出されたアイデアを組み合わせる、データベースに問い合わせて感触を探るな
どして優 先度を付け、取り組みの課題を設定する。 

5) 設定した課題を解くための分析プログラムを設計する。分析しようとする課題は一般的に
大   きく、課題のブレイクダウン (サブ課題に分割) や、フェーズ分けが必要となる。 

6) サブ課題毎にプログラムを実装する。全体の実装が終わるまでには複数週を必要とす
る。授   業時間以外の取り組みが必要となることも想定されるので、適宜、見通しを立てなが
ら試行錯誤 を繰り返していく意欲が欠かせない。 

7) 小規模なデータ (サブセット)  に対して個別に分析プログラムを適用し、期待した結果が
得られることを確認する。必要に応じてプログラムを修正する。 

8) 大規模なデータ (フルセット)  に対して分析プログラムを適用して結果を得る。結果が得
られるまでに計算機を数日の単位で働かせることも珍しくなく、大規模であることに起因する
分析の ノウハウを身につけることができる。 

9) 得られた結果をグラフに表現して、知識として理解が容易なプレゼン資料を作成する。 

10) お互いの成果を発表し、到達点と今後の課題を確認する。 
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履修要件 データ分析分野を中心に利用が広まっている Python の修得を目指します. 言語は問いま

せんが、ある程度のプログラミング経験がある、あるいはプログラミングが好きであることが求め

られます。対象とする社会あるいは社会の現象を理解することに興味を持っていることが望ま

しい。受  講者のスキルと意欲に基づいて、個別に課題を設定し、取り組んでいただきます。

春学期の履修  申請締め切り日までに余裕を残して担当教員にメールで連絡すること。受講

意思・意欲の確認、 

演習環境の説明、スケジュール調整などを行い, 履修の可否を判断します。 

成績評価の方

法 

課題へのチャレンジ状況と達成された結果の面白さ(意外さ)から総合的に評価します。比較

的自明の課題であっても隙のない分析で結果を導いていれば高得点を、多少荒っぽい分析

でも斬新な課題へのチャレンジであれば高得点を与えますので,その人らしさを感じられる取

り組みをして頂きたいです。 

授業外の学習 常時利用可能な計算機環境を用意するので、必要があれば授業時間外にも課題に取り組む

ことができる。 

教科書・教材 授業の進捗に合わせて適宜お知らせする。 

参考書 1. Guido van Rossum (著), 鴨澤 眞夫 (翻訳),Python チュートリアル 第 3 版, オライリ
ージャパン
2. Sebastian Raschka (著), 株式会社クイープ (翻訳), 福島真太朗 (翻訳),Python 機
械学習プログラミング 達人データサイエンティストによる理論と実践, インプレス

3. Cyrille Rossant (著), 菊池 彰 (翻訳),IPython データサイエンスクックブック ―対話

型コン

ピューティングと可視化のためのレシピ集, オライリージャパン 

備考 データ分析分野を中心に利用が広まっている Python の修得を目指します. 言語は問いま
せんが、ある程度のプログラミング経験がある、あるいはプログラミングが好きであることが求
められます。受講者のスキルと意欲に基づいて、個別に課題を設定し、取り組んでいただき
ます。春学期  の履修申請締め切り日までに余裕を残して担当教員にメールで連絡するこ
と。受講意思・意欲の 

確認、演習環境の説明、スケジュール調整などを行い, 履修の可否を判断します。 

オフィスアワー 水 1 限 

7D205 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜satoh/index-j.html 

その他 受講者が 3 名に達しない場合は開講しない場合があります. 

関連する科目 
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授業科目名 知的探求の世界 I-5

科目番号 GE31053

単位数 1.5単位

標準履修年次 2年次

時間割 通年 応談

担当教員 阪口 哲男

授業概要 【ソースコード講読 1】 ソースコードが公開されているソフトウェアの読み解きを通じて、そこ

に使われている諸技術や様々なノウハウ、慣習などについて学ぶ。また、簡単なプログラム例を

作成することで、それらについての理解を深める。

学習・教育目標 他者が記述したプログラムの読解能力を身につける

現実に使われているプログラミング技術を理解する

プログラムを複数人で開発する際に必要な事項について知る

授業計画 1)ソースコードの公開とオープンソース活動とは

2)公開されているソースコードで多用されるプログラミング言語 (C言語など)について

3)小規模なソフトウェアのソースコードを読む

4)ソースコードが公開されているソフトウェアの付属文書を読む (ソフトウェアの導入作業や前

提環境の意味を理解する)

5)中規模・大規模なソースコードの全体構造を捉える

6)中規模・大規模なソースコードの一部を読む ソースコードは輪読形式で読み進める。その過

程で意味や機能などについて随時討論を行う。また、読もうとするソースコードを記述するプロ

グラミング言語の理解を深めるために、簡単なプログラム作成なども行う。

履修要件

成績評価の方法 輪読における討論などの発言頻度やその内容、および読み終えたソースコードに関するレポート

を数回程度提出してもらい、その理解度を評価する。

授業外の学習 ソースコードの輪読の分担部分の解説を授業中に行うので、その部分や関連事項についての時間

外での予習・復習を行ってもらうことになる。

教科書・教材 資料を配布する。

参考書 多くの場合 C言語で記述されたソースコードを読むことになるので、その原典的なものを例示

する.

1. B.W.カーニハン, D.M.リッチー著, 石田 晴久訳. プログラミング言語 C―ANSI規格準拠―

第 2版. 共立出版. ISBN 978-4-320-02692-6.

以上のほか、対象とするソースコード等に応じて随時紹介する.

備考 西暦偶数年度開講。

オフィスアワー 火曜 4時限目

7D312 saka at slis.tsukuba.ac.jp http://www.sakalab.org/

その他 受講者の定員は原則として 6名とする。

また、受講者数が 2名未満の場合は開講しない。

授業情報Webページ: http://www.sakalab.org/lectures/

初回の集合日時と場所も授業情報Webページに掲載する。

関連する科目
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授業科目名 知的探求の世界 II-1

科目番号 GE32013

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 ABC秋 A 応談

担当教員 叶 少瑜

授業概要 心理学研究法の習得とともに,社会心理学・メディア心理学に関する国内外の研究をレビューし,

実際にデータ収集を通じて分析し,多種多様なメディア使用の影響に関する理解を深めることを

目的とする。また, 卒業研究などで求められる仮説を立て, 検証する能力も本授業を通して身に

つけることが期待できる。

学習・教育目標 コミュニケーション行動におけるメディア使用の影響を中心に,社会心理学・メディア心理学の

視点から,関連基礎理論を習得し,実際のデータ収集・分析することにより,多種多様なメディア

使用の影響に関する理解を深める。また,積極的に成果発表を強く勧める。

授業計画 1)ガイダンス

2)関連理論の紹介 1

3)関連理論の紹介 2

4)関連理論の紹介 3

5)データ収集・分析に関する演習 1

6)データ収集・分析に関する演習 2

7)データ収集・分析に関する演習 3

8)分析結果のまとめ,レポート作成 1

9)分析結果のまとめ,レポート作成 2

10)成果発表

履修要件 受講者の定員は 6名程度とする。受講者が 2名未満の場合は開講しない。

成績評価の方法 研究方法についての報告内容、論文の分析の結果のレポート、および出席と討論の際の発言など

によって評価する。

授業外の学習 論文の引用資料の分析、その分析結果をレポートとまとめる作業を行うこと。

教科書・教材 授業の際に紹介する。

参考書

備考 西暦偶数年度開講。

オフィスアワー

その他

関連する科目
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授業科目名 知的探求の世界 II-2

科目番号 GE32023

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 ABC秋 A 応談

担当教員 佐藤 哲司

授業概要 現実世界にある『ビッグデータ』から知識を発見するための手法を実践的に学びます。ツイッ

ターやレシピサイトなどのデータに限らず、近年では、行政機関などを中心に様々なデータを

公開・相互に関連づけて活用する LOD(Linked Open Data)も盛んに取り組まれてきています。

これらの『データ』を対象に、データの中に潜んでいる規則や体系などを知識として抽出するの

に必要となる技術を習得することができます。また、卒業研究などで求められる仮説・検証のプ

ロセスを実践しながら身につけることができます。

学習・教育目標 【ビックデータに対する高度な知識抽出】現実世界にある『データ』を様々に組み合わせて知識

を発見するための考え方と技術を実践的かつ体系的に修得することを目的とする。行政機関など

を中心に公開が進んでいる LOD(Linked Open Data)や、企業が提供しているデータなどから、

受講者の興味関心にあわせて対象とするデータを決定する。データの入手・格納から分析までの

一連の流れを体験する過程で、知識発見で必要となる仮説・検証のプロセス、大量のデータへの

アクセス技術を身につける。

授業計画 1) ビッグデータを扱う際の課題や検討項目について理解を深める。知識発見のために使用する

計算機環境 (サーバ)について理解し、自らの環境を整える。

2) 利用可能なデータの種類と内容を調査し、利用するデータの候補を選定する。候補として

は、国や地方の公共機関が公開している行政に関するデータ、企業が生成・収集したレシピ、レ

ビュー記事などがある。

3) 選定したデータをデータベースに格納する。データの形式や書式を統一するためのスクリプ

ト (簡易なプログラム)の作成などを行う。簡単な問合せを実行してデータ格納を確認するとと

もに、アクセスを高速化するための手法を学ぶ。

4) 知識発見のための仮説を立てる。できるだけ多くのアイデアを出すためのグループワークを

行なう。出されたアイデアを組み合わせる、データベースに問い合わせて感触を探るなどして優

先度を付け、取り組みの課題を設定する。

5) 設定した課題を解くための分析プログラムを設計する。分析しようとする課題は一般的に大

きく、課題のブレイクダウン (サブ課題に分割)や、フェーズ分けが必要となる。

6) サブ課題毎にプログラムを実装する。全体の実装が終わるまでには複数週を必要とする。授

業時間以外の取り組みが必要となることも想定されるので、適宜、見通しを立てながら自ら実践

していく意欲が欠かせない。

7)小規模なデータ (サブセット)に対して個別に分析プログラムを適用し、期待した結果が得ら

れることを確認する。必要に応じてプログラムを修正する。

8)大規模なデータ (フルセット)に対して分析プログラムを適用して結果を得る。結果が得られ

るまでに計算機を数日の単位で働かせることも珍しくなく、大規模であることに起因する分析の

ノウハウを身につけることができる。

9) 得られた結果をグラフに表現するなどして、知識として理解が容易なプレゼン資料を作成す

る。

10)お互いの成果を発表し、到達点と今後の課題を確認する。

履修要件 本科目は,「知的探求の世界 I-2」からの継続、あるいは、相当程度にプログラミング経験がある

3年次以降の学生を対象としています。今年度からデータ分析分野を中心に利用が広まっている

Pythonの修得を目指します.受講者のスキルと意欲に基づいて、個別に課題を設定し、取り組ん

でいただきます。春学期の履修申請締め切り日までに余裕を残して担当教員にメールで連絡する

こと。受講意思・意欲の確認、演習環境の説明、スケジュール調整などを行い,履修の可否を判

断します。
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成績評価の方法 課題へのチャレンジ状況と達成された結果の面白さ (意外さ)から総合的に評価します。比較的

自明の課題であっても隙のない分析で結果を導いていれば高得点を、多少荒っぽい分析でも斬新

な課題へのチャレンジであれば高得点を与えますので,その人らしさを感じられる取り組みをし

て頂きたいです。

授業外の学習 必要に応じて適宜。効率的に実施できる環境の提供など、できる限りのサポートをします.

教科書・教材 履修が決まってから、各自のスキル等を基づいて案内します。

参考書 1. Guido van Rossum (著), 鴨澤 眞夫 (翻訳),Pythonチュートリアル 第 3版,オライリージャ

パン

2. Sebastian Raschka (著), 株式会社クイープ (翻訳), 福島真太朗 (翻訳),Python機械学習プロ

グラミング 達人データサイエンティストによる理論と実践, インプレス

3. Cyrille Rossant (著), 菊池 彰 (翻訳),IPythonデータサイエンスクックブック ―対話型コン

ピューティングと可視化のためのレシピ集,オライリージャパン

備考 本科目は,「知的探求の世界 I-2」からの継続、あるいは、相当程度にプログラミング経験がある

3年次以降の学生を対象としています。今年度からデータ分析分野を中心に利用が広まっている

Pythonの修得を目指します.受講者のスキルと意欲に基づいて、個別に課題を設定し、取り組ん

でいただきます。春学期の履修申請締め切り日までに余裕を残して担当教員にメールで連絡する

こと。受講意思・意欲の確認、演習環境の説明、スケジュール調整などを行い,履修の可否を判

断します。

オフィスアワー 水 1限

7D205 http://www.slis.tsukuba.ac.jp/˜satoh/index-j.html

その他 受講者が 2名に達しない場合は開講しないことがあります.

関連する科目
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授業科目名 知的探求の世界 II-5

科目番号 GE32053

単位数 1.0単位

標準履修年次 3年次

時間割 春 ABC秋 A 応談

担当教員 阪口 哲男

授業概要 【ソースコード講読 2】 ソースコードが公開されているソフトウェアの読み解きを通じて、そこ

に使われている諸技術や様々なノウハウ、慣習などについて学ぶ。また、簡単なプログラム例を

作成することで、それらについての理解を深める。

学習・教育目標 他者が記述したプログラムの読解能力を身につける

現実に使われているプログラミング技術を理解する

プログラムを複数人で開発する際に必要な事項について知る

授業計画 1)ソースコードの公開とオープンソース活動とは

2)公開されているソースコードで多用されるプログラミング言語 (C言語など)について

3)小規模なソフトウェアのソースコードを読む

4)ソースコードが公開されているソフトウェアの付属文書を読む (ソフトウェアの導入作業や前

提環境の意味を理解する)

5)中規模・大規模なソースコードの全体構造を捉える

6)中規模・大規模なソースコードの一部を読む ソースコードは輪読形式で読み進める。その過

程で意味や機能などについて随時討論を行う。また、読も

うとするソースコードを記述するプログラミング言語の理解を深めるために、簡単なプログラム

作成なども

行う。

(知的探求の世界 I-5の続きとして進める)

履修要件

成績評価の方法 輪読における討論などの発言頻度やその内容、および読み終えたソースコードに関するレポート

を数回程度提出してもらい、その理解度を評価する。

授業外の学習 ソースコードの輪読の分担部分の解説を授業中に行うので、その部分や関連事項についての時間

外での予習・復習を行ってもらうことになる。

教科書・教材 資料を配布する。

参考書 多くの場合 C言語で記述されたソースコードを読むことになるので、その原典的なものを例示

する.

1. B.W.カーニハン, D.M.リッチー著, 石田 晴久訳. プログラミング言語 C―ANSI規格準拠―

第 2版. 共立出版. ISBN 978-4-320-02692-6.

以上のほか、対象とするソースコード等に応じて随時紹介する.

備考 西暦奇数年度開講。

オフィスアワー 火曜 4時限目

7D312 saka at slis.tsukuba.ac.jp http://www.sakalab.org/

その他 受講者の定員は原則として 6名とする。

また、受講者数が 2名未満の場合は開講しない。

授業情報Webページ: http://www.sakalab.org/lectures/

初回の集合日時と場所も授業情報Webページに掲載する。

関連する科目
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履修のてびき 

1. 履修要覧と履修に関する相談窓口

入学時に配布された「履修要覧」は卒業時まで保管してください．卒業や資格取得の条件は，入学年

度（編入生は編入学した年度ではなく編入される学年の入学年度）の履修要覧に記載されたものが適用

されます．「開設授業科目一覧」と「知識情報・図書館学類シラバス」は毎年 4 月にその年度用のもの

が配布されます．科目番号や開講学期・曜時限，担当教員等が変わることもあるので，科目一覧やシラ

バスは必ず当該年度のものを参照してください．変更点は掲示板でお知らせするとともに KdB（筑波大

学教育課程編成支援システム：下記）にも反映されます。 

https://kdb.tsukuba.ac.jp 

卒業要件や資格に関する履修方法の相談（特に，規則に関して不明な点）は，学群教務が窓口です．

先輩や同級生の体験談やうわさ話を鵜呑みにせず，わからないことはたとえ小さなことでも学群教務で

あなた自身が確認してください．卒業できなかったり，資格が取得できなかったりするのは，あなた自

身です． 

2. クラス制度とクラス担任の役割

本学類では 1学年を 4クラス（概ね 25名）で編成します．3年次編入生は別に 1クラスを編成します．

1 年次は，春 ABに「フレッシュマン・セミナー」，春 C秋 ABCに「情報リテラシ実習」と，クラス担

任が担当する授業が年間を通じて開講されます．共に必修科目です．本学類ではリテラシ教育とキャリ

ア教育に重点を置いて，学類共通のプログラムによって，これらの授業をすすめます．

クラス担任からは履修・学習についての相談だけでなく，進路，生活など，さまざまな面で助けを得

ることができます．2 年次以降もクラス担任は原則として交替せず，あなたとの関係は卒業まで継続し

ます． 

3. 卒業要件と進級

授業を履修して試験に合格すると所定の単位が与えられます．大学を卒業するためには，主専攻ごと

に定められた「卒業に必要な履修科目および修得単位数」に基づいて，所定の単位数以上を修得しなけ

ればなりません．これを「卒業要件」と呼び，「卒業に必要な履修科目」を「卒業要件科目」と呼びま

す．本学では共通科目，関連科目，専門基礎科目，専門科目という 4種類の区分ごとに，必修科目，選

択科目というカテゴリに分けて，履修科目と修得単位数が指定されており，全ての条件を満たさなけれ

ばなりません．本学類の卒業要件は情報学群履修細則（以下，細則）の別表 1に定められています．詳

しくは科目選択ガイドをご覧ください．なお，「教職に関する科目」は本学類の卒業要件科目には含み

ません． 

4. 単位と履修登録の上限

日本の大学では学習時間 45 時間に対して 1 単位が与えられます．本学では 75 分授業 10 回を 15 時

間の学習時間と換算します．講義科目には授業時間と同じだけの予習と復習が必要と考え，予習 15 時

間＋復習 15時間で 30時間の授業外学習が伴うことを前提に，75分×10回の講義科目に 1単位が与え

185



られます． 

授業時間外での学生の十分な学習量を基礎として単位を認定することを制度上担保するため，1 年間

に履修登録できる単位数に上限を設けています．このような制度は一般に「キャップ制」と呼ばれてい

ます．本学類では，授業外の学習が円滑に進むよう，予習範囲を明確化したり，復習のための課題を出

したり等の工夫を教員に求め，これに併せてキャップ制も厳格に適用します（参考：囲み記事）．情報

学群では年間の履修登録の上限を 45単位と定めています．ただし，「教職に関する科目」は登録単位数

には含みません（細則 5 条 1 項）．修得単位数でなく登録単位数に対する制限なので，履修登録が確定

した科目は，学期途中で履修放棄しても制限は緩和されません．前年度の成績が優秀であった人（前年

度において卒業の要件として必要な単位を 40単位以上修得し、その 70％以上が「A+」または「A」で

ある人）は，55単位まで履修登録できます（細則 5条 2項）．また，編入生は入学年度に限り 55単位ま

で履修登録できます（細則 5条 1項）． 

TWINS では上限を超えても登録できてしまうので，制限を自分自身でよく確認してください．年度

初めに集中科目を含めた年間履修計画を作成して登録することをお勧めします．4 月に履修登録をして

も，開始モジュールの履修申請締切日までは修正可能です． 

本学類のカリキュラムでは，1 年次から 2 年次にかけて毎年 40 単位程度，3 年次に 32 単位以上，4

年次に卒業研究を含めて 14単位弱を履修し，4年間で卒業に必要な 125.5単位以上を修得できるように

なっています．編入生は 55～65単位程度を単位認定し，3年次に 45単位程度，4年次に 15～25単位程

度を履修する設計です．本学類には進級や主専攻選択の条件となる履修科目や単位数はありません．た

だし，卒業要件科目を 90単位以上修得していないと，卒業研究を履修できません． 

 

 

5. 成績評価と GPA 

P/F で評価される「フレッシュマン・セミナー」を除いて，各科目の成績は A+/A/B/C/D の 5 段階で

評価されます．A+から C には単位が与えられますが，D には単位が与えられません．成績証明書には

D/F の履修履歴は表示されません．なお，D/F となった科目は再履修できますが，一旦単位が与えられ

た科目を再履修することはできません． 

成績をどのように評価するかは科目毎に異なります．基本は試験による評価ですが，科目によってレ

ポート，小テスト，授業中の質問や発言による授業への貢献・参加など，授業の進め方や科目の特徴に

応じたさまざまな評価を行います．評価方法は学類シラバスに示します．原則として 1/3以上欠席した

Q. なぜこのような制限が必要なのですか？ 

A. 履修科目の予習・復習時間を十分にとるためです．上記で説明したように，2 単位の講義 1 科目に

週 6時間の授業外学習が期待されます．学習時間を確保するには制限が必要と考えられています． 

Q. 知識情報・図書館学類だけが上限を設けているのですか？ 

A. 履修登録の上限は筑波大学全体のルールです． 

Q. 上限を超えて履修登録するとどうなりますか？ 

A. 本学類では，超過申請している学生名を掲示して登録の修正を促します．期日までに修正に応じな

い場合は学類が科目を選んで削除します．また，学年末時点で超過登録されていた場合，超過分の修

得単位を除外する措置を講じます．たとえ単位を修得していても卒業要件には含まれません． 
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場合は不合格とされますが，出席日数の条件がより厳しい科目もあります．無断欠席は履修放棄とみな

されることがあります．欠席届を提出すると，無断欠席でなくなりますが，出席にはなりません． 

学生個人の総合的な学習到達度の評価として，筑波大学では 2013 年度入学者から GPA (Grade Point 

Average) と呼ばれる総合評価法を採用しました．GPA には，学期 GPA と累積 GPA があります．GPA

は，成績が A+の科目に 4.3点，Aに 4点，Bに 3点，Cに 2点，Dに 0点の GP (Grade Point) を与え，

その加重平均を求めたものです（式参照）．なお，GP の配点が 2016年度から変更されました．2015年

度以前に履修した科目についても新しい GPで GPAが計算されます．また，TWINS上で表示される 2015

年度以前の学期 GPAも新しい GP で再計算したものです． 

知識情報・図書館学類では，GPA の除外科目を設定していませんが，「フレッシュマン・セミナー」

のように P/F のみで評価される科目や他大学等で修得して認定された単位，「教職に関する科目」のよ

うに卒業要件でない科目は GPAの算定に含めません．転学類生は，転学類前の履修科目も GPAの算定

対象に含めます． 

本学類は，学生が無計画に修得単位数を増やすことよりも，各自の学習計画に沿って，受講する一つ

一つの科目において高い到達度を達成することを期待しています．GPAでは，履修放棄や成績の悪い科

目を増やすことが不利な評価につながります．なお，履修申請期間後に，一旦，履修登録を行った科目

の履修を取り消すことはできません． 

3年次に行われる主専攻の選択では，2年次末までの累積 GPAの高得点順に主専攻を決定します．GPA

の低い人は希望する主専攻にすすめない場合があります．また，早期卒業の判定や大学院推薦入学試験

の推薦者の決定にも GPAが用いられます． 

単位数対象科目の総履修登録

の単位数の単位数の単位数の単位数＋の単位数

GPA

0D2C3B4A3.4)(A
GPA


  

なお，GPAは小数点第 2位までとし，小数点第 3位以下は切り捨てます． 

 

6. 不正行為 

試験において不正行為を行った場合，当該科目または当該学期の全科目の受験が無効となります．ま

た学則上の懲戒処分の対象となり，通常は停学処分が下されます．これらの処分により，卒業が遅れる

ことになります．他人のレポートの複製や剽窃も，成績評価を偽る行為であり，本学類では試験におけ

る不正行為に準じて厳しく対応します．くれぐれも不正行為に関わらないように注意してください． 

 

7. 成績不振者への指導 

本学では卒業年度を除いて，年間の修得単位数が 15 単位未満の学生は学則により除籍処分となりま

す．ただし「修学を指導することにより，翌年度に年間 15単位以上修得することが可能と認められる」

時に限り，学群長の特別の許可によって除籍が猶予されます．翌年度も 15 単位未満しか修得できなか

った場合は無条件に除籍されます． 

本学類は，クラス担任による早い段階での履修指導や生活指導を通じ，成績不振が起きないよう努め

ますが，授業についてゆけない，勉強の方法がわからない，欠席が増えているなどの状況を自覚した時

には，自分から授業担当教員，クラス担任や学群教務・学生支援窓口，総合相談窓口，保健管理センタ

ーの学生相談室等に相談するなどしてください．成績不振が続く場合，保護者に対して単位の修得状況
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を通知し，進路の変更を含めた話し合いを行うよう促します． 

 

8. 学生による授業評価 

授業を理解するためには学生自身の学習態度がもっとも重要ですが，授業内容自体の充実・教授方法

の工夫も重要な要素です．本学類では全ての学類開設科目について，学生による授業評価を実施してい

ます． 

授業評価は次年度以降の改善のために行うもので，定型の質問にマークシートで回答する多肢選択式

調査と TWINS を用いた自由記述式アンケートから成り立っています（インターンシップ，国際インタ

ーンシップ，卒業研究は自由記述式アンケートのみ）．授業に関する具体的な意見は自由記述式アンケ

ートで回答してください．多肢選択式調査は授業の最終回に実施し，学類 Web ページで集計結果を公

表します．自由記述式アンケートによる意見は匿名化され，入力締切後に TWINS で各科目担当教員に

より参照が可能になることと併せて，学類長に一括して報告されます． 

学類の教育水準を維持・向上させるためには，成績評価の厳格化と表裏一体に，学生からの意見・評

価が不可欠です．評価に積極的に参加し，建設的な意見をお寄せください．受講中の授業に対する意見・

希望があれば早い段階で担当教員に伝えてください．実施可能なものは当該学期の授業に反映させるこ

ともあり得ます．匿名希望の場合は学類長に申し出てください． 

 

9. オフィスアワーと教員との連絡方法 

本学では，学生が予約なしに教員を訪問できる時間帯を設けており，これをオフィスアワーとよんで

います．学習上の質問，種々の手続き，生活上の相談などにオフィスアワーを活用してください．オフ

ィスアワー以外の時間帯に教員を訪問する場合は，電子メールなどで予約をとるようにしてください． 

連絡事項や休講のお知らせは，学生用掲示板（Web 掲示板 TIPS）に掲示します．学生用掲示板は毎

日確認するように習慣づけてください． 

（参考: https://twins.tsukuba.ac.jp/campusweb/campusportal.do） 

教員が学生への連絡に電子メールを使う場合は，全学計算機システムで発行される「s＋学籍番号下 7

桁@u.tsukuba.ac.jp」（例えば s1234567@u.tsukuba.ac.jp）というメールアドレス宛に送信します．普段使

うメールアドレスへの転送を設定するなどして，メールは確実に読むようにしてください．なお，2017

年度以降入学生および編入学生の場合，@u.tsukuba.ac.jp 宛のメールは「 s＋学籍番号下 7 桁

@s.tsukuba.ac.jp」宛に自動転送されるので，普段使うメールアドレスへの転送設定は@s.tsukuba.ac.jp

（Office 365）で行ってください．． 

教員にメールを送る際は，全学計算機システム（@s.tsukuba.ac.jp, @u.tsukuba.ac.jp）あるいは本学類の

メールシステム（Google Apps for klis）から送信してください．他システムからのメールは，送信者が

本当に学生本人かが不確実だからです．また，本文中に学籍番号と氏名を明記してください． 

 

10. 主専攻への配属 

主専攻はあなた自身の希望と 2年次までの成績をもとに 3年次の 4月に決定します．GPAの高得点順

に第 1希望の主専攻に配属されますが，主専攻の定員を超過した場合は，第 2希望以降の主専攻に配属

されます．主専攻の定員と主専攻別の卒論指導教員一覧は 2年次の 2月に公表します．  
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知識情報・図書館学類には，知識科学主専攻，知識情報システム主専攻，情報資源経営主専攻の三つ

の主専攻があります．  

 

11. 卒業研究 

卒業研究の指導教員は 3 年次の 11 月に仮決定します．学生は自分が所属する主専攻の指導教員一覧

から希望する教員を選択します．学生は教員の指導方針を十分理解し，指導方針を受け入れる場合のみ

応募できます．指導の前提条件に合致しない応募は無効です．応募者が定員を超えた場合，どの学生を

受け入れるかは教員が判断します．3年次の 4月に卒業要件科目を 45単位未満しか単位を修得できてい

ない場合，履修登録の上限があるので，翌年度に卒業研究着手に必要な 90 単位には到達不可能です．

そのため，卒業研究指導教員の決定プロセスには参加できません． 

卒業研究の準備（プレ卒研）は 3 年次 12 月から始めます．何をどのようにやるかは教員によります

が，単位にはなりません．授業科目としての卒業研究は 4 年次の 4月に履修登録します．4月の時点で

卒業要件科目を 90 単位以上修得できていないと，卒業研究を履修できず，指導教員の決定も白紙に戻

ります． 

卒業研究は通年科目なので，4月からの 1年間を継続して履修しなければなりません．途中で休学す

ると，翌年 4 月から 1年間かけて履修し直すことになるので注意してください．ただし，4年次途中で

留学する場合で指導教員が卒業研究遂行上有益であると認め，遠隔での継続的指導が可能である場合に

は，継続履修制度の手続きを行うことで，2 年間にわたって卒業研究を履修することが特例的に認めら

れます．単位修得のためには，着手発表，中間発表を経て，条件に適う卒業論文を提出した上で，最終

発表を行う必要があります．卒業研究が 1年間で終了しなかった場合，期間を延長して翌年度以降の各

学期末に卒業が可能です．着手あるいは中間発表ができなかった場合は，翌年 4月から 1年間かけて履

修のやり直しになります． 

原則として指導教員は変更できません．変更は当該年度の卒業研究の履修放棄と見なします．ただし，

4 年次 4月の履修申請期間までなら，新しい指導教員の了解を得られた場合に限り，そのまま卒業研究

に着手できます．そうでない場合，指導教員を次回の指導教員決定プロセスで選択し直し，改めて卒業

研究に着手することになります． 

卒業論文は印刷版と電子（PDF）版の両方の形式で提出し，電子版は学類の定める閲覧場所で誰もが

閲覧できるようにして永続的に保存します．また，卒業研究の抄録は学類の Web ページ等で一般に広

く公開します． 

 

12. 早期卒業，大学院への推薦 

2 年次終了時点で卒業に必要な単位を 90 単位以上修得し，累積 GPA が上位 3 位以内である人は早期

卒業へのチャレンジ資格を得ます．早期卒業を希望する人は，3 年次から卒業研究に着手し，秋学期末

に卒業要件を満たし，卒業研究の内容が優秀であると認められた場合はその学期末に卒業できます（細

則 7条）．  

早期卒業にチャレンジ中の人と 3 年次秋 C 終了の時点で GPA によって成績優秀と判定された人は，

大学院図書館情報メディア研究科の推薦入学試験に対する推薦を受けることができます．他の大学院へ

の推薦資格も図書館情報メディア研究科への推薦に準じて判断します．3年次編入生の GPAは編入後に
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本学で履修した科目だけで計算されることに注意してください． 

 

 

13. 外国語 

本学類の教育課程は，語学，特に英語の能力を発展させることを目標の一つとしています．そのため，

第 2外国語を必修とするとともに，2～3年次に必修科目として専門英語を置き，卒業まで継続的な語学

学習を促しています．また，一部の専門科目では英語による授業を行うほか，学類共通の専門科目であ

る「国際インターンシップ」では外国の図書館や情報センター等での就業体験の中で国際的なコミュニ

ケーション力を養うことができます． 

第 2外国語は共通科目の外国語科目の中から英語以外の 1つの言語を選択して履修します．異なる言

語の修得単位を合わせても卒業要件は満たしません（例えば，ドイツ語 1.5 単位とフランス語 1.5 単位

を履修しても卒業できません）． 

共通科目の英語は，入学直後のプレイスメントテストの結果をもとに，受講クラスが指定されます．

総合評価が D であった人は，再履修しなければなりませんが，外国語の再履修には履修クラスの授業担

当教員の許可が必要です． 

外国語の学習をさらに発展させたい人のために，2 年次以上を対象に，各国語の選択自由科目がグロ

ーバルコミュニケーション教育センター外国語教育部門（旧外国語センター）によって開設されます．

これらの科目は共通科目の選択科目として卒業要件に含めることができます．また学類開設の専門英語

が，必修科目として 2年次と 3年次に開設されます．3年次春 AB の専門英語 Bでは TOEFL-ITP のスコ

アを成績評価の判断材料とします． 

大学での単位修得だけでなく，TOEICや TOEFL，IELTS，英検など対外的に通用する語学能力検定を

受検することをお勧めします．これらの検定は大学院入試で英語に代えて課されることが増えており，

例えば図書館情報メディア研究科博士前期課程の入学試験では，TOEIC，TOEFL（PBT, iBT），IELTS

のうちいずれかのスコア提出が必要であり、それぞれ出願のための最低点が定められています（2018

年度現在）．また，米国留学にも TOEFLのスコアが必要です．高いスコアを持っていることは就職活動

でも有利に働きますし，就職後に TOEIC の受検を求められることもあります．この種の試験は，現在

の自分の実力を確かめ，着実に勉強を重ねることによって，数ヶ月後，一年後にスコアが改善していく

ものです．その意味で，早い時期から長期的に取り組むことをお勧めしています．なお，筑波大学では

3 年次を対象に春学期に TOEFL-ITP を実施し，その受検を義務化しています．必ず受検するようにして

ください． 

 

14. キャリア教育 

キャリア・ポートフォリオ(CARIO) は本学が独自に考案・推進しているキャリア教育のための教材で

す．1 冊のフォルダに，筑波大学での学生生活におけるさまざまな経験や経験を通じて気づいたことを

記録し，保存します．フレッシュマン・セミナーで，キャリア・ポートフォリオの作成を始めますが，

キャリア・ポートフォリオは一度で完成するものではなく，在学中継続して使い続けるよう設計されて

います．あなたが広い意味での進路選択に直面した時に，キャリア・ポートフォリオに記録されたあな

た自身の「気づき」が，大きな助けになるはずです．キャリア・ポートフォリオを活用するため，総合
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科目「キャリアデザイン I」をできるだけ受講するようにしてください． 

本学類では，1年次の必修科目「フレッシュマン・セミナー」「情報リテラシ実習」の一部でキャリア

教育に関する内容を扱います．3年次では，専門科目（選択）として「インターンシップ」「国際インタ

ーンシップ」があります．「インターンシップ」では，図書館や企業などで 3 週間程度の就業実習を体

験します．「国際インターンシップ」では，海外の図書館や情報センター等に 10 日間程度派遣します．

4年次では，必修科目の「知識情報特論」の中で研究や進路に関わる視野を広げられるようにします． 

 

15. 司書資格 

「図書館に関する科目」に指定されたうち 15 科目を履修することで司書の資格を取得できます．本

学類のカリキュラムでは，2年次までの専門基礎科目として 10科目を修得し，3年次以降で専門科目と

して 5科目を修得するよう計画しています．専門科目は主専攻をまたがって開講されており，いずれの

主専攻を選択しても，無理なく司書資格の取得が可能です．司書資格は公立図書館のための資格ですが，

図書館関係の専門職を目指す人には司書資格の取得を勧めます．「インターンシップ」は選択科目です

が，司書を目指す人は就職先として希望する館種の図書館を実習先に選択して受講するよう強く勧めま

す． 

 

16. 教員免許，司書教諭資格 

本学類では所定の単位を修得することで社会（中学校），公民（高校），数学（中学校・高校），情報

（高校）の教育職員免許が取得できます．2009年から教員免許更新制が導入され，一度とれば永久に有

効という資格ではなくなりました．また，免許を得るためには，学士の学位（＝大学を卒業すること），

「教職に関する科目」31 単位（高校免許は 26 単位），「教科に関する科目」20 単位，「教科又は教職に

関する科目」8単位（16単位），「その他の科目」10単位が必要です．また，中学免許取得には「介護等

体験の意義」（1単位）を受講した上で，合計 7 日間の「介護等の体験」に参加しなければなりません．

卒業のための単位と別に相当数の科目を余分に修得しなければならず，かなりの負担増になります．教

員として就職するためには中学・高校両方の免許を持つ方が有利だと言われていますが，情報は高校の

免許しかないので，社会（中学）あるいは数学（中学・高校）と組み合わせることを検討すると良いで

しょう．ただし，情報の採用は極めて少なく，社会・公民の採用は激戦です．それでも教員をめざすつ

もりなのかどうか，よく考えてください． 

「教職に関する科目」は学類ごとに受講クラスが指定されますが，本学類は原則として（「○○に限

る」と明記されていない限り）どのクラスでも受講できます．「教育実習」と「教職実践演習」を除く

「教職に関する科目」は 1～3 年次で全て修得するようにしてください．時間割などは可能な範囲で配

慮しますが，学類としてそれ以上の便宜は図りません．教員免許取得は自己責任で行ってください．「教

科に関する科目」で必修と指定されている科目は各区分における「一般的包括的な内容」を含む科目で

す．教育実習は 4年次に実施します．現場での実習で得ることは多いのですが，卒業研究や就職活動と

重なりますので，相当なハードワークになることを覚悟して臨んでください．なお，学類時間割の欄外

に教職科目の履修を想定した記述がありますが，あくまで参考にとどめ，自己責任で履修計画を立てて

ください． 

教員免許に併せて，「大学において修得すべき司書教諭講習に相当する科目」5科目を修得することで，
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司書教諭資格が取得できます．3 年次に 5 科目全てを履修し，4 年次 6 月に司書教諭講習への書類参加

（講習に代えて単位取得証明の提出によって司書教諭資格を得る手続き）を申請してください．履修が

遅れて，手続きが在学中にできなかった人は，文部科学省の窓口に書類参加手続きを行うことができま

す．司書教諭資格のための 5 科目は，教員免許の「教科または教職に関する科目」に含めることができ

ますし，同時に卒業要件上の他主専攻専門科目となります．教員免許を取得する場合は司書教諭の資格

を同時に取得するよう勧めます．なお，所定の 5科目を履修しても，教員免許を取得しないと司書教諭

資格は取得できません． 

 

17. 学芸員資格 

「博物館に関する科目」に指定されたうち 20 単位を履修し，卒業後に博物館の学芸員職として就職

することで学芸員の資格を得ることができます．つまり就職して初めて取得できる資格です．学芸員は

博物館資料の収集・保管・展示および調査研究などに関する専門的職務を行う人であり，その職務には

「博物館に関する科目」だけでなく，歴史，自然，美術など，博物館の種類に応じた分野ごとの専門的

な主題知識こそが重要です．学芸員を目指そうとする人は，本学類の専門領域が一般的な博物館で求め

られる専門領域とは異なっていることを十分認識し，どのような博物館での活躍が可能かなど，具体的

な検討の上で資格取得をめざしてください． 

 

18. テクニカルコミュニケーター専門課程 

テクニカルコミュニケーター協会が指定する科目を18単位以上取得し，協会に申請することにより，

テクニカルコミュニケーター専門課程修了認定を得ることができます．テクニカルコミュニケーターと

は，製品やサービスに関して利用者が求める情報を正確にわかりやすく表現し，効果的に伝達するため

の基礎知識と技能を有する人のことを指します．司書や学芸員のような国家資格ではありませんが，本

学類の科目を修得することでテクニカルコミュニケーター協会が認定する知識と技能を身につけたと

判断されます． 

テクニカルコミュニケーター専門課程の修了証を取得するには、自ら申請しなければなりません。課

程修了に必要とされる単位を全て修得した後、一般財団法人テクニカルコミュニケーター協会に申請書

類を提出してください。なお、必要とされる全ての単位を修得すれば申請できるので、卒業時まで待つ

必要はありません。就職活動の日程も考慮に入れ、申請してください。修了認定手続きは、以下のペー

ジの「（学生向け）TC専門課程修了認定申請」を参照してください。 

（参考: http://www.jtca.org/seminar/pro_program.html） 

 

19. 留学 

在学中に海外の協定校等に留学（交換留学）して，学類の専門教育の一部を修めることができます．

学類長の許可を経た正式な留学は本学の在学年限に加算され，留学先で履修した単位は学類教育会議の

議を経て卒業要件に算入できます．語学研修や異文化体験を目的とする留学の場合，長期休業中あるい

は大学を休学して行いますが，在学年限に算入されず，単位も認定されません．留学を成功させるには

十分な準備と計画が必要です．クラス担任に相談するとともに，留学生センターによる説明会や個別相

談を活用してください（参考：http://www.tsukuba.ac.jp/global/）．学年途中からの留学によ

192

http://www.jtca.org/seminar/pro_program.html
http://www.tsukuba.ac.jp/global/


って科目の履修が中断した場合，復学後に当該科目の履修を再開できる場合があります（継続履修制度）．

詳しくは学群教務に相談してください． 

筑波大学では海外への留学につながるさまざまなプログラムや授業が提供されています．留学を考え

ている人は学生支援やグローバルコモンズ（http://g-commons.global.tsukuba.ac.jp）で情報

収集してください．留学とは異なりますが学類共通の専門科目である「国際インターンシップ」も国際

的な経験を深める良い機会なので受講を検討してください． 

 

20. 外国人留学生および帰国生徒 

外国人留学生および「外国において相当の期間，中等教育を受けた学生」（帰国生徒）は，本人の英

語や日本語の能力に応じて，第 1外国語として英語に代えて初修外国語または日本語の履修が認められ

ることがあります．また，第 2外国語として初修外国語に代えて日本語の履修が認められることがあり

ます．教員による面接が必要ですので，必ず事前に学群教務の窓口に相談してください． 

 

21. 入学前に履修した単位・他大学で受講した単位の認定 

入学前に履修した単位は，学類が教育上有益と認める場合，本学で履修した単位として 60 単位まで

（編入学生は上限なし）を認定します．「本学で履修した単位として認定」とは，実際に受講すること

なく本学が開設した同等科目の単位を与えるという意味です．単位認定の申請は入学直後の学期にクラ

ス担任と相談しながら行ってください．筑波大学入学後に履修した単位で単位認定できるのは，単位互

換制度を結んでいる大学の単位のみです．なお，認定された単位は元の成績とは無関係に成績証明書で

は「認」とだけ表示され，GPAの計算には含まれません． 

認定された単位は卒業要件には有効ですが，司書，司書教諭，教員免許などの資格取得に使うことは

できません．ただし他大学において修得した資格科目と本学で修得した資格科目を合算して資格を取得

することはできます．例えば，他大学で司書科目の「図書館概論」相当の科目を修得している人は，資

格取得のために本学の「図書館概論」を履修する必要はありません． 

本学の科目を修得して資格取得を目指す人は，修得すべき科目で単位認定を受けないよう注意してく

ださい．単位認定を受けると修得済みとみなされ，その科目を履修できなくなります．一方，認定を受

けても，資格取得上は修得したとはみなされないので，結局資格を得ることはできません． 

筑波大学の授業科目と対応づける際には，1対 1だけでなく m対 n（m, nは科目数）の組み合わせが

可能です．ただし，実際に修得した以上の単位数を認定することはできないので，他学で m科目の履修

によって修得した合計単位数 kは，筑波大の対応する n科目の合計単位数 l以上でなければなりません

（k≧l）． 

専門基礎科目の必修科目のうち知識情報概論，知識情報演習 I/II/IIIの 4科目は本学類の学生が必ず受

講する科目と位置づけており，単位認定は行いません．また，原則として専門科目の単位認定は行いま

せん．ただし，「学校図書館論」を除く司書教諭科目 4科目については，「大学において修得すべき司書

教諭講習に相当する科目」に相当する単位を認定します． 
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科目選択ガイド 

1. 卒業要件の科目区分とクラスタ 

本学類の卒業要件は細則の別表 1に定められています．カリキュラムを学年の進行に沿って表すと表

1 の履修計画となります．履修計画では，1 年次はほとんどが必修科目ですが，徐々に選択の幅が広が

り，3 年次にはほとんど全ての科目を自分で計画的に選択しなければなりません．卒業には最低 125.5

単位が必要です．以下では基礎科目（共通科目と関連科目），専門基礎科目，専門科目の順に履修の方

法を説明しますが，その前に必修科目と選択科目の違いを理解しておきましょう．必修科目は必ず修得

しなければならない科目，選択科目は特定の目的で開設される限られた科目の中から選んで履修する科

目です． 

本学類では専門基礎科目や専門科目として開設している科目群を，専門教育としての関連性を考慮し，

クラスタという単位にまとめています．クラスタ単位に履修することで，関連した内容を有機的かつ十

分に学修できるようになっています．  

本学類の開設科目名のハイフンに続くアラビア数字は同一科目の別クラスであることを示します．同

一科目（たとえば，「テクスト解釈-1」と「テクスト解釈-3」）は重複して履修できません．また，一つ

の科目が複数の科目番号を持つ場合があります（たとえば，メディア社会学は GE21401 と GC20101の

2 つの科目番号を持つ）が，備考欄に指示された科目番号（指示がなく，GE で始まる科目番号がある

場合は GEで始まる科目番号）で履修してください．個々の科目が特定の主専攻の教育課程にとってど

のような役割を持つか（卒業要件のどの区分にあてはまるか）は科目の内容自体で決まります．科目番

号が複数あるからと言って，同じ内容を学んだのに，ある科目番号で履修すると専門基礎科目，別の科

目番号で履修すると基礎科目のように卒業要件上の区分が選択できるというものではありません． 

 

2. 基礎科目 

基礎科目は幅広く深い教養と総合的な判断力，豊かな人間性を涵養することをめざして設けられた区

分で，大学生として共通に学ぶべき科目群である共通科目と学類ごとに内容を定める関連科目に分かれ，

それぞれに修得単位数が定められています．共通科目の履修方法は全学で統一して定められています． 

本学類の平成 27年度以降の入学者は共通科目の必修科目として，総合科目 IIを 5 単位，総合科目 III

を 1単位，総合科目 Iとして「フレッシュマン・セミナー」を 1単位と「情報リテラシ実習」を 1単位

の計 2 単位，体育を 2 単位，第 1 外国語（英語）を 6 単位，第 2 外国語を 3 単位の合計 19 単位以上修

得することになっています．「フレッシュマン・セミナー」以外の総合科目 I は本来どの科目を履修し

ても良いことになっていますが，本学類では「情報リテラシ実習」（必修）を履修しなければなりませ

ん．  

共通科目の体育と外国語は学類・学年ごとに曜時限・クラスが指定されており，原則として変更でき

ません．全学で共通科目の履修の仕方は共通していますので，履修に際しては，履修要覧と掲示を注意

して読むようにしてください. 

 

3. 専門基礎科目 

専門科目の前提として学んでおくべき基礎的な科目群を専門基礎科目といい，本学類では概ね 1～2

年次を対象に開設します．いずれの主専攻にも共通する基礎的内容です．12 科目 22.5 単位の必修科目
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すべてと 21科目中 16科目（32単位）以上の選択科目を修得することが卒業の要件です．専門基礎科目

の選択科目は，できるだけ多くの科目を履修するよう計画してください*． 

・2 年次向けの専門基礎科目をすべて 2 年次に履修登録すると，共通科目 2.5 単位と合わせて 44 単位となり，キャッ

プ制のほぼ上限に達します． 

 

専門基礎科目のうち「知識と人間」クラスタの 4科目は知識科学主専攻の専門領域に関わる導入的な

内容，「知識とシステム」クラスタの 4 科目は知識情報システム主専攻の，「知識と社会」クラスタの 4

科目は情報資源経営主専攻の導入的科目群です．2 年次にはこれらの科目を学びながら，どの主専攻を

志望するかを考えてください． 

 

表 1 標準履修年次に基づく履修計画（2015年度（平成 27年度）以降入学者用） 

区分 1年 2年 3年 4年 必要 

共通 

体育 

総合 I 

総合 II 

第 1外国語（英語） 

第 2外国語 

（計 5 科目 15.5単位） 

1 

2 

5 

4.5 

3 

体育 

専門英語基礎演習 

（計 2科目 2.5単位） 

1 

1.5 

総合 III 1  19 

専
門
基
礎
科
目 

必
修 

知識情報概論 

哲学 

情報基礎 

情報基礎実習 

プログラミング演習 I 

プログラミング演習 II 

情報数学 

統計 

（計 8科目 15単位） 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

知識情報演習 I 

知識情報演習 II 

知識情報演習 III 

専門英語 A 

（計 4科目 7.5単位） 

2 

2 

2 

1.5 

  22.5 

選
択 

情報社会と法制度 

情報システム概説 

基礎数学 A 

図書館概論 

（計 4科目 8単位） 

2 

2 

2 

2 

基礎数学 B 

知的財産概論 

量的調査法 

多変量解析 

情報探索論 

質的調査法 

情報行動論 

知識発見基礎論 

知識資源組織化論 

データベース概説 

コンピュータシステム
とネットワーク 

自然言語解析基礎 

メディア社会学 

生涯学習と図書館 

公共経済学 

経営・組織論 

テクスト解釈 

（計 17科目 34単位） 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  32 

選
択 

 知的探求の世界 I 1.5 知的探求の世界 II 

 

1   

専
門
科
目 

必
修 

  主専攻実習 

専門英語 B, 

専門英語 C 

2 

1 

1 

卒業研究 6 10 

選
択 

  自主専攻の専門科目 

他主専攻・学類共通の専門科目 

20 

8 

30 

 知識情報特論 2 

合計 （必修 30.5単位） 38.5 （必修 10単位） 40 （必修 5単位） 33 （必修 6単位） 14 125.5 

合計欄に示した単位数は卒業に向けて必要な最小限の単位数を各学年に割り振った目安です．上限 45単位の範囲内で，実際には各学

年でこれよりも多くの単位を修得するよう履修計画をたててください． 
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「知的探求の世界 I」「同 II」は，三つの狙いを持って開講されます．第一の狙いは，深い教養教育の

機会の提供です．教養とは個人が社会と関わり，経験を積み，体系的な知識や知恵を獲得する過程で身

につけるものの見方，考え方，価値観の総体です．知識情報・図書館学類は，多様なものの見方，考え

方を学ぶ機会を提供していますが，それに対して，一つの主題領域を深く学ぶ過程を経験する機会とし

て「知的探求の世界」を位置づけます．二つめの狙いは，カリキュラムの枠組みを超えた自由な学びの

場の提供です．本学類には人文学，社会科学，理工学など多様な専門領域を持つ教員が揃っています．

その多様性を活かして，カリキュラムの構成とは別に，その枠を超えた自由な教育の場として，「知的

探求の世界」を位置づけます．三つ目の狙いは，教員との長い，深い接触のもとで行われる少人数教育

の提供です．教育には単なる知識の伝達を超えたものの見方，考え方，知恵，技といったものの伝承と

いう側面もあります．師と弟子のような，しかし現代的な自由な関係の中での少人数教育として，「知

的探求の世界」を位置づけます． 

そのため，「知的探求の世界」は各教員がカリキュラムの枠を超えて自由に特定領域を設定し，内容

も方法も全く自由に構成します．しかも，教員の講義を聞いて受動的に学ぶスタイルではなく，教員の

ガイドのもとに学生が自分で学ぶことを基本とします．例えば，その領域の古典の講読に集中する場合

もあるでしょうし，入門から発展までの講読を体系的に進めることもあるかもしれません．演習を通じ

てある技術を深く習得する場合もあるでしょう．「知的探求の世界」は，2年次から 1 年半という長い期

間をかけて継続的に，入門から一定の深さに至るまでの一貫した学習ができるようにします．しかし，

卒業研究が始まるまでには終わり，卒業研究と並行して履修することはありません．また，卒業研究の

指導と知的探求の世界の履修は連動しません．卒業研究の指導教員は，卒業研究指導教員の決定プロセ

スに従って定めます．結果的に同じ指導教員になることもあり得ます．「知的探求の世界 I」「同 II」は，

万人向けの内容ではないので，科目の趣旨をよく考えて受講してください． 

 

4. 専門科目 

3 年次に主専攻が決まると，自分が所属する主専攻の主専攻実習を履修しなければなりません．また

「専門英語 B」（春 AB）と「同 C」（秋 AB）も必修科目です．  

3～4年次には，自分の主専攻の専門科目を 20単位（10 科目）以上，他の主専攻の専門科目あるいは

学群共通科目（専門科目）や学類共通の専門科目から合計して 8単位（4科目）以上を修得してくださ

い．主専攻ごとに 17 科目前後の選択科目が開設されます．他主専攻の主専攻実習は他主専攻の専門科

目の一つとして（実習の定員範囲内で）履修できます．卒業に必要な専門科目の大半は 3年次に履修で

きるはずです．4 年次は知識情報特論を学期に各 1 科目（計 2 単位）と卒業研究（6 単位）を必ず履修

してください．4年次には多くの時間を卒業研究に使えるよう計画してください． 

 

5. 自由に選択できる科目 

卒業のために必要な 125.5 単位のうち 12単位は，あなた自身の興味・目的に沿って自律的・計画的に

学習できます．これは 2014 年度まで「自由科目」と呼ばれていた科目区分です．外国語の学習を深め

ても良いでしょうし，あなたが興味を持っている他学類の専門領域を学んでも良いでしょう．本学類の

専門領域を深く学ぶために専門科目や専門基礎科目を人よりも多く学ぶことも可能です． 
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ただし，12単位分を履修する際，科目区分や科目ごとに卒業要件として認められる単位数の上限が決

められています．たとえば，専門基礎科目の選択科目は 8単位まで（合計で 40単位まで），専門科目の

選択科目は 8 単位まで（合計で 38 単位まで）が卒業要件として認められます．したがって，他の区分

の科目と合わせて，12単位以上とする必要があります． 

共通科目のうち，5 単位を超えて修得した総合科目 II，1 単位を超えて修得した総合科目 III，自由科

目として開設される体育の単位なども，この 12単位分に含めることができます． 

関連科目については，博物館に関する科目，他学類の開設科目を含めることができます．一方，「教

職に関する科目」をこの 12 単位に含めることはできません．なお，他学類の科目を履修する場合は，

標準履修年次を尊重し，シラバス（他学類のシラバスは各学類の Web サイトで公開されています）で

受講制限の有無や前提となる科目や知識等を良く確認してください．また初回の授業には必ず出席し，

担当教員に受講の可否を確認することをお勧めします．一般に，基礎的な知識を持たずに専門性の高い

科目を受講しても単位修得は困難ですし，授業形態によっては他の受講者の迷惑にもなります． 

 

表 2 自由に選択できる科目の上限 

区分 カテゴリ等 上限 

共通科目 

総合科目 I 

12 

総合科目 II 

総合科目 III 

体育 

国語 

芸術 

外国語 

関連科目 

博物館に関する科目 

12 自由科目（特設） 

他学類の開設科目 

専門基礎科目 
選択科目 

8 
知的探求の世界 

専門科目 
自主専攻 

8 
他主専攻・共通 

 

専門基礎科目では，32単位を超えて修得した選択科目と「知的探求の世界」を合計 8単位まで自由に

選択できる科目に含めることができます．また，専門科目では， 20 単位を超えて履修した自主専攻の

専門科目，8 単位を超えて履修した他主専攻や学群共通・学類共通の専門科目を合計 8 単位まで自由に

選択できる科目に含めることができます． 
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卒業研究のてびき 

卒業研究とその成果物 

本学類では卒業研究は必修科目であり，学士の学位を取得して卒業するために必ず通過しなければならな

い関門です．それと同時に，卒業研究はみなさんが初めて取り組む研究活動であり，小さいながらも知識情

報学分野の研究テーマに自律的に取り組んで，その方法論的基盤を獲得することを目標にしています． 

その達成プロセスとして，研究の実施，卒業論文の作成，その成果の発表がみなさんに求められます．目

標達成の証拠として，みなさんが提出しなければならないものは以下の 4点です． 

a. 抄録（A4判 1頁にまとめた研究成果の要旨）1部 

b. 卒業論文 1部 

c. 電子版抄録（aをそのまま PDFに変換したもの） 

d. 電子版卒業論文（bをそのまま PDFに変換したもの） 

 いずれも様式と仕様が定められています．日程と提出場所の詳細は別途公表します． 

 

成績評価 

卒業研究に対する成績評価は通常の科目と同様に A+から Dの 5段階でおこなわれます．評価の前提とし

て， 

・着手発表会，中間発表会，最終発表会で発表していること 

・卒業論文およびその抄録（電子版を含む）を指定日時までに提出していること 

が必要です．成績評価に先立ち，まず合否判定が行われます．合否判定の第一段階は，最終発表会での発表

に対して行われ，最終発表会に出席した主専攻担当教員および協力教員が「優れている」「十分」「不十分」

の記名評価を行います．教員は以下の五つの判断基準のひとつ以上に該当すると判断した場合に「不十分」

の判定を下します． 

仕事 卒業研究として十分な作業量がない 

課題 目的に対して，研究の位置づけや課題の設定に明らかな問題がある 

手法 設定された課題に対して妥当な研究方法が選ばれていない 

結果 結果の正確性，妥当性のいずれかに重大な疑問がある 

論理 説明に飛躍や矛盾が多い 

指導教員が「不十分」と判定した場合または 3 名以上の教員が「不十分」と判定した場合は再審査を実

施します．再審査では，主専攻主任が指名する 3 名の教員（原則として，指導教員，不十分判定を下した

教員，不十分以外の判定を下した教員）から構成される審査委員会が，提出された論文，最終発表会での発

表内容，指導教員による当該研究過程の説明を踏まえて合否判定を行います．判断基準は同じく上記の 5

つです． 

合否判定の結果や再審査の対象者名は学生には一切周知しません．再審査は学生を交えずに実施し，再発

表や口頭試問を課すことなく合否を判断します．なお，再審査の結果，成績報告期限までに論文修正を求め

ることがあります．この場合，期限までに要求された修正が確認できれば合格，できなかった場合は不合格

（D）となります．合格者の成績（A+/A/B/C）は論文，最終発表，研究過程，再審査を経た場合は審査委

員会での評価を総合的に加味して指導教員が判断します． 

以上が成績評価のプロセスですが，上記の審査とは別に，指導教員の判断により，主専攻担当教員に卒業
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論文の査読を依頼することがあります．査読は成績評価とは無関係な手続きで，論文に対する改善意見を第

三者から得ることを目的としています．学生は査読報告にもとづいて，期限までに必ず卒業論文を修正しな

ければなりません．ただし，再審査になった場合，査読者は原則として審査委員に指名されるので，審査委

員会からの修正要求があった場合は査読報告による修正よりも優先して対処してください． 

再審査における卒業論文の修正，査読に対する修正のいずれも電子版の卒業論文を更新する形で行います

が，提出済みの印刷版卒業論文と全く異なる内容にしてはいけません．許されるのはあくまで完成度を高め

るための軽微な修正に限ります．自主的に修正する場合も同様です． 

 

成果の公表 

卒業論文はみなさん自身の研究成果ではありますが，指導教員や本学類の教育の成果でもあります．また，

卒業研究は多くの先行研究を踏まえて行われ，それら研究成果が入手できなければ，みなさんの卒業研究の

進捗に大きく影響したはずです．みなさんの研究成果を組織的に保存し，必要とする人の利用に供すること

は学類の理念を実践することであり，本学類を卒業するみなさんにとっては社会的な義務であるとも言えま

す． 

そのため，本学類では次の二つの方法で成果の公表を行います．ひとつは抄録の公開です．抄録は製本し

てみなさんに配布するだけでなく，本学附属図書館に納めます．また，本学類に興味を持つ，あるいはみな

さんの研究テーマに興味を持つ誰もがアクセスできるように，電子版を学類の Webページからも公開しま

す． 

第二は卒業論文本体の公表です．卒業研究をすすめるにあたって，同じ研究室の先輩の卒業論文を参考に

した人は少なくないでしょう．抄録集から別の研究室で自分のテーマに近い研究が行われていたことを発見

し，その卒業論文を探した人もいるかもしれません．また，研究室を決めるときに，その研究室の卒業論文

を読んでみたいと思うこともあるでしょう．これまで，過去に提出された卒業論文を読む確実な方法はあり

ませんでした．知識情報・図書館学類では，みなさんが提出した電子版の卒業論文を永続的に保存し，図書

館情報学図書館内からのみアクセスできるという制限をつけて閲覧に供することとしました．想定される主

な利用者はみなさんの後輩である知識情報・図書館学類生です． 

なお，これから雑誌論文として投稿する等，一時的に公表を避けなければいけない事情がある場合は，論

文の公表を猶予することができます．指導教員とも相談の上，論文提出と同時に公表猶予申請書を提出して

ください．猶予期間は原則 1 年です．抄録にはそのような制度を設けていません．抄録，卒業論文ともに

みなさんの著作物ですが，これから卒業研究を行う後輩たちのために，また，学類の英知を結集するために，

みなさんの貴重な研究成果が必要です．本学類はこのような理由に基づき，卒業研究の蓄積と公開・公表を

行うという方針を採用しています． 

 

199



MEMO 

 

200



 

 

 

 

 

 

 

資  料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

201



202



（６）情報学群履修細則 

 

平成１９年４月１日  

情報学群部局細則第３号 

改正 平成２０年情報学群部局細則第１号 

平成２０年情報学群部局細則第２号 

平成２２年情報学群部局細則第１号 

平成２３年情報学群部局細則第１号 

平成２４年情報学群部局細則第１号 

平成２５年情報学群部局細則第１号 

平成２５年情報学群部局細則第２号 

平成２６年情報学群部局細則第１号 

平成２６年情報学群部局細則第２号 

平成２８年情報学群部局細則第１号 

平成２８年情報学群部局細則第２号 

平成２８年情報学群部局細則第３号 

 

（趣旨） 

第１条 この部局細則は、筑波大学学群学則（平成１６年法人規則第１０号。以下「学群学則」という。）第１条の２第

１項、第２５条、第２５条の２第２項、第２８条、第３１条、第３３条第１項、第３５条第３項、第３９条及び第４０

条の規定に基づき、情報学群における人材養成に関する目的その他教育研究上の目的（次条において「人材養成目的」

という。）、教育課程の編成及びその履修に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（人材養成目的） 

第１条の２ 学群学則第１条の２第１項の規定に基づき、情報学群では、知識と情報の記録、蓄積、共有、加工、利用と

いった諸活動にかかわる様々な情報技術やその原理となる科学を理解し、それらを使いこなす「21 世紀の創造を担う

人材」を養成する。また、科学的、技術的な側面だけでなく、人間の知的行動や社会的・文化的基盤についても十分な

知見を身につけることを目指す。 

２ 各学類の人材養成目的は、次の表のとおりとする。 

学   類 人材養成目的 

情  報  科  学  類 現代社会の原動力である情報を生成・伝達・変換・活用するための工学的な技術やその

原理となる数理や自然科学を理解し、それを実社会における様々な問題に適用して解決

する実践力を備え、グローバルな視点に立って情報技術の発展を主体的に担うことがで

きる人材を養成する。 

情報メディア創成学類 これからのネットワーク情報社会を発展させるために不可欠な基盤的技術分野や、

Web・映像・音楽などの多種多様な情報をコンテンツとして扱い流通させる分野などに

おいて、革新的技術や科学的理論を創造的に生み出すことができる技術者、研究者を養

成する。 

知識情報・図書館学類 知識や情報を活用する能力を育み、関連する社会制度と技術の専門教育を行う。これら

の教育を通じて、知識資源の形成、加工、流通、利用の発展に寄与する専門家と人間、

社会、技術にわたる総合的視野や問題解決能力を持った職業人を育成する。 
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（主専攻分野） 

第２条 学群学則第２５条の部局細則で定める主専攻分野は、次の表のとおりとする。 

学   類 主 専 攻 分 野  

情 報 科 学 類 ソフトウェアサイエンス、情報システム、知能情報メディア 

情報メディア創成学類 情報メディア創成 

知識情報・図書館学類 知識科学、知識情報システム、情報資源経営 

 

（履修方法） 

第３条 学群学則第３９条第１項の部局細則で定める情報学群における主専攻分野別の「専門科目」、「専門基礎科目」

及び「基礎科目」ごとの卒業に必要な履修科目及び履修単位数は、別表第 1のとおりとする。この場合において、「基

礎科目」のうち、「共通科目・情報」の単位については、情報科学類にあっては「専門科目」、情報メディア創成学類

及び知識情報・図書館学類にあっては「専門基礎科目」の履修により修得した単位をもって充てるものとする。 

 

（主専攻分野の選択条件） 

第４条 学群長は、学生の主専攻分野について、学生の希望を勘案し、入学した年次終了時以降に選考を行い、学類教育

会議及び学群運営委員会の議を経て決定する。 

２ 学生が主専攻分野を選択するにあたって、あらかじめ、履修すべき授業科目及び単位数は、別表第２のとおりとする。 

 

（履修科目の登録の上限） 

第５条 学群学則第３３条第１項の部局細則で定める履修科目の登録の上限は、４５単位とする。ただし、編入学を許可

された者の履修科目の登録の上限は、入学した年に限り５５単位とする。これらの場合において、「教職に関する科目」

は、この単位数に含めない。 

２ 学群学則第３３条第２項の部局細則で定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる場合の要件及び単

位数は、次の表のとおりとする。 

学   類 要         件 単位数 

情 報 科 学 類 (1) 前年度において卒業の要件として必要な単位を４０単位以上

修得し、その６０％以上が「Ａ＋」又は「Ａ」である者 

(2) 学類長が特別な事情があると認めた者 

５５単位 

情報メディア創成学類 (1) 前年度において卒業の要件として必要な単位を４０単位以上

修得し、履修申請を行った全科目の単位数（ただし教職に関する

科目は除く）の６０％以上が「Ａ＋」又は「Ａ」である者 

(2) 学類長が特別な事情があると認めた者 

５５単位 

知識情報・図書館学類 (1) 前年度において卒業の要件として必要な単位を４０単位以上

修得し、その７０％以上が「Ａ＋」又は「Ａ」である者 

(2) 学類長が特別な事情があると認めた者 

５５単位 

 

（成績の評価） 

第６条 学群学則第３５条第３項の部局細則で定める合格及び不合格の評語を用いることができる授業科目は、「フレッ

シュマンセミナー」及び「グローバルチャレンジ演習」とする。 

２ 学群のＧＰＡ制度における学期ＧＰＡ及び累積ＧＰＡの対象から除かれる科目は、次の表のとおりとする。  
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学   類 学期ＧＰＡ及び累積ＧＰＡ対象除外科目 

情 報 科 学 類 基礎科目-関連科目 

情報メディア創成学類 関連科目-自由科目 

知識情報・図書館学類 なし 

 

（早期卒業） 

第７条 学群学則第４０条に規定する早期卒業の対象者及び基準は、次の表のとおりとする。 

学   類 対  象  者 基    準 

情 報 科 学 類 ２年次終了時において卒業の要件として必要な単位を

８５単位以上修得し、かつ、成績が上位１０％以内に

ある者について、卒業の見込み等を総合的に勘案して

判断する。 

３年以上在学し、卒業要件と

して定めている１２６単位を

修得した者 

情報メディア創成学類 ２年次終了時において卒業の要件として必要な単位を

８５単位以上修得し、その９０％以上が「Ａ＋」又は

「Ａ」である者について、卒業の見込み等を総合的に

勘案して判断する。 

３年以上在学し、卒業要件と

して定められた所定単位を修

得すること。 

知識情報・図書館学類 秋学期終了時において卒業の要件として必要な単位を

９０単位以上修得し、成績が上位３位以内である者 

卒業研究の内容が優秀である

と認められた者 

 

（雑則） 

第８条 この部局細則に定めるもののほか、主専攻分野の選択時期、卒業研究の選択及び提出時期その他学類における授

業科目の履修に関し必要な事項は、学類教育会議の議を経て、学類長が定め、学内に公示するものとする。 

 

 

附 則 

この部局細則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

附 則（平２０．１．１６情報学群部局細則１号） 

１ この部局細則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年度入学者にあっては、この部局細則による改正後の別表第１及び別表第２の規定にかかわらず、なお従前

の例による。 

 

附 則（平２０．４．１情報学群部局細則２号） 

１ この部局細則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

附 則（平２２．２．１８情報学群部局細則１号） 

１ この部局細則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

205



附 則（平２３．２．１７情報学群部局細則１号） 

１ この部局細則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

附 則（平２４．２．１５情報学群部局細則１号） 

１ この部局細則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

附 則（平２５．１．１６情報学群部局細則１号） 

１ この部局細則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

附 則（平２５．１１．１３情報学群部局細則２号） 

１ この部局細則は、平成２５年７月１日から施行し、同年４月１日から適用する。 

２ 平成２４年度以前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

附 則（平２６．１．１５情報学群部局細則１号） 

１ この部局細則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

附 則（平２６．１２．２４情報学群部局細則２号） 

１ この部局細則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、改正前の筑波大学情報学群履修細則第２条の規定により、主専攻を情報経営・図書館とす

る者にあっては、改正後の筑波大学情報学群履修細則第２条の規定により、主専攻を情報資源経営とする者とする。 

 

附 則（平２８．１．２７情報学群部局細則１号） 

１ この部局細則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 

 

附 則（平２８．６．８情報学群部局細則２号） 

１ この部局細則は、平成２８年６月８日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、改正後の筑波大学情報学群履修

細則第６条第１項の規定を除き、なお従前の例による。 

 

附 則（平２８．１２．６情報学群部局細則３号） 

１ この部局細則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ この部局細則の施行前に情報学群に入学した者に適用される履修方法等にあっては、なお従前の例による。 
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（別表１ 平成 28年度以降入学者対象） 
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（別表１ 平成 27年度入学者・平成 29年度編入学者対象） 
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科

目
と

す
る

こ
と

又
は

同
一

の
科

目
欄

の
他

の
授

業
科

目
と

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

　
　

　
3
．

各
科

目
欄

に
掲

げ
る

記
号

及
び

番
号

は
授

業
科

目
番

号
で

、
当

該
記

号
及

び
番

号
で

始
ま

る
授

業
科

目
の

グ
ル

ー
プ

を
表

す
。

　
　

　
4
．

「
総

合
科

目
」

、
「

体
育

」
、

「
外

国
語

」
、

「
国

語
」

及
び

「
芸

術
」

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

授
業

科
目

と
し

て
開

設
し

て
い

る
も

の
の

う
ち

か
ら

、
「

基
礎

科
目

（
共

通
科

目
）

の
履

修
方

法
」

に
し

た
が

っ
て

履
修

す
る

。

　
　

　
5
．

総
合

科
目

Ⅱ
に

つ
い

て
は

、
科

目
群

Ａ
及

び
科

目
群

Ｂ
の

そ
れ

ぞ
れ

か
ら

２
単

位
を

含
む

合
計

５
単

位
を

必
修

と
す

る
。

　
　

　
6
．

編
入

学
又

は
転

入
学

を
許

可
さ

れ
た

者
及

び
入

学
前

又
は

入
学

後
に

他
大

学
等

に
お

い
て

授
業

科
目

を
履

修
し

、
又

は
学

修
を

行
っ

た
者

で
、

他
大

学
等

に
お

い
て

「
専

門
英

語
Ａ

」
に

相
当

す
る

科
目

を
履

修
し

た
も

の

　
　

　
 
 
 
に

係
る

当
該

授
業

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
修

得
単

位
数

は
、

こ
の

表
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 
　

　
　

　
　

　
 
 
専

門
英

語
Ａ

　
　

１
単

位
　

　
　

　
　

　
7
．

知
識

情
報

・
図

書
館

学
類

長
が

教
育

上
有

益
と

認
め

る
場

合
は

、
こ

の
表

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

第
１

外
国

語
と

し
て

英
語

以
外

の
外

国
語

の
選

択
を

認
め

る
こ

と
が

あ
る

。

　
　

　
8
．

卒
業

研
究

の
履

修
に

当
た

っ
て

は
、

卒
業

に
必

要
な

履
修

科
目

の
中

か
ら

合
計

9
0
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る
（

卒
業

に
必

要
な

未
修

得
単

位
が

3
5
.
5
単

位
以

下
と

な
っ

て
い

る
）

こ
と

と
す

る
。

　
　

　
（

注
：

平
成

2
7
年

度
以

降
の

開
講

形
態

に
合

わ
せ

て
修

正
）

0
0

0
～

1
2

0
0

2
2
.
5

3
2
～

4
0

0
1
9

0
～

1
2

情 報 資 源 経 営

総
合

科
目

Ⅰ
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
を

含
む
）

Ｇ
Ａ

、
Ｇ

Ｅ
、

共
通

科
目

、
及

び
教

職
に

関
す

る
科

目
以

外
情

報
資

源
経

営
実

習

第
１

外
国

語
(
英

語
)

第
２

外
国

語
(
初

修
外

国
語

)

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

主 専 攻 分 野

卒
  
業
 
 
に
 
 
必
 
 
要
 
 
な
 
 
履
 
 
修
 
 
科
 
 
目
 
 
及
 
 
び
 
 
修
 
 
得
 
 
単
 
 
位
 
 
数

専
  
 
  
門
 
 
  
 
科
 
 
  
 
目

専
  
門
 
 
基
 
 
礎
 
 
科
 
 
目

基
  
 
  
 
礎
 
 
  
 
 科

  
 
  
 
目

計
合 　 　 計

共
  
 
  
通
 
 
  
 
科
 
 
  
 
目

関
  
 
 連

  
 
 科

  
 
 目

必 修 科 目

選 択 科 目

自 由 科 目

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目
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（別表 1 平成 23～26年度入学者・平成 25～28年度編入学者対象） 

 

卒
業

研
究

6
Ｇ

Ｅ
６

2
0
Ｇ

Ｅ
４

0
～

8
情

報
基

礎
2
Ｇ

Ｅ
２

3
2
Ｇ

Ｅ
２

0
～

8
2

―
―

総
合

科
目

I
―

―
―

―
0
～

1
2

5
1
.
5

6
2

1
2

1
2
5
.
5

専
門

英
語

Ｂ
1

Ｇ
Ｅ

６
情

報
基

礎
実

習
1
Ｇ

Ａ
Ｇ

Ｅ
３

総
合

科
目

I
I

専
門

英
語

Ｃ
1

Ｇ
Ｅ

７
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
2

Ｇ
Ａ

体
育

知
識

科
学

実
習

2
Ｇ

Ｅ
８

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

2
総

合
科

目
Ⅱ

6
外

国
語

Ｇ
Ｅ

４
8
　

情
報

数
学

2
体

育
2

国
語

Ｇ
Ｅ

７
統

計
2

6
芸

術

Ｇ
Ｅ

８
哲

学
2

知
識

情
報

概
論

2
3

知
識

情
報

特
論

2
専

門
英

語
Ａ

1
.
5

知
識

情
報

演
習

Ⅰ
2

知
識

情
報

演
習

Ⅱ
2

知
識

情
報

演
習

Ⅲ
2

単
位

合
計

1
0

5
1
.
5

6
2

1
2

1
2
5
.
5

卒
業

研
究

6
Ｇ

Ｅ
７

2
0
Ｇ

Ｅ
４

0
～

8
情

報
基

礎
2
Ｇ

Ｅ
２

3
2
Ｇ

Ｅ
２

0
～

8
2

―
―

総
合

科
目

I
―

―
―

―
0
～

1
2

5
1
.
5

6
2

1
2

1
2
5
.
5

専
門

英
語

Ｂ
1

Ｇ
Ｅ

６
情

報
基

礎
実

習
1
Ｇ

Ａ
Ｇ

Ｅ
３

総
合

科
目

I
I

専
門

英
語

Ｃ
1

Ｇ
Ｅ

７
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
2

Ｇ
Ａ

体
育

2
Ｇ

Ｅ
８

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

2
総

合
科

目
Ⅱ

6
外

国
語

Ｇ
Ｅ

４
8
　

情
報

数
学

2
体

育
2

国
語

Ｇ
Ｅ

６
統

計
2

6
芸

術

Ｇ
Ｅ

８
哲

学
2

知
識

情
報

概
論

2
3

知
識

情
報

特
論

2
専

門
英

語
Ａ

1
.
5

知
識

情
報

演
習

Ⅰ
2

知
識

情
報

演
習

Ⅱ
2

知
識

情
報

演
習

Ⅲ
2

単
位

合
計

1
0

5
1
.
5

6
2

1
2

1
2
5
.
5

0
　

　
　

0
～

1
2

0
0

　
　

　
0
～

1
2

知
識

情
報

シ
ス

テ
ム

実
習

第
一

外
国

語
(
英

語
)

第
二

外
国

語
(
初

修
外

国
語

)

3
0

0
～

8
2
2
.
5

3
2

0
～

8
1
9

0
　

　
　

0
～

1
2

0
0

　
　

　
0
～

1
2

知 識 情 報 シ ス テ ム

総
合

科
目

Ⅰ
（

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
・

セ
ミ

ナ
ー

を
含

む
）

Ｇ
Ａ

、
Ｇ

Ｅ
、

共
通

科
目

、
及

び
教

職
に

関
す

る
科

目
以

外
0
～

1
2

3
0

0
～

8
2
2
.
5

3
2

0
～

8
1
9

知 識 科 学

総
合

科
目

Ⅰ
（

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
・

セ
ミ

ナ
ー

を
含

む
）

Ｇ
Ａ

、
Ｇ

Ｅ
、

共
通

科
目

、
及

び
教

職
に

関
す

る
科

目
以

外
0
～

1
2

第
一

外
国

語
(
英

語
)

第
二

外
国

語
(
初

修
外

国
語

)

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

選 択 科 目

自 由 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

関
 
 
 
 
連

 
 
 
 
科

 
 
 
 
目

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

主 専 攻 分 野

卒
 
 
業

 
 
に

 
 
必

 
 
要

 
 
な

 
 
履

 
 
修

 
 
科

 
 
目

 
 
及

 
 
び

 
 
修

 
 
得

 
 
単

 
 
位

 
 
数

専
 
 
 
 
 
門

 
 
 
 
 
科

 
 
 
 
 
目

専
 
 
門

 
 
基

 
 
礎

 
 
科

 
 
目

基
 
 
 
 
 
 
礎

 
 
 
 
 
 
科

 
 
 
 
 
 
目

計
合 　 　 計

共
 
 
 
 
 
通

 
 
 
 
 
科

 
 
 
 
 
目
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卒
業

研
究

6
Ｇ

Ｅ
８

2
0
Ｇ

Ｅ
４

0
～

8
情

報
基

礎
2
Ｇ

Ｅ
２

3
2
Ｇ

Ｅ
２

0
～

8
2

―
―

総
合

科
目

I
―

―
―

―
0
～

1
2

5
1
.
5

6
2

1
2

1
2
5
.
5

専
門

英
語

Ｂ
1

Ｇ
Ｅ

６
情

報
基

礎
実

習
1
Ｇ

Ａ
Ｇ

Ｅ
３

総
合

科
目

I
I

専
門

英
語

Ｃ
1

Ｇ
Ｅ

７
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅰ
2

Ｇ
Ａ

体
育

2
Ｇ

Ｅ
８

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅱ

2
総

合
科

目
Ⅱ

6
外

国
語

Ｇ
Ｅ

４
8
　

情
報

数
学

2
体

育
2

国
語

Ｇ
Ｅ

６
統

計
2

6
芸

術

Ｇ
Ｅ

７
哲

学
2

知
識

情
報

概
論

2
3

知
識

情
報

特
論

2
専

門
英

語
Ａ

1
.
5

知
識

情
報

演
習

Ⅰ
2

知
識

情
報

演
習

Ⅱ
2

知
識

情
報

演
習

Ⅲ
2

単
位

合
計

1
0

5
1
.
5

6
2

1
2

1
2
5
.
5

（
注

）
1
．

こ
の

表
に

掲
げ

る
単

位
数

は
、

卒
業

に
必

要
な

最
少

の
数

値
を

表
す

。

　
　

　
2
．

同
一

の
授

業
科

目
を

重
複

し
て

、
他

の
科

目
欄

の
授

業
科

目
と

す
る

こ
と

又
は

同
一

の
科

目
欄

の
他

の
授

業
科

目
と

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

　
　

　
3
．

各
科

目
欄

に
掲

げ
る

記
号

及
び

番
号

は
、

授
業

科
目

番
号

で
、

当
該

記
号

及
び

番
号

で
始

ま
る

授
業

科
目

の
グ

ル
ー

プ
を

表
す

。

　
　

　
4
．

「
総

合
科

目
」

、
「

体
育

」
、

「
外

国
語

」
、

「
国

語
」

及
び

「
芸

術
」

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

授
業

科
目

と
し

て
開

設
し

て
い

る
も

の
の

う
ち

か
ら

、
「

基
礎

科
目

（
共

通
科

目
）

の
履

修
方

法
」

に
し

た
が

っ
て

履
修

す
る

。

　
　

　
5
．

総
合

科
目

Ⅱ
に

つ
い

て
は

、
科

目
群

Ａ
及

び
科

目
群

Ｂ
の

そ
れ

ぞ
れ

か
ら

２
単

位
を

含
む

合
計

６
単

位
を

必
修

と
す

る
。

　
　

　
6
．

編
入

学
又

は
転

入
学

を
許

可
さ

れ
た

者
及

び
入

学
前

又
は

入
学

後
に

他
大

学
等

に
お

い
て

授
業

科
目

を
履

修
し

、
又

は
学

修
を

行
っ

た
者

で
、

他
大

学
等

に
お

い
て

「
総

合
科

目
」

、
「

専
門

英
語

Ａ
」

に
相

当
す

る
科

目
を

履
修

し
た

も
の

に

　
　

　
 
 
 
係

る
当

該
授

業
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

修
得

単
位

数
は

、
こ

の
表

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

　
　

　
　

　
　

　
 
総

合
科

目
Ⅰ

及
び

Ⅱ
　

　
　

８
単

位
　

　
　

 
専

門
英

語
Ａ

　
　

１
単

位
　

　
　

　
　

　
7
．

卒
業

研
究

の
履

修
に

当
た

っ
て

は
、

卒
業

に
必

要
な

履
修

科
目

の
中

か
ら

合
計

9
0
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る
（

卒
業

に
必

要
な

未
修

得
単

位
が

3
5
.
5
単

位
以

下
と

な
っ

て
い

る
）

こ
と

。

（
注

　
平

成
2
7
年

度
以

降
の

開
講

形
態

に
合

わ
せ

て
修

正
）

0
　

　
　

0
～

1
2

0
0

　
　

　
0
～

1
2

3
0

0
～

8
2
2
.
5

3
2

0
～

8
1
9

選 択 科 目

自 由 科 目

情 報 資 源 経 営

総
合

科
目

Ⅰ
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
を

含
む
）

Ｇ
Ａ

、
Ｇ

Ｅ
、

共
通

科
目

、
及

び
教

職
に

関
す

る
科

目
以

外
0
～

1
2

情
報

資
源

経
営

実
習

第
一

外
国

語
(
英

語
)

第
二

外
国

語
(
初

修
外

国
語

)

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

単 位 数

選 択 科 目

単 位 数

自 由 科 目

単 位 数

必 修 科 目

主 専 攻 分 野

卒
  
業
 
 
に
 
 
必
 
 
要
 
 
な
 
 
履
 
 
修
 
 
科
 
 
目
 
 
及
 
 
び
 
 
修
 
 
得
 
 
単
 
 
位
 
 
数

専
  
 
  
門
 
 
  
 
科
 
 
  
 
目

専
  
門
 
 
基
 
 
礎
 
 
科
 
 
目

基
  
 
  
 
礎
 
 
  
 
 科

  
 
  
 
目

計
合 　 　 計

共
  
 
  
通
 
 
  
 
科
 
 
  
 
目

関
  
 
 連

  
 
 科

  
 
 目

必 修 科 目
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教職課程（教科に関する科目） 

 

情報学群 知識情報・図書館学類 

免
許
教
科 

免許法に規定する科目 

区   分 
本学における開設授業科目 

（開設学群・学類） 
備 考 

教科に関する科目 
最低修得単位数 

中学校 

社

会 

日本史及び外国史 １以上 日本史及び外国

史 

（比較文化学類開設） 

◎日本研究概論Ⅰ・Ⅱ(2科目ｾｯﾄ)（2018年

度～） 

（日本語・日本文化学類開設） 

◎日本の歴史概論（～2018年度） 

（知識情報・図書館学類開設） 

日本図書学 

下線は2

つのう

ち1つを

選択必

修 

 （比較文化学類開設） 

◎欧米研究概論 

◎アジア研究概論 I（2018年度～） 

（日本語・日本文化学類開設） 

◎東洋の歴史と文化（～2018年度） 

（知識情報・図書館学類開設） 

中国図書学（～2017年度）， 

図書館文化史論 

下線は2

つのう

ち1つを

選択必

修 

地理学（地誌を含む。） １以上 地理学（地誌を

含む。） 

（地球学類開設） 

◎人文地理学， 

◎地誌学 

（知識情報・図書館学類開設） 

教育文化政策 

 

「法律学，政治学」 １以上 「法律学，政治

学」 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎情報法， 

知的財産権論Ａ， 

図書館情報法制度論（～2015年度） 

 

「社会学，経済学」 １以上 「社会学，経済

学」 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎メディア社会学， 

量的調査法， 

メディア社会文化論， 

質的調査法， 

情報行動論， 

情報経済論（～2017年度）， 

経営・組織論 

 

「哲学，倫理学，宗教

学」 

１以上 「哲学，倫理学，

宗教学」 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎哲学， 

知識論 

 

合  計 

（中学一種） 
２０    

（注）1. 本学における開設授業科目の欄中，◎の付してあるものは，免許取得の際の必修科目を表す。 

   2. 平成29年度以前に修得した「日本研究概論 I・II（2科目ｾｯﾄ）」および「アジア研究概論 I」は教科に関する科目

とはならない。 
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情報学群 知識情報・図書館学類 

免
許
教
科 

免許法に規定する科目 

区   分 
本学における開設授業科目 

（開設学群・学類） 
備 考 

教科に関する科目 
最低修得単位数 

高等学校 

公 
 

 
 

 
 

 

民 

「法律学（国際法を含

む。），政治学（国際政

治を含む。）」 

１以上 「法律学（国際

法を含む。），政

治学（国際政治

を含む。）」 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎情報法， 

知的財産権論Ａ, 

図書館情報法制度論（～2015年度） 

 

「社会学，経済学（国

際経済を含む。）」 

１以上 「社会学，経済

学（国際経済を

含む。）」 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎メディア社会学， 

量的調査法， 

メディア社会文化論， 

質的調査法， 

情報行動論， 

情報経済論（～2017年度）， 

経営・組織論 

 

「哲学，倫理学，宗教

学，心理学」 

１以上 「哲学，倫理学，

宗教学，心理学」 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎哲学， 

知識論， 

メディア教育の実践と評価 

 

合  計 

（高校一種） 
２０    

（注）本学における開設授業科目の欄中，◎の付してあるものは，免許取得の際の必修科目を表す。 

 

情報学群 知識情報・図書館学類 

免
許
教
科 

免許法に規定する科目 

区   分 
本学における開設授業科目 

（開設学群・学類） 
備 考 

教科に関する科目 
最低修得単位数 

中学校 高等学校 

 
数

学 

代数学 １以上 １以上 代数学 （知識情報・図書館学類開設） 

◎基礎数学 B， 

情報数学 

 

幾何学 １以上 １以上 幾何学 （情報メディア創成学類開設） 

◎CG 基礎， 

情報数学Ⅲ， 

インタラクティブ CG 

 

解析学 １以上 １以上 解析学 （知識情報・図書館学類開設） 

◎基礎数学 A 

（情報科学類開設） 

数値計算法， 

解析学Ⅲ， 

複素関数論 

 

「確率論，統計学」 １以上 １以上 「確率論，統計学」 （知識情報・図書館学類開設） 

◎統計， 

多変量解析， 

データマイニング 

 

コンピュータ １以上 １以上 コンピュータ （知識情報・図書館学類開設） 

◎データ構造とアルゴリズム， 

知識情報演習Ⅲ 

 

合  計 

（中学一種，高校一種） 
２０ ２０    

（注）本学における開設授業科目の欄中，◎の付してあるものは，免許取得の際の必修科目を表す。 
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情報学群 知識情報・図書館学類 

免
許
教
科 

免許法に規定する科目 

区   分 
本学における開設授業科目 

（開設学群・学類） 
備 考 

教科に関する科目 
最低修得単位数 

高等学校 

情

報 

情報社会及び情報倫理 １以上 情報社会及び情

報倫理 

（情報学群開設） 

◎情報社会と法制度， 

知的財産概論 

 

コンピュータ及び情報

処理（実習を含む。） 

１以上 コンピュータ及

び情報処理（実

習を含む。） 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎プログラミング演習Ⅰ， 

データ表現と処理， 

コンピュータシステムとネットワーク 

 

情報システム（実習を

含む。） 

１以上 情 報 シ ス テ ム

（実習を含む。） 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎情報検索システム 

情報システム概説， 

データベース概説， 

自然言語解析基礎 

 

情報通信ネットワーク

（実習を含む。） 

１以上 情報通信ネット

ワーク 

（実習を含む。） 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎Web プログラミング， 

クラウドコンピューティング 

 

マルチメディア表現及

び技術（実習を含む。） 

１以上 マルチメディア

表現及び技術（実

習を含む。） 

（知識情報・図書館学類開設） 

◎マルチメディアシステム， 

◎プログラミング演習Ⅱ， 

ディジタルドキュメント， 

情報デザインとインタフェース， 

マークアップ言語 

 

情報と職業 １以上 情報と職業 （教職科目その他開設） 

◎情報と職業 

（知識情報・図書館学類開設） 

インターンシップ 

 

合  計 

（高校一種） 
２０    

（注）本学における開設授業科目の欄中，◎の付してあるものは，免許取得の際の必修科目を表す。 
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大学において修得すべき図書館に関する科目 

区 

分 

図書館法施行規則に定める科目 本学における開設授業科目 

備  考 
科目 単位数 授業科目 単位数 

開設学群 

・学類等 

甲 

群 
 

 

必 

修
11
科 

目 

・
22
単 

位 

生涯学習概論 ２ 生涯学習と図書館 ２ 

知識情報・ 

図書館学類 

 

図書館概論 ２ 図書館概論 ２  

図書館制度・経営論 ２ 

パブリックガバナンス（2016 年度

～） 
２  

経営・組織論（～2015 年度） 

図書館情報法制度論 

２ 

２ 

2 科 目 を 

履 修 

図書館情報技術論 ２ 情報基礎 ２  

図書館サービス概論 ２ 情報サービス経営論 ２  

情報サービス論 ２ 
情報探索論 

情報サービス構成論 

２ 

２ 

い ず れ か 

１科目選択 

児童サービス論 ２ 読書と豊かな人間性 ２  

情報サービス演習 ２ 
知識情報演習Ⅱ 

情報基礎実習 

２ 

１ 

2 科 目 を 

履 修 

図書館情報資源概論 ２ コレクションとアクセス ２  

情報資源組織論 ２ 知識資源組織化論 ２  

情報資源組織演習 ２ 
知識情報演習Ⅰ 

知識情報演習Ⅲ 

２ 

２ 

2 科 目 を 

履 修 

乙 
群 

 
 

選 

択 

２ 

科 

目 

・
２
単
位
以
上 

図書館基礎特論 １ 図書館論 ２  

図書館サービス特論 １ ディジタルライブラリ ２  

図書館情報資源特論 １ 

日本図書学 

中国図書学 

知識資源の分析 

知識資源の用語管理 

学術メディア論 

ディジタルドキュメント 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

い ず れ か 

1 科目選択 

図書・図書館史 １ 図書館文化史論 ２  

図書館施設論 １ 図書館建築論 ２  

図書館実習 １ インターンシップ ２  

（備考）司書資格を取得した者には「資格取得証明書」を発行します。卒業後に教育推進課に申し込んでください。 

他学で修得した単位と合算して司書資格を取得する場合は、本学で修得した図書館に関する科目について「単位修得証明書」

を発行します。 
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大学において修得すべき司書教諭講習に相当する科目 

学校図書館司書教諭講習規程に定める

科目 
本学における開設授業科目 

備考 

科   目 単位数 授 業 科 目 単位数 開設学類  

学校経営と学校図書館 ２ 学校図書館論 ２ 

知識情報・

図書館学類 

 

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２  

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２  

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２  

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２  

（備考） 

司書教諭講習に相当する科目として修得した単位は，各学群の履修細則の定めるところにより，卒業要件の単位として算入

できます。 

司書教諭の資格を取得するためには，司書教諭講習に相当する科目を全て修得した後に，学校図書館法第５条第３項の規定

に基づく「学校図書館司書教諭講習」に，書類参加の手続きが必要です。手続方法については，掲示でお知らせします。 

 

大学が単位を与える学修一覧 

検 定 名  対象となる級等 認定対象科目 

(財)日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定 １級・準1級  

English Integrated 

Skills I, II 

(1.5単位)             

※注１ 

ＴＯＥＦＬ 

  ペーパー版テストの点数 

              

５５０点以上            

  コンピュータ版テスト ２１３点以上 

  インターネット版ＴＯＥＦＬ  ７９点以上 

ＴＯＥIＣ ７３０点以上 

(財) ドイツ語学文学振興会が実施するドイツ語技能検定 １級・準１級・２級・３級 ドイツ語基礎A, B 

(1.5単位) ゲーテ・インスティトゥートが実施する検定試験 基礎統一試験以上 

(財)フランス語教育振興協会が実施する 

実用フランス語技能検定 

1級・準1級・2級・3級 フランス語基礎A, B 

(1.5単位) 

ロシア語検定試験実行委員会が実施する 

ロシア語検定試験 

第４・第３・第２・第１・基礎 ロシア語基礎A, B 

（1.5単位） 

(財)日本スペイン協会が実施するスペイン語技能検定 1級・２級・3級・4級・５級 スペイン語基礎A, B 

(1.5単位) 

(注) １ 実用英語技能検定及びＴＯＥＦＬ又はＴＯＥⅠＣは、いずれか１つの試験についてのみ認定する。 

   ２ この表に掲げるもののほか，専門基礎科目及び専門科目として認定する単位は，45時間の学修をもって 

     換算する単位とする。 

   ３ 共通科目等開設組織等において定める基準を最低の基準とし、それ以上の基準により各学類・専門 

     学群において与えることができる単位を表す。 

   ４ ゲーテ・インスティトゥートが実施する検定試験の「基礎統一試験」以上の試験とは「職業ドイツ語 

     検定試験」「ドイツ語中級統一試験」「国際ビジネスドイツ語検定試験」「ドイツ語上級統一試験」 

     「ドイツ語小ディプロム試験」及び「ドイツ語大ディプロム試験」を表す。  

   ５ ロシア語検定における認定の基準は、検定試験結果の基礎レベル以上とする。 

      （第４レベル、第３レベル、第２レベル、第１レベル及び基礎レベル） 
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テクニカルコミュニケーター専門課程に対応した開設科目一覧 

TC 専門課程における分野 知識情報・図書館学類における開設科目 

知能と能力の分野 単位数 科目名 単位数 

TC 基礎 2 テクニカルコミュニケーション 2 

情報収集と分析 2 量的調査法 2 

質的調査法 2 

企画・設計 2 知識発見基礎論 2 

情報アーキテクチャー 2 情報基礎 2 

情報システム概説 2 

ディジタルドキュメント 2 

制作管理・ディレクション 2 知識科学実習 2 

知識情報システム実習 2 

情報資源経営実習 2 

デザイン・表現設計 2 知識情報演習 II 2 

情報デザインとインタフェース 2 

デジタルクリエイティブ基礎（2018 年度

～） 

1 

ライティング 2 情報基礎実習 1 

情報リテラシ実習 1 

 英文ライティング 2 専門英語 B 1 

専門英語 C 1 

周辺分野 2 知的財産概論 2 

国際インターンシップ 2 

テクニカルコミュニケーター専門課程は複数の分野から構成されており、上の表には、各分野

に対応する知識情報・図書館学類の開設科目が示してあります。各分野の必要単位数を充足す

るよう表中の 18 単位以上の開設科目を履修し、協会に申請することで、テクニカルコミュニ

ケーター専門課程修了認定証を得ることができます。ただし、2012 年度以降の履修であるこ

とが必要です。また、テクニカルコミュニケーター専門課程修了認定は他大学で取得した単位

を合わせての申請も可能です。 
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職位 研究室 メールアドレス 担当科目 その他

1 池内
いけうち

　淳
あつし

Ikeuchi Atsushi 准教授 7D413 atsushi@slis
知識情報演習III-2
情報サービス経営論
パブリックガバナンス

2 石井
い し い

　夏生利
か お り

Ishii Kaori 准教授 7D509 kaoriish@slis

フレッシュマン・セミナー
情報リテラシ実習
情報社会と法制度
情報法

1-4担任

3 逸村
いつむら

　裕
ひろし

Itsumura Hiroshi 教授 7D313 hits@slis

フレッシュマン・セミナー
情報リテラシ実習
情報基礎実習-1,-2
学術情報基盤論

1-2担任

4 宇陀
う だ

　則彦
のりひこ

Uda Norihiko 准教授 7D210 uda@slis
知識情報概論
ディジタルライブラリ

知識情報シス
テム主専攻主

任

5 大澤
おおさわ

　文人
ふ み と

Osawa Fumito 助教 7D115 osawa@slis

プログラミング演習II-3
多変量解析
インターンシップ
情報メディアの活用

6 大庭
お お ば

　一郎
いちろう

Ohba Ichiro 講師 7D113 iohba@slis
経営・組織論
情報サービス構成論

7 小泉
こいずみ

　公乃
まさのり

Koizumi Masanori 助教 7D310 koizumi@slis （在外研究）

8 後藤
ご と う

　嘉宏
よしひろ

Goto Yoshihiro 教授 7D513 ygoto@slis

フレッシュマン・セミナー
情報リテラシ実習
メディア社会学
メディア社会文化論

1-1担任*
知識科学主専

攻主任

9 阪口
さかぐち

　哲男
て つ お

Sakaguchi Tetsuo 准教授 7D312 saka@slis

コンピュータシステムとネットワーク

Webプログラミング

知的探求の世界I-5

10 サーカー　サヤン Sarkar Sayan 助教 7D315 sayans@slis Human-computer Interaction

11 佐藤
さ と う

　哲司
て つ じ

Satoh Tetsuji 教授 7D205 satoh@slis

情報システム概説
テキスト処理
知的探求の世界I-2
知的探求の世界II-2

12 三波
さんなみ

　千穂美
ち ほ み

Sannami Chihomi 講師 7D302 sannami@slis
学校図書館メディアの構成
テクニカルコミュニケーション
サイエンスコミュニケーション

13 上
じょう

保
ほ

　秀夫
ひ で お

Joho Hideo 准教授 7D408 hideo@slis

知識情報演習II-2
知識情報演習III-1
情報検索システム
国際インターンシップ

14 白井
し ら い

　哲哉
て つ や

Shirai Tetsuya 教授 7D407 tetsushi@slis
テクスト解釈-1
アーカイブズの構築

15 鈴木
す ず き

　佳苗
か な え

Suzuki Kanae 准教授 7D112 kanae@slis
読書と豊かな人間性
メディア教育の実践と評価
インターンシップ

16 鈴木
す ず き

　伸崇
のぶたか

Suzuki Nobutaka 准教授 7D204 nsuzuki@slis

フレッシュマン・セミナー
情報リテラシ実習
情報基礎
知識情報演習I-2
データ表現と処理

1-3担任

17 関
せき

　洋平
ようへい

Seki Yohei 准教授 7D213 yohei@slis （サバティカル） 4-2担任

18 高久
たかく

　雅生
まさお

Takaku Masao 准教授 7D208 masao@slis

情報基礎実習-1,-2
ディジタルドキュメント
知識情報特論I
知識情報特論II

4-3担任

19 辻
つじ

　慶太
け い た

Tsuji Keita 准教授 7D512 keita@slis
情報探索論
知識形成論

20 辻
つじ

　泰明
やすあき

Tsuji Yasuaki 教授 7D514 tsujiy@slis
専門英語B-3
専門英語C-3
映像メディア論

3-2担任
情報資源経営
主専攻主任

21 手塚
てづか

　太
た

郎
ろう

Taro Tezuka 准教授 7D215 tezuka@slis

知識情報演習I-1
データベース概説
国際インターンシップ
ソフトウェア工学

22 照山
てるやま

　絢子
じゅんこ

Teruyama Junko 助教 7D305 teruyama@slis
質的調査法
知識コミュニケーション
国際インターンシップ

23 時井
と き い

　真紀
ま き

Tokii Maki 講師 7D203 tmaki@slis
プログラミング演習I-1,-2
情報デザインとインタフェース

3-4担任

24 歳森
としもり

　敦
あつし

Toshimori Atsushi 教授 学類長室 tosimori@slis
体験型システム開発A
体験型システム開発B
コミュニティ情報論

学類長

25 呑海
どんかい

　沙
さ

織
おり

Donkai Saori 教授 7D403 donkai@slis
知識情報演習I-1,-2
図書館文化史論

26 中山
なかやま

　伸一
しんいち

Nakayama Shin-ichi 教授 研究科長室 nakayama@slis
知識発見基礎論
知識構造化法 2-1担任

*

氏名
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職位 研究室 メールアドレス 担当科目 その他氏名

27 長谷川
は せ が わ

　秀彦
ひでひこ

Hasegawa Hidehiko 教授 7D211 hasegawa@slis データマイニング

28 原
はら

　淳之
あつゆき

Hara Atsuyuki 助教 7D406 ahara@slis
知識情報演習II-1,-2
国際インターンシップ
図書館論

29 バールィシェフ　エドワルド Baryshev Eduard 助教 7D415 baryshev@slis
専門英語B-2
アーカイブズの利用

30 平久江
ひ ら く え

　祐司
ゆ う じ

Hirakue Yuji 教授 7D404 hirakue@slis
学習指導と学校図書館
学校図書館論
インターンシップ

31 真栄城
ま え し ろ

　哲也
て つ や

Maeshiro Tetsuya 准教授 7D409 maeshiro@slis
プログラミング演習II-1,-2
生命情報学

32 松林
まつばやし

　麻実子
ま み こ

Matsubayashi Mamiko 講師 7D111 mamiko@slis （サバティカル） 4-5担任

33 松村
まつむら

　敦
あつし

Matsumura Atsushi 助教 7D212 matsumur@slis
プログラミング演習I-1,-2
専門英語C-2
情報サービスシステム

2-2担任

34 松本
まつもと

　紳
まこと

Matsumoto Makoto 教授 7D202 amy@slis
統計
マルチメディアシステム

35 溝上
みぞうえ

　智恵子
ち え こ

Mizoue Chieko 教授 系長室 mizoue@slis 教育文化政策

36 緑川
みどりかわ

　信之
のぶゆき

Midorikawa Nobuyuki 教授 7D306 midorika@slis
知識情報演習III-1
知識資源組織化論
知識資源の分析

37 村井
む ら い

　麻衣子
ま い こ

Murai Maiko 准教授 7D506 myco@slis
知的財産概論
知的財産権論A

2-3担任

38 森継
もりつぐ

　修一
しゅういち

Moritsugu Shuichi 教授 7D214 moritsug@slis
基礎数学B
データ構造とアルゴリズム

3-5担任

39 于 海涛
ゆ　　はいたお

Yu, Haitao 助教 7D316 yuhaitao@slis

プログラミング演習II-1,-2
知識情報演習III-2
専門英語C-1

40 叶
よう

　少瑜
しょうゆ

Ye, Shaoyu 助教 7D206 shaoyu@slis
量的調査法
知的探求の世界II-5
ソーシャルメディア分析

41 横山
よこやま

　幹子
み き こ

Yokoyama Mikiko 准教授 7D405 mikiko@slis

哲学
知識論
知識情報特論I
知識情報特論II

4-4担任

42 芳鐘
よしかね

　冬樹
ふ ゆ き

Yoshikane Fuyuki 教授 7D414 fuyuki@slis
知識情報演習II-1
専門英語B-1
情報評価

3-1担任
*

43 吉田
よ し だ

　右子
ゆ う こ

Yoshida Yuko 教授 7D116 yyoshida@slis

図書館概論
インターンシップ
コレクションとアクセス
知識情報特論I
知識情報特論II

4-1担任
*

44 若林
わかばやし

　啓
けい

Wakabayashi Kei 助教 7D207 kwakaba@slis
情報数学
クラウドコンピューティング

2-4担任

45 綿抜
わたぬき

　豊昭
とよあき

Watanuki Toyoaki 教授 7D511 wata@slis
テクスト解釈-3
日本図書学

3-3担任

46 落合
おちあい

　陽一
よういち

Ochiai Yoichi 助教 7D515 wizard@slis メディアアート 兼担教員

47 森嶋
もりしま

　厚行
あつゆき

Morishima Atsuyuki 教授 7D507 mori@slis データベース技術 兼担教員

48 岩丸
いわまる

　良明
よしあき

Iwamaru Yoshiaki 非常勤講師 － 学群教務に照会 経営情報システム論

49 河辺
かわべ

　徹
とおる

Kawabe Toru 教授 3F825 kawabe@cs
ビジネスシステムデザインA
ビジネスシステムデザインB

50 佐藤
さとう

　功
こう

Koh Sato 非常勤講師 － 学群教務に照会 基礎数学A

51 高橋
たかはし

　伸
しん

Takahashi Shin 准教授 3F906 shin@cs ヒューマンインタフェース

52 永森
ながもり

　光晴
みつはる

Nagamori Mitsuharu 講師 7D412 nagamori@slis マークアップ言語

53 長谷部
はせべ

　郁子
いくこ

Hasebe Ikuko 非常勤講師 － 学群教務に照会 専門英語A-1,-2

54 濱崎
はまさき

　雅弘
まさひろ

Hamasaki Masahiro 非常勤講師 － 学群教務に照会 自然言語解析基礎

55 早瀬
はやせ

　康祐
やすひろ

Hayase Yasuhiro 助教 3F925 hayase@cs
ビジネスシステムデザインA
ビジネスシステムデザインB

56 平湯
ひ ら ゆ

　あつし Hirayu Atsushi 非常勤講師 － 学群教務に照会 テクニカルコミュニケーション

57 ポーリー, マーティン Pauly, Martin Edmund 非常勤講師 － 学群教務に照会 専門英語A-3, -4

58 益子
ましこ

　一彦
かずひこ

Mashiko Kazuhiko 非常勤講師 － 学群教務に照会 図書館建築論

59 三末
みすえ

　和男
かずお

Misue Kazuo 教授 3F830 misue@cs
ビジネスシステムデザインA
ビジネスシステムデザインB

60 三輪
みわ

　眞木子
まきこ

Miwa Makiko 非常勤講師 － 学群教務に照会 情報行動論

61 渡辺
わたなべ

　知恵美
ちえみ

Watanabe Chiemi 准教授 7D303 chiemi@slis
ビジネスシステムデザインA
ビジネスシステムデザインB

*
メールアドレスのドメイン部は「.tsukuba.ac.jp」を省略．例えば「gakumu-k@slis」は「gakumu-k@slis.tsukuba.ac.jp」が正しいメールアドレスです．

非常勤講師へは原則として授業の前後に会うか，学群教務を経由して連絡してください．
クラス担任の長期不在時は学年主任（1クラス担任）が代理します．

223



 

 

科目名索引 

〔A－Z〕 

Human-computer Interaction ...................... 150.5 

Webプログラミング ................................... 134 

〔あ行〕 

アーカイブズの構築 ........................... 149, 169 

アーカイブズの利用 ........................... 148, 170 

インターンシップ ......................................... 94 

映像メディア論 ........................................... 171 

〔か行〕 

学習指導と学校図書館.................................. 89 

学術情報基盤論 ........................................... 155 

学術メディア論 ........................................... 113 

学校図書館メディアの構成.......................... 90 

学校図書館論 ............................................... 163 

基礎数学 A...................................................... 42 

基礎数学 B ...................................................... 60 

教育文化政策 ............................................... 161 

クラウドコンピューティング .................... 141 

グローバルチャレンジ演習.......................... 28 

経営情報システム論 ........................... 147, 156 

経営・組織論 ................................................. 74 

公共経済学 ..................................................... 72 

国際インターンシップ.................................. 95 

コミュニティ情報論 ................................... 114 

コレクションとアクセス............................ 160 

コンピュータシステムとネットワーク ...... 69 

〔さ行〕 

サイエンスコミュニケーション ................ 119 

自然言語解析基礎 ......................................... 70 

質的調査法 ..................................................... 64 

生涯学習と図書館 ......................................... 73 

情報基礎 ......................................................... 31 

情報基礎実習-1 .............................................. 32 

情報基礎実習-2 .............................................. 33 

情報検索システム ............................... 121, 133 

情報行動論 ..................................................... 65 

情報サービス経営論 ................................... 157 

情報サービス構成論 ................................... 158 

情報サービスシステム ............................... 130 

情報資源経営実習 ....................................... 153 

情報システム概説 ......................................... 41 

情報社会と法制度 ......................................... 27 

情報数学 ......................................................... 39 

情報探索論 ..................................................... 63 

情報デザインとインタフェース ............... 138 

情報評価 ....................................................... 117 

情報法 ........................................................... 164 

情報メディアの活用 ..................................... 93 

情報リテラシ実習 ......................................... 26 

生命情報学 ................................................... 122 

専門英語 A-1 .................................................. 56 

専門英語 A-2 .................................................. 57 

専門英語 A-3 .................................................. 58 

専門英語 A-4 .................................................. 59 

専門英語 B-1 .................................................. 96 

専門英語 B-2 .................................................. 97 

専門英語 B-3 .................................................. 98 

専門英語 C-1 .................................................. 99 

専門英語 C-2 ................................................ 100 

専門英語 C-3 ................................................ 101 

ソーシャルメディア分析 ........................... 126 

卒業研究 ....................................................... 104 

ソフトウェア工学 ....................................... 145 

〔た行〕 

体験型システム開発 A ................................. 81 

体験型システム開発 B ................................. 82 

多変量解析 ..................................................... 62 

知識科学実習 ............................................... 107 

知識形成論 ................................................... 110 

知識構造化法 ............................................... 116 
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知識コミュニケーション............................ 123 

知識資源組織化論 ......................................... 67 

知識資源の分析 ........................................... 140 

知識情報演習 I-1 ............................................ 48 

知識情報演習 I-2 ............................................ 50 

知識情報演習 II-1 .......................................... 52 

知識情報演習 II-2 .......................................... 53 

知識情報演習 III-1 ......................................... 54 

知識情報演習 III-2 ......................................... 55 

知識情報概論 ................................................. 29 

知識情報システム実習................................ 129 

知識情報特論 I ............................................. 102 

知識情報特論 II ............................................ 103 

知識発見基礎論 ............................................. 66 

知識論 ........................................................... 109 

知的財産概論 ................................................. 47 

知的財産権論 A ............................................ 166 

知的探求の世界 I-1 ...................................... 175 

知的探求の世界 I-2 ...................................... 176 

知的探求の世界 I-5 ...................................... 178 

知的探求の世界 II-1 .................................... 179 

知的探求の世界 II-2 .................................... 180 

知的探求の世界 II-5 .................................... 182 

ディジタルドキュメント............................ 131 

ディジタルライブラリ................................ 132 

データ構造とアルゴリズム................ 120, 143 

データ表現と処理 ....................................... 136 

データベース概説 ......................................... 68 

データベース技術 ....................................... 137 

データマイニング ....................................... 118 

テキスト処理 ............................................... 142 

テクスト解釈-1 .............................................. 76 

テクスト解釈-3 .............................................. 77 

テクニカルコミュニケーション ................ 108 

哲学 ................................................................. 30 

統計 ................................................................. 40 

読書と豊かな人間性 ..................................... 91 

図書館概論 ..................................................... 43 

図書館建築論 ............................................... 115 

図書館文化史論 ........................................... 167 

図書館論 ....................................................... 154 

〔な行〕 

日本図書学 ................................................... 168 

〔は行〕 

パブリックガバナンス ............................... 172 

ビジネスシステムデザイン A ..................... 83 

ビジネスシステムデザイン B ..................... 85 

ヒューマンインタフェース ....................... 139 

フレッシュマン・セミナー ......................... 25 

プログラミング演習 I-1 ............................... 34 

プログラミング演習 I-2 ............................... 35 

プログラミング演習 II-1 .............................. 36 

プログラミング演習 II-2 .............................. 37 

プログラミング演習 II-3 .............................. 38 

〔ま行〕 

マークアップ言語 ....................................... 144 

マルチメディアシステム ........................... 135 

メディアアート ........................................... 150 

メディア教育の実践と評価 ....................... 162 

メディア社会学 ............................................. 71 

メディア社会文化論 ................................... 124 

〔ら行〕 

量的調査法 ..................................................... 61 

レファレンスサイエンス ........................... 112 
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